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　北陸地方の中で、新潟県上越地方より西側の状況を（石川県を中心に）報告する。北
陸地方の中期では、旧国単位で 1 つか 2 つの大規模な拠点集落（環濠集落）が確認され、
湖沼や河川周辺（水上交通の要衝）に立地している。代表的な小松市八日市地方遺跡では、
中期前葉から後葉にかけて旧河道の両岸に集落を営み、集落の周りを環濠で囲み、その外
側に方形周溝墓群を展開させている。集落内では周溝を持つ（竪穴）建物に住み、玉生産
や木器生産を活発に行っていた。方形周溝墓は溝を重複や共有しながら列状に造営し、単
体埋葬を基本とし、周溝内埋葬も若干ある。しかし、環濠を持たない小規模集落では、集
落の存続時間は短く、居住域と墓域（木棺墓）は明確な区画は持たず、近接しているもの
が多い。

新潟県内の中期前葉後半～中葉前半の遺跡には、南加賀・能登・越中地方の土器が若
干搬入されてから、櫛描文系土器の定着が始まった。長野県大町市来見原遺跡では中期前
葉末に能登（か北加賀）地方の土器が 1 点搬入されており、中期中葉の栗林式土器は北
陸系土器の影響で成立した可能性が指摘されている。北陸地方の中期中葉以降の遺跡では、
多くの遺跡で栗林式土器や長野県産の石斧が出土する。上越地方では長野県から搬入され
た土器が主体だが、上越地方以西では距離が遠くなるにつれて搬入土器よりも模倣土器の
方が多く出土する傾向がある。長野県産の石斧は南加賀地方（八日市地方遺跡 20 点）ま
で多く出土し、福井県若狭地方や滋賀県長浜市でも確認できる。長野県産の石斧は壊れて
も柱状片刃石斧や石槌に再利用され、短くて使えなくなると土坑の底に埋納された例もあ
り、大切に利用されていた。
八日市地方遺跡と吹上遺跡では、青銅器関連遺物が纏まって出土しているのは、水上・

陸上交通の要衝に立地し、玉（交換材）生産を盛んに行っていたからである。両遺跡をつ
なぐ間の遺跡では玉生産は盛んでないので、青銅器関連遺物は若干しか出土しない。八日
市地方遺跡では木製品から鉄製工具（鋳造鉄斧の柄 15 本、柄付き鉄製鉇）の存在が指摘
されている。八日市地方遺跡では山陰・近畿・東海地方の土器が搬入され、氷見市大境洞
窟では生駒西麓産の土器、東的場タケノハナ遺跡では米子地域、吹上遺跡では出雲地域の
土器が搬入されている。また、分銅形土製品は石川県内では 27 点（八日市地方遺跡 17 点、
羽咋市 7 点）が出土し、文様から山陰系と思われる。山陰地方と北陸地方は密接な関係
が伺え、この流れで九州型銅戈や鉄器などを入手したものと想定される。また、銅鐸や大
阪湾型銅戈は近畿地方で製作され、八日市地方遺跡・吹上遺跡を通じて、長野県産の石斧
などを交換材として柳沢遺跡にもたらされたものと想定される。

弥生時代中期における北陸と信州との地域間交流

　（公財）石川県埋蔵文化財センター　久田 正弘    
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1：石川県金沢市藤江Ｂ遺跡
2：石川県羽咋市吉崎・次場遺跡
3：石川県志賀町八幡バケモンザカ遺跡
4～6：新潟県上越市吹上遺跡
7～10・12・17・18：石川県小松市八日市地方遺跡
11:石川県金沢市戸水Ｂ遺跡
13：石川県金沢市磯部運動公園遺跡
14～16：石川県金沢市西念・南新保遺跡
（図は各遺跡報告書より掲載、縮尺は1/2）

0 5cm（1:2）

第２図　北陸地方の青銅器・鉄器関連品

12　

11

13銅　鏃

銅　剣
銅剣形石剣（1/3）

銅剣形石剣

銅戈形土製品

石　戈

銅剣形石剣

14

（再加工）

銅剣形木製品
　（1/5）

石　戈（1/3）

戈の柄
（1/5）

鋳造鉄斧の柄（1/8）

戈の柄
（1/8）

戈形木製品（1/5）
9

15

16

17

18

柄付き鉄製鉇
（やりがんな）

（約1/2）
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1～6：石川県小松市八日市地方遺跡
7：石川県羽咋市吉崎・次場遺跡
8：富山県小矢部市埴生南遺跡
9・10：新潟県上越市吹上遺跡

0 5cm（1:2）

第３図　北陸地方の銅鐸形土製品・石製品（1/2）

10

（約1/2）
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0 50㎝（1:12）

0 15cm（1:4）

1：伝河北潟畔出土銅鐸

2：坂井市井向島田1号銅鐸

3：坂井市井向島田2号銅鐸

4：坂井市米ヶ脇銅鐸

第４図　北陸・若狭地方の銅鐸など

5：美浜町郷市南伊夜山銅鐸

6：若狭町野木銅鐸

8：若狭町大鳥羽遺跡 10：小浜市小和田遺跡

9：敦賀市吉河遺跡

7：若狭町堤向山銅鐸

（銅鐸は1/12）

（石器は1/4）

扁平紐式

扁平鈕式

外縁鈕式

外縁鈕式

菱環鈕式

扁平鈕式

（約1/12）

扁平鈕式
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1：富山県黒部市堀切遺跡
2：富山県射水市作道遺跡
3・4：石川県羽咋市吉崎・次場遺跡
5：石川県加賀市猫橋遺跡

11
12

6：福井県坂井市加戸下屋敷遺跡
7：福井県敦賀市吉河遺跡
8・9：福井県敦賀市舞崎遺跡
10：福井県小浜市木崎遺跡
11・12：福井県小浜市府中石田遺跡
13：岐阜県飛騨市杉崎廃寺跡

13

第５図　北陸・若狭地方の長野県産石斧

未報告資料
（久田実測）

石斧5・8の装着復元（1/10）
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「掘るしん 中野」●報告 Ｐ

平成 年３月３日

弥生時代中期における関東と信州との地域間交流

埼玉県熊谷市教育委員会 松田 哲

報告要旨

１．関東における弥生時代中期後半の地域性は、４つに大別（第１図）。

２．関東への栗林式土器文化圏の波及は、群馬県西部･埼玉県北西部まで（第２図）。

報告主体の埼玉県熊谷市周辺は、関東における栗林式土器文化圏の最前線。

３．埼玉県熊谷市前中西遺跡は、規模や存続期間から当地域の拠点集落。出土土

器より中期は、中葉（栗林１式（新）併行）から末（栗林３式併行）まで継続。

中期後半新段階（栗林２式（新）新相併行）に在地系が終焉を迎え、栗林式系

が主流となる （第３図）。

４．熊谷市周辺では、前中西遺跡以外にも栗林式系土器が１式（古）から３式ま

で出土。時期が下るにつれて割合増加（第４図）。

５．磨製石器は、群馬・埼玉ともに栗林式からの完成品搬入（杉山 ）。太形蛤

刃･扁平片刃石斧主体。玉類は、後述の管玉の他に翡翠製も出土（第５図）。

６．青銅器･模倣品は、群馬県では南西部の鏑川流域で銅戈･石戈出土 （第６図）。埼

玉県は青銅器未検出。熊谷市周辺で石戈、秩父市で変形石戈出土。前中西遺跡

では、緑色岩製の独鈷石も出土（第７図）。

７．熊谷市では、中期中葉から中期末までの土偶･土偶形容器が出土。土器同様、

時期が下るにつれて栗林式文様要素が増加（第８図）。

８．集落は、いくつかの住居跡群でグループ形成（＝栗林式との共通点？）。池上･

小敷田遺跡（第９図左）では、環濠検出。北島遺跡 （第 図）・前中西遺跡（第

図）は未検出。水田や堰が検出された北島遺跡では、南関東中期中葉の神奈川県

小田原市中里遺跡に類例のある独立棟持柱建物跡検出。拠点集落である前中西

遺跡の集落形態･変遷は、長野県長野市松原遺跡に類似。

９．墓制は方形周溝墓･土器棺墓主体。居住域と墓域を分ける（＝栗林式との相違

点）。池上･小敷田遺跡では、関東最古段階の方形周溝墓検出（第９図右）。中期後

半の南関東拠点集落内に大型方形周溝墓を構築する事象が、前中西遺跡（第

図）･群馬県高崎市高崎城三ノ丸遺跡（第 図）で確認、長クラスの墓か。方形

周溝墓以外に前中西遺跡では、中期後半新段階の礫床木棺墓４基検出。うち２

基より赤玉石製管玉多数出土。柳沢遺跡の数・法量上回る（第 図）。

関東への栗林式土器文化圏の主要ルートは、佐久→群馬県南西部鏑川流域→

埼玉県北西部（馬場 ） （第 図）。東山道の基となるルートか。

熊谷市周辺の弥生時代中期は、遺構は在地系主体だが、遺物は時期が下るにつ

れ栗林式系増加。南関東の影響を受けつつも独自の地域社会形成 （第 図）。
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34

＜群馬県＞

１　寺谷遺跡：中期後　　

２　有笠山岩陰遺跡：中期後

３　五十嵐遺跡：中期中

４　有馬条里遺跡：中期末

５　西迎遺跡：中期末

６　清里庚申塚遺跡：中期末

７　熊ノ堂遺跡：中期末

８　新保田中村前遺跡：中期末

９　新保遺跡：中期末

10　浜尻遺跡：中期末

11　大八木富士廻り遺跡：中期後

12　上並榎南遺跡：中期後

13　巾遺跡：中期末

14　高崎城三ノ丸遺跡：中期後

15　城南小校庭遺跡：中期後

16　小塚遺跡：中期後

17　南蛇井増光寺遺跡：中期後

18　中高瀬観音山遺跡：中期後

40㎞０

＜埼玉県＞

19　神明ヶ谷戸遺跡：中期後

20　用土・平遺跡：中期末

21　旧桜ヶ丘女子高校構内遺跡

　　：中期末

22　宮ヶ谷戸遺跡：中期後

23　北島遺跡：中期後

24　古宮遺跡：中期中

25　池上・小敷田遺跡：中期中

26　諏訪木遺跡：中期中～末

27　前中西遺跡：中期中～末

28　井上遺跡：中期末

29　姥原遺跡：中期後

30　下ッ原遺跡：中期後

31　宮地遺跡：中期後

32　日野田遺跡：中期後

33　藪遺跡：中期後

34　大沼遺跡：中期後

第２図　関東北西部（群馬県・埼玉県）弥生時代中期栗林式土器文化圏波及主要遺跡分布図

　　　　 （埼玉考古学会 2003 より作成）

第１図　関東地方における弥生中期後葉の地域性 ( 石川 2008 より転載 )
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Ⅳ　遺構と遺物
１　住居跡
第１号住居跡（第７･８図）

　平成19年度調査第１区50～52－152～154グリッドに位置する。中央付近を北西から南東方向へ走る１

号溝跡、東壁中央付近を２号住居跡に切られているが、床面までは達しない。南側の調査区境では１号

土坑に床面まで掘り込まれている。北東及び南西隅は調査区外にあり、北西隅は撹乱により一部欠く。

　本住居跡は北西から南西壁を利用して拡張が行われていた。拡張前の規模は長軸5.9ｍ、短軸4.88ｍを

測り、平面プランは横長のややいびつな隅丸長方形を呈する。拡張後の規模は長軸が6.56ｍ、短軸は6.6

ｍ程を測り、平面プランは北西隅がやや角張るいびつな円形を呈する。主軸方向はＮ－32°－Ｗを指す。

確認面からの深さは西側が0.2ｍ、東側が0.3ｍ前後を測り、東側にやや傾いていた。覆土は一部のピッ

トも含めて30層（１～30層）と非常に多く確認された。いずれの層も混入物が多いが、ほぼレンズ状に

堆積していたことから自然堆積と思われる。

　炉跡は４つ検出された。炉１は床面中央からやや北側に位置する。長軸0.8ｍ、短軸0.56ｍのいびつな

楕円形を呈し、床面からの深さは0.07ｍと浅い。覆土は３層（31～33層）確認された。焼土や炭化物の

他に被熱した灰白色粒等を含み、南東側では最下に炭化物層が薄く広がっていた。炉２・３は炉１の北

西側に並んで位置する。炉２は長軸0.53ｍ、短軸0.35ｍのいびつな楕円形を呈し、床面からの深さは

0.11ｍを測る。覆土は２層（34・35層）確認された。ともに炭化物を微量含んでいた。炉3は南東側で

炉１と接しているが、炉１が新しい。長軸は炉１まで0.38ｍ、短軸は0.28ｍを測り、楕円形に近い。床

面からの深さは0.05ｍと浅い。覆土は２層（36・37層）確認され、下層は炭化物層であった。炉４は炉

１南東約0.5ｍに位置する。径約0.25ｍの小さい円形を呈し、床面からの深さは0.03ｍと浅い。覆土は２

層（38・39層）確認され、上層が炭化物層、下層が焼土層であった。

　ピットは47基と多数検出された。大半が拡張前の範囲にあり、主に炉1を挟んで東西に位置する。径

が小さく、浅いものが多いが、P１～４は掘り込みが深く、その位置から主柱穴と思われる。またP４

の東側にはP47が位置しているが、内からはほぼ完形の弥生土器甕と壺の一部（第10図７・12）が出土した。

甕12はほぼ正位の状態で出土し、甕の西側からは壺の一部７が出土したことからこれらの土器は組み合

わせて使用されたと思われる。その状況から土器棺墓と思われるが、骨等は確認されなかった。これら

の土器の詳細については後述する。その他のピットについては、用途･性格は不明である。

　壁溝は拡張前が全周するが、拡張後は東壁が一部、西壁は所々途切れる。また拡張後の西側壁溝は

0.15 ～ 0.44ｍ程離れて巡る。幅は0.25ｍ前後が主体となり、床面からの深さは0.03 ～ 0.09ｍを測る。

　貯蔵穴は西壁ほぼ中央に位置し、新旧の壁溝を抜いて掘り込まれている。径0.7ｍ前後の不整円形を

呈し、床面からの深さは0.34ｍを測る。覆土は３層（40～42層）確認された。いずれも炭化物を含む。

　出土遺物（第10 ～ 13図）は、弥生土器壺（１～ 11・22 ～ 83）、甕（12 ～ 21・84 ～ 125）、高坏（126）、

磨石（127 ～ 136）がある。出土量が多く、ほぼ全面及び全層から検出されている（第９図）。またピッ

トや貯蔵穴、炉跡から検出されたものもある。磨耗が著しいものが多く、残存状態の良いものは少ない。

　１～ 11・22 ～ 83は壺。１は口縁部から頸部にかけての部位。口縁部が大きく開き、頸部はすぼまる。

文様は複合口縁部にＬＲ単節縄文が施文され、以下は内面とともにヘラナデ調整である。２は口縁部か

部から胴上部は緩やかに下り、胴部中段が膨らむ。文様は無く、外面はハケメ後にヘラミガキ調整が施

されているが、胴部中段付近は一部のみに施されている。内面は全面ハケメ調整であるが、磨耗が著し

いため大半が図示不可能である。P47出土であり、後述する甕12との組み合わせで土器棺墓の棺蓋に使

用されたと思われる。８は頸部から胴上部にかけての部位。頸部に２本一単位の櫛歯状工具による多条

沈線が二条巡り、その間と胴上部にＬＲ単節縄文が施文されている。内面はヘラナデ調整であり、頸部

には輪積痕が一部みられた。９は胴部中段から底部、10・11は底部である。胴下部が膨らむ器形から壺

としたが、11は甕の可能性もある。内外面ともにすべてヘラナデ調整であり、11は底部外面に木葉痕が

みられた。

　22～28は口縁部から頸部にかけての破片。23・24・28は複合口縁である。22～27は口縁部にＬＲ単節

縄文が施文され、22・23には複合口縁下に円形の刺突列が刻まれている。22～26は縄文及び刺突列以下

が無文で26のみ横・斜位、その他は横位のヘラナデ調整である。27のみ縄文下に３本一単位の櫛歯状工

具による波状文が複数巡る。28は複合口縁部も含め全面無文で内外面ともに横位のヘラナデ調整である。

　29～34は頸部片ないし頸部から肩部にかけての破片。29・30は上位が無文で下位は29が太い平行沈線、

30は分かりづらいが連続して刻まれた半円形の刺突が沈線状に複数巡る。無文部は29が縦位、30が横位

のヘラナデ調整である。31～33は太い平行沈線が複数巡る。31は平行沈線下の肩部が無文で横位のヘラ

ナデ調整が施されている。34は上下に突帯が巡り、下の突帯にはＬＲ単節縄文が施文されている。

　35～40・42～45は刺突列が刻まれた一群。36～38は肩部片、35・39・40・42～45は胴上部片である。

35は半円形の刺突列が無文部下に二列、その下のＬＲ単節縄文下の段に一列刻まれ、以下はやや細い平

行沈線が巡る。36はＬＲ単節縄文下に連続して刻まれた半円形の刺突列が沈線状を呈し、以下はやや太

い平行沈線が巡る。37・38は弱い段に円形の刺突列が巡り、刺突列上はＬＲ単節縄文が施文され、下は

無文で37が縦位のヘラミガキ、38は横位のヘラナデ調整である。39・40は半円形の刺突列が39はＬＲ単

節縄文下に一列、40はほぼ等間隔に三列巡る。42～45は平行沈線間に刺突列が刻まれている。42は半円

形の刺突列が刻まれたやや細い平行沈線上が無文で横位のヘラナデ調整、下はＬＲ単節縄文が施文さ

れている。43 ～ 45は複数巡る平行沈線のうち、43は中段、44・45は上位の平行沈線間に刺突列が刻ま

れている。刺突は43・45が円形、44は半円形を呈する。45は平行沈線下に同一工具による波状沈線も加

わる。

　46～48は沈線で鋸歯文が描かれる一群。46は胴上部片、47・48は肩部片である。46は鋸歯文下、47は

上にＲＬ単節縄文が充填されている。46は鋸歯文上、47は下が無文で46は斜位、47は横･斜位のヘラナ

デ調整である。48は鋸歯文下にＬＲ単節縄文と４本一単位の櫛歯状工具による文様が交互に施文されて

いる。櫛歯状工具による文様は上が波状文三段、下は横位に一段と波状文が巡る。

　48～54は波状沈線が描かれる一群。48については上記のとおりである。49～53は胴上部片、54は胴部

中段の破片である。49はやや太い平行沈線間に同一工具による波状沈線とＬＲ単節縄文が施文されてい

る。平行沈線上下は無文で横位のヘラナデ調整である。50はやや太い波状沈線上にＲＬ単節縄文が施文

され、下は無文で横位のヘラナデ調整である。51はやや太い波状沈線下に同一工具による平行沈線が巡る。

52～54は胴部中段付近に平行沈線と波状沈線が巡る。52は細い平行沈線三条下に波状沈線が描かれるが、

弧線文に近い。胴上部は無文で横位のヘラナデ調整である。53はやや太い平行沈線間に同一工具で波状

沈線が描かれており、文様上には円形ないし四角形状の文様が描かれている。54は太い平行沈線が四条

ら肩部にかけての部位。口縁部がやや受け口状を呈し、頸部は中段がやや膨らむ。文様は口縁部にＬＲ

単節縄文が施文され、頸部は縦位のヘラナデ調整による無文部下に３本一単位の櫛歯状工具による多条

沈線が横位に一条、肩部には複数巡り、間にＬＲ単節縄文が充填されている。内面はヘラナデ調整である。

３～５は口縁部から頸部にかけての部位。３・４は口縁部が外反しながら大きく開く。３は文様が口縁

部内面にのみあり、端部に描かれたやや太い波状沈線下にＬＲ単節縄文が施文されている。外面はハケ

メ及びヘラナデ、内面の文様下はヘラナデ調整である。４は口縁端部に刻みを持ち、頸部に横位の沈線

が巡る。外面無文部及び内面はハケメに近いヘラナデ調整である。５は口縁部が受け口状を呈し、頸部

はほぼ直立に近い。口縁部下位に円形の突起が等間隔に付けられており、頸部はやや細い平行沈線が四

条巡る。外面無文部及び内面はヘラナデ調整である。６は口縁部下位から肩部にかけての部位。口縁部

の開きが大きく、頸部はすぼまる。文様は頸部に太い沈線が上位、細い沈線が下位に二条ずつ巡り、

前者の太い平行沈線間には同一工具で波状沈線が描かれ、後者の細い平行沈線間には半円形の刺突列

が刻まれている。頸部文様下には等間隔で櫛歯状工具による波状文が垂下する。磨耗が著しいため単位

は不明である。口縁部外面及び内面はヘラナデ調整である。７は肩部から胴部中段直下までの部位。肩

̶ 39 ̶

巡り、上下二条の平行沈線間に波状沈線が描かれている。

　55～64は平行沈線と縄文が施文される一群。55は肩部片、56～64は胴上部片である。55は分かりづら

いが、一条の細い沈線上と最下に３本一単位の櫛歯状工具による多条沈線が横位に巡り、間にＬＲ単節

縄文が施文されている。56はＲＬ単節縄文下に太い平行沈線が四条巡り、以下は無文で横位のヘラナデ

調整である。ＲＬ単節縄文上にも斜位の太い沈線が描かれているが、詳細は不明である。57・58・62は

細い平行沈線間にＬＲ単節縄文が施文されている。59は太い平行沈線下にＲＬ単節縄文が施文されてい

る。60はＬＲ単節縄文下にやや間隔を空けて太い平行沈線が巡る。61はやや細い平行沈線下に無節Ｌ

が施文されている。63は一条の太い沈線を挟んでＲＬ単節縄文が施文されている。64は２本一単位の

櫛歯状工具による多条沈線が三条巡り、上下にＲＬ単節縄文が施文されている。

　41・65～72は沈線で重四角文が描かれる一群。41・65～71胴上部片、72は胴部中段の破片である。41

はＲＬ単節縄文下の段下にやや細い沈線で描かれている。65はやや細い沈線で上下二段に描かれている。

66はやや太い沈線で描かれている。区画内に文様はみられない。67は半円形の刺突列下にやや太い沈線

で描かれている。68は段下に円形の刺突列が刻まれ、以下に太い沈線で描かれている。段及び重四角文

間にはＲＬ単節縄文が施文されている。69・70はやや細い沈線で描かれており、70は地文にＬＲ単節縄

文が施文されている。71・72はやや太い沈線が複数垂下する。71は脇に波状沈線と間隔を空けて沈線

が垂下する。重四角文としたが、異なる可能性もある。72は重四角文間にＲＬ単節縄文が施文されている。

　73～75は沈線で重三角文が描かれる一群。73は肩部片、74・75は胴上部片である。73は複数の太い沈

線で描かれ、区画外はＬＲ単節縄文が充填されている。鋸歯状を呈する可能性もある。74は半円形の刺

突列下にやや太い沈線で描かれている。75は細い沈線で描かれ、地文にＬＲ単節縄文が施文されている。

　76・77は沈線で弧線文が描かれる一群。76は肩部片、77は胴上部片である。ともに沈線間にＬＲ単節

縄文が充填されている。沈線は77が二条、77は四条である。

　78・79は沈線でフラスコ文が描かれる一群。78は肩部片、79は胴上部片である。78はやや細い沈線七条、

79は太い沈線五条で描かれており、79はフラスコ文脇に同一工具による沈線が垂下する。

　80～82は胴上部片。80は曲線状の文様が描かれた胴上部片。詳細は不明であるが、沈線がやや太い。

81はやや細い沈線で円形文が描かれており、内にＬＲ単節縄文が充填されている。円形文脇には同一工

具による平行沈線が巡り、以下は無文部である斜位のヘラナデ調整を挟んで一条の沈線とＬＲ単節縄文

が施文されている。82は縦方向に長い突起が付けられており、両脇に半円形の刺突列が刻まれている。

　83は５本一単位の櫛歯状工具による多条沈線が横位に二段巡る肩部片。以下は無文で横･斜位のヘラ

ナデ調整である。本住居跡出土遺物の中で最も新しい段階に位置付けられることから流れ込みと思われ

る。

　壺破片22～27・29 ～ 83の内面はすべてヘラナデ調整であり、33が縦位、37・43・45・57・61・62・

64・66・79・81・82が斜位、44・48・59・67・72・78が横･斜位、50が縦･斜位、その他は横位に施されている。

　12～21・84～125は甕。12は大型で残存状態が良好である。口縁部が緩やかに開き、頸部はすぼまる。

最大径を持つ胴部中段が膨らむ。文様は複合口縁部から胴部中段直下まで無節Ｒが施文されている。胴

下部以下及び内面はヘラナデ調整であり、外面は縄文施文後に施されている。胴部には輪積痕もみられた。

P47出土であり、壺７との組み合わせで土器棺墓の棺身に使用されたと思われる。13は口縁部から胴部

中段直下にかけての部位。複合口縁部が大きく開き、口径が最大径となる。頸部はすぼまり、胴部中段

がやや膨らむ。複合口縁部から胴部中段までＬＲ単節縄文が施文され、胴下部外面及び内面は磨耗が著

しいため図示できなかったが、ヘラナデ調整である。14は頸部下位から底部にかけての部位。頸部がほ

ぼ直立し、胴部は中段で大きく膨らむ。胴上部から胴部中段下までＬＲ単節縄文が施文され、頸部と胴

下部外面及び内面は無文でヘラナデ調整である。16～21は底部。胴下部が膨らまない器形から甕とした

が、壺の可能性もある。内外面ともにすべてヘラナデ調整である。

　84～105は縄文ないし擬縄文が施文された一群。84～90は口縁部片ないし口縁部から頸部にかけての

破片。84 ～ 88・90は複合口縁である。84～89はＬＲ単節縄文、90のみＲＬ単節縄文が施文されている。

87・90は端部まで縄文が施文されており、88は端部に刻みを持つ。91～101はＬＲ単節縄文が施文され

ており、91･92は頸部、93 ～ 98は胴部中段付近、99～101は胴下部の破片である。100・101は縄文下が

無文で100は斜位、101は横位のヘラナデ調整である。102・103は胴部中段の破片でＲＬ単節縄文、104

は胴下部片で無節Ｒ、105は胴部中段の破片でオオバコ系の擬縄文が施文されている。

　106～111は櫛歯状工具で波状文が描かれる一群。106～108は口縁部から胴上部までに収まる破片であ

る。107のみ複合口縁である。すべて頸部に波状文が巡る。106は３本一単位で描かれ、口縁端部及び胴

上部は無文でヘラナデ、口縁部下位は斜位のハケメ調整である。ヘラナデは口縁端部が横位、胴上部が

斜位に施されている。107・108は単位不明である。口縁部は内外面ともに横位のヘラナデ調整である。

109～111は胴部中段及び胴下部の破片。109は７本一単位の波状文上下が無文で横位のヘラナデ調整で

ある。110は４本一単位の波状文が複数巡る。111は５本一単位の波状文下が無文で斜位のヘラナデ調整

である。

　112は櫛歯状工具で斜格子文が描かれた胴部中段の破片。密に施文されているが、単位は不明である。

　113～115は櫛歯状工具で羽状文が描かれた胴部中段の破片。113は７本一単位で縦位、114・115は単

位不明であるが、横位に描かれている。114は羽状文下が無文で横・斜位のヘラナデ調整である。

　116～121は内外面ヘラナデ調整の一群。口縁部から胴上部までに収まる破片である。116～118は口縁

端部に指頭圧痕、121はＬＲ単節縄文が施文されている。ヘラナデ調整はすべて横位に施されている。

　122・123は外面がハケメ調整の一群。122は口縁部片、123は胴上部片であり、ともに斜位に施されている。

122は磨耗が著しいため定かではないが、口縁端部に刻みを持つ。

　124・125は細い沈線でコの字重ね文が描かれる一群。124はボタン状貼付文脇、125は密に描かれる。

　甕破片84～115・122～125の内面はすべてヘラナデ調整であり、86・90・92・93・96・100・102・103・123が横・

斜位、125が斜位、その他は横位に施されている。

　126は高坏の口縁部片。内外面ともに横位のヘラミガキ調整であり、赤彩が施されている。

第21図　第３号住居跡出土遺物（２）

Ⅳ　遺構と遺物
１　住居跡
第１号住居跡（第７･８図）

　平成19年度調査第１区50～52－152～154グリッドに位置する。中央付近を北西から南東方向へ走る１

号溝跡、東壁中央付近を２号住居跡に切られているが、床面までは達しない。南側の調査区境では１号

土坑に床面まで掘り込まれている。北東及び南西隅は調査区外にあり、北西隅は撹乱により一部欠く。

　本住居跡は北西から南西壁を利用して拡張が行われていた。拡張前の規模は長軸5.9ｍ、短軸4.88ｍを

測り、平面プランは横長のややいびつな隅丸長方形を呈する。拡張後の規模は長軸が6.56ｍ、短軸は6.6

ｍ程を測り、平面プランは北西隅がやや角張るいびつな円形を呈する。主軸方向はＮ－32°－Ｗを指す。

確認面からの深さは西側が0.2ｍ、東側が0.3ｍ前後を測り、東側にやや傾いていた。覆土は一部のピッ

トも含めて30層（１～30層）と非常に多く確認された。いずれの層も混入物が多いが、ほぼレンズ状に

堆積していたことから自然堆積と思われる。

　炉跡は４つ検出された。炉１は床面中央からやや北側に位置する。長軸0.8ｍ、短軸0.56ｍのいびつな

楕円形を呈し、床面からの深さは0.07ｍと浅い。覆土は３層（31～33層）確認された。焼土や炭化物の

他に被熱した灰白色粒等を含み、南東側では最下に炭化物層が薄く広がっていた。炉２・３は炉１の北

西側に並んで位置する。炉２は長軸0.53ｍ、短軸0.35ｍのいびつな楕円形を呈し、床面からの深さは

0.11ｍを測る。覆土は２層（34・35層）確認された。ともに炭化物を微量含んでいた。炉3は南東側で

炉１と接しているが、炉１が新しい。長軸は炉１まで0.38ｍ、短軸は0.28ｍを測り、楕円形に近い。床

面からの深さは0.05ｍと浅い。覆土は２層（36・37層）確認され、下層は炭化物層であった。炉４は炉

１南東約0.5ｍに位置する。径約0.25ｍの小さい円形を呈し、床面からの深さは0.03ｍと浅い。覆土は２

層（38・39層）確認され、上層が炭化物層、下層が焼土層であった。

　ピットは47基と多数検出された。大半が拡張前の範囲にあり、主に炉1を挟んで東西に位置する。径

が小さく、浅いものが多いが、P１～４は掘り込みが深く、その位置から主柱穴と思われる。またP４

の東側にはP47が位置しているが、内からはほぼ完形の弥生土器甕と壺の一部（第10図７・12）が出土した。

甕12はほぼ正位の状態で出土し、甕の西側からは壺の一部７が出土したことからこれらの土器は組み合

わせて使用されたと思われる。その状況から土器棺墓と思われるが、骨等は確認されなかった。これら

の土器の詳細については後述する。その他のピットについては、用途･性格は不明である。

　壁溝は拡張前が全周するが、拡張後は東壁が一部、西壁は所々途切れる。また拡張後の西側壁溝は

0.15 ～ 0.44ｍ程離れて巡る。幅は0.25ｍ前後が主体となり、床面からの深さは0.03 ～ 0.09ｍを測る。

　貯蔵穴は西壁ほぼ中央に位置し、新旧の壁溝を抜いて掘り込まれている。径0.7ｍ前後の不整円形を

呈し、床面からの深さは0.34ｍを測る。覆土は３層（40～42層）確認された。いずれも炭化物を含む。

　出土遺物（第10 ～ 13図）は、弥生土器壺（１～ 11・22 ～ 83）、甕（12 ～ 21・84 ～ 125）、高坏（126）、

磨石（127 ～ 136）がある。出土量が多く、ほぼ全面及び全層から検出されている（第９図）。またピッ

トや貯蔵穴、炉跡から検出されたものもある。磨耗が著しいものが多く、残存状態の良いものは少ない。

　１～ 11・22 ～ 83は壺。１は口縁部から頸部にかけての部位。口縁部が大きく開き、頸部はすぼまる。

文様は複合口縁部にＬＲ単節縄文が施文され、以下は内面とともにヘラナデ調整である。２は口縁部か

部から胴上部は緩やかに下り、胴部中段が膨らむ。文様は無く、外面はハケメ後にヘラミガキ調整が施

されているが、胴部中段付近は一部のみに施されている。内面は全面ハケメ調整であるが、磨耗が著し

いため大半が図示不可能である。P47出土であり、後述する甕12との組み合わせで土器棺墓の棺蓋に使

用されたと思われる。８は頸部から胴上部にかけての部位。頸部に２本一単位の櫛歯状工具による多条

沈線が二条巡り、その間と胴上部にＬＲ単節縄文が施文されている。内面はヘラナデ調整であり、頸部

には輪積痕が一部みられた。９は胴部中段から底部、10・11は底部である。胴下部が膨らむ器形から壺

としたが、11は甕の可能性もある。内外面ともにすべてヘラナデ調整であり、11は底部外面に木葉痕が

みられた。

　22～28は口縁部から頸部にかけての破片。23・24・28は複合口縁である。22～27は口縁部にＬＲ単節

縄文が施文され、22・23には複合口縁下に円形の刺突列が刻まれている。22～26は縄文及び刺突列以下

が無文で26のみ横・斜位、その他は横位のヘラナデ調整である。27のみ縄文下に３本一単位の櫛歯状工

具による波状文が複数巡る。28は複合口縁部も含め全面無文で内外面ともに横位のヘラナデ調整である。

　29～34は頸部片ないし頸部から肩部にかけての破片。29・30は上位が無文で下位は29が太い平行沈線、

30は分かりづらいが連続して刻まれた半円形の刺突が沈線状に複数巡る。無文部は29が縦位、30が横位

のヘラナデ調整である。31～33は太い平行沈線が複数巡る。31は平行沈線下の肩部が無文で横位のヘラ

ナデ調整が施されている。34は上下に突帯が巡り、下の突帯にはＬＲ単節縄文が施文されている。

　35～40・42～45は刺突列が刻まれた一群。36～38は肩部片、35・39・40・42～45は胴上部片である。

35は半円形の刺突列が無文部下に二列、その下のＬＲ単節縄文下の段に一列刻まれ、以下はやや細い平

行沈線が巡る。36はＬＲ単節縄文下に連続して刻まれた半円形の刺突列が沈線状を呈し、以下はやや太

い平行沈線が巡る。37・38は弱い段に円形の刺突列が巡り、刺突列上はＬＲ単節縄文が施文され、下は

無文で37が縦位のヘラミガキ、38は横位のヘラナデ調整である。39・40は半円形の刺突列が39はＬＲ単

節縄文下に一列、40はほぼ等間隔に三列巡る。42～45は平行沈線間に刺突列が刻まれている。42は半円

形の刺突列が刻まれたやや細い平行沈線上が無文で横位のヘラナデ調整、下はＬＲ単節縄文が施文さ

れている。43 ～ 45は複数巡る平行沈線のうち、43は中段、44・45は上位の平行沈線間に刺突列が刻ま

れている。刺突は43・45が円形、44は半円形を呈する。45は平行沈線下に同一工具による波状沈線も加

わる。

　46～48は沈線で鋸歯文が描かれる一群。46は胴上部片、47・48は肩部片である。46は鋸歯文下、47は

上にＲＬ単節縄文が充填されている。46は鋸歯文上、47は下が無文で46は斜位、47は横･斜位のヘラナ

デ調整である。48は鋸歯文下にＬＲ単節縄文と４本一単位の櫛歯状工具による文様が交互に施文されて

いる。櫛歯状工具による文様は上が波状文三段、下は横位に一段と波状文が巡る。

　48～54は波状沈線が描かれる一群。48については上記のとおりである。49～53は胴上部片、54は胴部

中段の破片である。49はやや太い平行沈線間に同一工具による波状沈線とＬＲ単節縄文が施文されてい

る。平行沈線上下は無文で横位のヘラナデ調整である。50はやや太い波状沈線上にＲＬ単節縄文が施文

され、下は無文で横位のヘラナデ調整である。51はやや太い波状沈線下に同一工具による平行沈線が巡る。

52～54は胴部中段付近に平行沈線と波状沈線が巡る。52は細い平行沈線三条下に波状沈線が描かれるが、

弧線文に近い。胴上部は無文で横位のヘラナデ調整である。53はやや太い平行沈線間に同一工具で波状

沈線が描かれており、文様上には円形ないし四角形状の文様が描かれている。54は太い平行沈線が四条

ら肩部にかけての部位。口縁部がやや受け口状を呈し、頸部は中段がやや膨らむ。文様は口縁部にＬＲ

単節縄文が施文され、頸部は縦位のヘラナデ調整による無文部下に３本一単位の櫛歯状工具による多条

沈線が横位に一条、肩部には複数巡り、間にＬＲ単節縄文が充填されている。内面はヘラナデ調整である。

３～５は口縁部から頸部にかけての部位。３・４は口縁部が外反しながら大きく開く。３は文様が口縁

部内面にのみあり、端部に描かれたやや太い波状沈線下にＬＲ単節縄文が施文されている。外面はハケ

メ及びヘラナデ、内面の文様下はヘラナデ調整である。４は口縁端部に刻みを持ち、頸部に横位の沈線

が巡る。外面無文部及び内面はハケメに近いヘラナデ調整である。５は口縁部が受け口状を呈し、頸部

はほぼ直立に近い。口縁部下位に円形の突起が等間隔に付けられており、頸部はやや細い平行沈線が四

条巡る。外面無文部及び内面はヘラナデ調整である。６は口縁部下位から肩部にかけての部位。口縁部

の開きが大きく、頸部はすぼまる。文様は頸部に太い沈線が上位、細い沈線が下位に二条ずつ巡り、

前者の太い平行沈線間には同一工具で波状沈線が描かれ、後者の細い平行沈線間には半円形の刺突列

が刻まれている。頸部文様下には等間隔で櫛歯状工具による波状文が垂下する。磨耗が著しいため単位

は不明である。口縁部外面及び内面はヘラナデ調整である。７は肩部から胴部中段直下までの部位。肩

̶ 39 ̶

巡り、上下二条の平行沈線間に波状沈線が描かれている。

　55～64は平行沈線と縄文が施文される一群。55は肩部片、56～64は胴上部片である。55は分かりづら

いが、一条の細い沈線上と最下に３本一単位の櫛歯状工具による多条沈線が横位に巡り、間にＬＲ単節

縄文が施文されている。56はＲＬ単節縄文下に太い平行沈線が四条巡り、以下は無文で横位のヘラナデ

調整である。ＲＬ単節縄文上にも斜位の太い沈線が描かれているが、詳細は不明である。57・58・62は

細い平行沈線間にＬＲ単節縄文が施文されている。59は太い平行沈線下にＲＬ単節縄文が施文されてい

る。60はＬＲ単節縄文下にやや間隔を空けて太い平行沈線が巡る。61はやや細い平行沈線下に無節Ｌ

が施文されている。63は一条の太い沈線を挟んでＲＬ単節縄文が施文されている。64は２本一単位の

櫛歯状工具による多条沈線が三条巡り、上下にＲＬ単節縄文が施文されている。

　41・65～72は沈線で重四角文が描かれる一群。41・65～71胴上部片、72は胴部中段の破片である。41

はＲＬ単節縄文下の段下にやや細い沈線で描かれている。65はやや細い沈線で上下二段に描かれている。

66はやや太い沈線で描かれている。区画内に文様はみられない。67は半円形の刺突列下にやや太い沈線

で描かれている。68は段下に円形の刺突列が刻まれ、以下に太い沈線で描かれている。段及び重四角文

間にはＲＬ単節縄文が施文されている。69・70はやや細い沈線で描かれており、70は地文にＬＲ単節縄

文が施文されている。71・72はやや太い沈線が複数垂下する。71は脇に波状沈線と間隔を空けて沈線

が垂下する。重四角文としたが、異なる可能性もある。72は重四角文間にＲＬ単節縄文が施文されている。

　73～75は沈線で重三角文が描かれる一群。73は肩部片、74・75は胴上部片である。73は複数の太い沈

線で描かれ、区画外はＬＲ単節縄文が充填されている。鋸歯状を呈する可能性もある。74は半円形の刺

突列下にやや太い沈線で描かれている。75は細い沈線で描かれ、地文にＬＲ単節縄文が施文されている。

　76・77は沈線で弧線文が描かれる一群。76は肩部片、77は胴上部片である。ともに沈線間にＬＲ単節

縄文が充填されている。沈線は77が二条、77は四条である。

　78・79は沈線でフラスコ文が描かれる一群。78は肩部片、79は胴上部片である。78はやや細い沈線七条、

79は太い沈線五条で描かれており、79はフラスコ文脇に同一工具による沈線が垂下する。

　80～82は胴上部片。80は曲線状の文様が描かれた胴上部片。詳細は不明であるが、沈線がやや太い。

81はやや細い沈線で円形文が描かれており、内にＬＲ単節縄文が充填されている。円形文脇には同一工

具による平行沈線が巡り、以下は無文部である斜位のヘラナデ調整を挟んで一条の沈線とＬＲ単節縄文

が施文されている。82は縦方向に長い突起が付けられており、両脇に半円形の刺突列が刻まれている。

　83は５本一単位の櫛歯状工具による多条沈線が横位に二段巡る肩部片。以下は無文で横･斜位のヘラ

ナデ調整である。本住居跡出土遺物の中で最も新しい段階に位置付けられることから流れ込みと思われ

る。

　壺破片22～27・29 ～ 83の内面はすべてヘラナデ調整であり、33が縦位、37・43・45・57・61・62・

64・66・79・81・82が斜位、44・48・59・67・72・78が横･斜位、50が縦･斜位、その他は横位に施されている。

　12～21・84～125は甕。12は大型で残存状態が良好である。口縁部が緩やかに開き、頸部はすぼまる。

最大径を持つ胴部中段が膨らむ。文様は複合口縁部から胴部中段直下まで無節Ｒが施文されている。胴

下部以下及び内面はヘラナデ調整であり、外面は縄文施文後に施されている。胴部には輪積痕もみられた。

P47出土であり、壺７との組み合わせで土器棺墓の棺身に使用されたと思われる。13は口縁部から胴部

中段直下にかけての部位。複合口縁部が大きく開き、口径が最大径となる。頸部はすぼまり、胴部中段

がやや膨らむ。複合口縁部から胴部中段までＬＲ単節縄文が施文され、胴下部外面及び内面は磨耗が著

しいため図示できなかったが、ヘラナデ調整である。14は頸部下位から底部にかけての部位。頸部がほ

ぼ直立し、胴部は中段で大きく膨らむ。胴上部から胴部中段下までＬＲ単節縄文が施文され、頸部と胴

下部外面及び内面は無文でヘラナデ調整である。16～21は底部。胴下部が膨らまない器形から甕とした

が、壺の可能性もある。内外面ともにすべてヘラナデ調整である。

　84～105は縄文ないし擬縄文が施文された一群。84～90は口縁部片ないし口縁部から頸部にかけての

破片。84 ～ 88・90は複合口縁である。84～89はＬＲ単節縄文、90のみＲＬ単節縄文が施文されている。

87・90は端部まで縄文が施文されており、88は端部に刻みを持つ。91～101はＬＲ単節縄文が施文され

ており、91･92は頸部、93 ～ 98は胴部中段付近、99～101は胴下部の破片である。100・101は縄文下が

無文で100は斜位、101は横位のヘラナデ調整である。102・103は胴部中段の破片でＲＬ単節縄文、104

は胴下部片で無節Ｒ、105は胴部中段の破片でオオバコ系の擬縄文が施文されている。

　106～111は櫛歯状工具で波状文が描かれる一群。106～108は口縁部から胴上部までに収まる破片であ

る。107のみ複合口縁である。すべて頸部に波状文が巡る。106は３本一単位で描かれ、口縁端部及び胴

上部は無文でヘラナデ、口縁部下位は斜位のハケメ調整である。ヘラナデは口縁端部が横位、胴上部が

斜位に施されている。107・108は単位不明である。口縁部は内外面ともに横位のヘラナデ調整である。

109～111は胴部中段及び胴下部の破片。109は７本一単位の波状文上下が無文で横位のヘラナデ調整で

ある。110は４本一単位の波状文が複数巡る。111は５本一単位の波状文下が無文で斜位のヘラナデ調整

である。

　112は櫛歯状工具で斜格子文が描かれた胴部中段の破片。密に施文されているが、単位は不明である。

　113～115は櫛歯状工具で羽状文が描かれた胴部中段の破片。113は７本一単位で縦位、114・115は単

位不明であるが、横位に描かれている。114は羽状文下が無文で横・斜位のヘラナデ調整である。

　116～121は内外面ヘラナデ調整の一群。口縁部から胴上部までに収まる破片である。116～118は口縁

端部に指頭圧痕、121はＬＲ単節縄文が施文されている。ヘラナデ調整はすべて横位に施されている。

　122・123は外面がハケメ調整の一群。122は口縁部片、123は胴上部片であり、ともに斜位に施されている。

122は磨耗が著しいため定かではないが、口縁端部に刻みを持つ。

　124・125は細い沈線でコの字重ね文が描かれる一群。124はボタン状貼付文脇、125は密に描かれる。

　甕破片84～115・122～125の内面はすべてヘラナデ調整であり、86・90・92・93・96・100・102・103・123が横・

斜位、125が斜位、その他は横位に施されている。

　126は高坏の口縁部片。内外面ともに横位のヘラミガキ調整であり、赤彩が施されている。

第21図　第３号住居跡出土遺物（２）

本住居跡の時期は、弥生時代後期初頭と思われる。

第３号住居跡（第10・11図）

平成19年度調査の第４区38～40－164・165グリッドに位置する。他の遺構との重複が激しく、規模及

び平面プランは不明と言わざるを得ない。南側を２号方形周溝墓、東側をほぼ南北に走る32号溝跡、西

側を２号住居跡にそれぞれ切られており、北側は調査区外にある。

正確な規模は不明であるが、検出された南北は4.17ｍ、東西は6.3ｍを測る。平面プランは正方形か縦

長の長方形を呈し、主軸方向はＮ－37°－Ｅを指すと思われる。確認面からの深さは0.06ｍと浅かった

が、調査区境の土層断面観察では0.2ｍ前後の深さであったことが確認された。床面はほぼ平坦であっ

た。覆土は20層（38～57層）からなる。いずれの層も混入物が多く、ランダムな層位を示すが自然堆積

と思われる。

炉跡は床面のほぼ中央に位置すると思われる。長軸0.67ｍ、短軸0.25ｍの細長い楕円形を呈し、床面

からの深さは0.13ｍを測る。ピットは10基確認された。そのほとんどが浅く、本住居跡に伴うものか不

明である。壁溝や貯蔵穴は確認されなかった。

出土遺物（第13図）は、弥生土器壺（１～７）、打製石斧（8）がある。１・４・５・８は床面直上、

２は炉跡、７はＰ10上、その他は覆土から検出された。

１～７は壺。１は頸部から胴上部にかけての部位。肩部に巡る三条の太い沈線の上下に同一工具によ
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第13図　第３号住居跡出土遺物

番号 器　種 口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 残存率 備　　　　考
18 弥生土器　甕 － － － ABDHKN 灰黄褐色 B 胴下部片
19 磨　石 最大長10.3㎝、最大幅4.6㎝、最大厚1.2㎝。重量104.3ｇ。砂岩。完形。両面平滑。上部敲打痕有。
20 砥　石 最大長(17.4)㎝、最大幅17.8㎝、最大厚4.5㎝。重量(2689.8)ｇ。砂岩。一部欠。一面のみ平滑。
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Ⅳ　遺構と遺物
１　住居跡
第１号住居跡（第７･８図）

　平成19年度調査第１区50～52－152～154グリッドに位置する。中央付近を北西から南東方向へ走る１

号溝跡、東壁中央付近を２号住居跡に切られているが、床面までは達しない。南側の調査区境では１号

土坑に床面まで掘り込まれている。北東及び南西隅は調査区外にあり、北西隅は撹乱により一部欠く。

　本住居跡は北西から南西壁を利用して拡張が行われていた。拡張前の規模は長軸5.9ｍ、短軸4.88ｍを

測り、平面プランは横長のややいびつな隅丸長方形を呈する。拡張後の規模は長軸が6.56ｍ、短軸は6.6

ｍ程を測り、平面プランは北西隅がやや角張るいびつな円形を呈する。主軸方向はＮ－32°－Ｗを指す。

確認面からの深さは西側が0.2ｍ、東側が0.3ｍ前後を測り、東側にやや傾いていた。覆土は一部のピッ

トも含めて30層（１～30層）と非常に多く確認された。いずれの層も混入物が多いが、ほぼレンズ状に

堆積していたことから自然堆積と思われる。

　炉跡は４つ検出された。炉１は床面中央からやや北側に位置する。長軸0.8ｍ、短軸0.56ｍのいびつな

楕円形を呈し、床面からの深さは0.07ｍと浅い。覆土は３層（31～33層）確認された。焼土や炭化物の

他に被熱した灰白色粒等を含み、南東側では最下に炭化物層が薄く広がっていた。炉２・３は炉１の北

西側に並んで位置する。炉２は長軸0.53ｍ、短軸0.35ｍのいびつな楕円形を呈し、床面からの深さは

0.11ｍを測る。覆土は２層（34・35層）確認された。ともに炭化物を微量含んでいた。炉3は南東側で

炉１と接しているが、炉１が新しい。長軸は炉１まで0.38ｍ、短軸は0.28ｍを測り、楕円形に近い。床

面からの深さは0.05ｍと浅い。覆土は２層（36・37層）確認され、下層は炭化物層であった。炉４は炉

１南東約0.5ｍに位置する。径約0.25ｍの小さい円形を呈し、床面からの深さは0.03ｍと浅い。覆土は２

層（38・39層）確認され、上層が炭化物層、下層が焼土層であった。

　ピットは47基と多数検出された。大半が拡張前の範囲にあり、主に炉1を挟んで東西に位置する。径

が小さく、浅いものが多いが、P１～４は掘り込みが深く、その位置から主柱穴と思われる。またP４

の東側にはP47が位置しているが、内からはほぼ完形の弥生土器甕と壺の一部（第10図７・12）が出土した。

甕12はほぼ正位の状態で出土し、甕の西側からは壺の一部７が出土したことからこれらの土器は組み合

わせて使用されたと思われる。その状況から土器棺墓と思われるが、骨等は確認されなかった。これら

の土器の詳細については後述する。その他のピットについては、用途･性格は不明である。

　壁溝は拡張前が全周するが、拡張後は東壁が一部、西壁は所々途切れる。また拡張後の西側壁溝は

0.15 ～ 0.44ｍ程離れて巡る。幅は0.25ｍ前後が主体となり、床面からの深さは0.03 ～ 0.09ｍを測る。

　貯蔵穴は西壁ほぼ中央に位置し、新旧の壁溝を抜いて掘り込まれている。径0.7ｍ前後の不整円形を

呈し、床面からの深さは0.34ｍを測る。覆土は３層（40～42層）確認された。いずれも炭化物を含む。

　出土遺物（第10 ～ 13図）は、弥生土器壺（１～ 11・22 ～ 83）、甕（12 ～ 21・84 ～ 125）、高坏（126）、

磨石（127 ～ 136）がある。出土量が多く、ほぼ全面及び全層から検出されている（第９図）。またピッ

トや貯蔵穴、炉跡から検出されたものもある。磨耗が著しいものが多く、残存状態の良いものは少ない。

　１～ 11・22 ～ 83は壺。１は口縁部から頸部にかけての部位。口縁部が大きく開き、頸部はすぼまる。

文様は複合口縁部にＬＲ単節縄文が施文され、以下は内面とともにヘラナデ調整である。２は口縁部か

部から胴上部は緩やかに下り、胴部中段が膨らむ。文様は無く、外面はハケメ後にヘラミガキ調整が施

されているが、胴部中段付近は一部のみに施されている。内面は全面ハケメ調整であるが、磨耗が著し

いため大半が図示不可能である。P47出土であり、後述する甕12との組み合わせで土器棺墓の棺蓋に使

用されたと思われる。８は頸部から胴上部にかけての部位。頸部に２本一単位の櫛歯状工具による多条

沈線が二条巡り、その間と胴上部にＬＲ単節縄文が施文されている。内面はヘラナデ調整であり、頸部

には輪積痕が一部みられた。９は胴部中段から底部、10・11は底部である。胴下部が膨らむ器形から壺

としたが、11は甕の可能性もある。内外面ともにすべてヘラナデ調整であり、11は底部外面に木葉痕が

みられた。

　22～28は口縁部から頸部にかけての破片。23・24・28は複合口縁である。22～27は口縁部にＬＲ単節

縄文が施文され、22・23には複合口縁下に円形の刺突列が刻まれている。22～26は縄文及び刺突列以下

が無文で26のみ横・斜位、その他は横位のヘラナデ調整である。27のみ縄文下に３本一単位の櫛歯状工

具による波状文が複数巡る。28は複合口縁部も含め全面無文で内外面ともに横位のヘラナデ調整である。

　29～34は頸部片ないし頸部から肩部にかけての破片。29・30は上位が無文で下位は29が太い平行沈線、

30は分かりづらいが連続して刻まれた半円形の刺突が沈線状に複数巡る。無文部は29が縦位、30が横位

のヘラナデ調整である。31～33は太い平行沈線が複数巡る。31は平行沈線下の肩部が無文で横位のヘラ

ナデ調整が施されている。34は上下に突帯が巡り、下の突帯にはＬＲ単節縄文が施文されている。

　35～40・42～45は刺突列が刻まれた一群。36～38は肩部片、35・39・40・42～45は胴上部片である。

35は半円形の刺突列が無文部下に二列、その下のＬＲ単節縄文下の段に一列刻まれ、以下はやや細い平

行沈線が巡る。36はＬＲ単節縄文下に連続して刻まれた半円形の刺突列が沈線状を呈し、以下はやや太

い平行沈線が巡る。37・38は弱い段に円形の刺突列が巡り、刺突列上はＬＲ単節縄文が施文され、下は

無文で37が縦位のヘラミガキ、38は横位のヘラナデ調整である。39・40は半円形の刺突列が39はＬＲ単

節縄文下に一列、40はほぼ等間隔に三列巡る。42～45は平行沈線間に刺突列が刻まれている。42は半円

形の刺突列が刻まれたやや細い平行沈線上が無文で横位のヘラナデ調整、下はＬＲ単節縄文が施文さ

れている。43 ～ 45は複数巡る平行沈線のうち、43は中段、44・45は上位の平行沈線間に刺突列が刻ま

れている。刺突は43・45が円形、44は半円形を呈する。45は平行沈線下に同一工具による波状沈線も加

わる。

　46～48は沈線で鋸歯文が描かれる一群。46は胴上部片、47・48は肩部片である。46は鋸歯文下、47は

上にＲＬ単節縄文が充填されている。46は鋸歯文上、47は下が無文で46は斜位、47は横･斜位のヘラナ

デ調整である。48は鋸歯文下にＬＲ単節縄文と４本一単位の櫛歯状工具による文様が交互に施文されて

いる。櫛歯状工具による文様は上が波状文三段、下は横位に一段と波状文が巡る。

　48～54は波状沈線が描かれる一群。48については上記のとおりである。49～53は胴上部片、54は胴部

中段の破片である。49はやや太い平行沈線間に同一工具による波状沈線とＬＲ単節縄文が施文されてい

る。平行沈線上下は無文で横位のヘラナデ調整である。50はやや太い波状沈線上にＲＬ単節縄文が施文

され、下は無文で横位のヘラナデ調整である。51はやや太い波状沈線下に同一工具による平行沈線が巡る。

52～54は胴部中段付近に平行沈線と波状沈線が巡る。52は細い平行沈線三条下に波状沈線が描かれるが、

弧線文に近い。胴上部は無文で横位のヘラナデ調整である。53はやや太い平行沈線間に同一工具で波状

沈線が描かれており、文様上には円形ないし四角形状の文様が描かれている。54は太い平行沈線が四条

ら肩部にかけての部位。口縁部がやや受け口状を呈し、頸部は中段がやや膨らむ。文様は口縁部にＬＲ

単節縄文が施文され、頸部は縦位のヘラナデ調整による無文部下に３本一単位の櫛歯状工具による多条

沈線が横位に一条、肩部には複数巡り、間にＬＲ単節縄文が充填されている。内面はヘラナデ調整である。

３～５は口縁部から頸部にかけての部位。３・４は口縁部が外反しながら大きく開く。３は文様が口縁

部内面にのみあり、端部に描かれたやや太い波状沈線下にＬＲ単節縄文が施文されている。外面はハケ

メ及びヘラナデ、内面の文様下はヘラナデ調整である。４は口縁端部に刻みを持ち、頸部に横位の沈線

が巡る。外面無文部及び内面はハケメに近いヘラナデ調整である。５は口縁部が受け口状を呈し、頸部

はほぼ直立に近い。口縁部下位に円形の突起が等間隔に付けられており、頸部はやや細い平行沈線が四

条巡る。外面無文部及び内面はヘラナデ調整である。６は口縁部下位から肩部にかけての部位。口縁部

の開きが大きく、頸部はすぼまる。文様は頸部に太い沈線が上位、細い沈線が下位に二条ずつ巡り、

前者の太い平行沈線間には同一工具で波状沈線が描かれ、後者の細い平行沈線間には半円形の刺突列

が刻まれている。頸部文様下には等間隔で櫛歯状工具による波状文が垂下する。磨耗が著しいため単位

は不明である。口縁部外面及び内面はヘラナデ調整である。７は肩部から胴部中段直下までの部位。肩

̶ 38 ̶

巡り、上下二条の平行沈線間に波状沈線が描かれている。

　55～64は平行沈線と縄文が施文される一群。55は肩部片、56～64は胴上部片である。55は分かりづら

いが、一条の細い沈線上と最下に３本一単位の櫛歯状工具による多条沈線が横位に巡り、間にＬＲ単節

縄文が施文されている。56はＲＬ単節縄文下に太い平行沈線が四条巡り、以下は無文で横位のヘラナデ

調整である。ＲＬ単節縄文上にも斜位の太い沈線が描かれているが、詳細は不明である。57・58・62は

細い平行沈線間にＬＲ単節縄文が施文されている。59は太い平行沈線下にＲＬ単節縄文が施文されてい

る。60はＬＲ単節縄文下にやや間隔を空けて太い平行沈線が巡る。61はやや細い平行沈線下に無節Ｌ

が施文されている。63は一条の太い沈線を挟んでＲＬ単節縄文が施文されている。64は２本一単位の

櫛歯状工具による多条沈線が三条巡り、上下にＲＬ単節縄文が施文されている。

　41・65～72は沈線で重四角文が描かれる一群。41・65～71胴上部片、72は胴部中段の破片である。41

はＲＬ単節縄文下の段下にやや細い沈線で描かれている。65はやや細い沈線で上下二段に描かれている。

66はやや太い沈線で描かれている。区画内に文様はみられない。67は半円形の刺突列下にやや太い沈線

で描かれている。68は段下に円形の刺突列が刻まれ、以下に太い沈線で描かれている。段及び重四角文

間にはＲＬ単節縄文が施文されている。69・70はやや細い沈線で描かれており、70は地文にＬＲ単節縄

文が施文されている。71・72はやや太い沈線が複数垂下する。71は脇に波状沈線と間隔を空けて沈線

が垂下する。重四角文としたが、異なる可能性もある。72は重四角文間にＲＬ単節縄文が施文されている。

　73～75は沈線で重三角文が描かれる一群。73は肩部片、74・75は胴上部片である。73は複数の太い沈

線で描かれ、区画外はＬＲ単節縄文が充填されている。鋸歯状を呈する可能性もある。74は半円形の刺

突列下にやや太い沈線で描かれている。75は細い沈線で描かれ、地文にＬＲ単節縄文が施文されている。

　76・77は沈線で弧線文が描かれる一群。76は肩部片、77は胴上部片である。ともに沈線間にＬＲ単節

縄文が充填されている。沈線は77が二条、77は四条である。

　78・79は沈線でフラスコ文が描かれる一群。78は肩部片、79は胴上部片である。78はやや細い沈線七条、

79は太い沈線五条で描かれており、79はフラスコ文脇に同一工具による沈線が垂下する。

　80～82は胴上部片。80は曲線状の文様が描かれた胴上部片。詳細は不明であるが、沈線がやや太い。

81はやや細い沈線で円形文が描かれており、内にＬＲ単節縄文が充填されている。円形文脇には同一工

具による平行沈線が巡り、以下は無文部である斜位のヘラナデ調整を挟んで一条の沈線とＬＲ単節縄文

が施文されている。82は縦方向に長い突起が付けられており、両脇に半円形の刺突列が刻まれている。

　83は５本一単位の櫛歯状工具による多条沈線が横位に二段巡る肩部片。以下は無文で横･斜位のヘラ

ナデ調整である。本住居跡出土遺物の中で最も新しい段階に位置付けられることから流れ込みと思われ

る。

　壺破片22～27・29 ～ 83の内面はすべてヘラナデ調整であり、33が縦位、37・43・45・57・61・62・

64・66・79・81・82が斜位、44・48・59・67・72・78が横･斜位、50が縦･斜位、その他は横位に施されている。

　12～21・84～125は甕。12は大型で残存状態が良好である。口縁部が緩やかに開き、頸部はすぼまる。

最大径を持つ胴部中段が膨らむ。文様は複合口縁部から胴部中段直下まで無節Ｒが施文されている。胴

下部以下及び内面はヘラナデ調整であり、外面は縄文施文後に施されている。胴部には輪積痕もみられた。

P47出土であり、壺７との組み合わせで土器棺墓の棺身に使用されたと思われる。13は口縁部から胴部

中段直下にかけての部位。複合口縁部が大きく開き、口径が最大径となる。頸部はすぼまり、胴部中段

がやや膨らむ。複合口縁部から胴部中段までＬＲ単節縄文が施文され、胴下部外面及び内面は磨耗が著

しいため図示できなかったが、ヘラナデ調整である。14は頸部下位から底部にかけての部位。頸部がほ

ぼ直立し、胴部は中段で大きく膨らむ。胴上部から胴部中段下までＬＲ単節縄文が施文され、頸部と胴

下部外面及び内面は無文でヘラナデ調整である。16～21は底部。胴下部が膨らまない器形から甕とした

が、壺の可能性もある。内外面ともにすべてヘラナデ調整である。

　84～105は縄文ないし擬縄文が施文された一群。84～90は口縁部片ないし口縁部から頸部にかけての

破片。84 ～ 88・90は複合口縁である。84～89はＬＲ単節縄文、90のみＲＬ単節縄文が施文されている。

87・90は端部まで縄文が施文されており、88は端部に刻みを持つ。91～101はＬＲ単節縄文が施文され

ており、91･92は頸部、93 ～ 98は胴部中段付近、99～101は胴下部の破片である。100・101は縄文下が

無文で100は斜位、101は横位のヘラナデ調整である。102・103は胴部中段の破片でＲＬ単節縄文、104

は胴下部片で無節Ｒ、105は胴部中段の破片でオオバコ系の擬縄文が施文されている。

　106～111は櫛歯状工具で波状文が描かれる一群。106～108は口縁部から胴上部までに収まる破片であ

る。107のみ複合口縁である。すべて頸部に波状文が巡る。106は３本一単位で描かれ、口縁端部及び胴

上部は無文でヘラナデ、口縁部下位は斜位のハケメ調整である。ヘラナデは口縁端部が横位、胴上部が

斜位に施されている。107・108は単位不明である。口縁部は内外面ともに横位のヘラナデ調整である。

109～111は胴部中段及び胴下部の破片。109は７本一単位の波状文上下が無文で横位のヘラナデ調整で

ある。110は４本一単位の波状文が複数巡る。111は５本一単位の波状文下が無文で斜位のヘラナデ調整

である。

　112は櫛歯状工具で斜格子文が描かれた胴部中段の破片。密に施文されているが、単位は不明である。

　113～115は櫛歯状工具で羽状文が描かれた胴部中段の破片。113は７本一単位で縦位、114・115は単

位不明であるが、横位に描かれている。114は羽状文下が無文で横・斜位のヘラナデ調整である。

　116～121は内外面ヘラナデ調整の一群。口縁部から胴上部までに収まる破片である。116～118は口縁

端部に指頭圧痕、121はＬＲ単節縄文が施文されている。ヘラナデ調整はすべて横位に施されている。

　122・123は外面がハケメ調整の一群。122は口縁部片、123は胴上部片であり、ともに斜位に施されている。

122は磨耗が著しいため定かではないが、口縁端部に刻みを持つ。

　124・125は細い沈線でコの字重ね文が描かれる一群。124はボタン状貼付文脇、125は密に描かれる。

　甕破片84～115・122～125の内面はすべてヘラナデ調整であり、86・90・92・93・96・100・102・103・123が横・

斜位、125が斜位、その他は横位に施されている。

　126は高坏の口縁部片。内外面ともに横位のヘラミガキ調整であり、赤彩が施されている。

第20図　第３号住居跡出土遺物（１）
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第 15 図　前中西遺跡第１号方形周溝墓出土遺物
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第55図　第１号河川跡出土遺物（１）
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第 9 号住居跡（第 28 図）

　第 2 次調査での検出であり、58･59－149･150 グリッドに位置する。北東隅で 15 号土坑に壁の上部を

切られている。南側では 8 号溝跡と重複し、本住居跡の覆土断面に痕跡が認められなかったことから、

本住居跡が新しいとも思われたが、新旧関係については不明と言わざるを得ない。また東壁中央付近で

は時期不明のピットと重複するが、これについても新旧関係は不明である。西側は調査区外にある。

　本住居跡も 7 号住居跡と同じく拡張が行われているが、北壁を利用して東側と南側に拡張されている。

規模は東西が不明であるが、南北は拡張前が 5.97ｍを測り、拡張後は 6.63ｍとやや大型になる。平面プ

ランは拡張前が隅丸長方形であるが、拡張後は楕円形を呈すると思われる。主軸方向はＮ－2°－Ｗを指し、

ほぼ東西南北に軸が合う。確認面からの深さは 0.5ｍ前後とやや深く、床面はほぼ平坦であった。覆土

は 16 層（1 ～ 16 層）と多く、中央付近では下層から炭化物層が確認された。レンズ状に堆積していた

ことから自然堆積と思われる。

　炉跡は床面中央からやや北寄りに位置する。西側は調査区外にあるため長軸が不明であるが、短軸は

0.46ｍを測り、楕円形を呈すると思われる。床面からの深さは 0.15ｍを測る。覆土は 4 層（17～20 層）

確認された。東側に被熱した川原石が据えられていた。

　ピットは 5 基検出された。P1 のみその位置から主柱穴、P4 は出入口に関連するものと思われる。そ

の他については、性格･用途不明である。

　壁溝は拡張前のみ検出された範囲内を全周する。幅は拡張前の南側と北東隅付近が 0.15ｍ前後、その

他は 0.35ｍ前後を測る。床面からの深さは拡張前が一部 0.2ｍを測るが、0.1ｍ前後が主体となる。

　貯蔵穴は拡張前の東側壁溝に接して位置する。径 0.8ｍ前後の不整円形を呈し、床面からの深さは

0.44ｍを測る。覆土は図示できなかったが、炭化物を少量含んでいた。

　出土遺物（第29～35図）は、弥生土器壺（1～15･29～50･75～134）、無頸壺（16）、広口壺（17･51･135）、

甕（18～28･52～66･136～199）、甑（67）、高坏（68～74･200･201）、打製石斧（202）、磨石（203～205）があり、

大量の遺物が検出された。覆土からの出土が多いが、床面直上の遺物は拡張前段階の範囲内に限られ、

炉跡や貯蔵穴の周囲から比較的残存状態の良いものが多く検出された。

　1 ～15･29 ～ 50･75 ～134 は壺。1 ～15 は完形ではないが、比較的残存状態が良い。1 ～ 3 は口縁部か

ら頸部までの部位。1 は肥厚した口縁部が逆ハの字に開き、頸部はほぼ直立する。文様は口縁部がＲＬ

単節縄文地に太い沈線で山形状の文様が描かれ、頸部は爪形状を呈する刺突列と平行沈線下にＲＬ単節

縄文が施文されている。口縁部以下は無文で内面とともにヘラミガキが施されている。2 も口縁部が逆

ハの字に開くが、端部がやや受け口状を呈する。文様は端部も含めＬＲ単節縄文が施文された口縁部下

に半円形の刺突列が巡る。以下は無文部を挟んで鋸歯文が描かれており、鋸歯文下にＬＲ単節縄文が充

填されている。頸部の無文部と内面はヘラミガキ調整である。3 は口縁部から頸部まで開きが小さい。

文様は口縁端部に突起が等間隔に 6 つ付き、突起下に頂点をそろえた鋸歯文が描かれている。鋸歯文上

はＲＬ単節縄文が充填され、突起も含め赤彩が施されている。鋸歯文下は無文部を挟んで半円形の刺突

列がやや間隔を空けて 2 列巡り、間に縄目を横にしたＲＬ単節縄文が施文されている。外面無文部と内

面はヘラミガキ調整である。4 は細長い頸部。平行沈線が等間隔に巡り、沈線間に一部を除いて山形状

の沈線と無節Ｌが施文されている。内外面の調整はヘラミガキである。5･6 は肩部から胴上部までの部

位であり、境に段を持つ。5 は段上にＬＲ単節縄文、下に半円形の刺突列が 2 列巡る。以下は重四角文

が描かれ、重四角文間はＬＲ単節縄文が充填されている。調整は外面無文部がヘラミガキ、内面はヘラ

ナデである。6 は段上に波状沈線とＬＲ単節縄文が施文され、縦長の突起が等間隔に 4 つ付く。段下は

重四角文が描かれ、重四角文間はＬＲ単節縄文が充填されている。段上の縄文と突起、段下の重四角文
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間の縄文は赤彩が施されている。内面調整はヘラナデである。7 は球形を呈する胴上部から中段下まで

の部位。文様がほぼ全面にみられ、上下に巡る 3 条の平行沈線間に 3 条の波状沈線が巡り、以下は重三

角文が描かれている。外面調整はヘラミガキ、内面はヘラナデである。8･9は口縁部から頸部までの部位。

器形と文様が似ている。口縁部はやや外反し、頸部は上位がすぼまり、下位は肩部に向かって広がる。

文様は頸部のみ描かれている。ともに平行沈線が等間隔に複数巡るが、8 は平行沈線下に山形状の沈線、

9 は最下の沈線が 2 本一単位の櫛歯状工具による直線文で描かれている。外面無文部と内面の調整はヘ

ラミガキである。10は口縁部から胴部中段下までの部位。残存状態が良好である。口縁部が大きく外反し、

頸部はほぼ直立する。肩部以下は無花果状を呈し、最大径を胴部中段下に持つ。文様は頸部にのみ描かれ、

4 条の平行沈線間にＲＬ単節縄文が充填されるが、最下沈線下にはみ出ている。外面無文部の調整はヘ

ラミガキであるが、胴上部はヘラミガキ前のハケメが一部残る。内面調整は口縁部から肩部までがヘラ

ミガキ、以下は磨耗が著しいため図示できなかったが、ハケメ調整である。胴上部内面に輪積痕が残る。

11は頸部から胴上部までの部位。器形･文様･調整が10に似るが、文様は頸部に施文される平行沈線が3条、

沈線間に施文される縄文は上がＬＲ単節縄文、下が無節Ｒであり、やや異なる。12 は口縁部から肩部ま

での部位。口縁部から頸部までが短く、口縁部は開きが小さい。頸部はほぼ直立し、以下緩やかに広がる。

文様は口縁端部にＲＬ単節縄文が施文され、頸部は平行沈線が 2 条巡る。沈線上に一部ＲＬ単節縄文が

施文されている。外面無文部及び内面はヘラミガキ調整である。13 は肩部から胴下部までの部位。特異

な器形をしており、幅広の肩部から胴部中段まであまり膨らず、胴下部は底部に向かって内湾する。無

文で外面調整はヘラミガキ、内面はヘラナデである。14･15 は口縁部から頸部までの部位で内外面とも

にヘラミガキと赤彩が施されている。14 は口縁部がやや外反し、15 は逆ハの字に開く。29 ～ 50 は胴下

部から底部までの部位。壺としたが、甕の可能性もある。外面調整はすべてヘラミガキである。内面は

ヘラナデが主体となるが、29･35･38 はハケメ、31 はヘラミガキ調整である。37･39 は底面に木葉痕がみ

られた。38･40 は外面に赤彩が施されている。

　75 は口縁部から頸部までの破片。肥厚した口縁部にＬＲ単節縄文が施文され、以下は無文部を挟んで

半円形の刺突列が巡る。外面無文部と内面はヘラミガキ調整であり、前者は縦位、後者は横位に施され

ている。76 ～ 78 は鋸歯文が描かれた破片。すべて鋸歯文下にＬＲ単節縄文が充填されている。76 は上

に半円形の刺突列が 2 列巡り、間に赤彩の施されたＬＲ単節縄文が施文されている。無文部外面の調整

は横位のヘラミガキである。77 は下に段が設けられており、円形の刺突列が巡る。刺突列下はＬＲ単節

縄文が施文されている。78 は下に平行沈線が巡る。76 ～ 78 の内面調整は、76 が横･斜位のヘラミガキ、

77･78 が横位のヘラナデである。76 は内面に輪積痕が残る。79 は 2 条の突帯が巡る肩部片。突帯上下は

無文で横位のヘラミガキ、内面は横位のヘラナデ調整である。80 ～ 92 は平行沈線ないし櫛歯状工具に

よる直線文が巡る破片。80 はＬＲ単節縄文地に平行沈線が複数巡る。上位は無文で斜位のヘラミガキ調

整である。81･82はＬＲ単節縄文下に1条の沈線が巡る。以下は無文で81は斜位のヘラミガキが施されるが、

全面にハケメが残る。82 は横位のヘラミガキ調整である。83 は等間隔に平行沈線が複数巡る。84 は沈

線下が無文で縦位のヘラミガキ調整である。85 は横･斜位のヘラミガキが施された無文部下に平行沈線

が複数巡り、間にＬＲ単節縄文が充填されている。86 はＬＲ単節縄文地に間隔を空けて平行沈線が上下

に巡る。87 は分かりづらいが、等間隔に平行沈線が巡り、上 2 条の沈線間に半円形の刺突列、下にＲＬ

単節縄文が充填されている。以下は斜位の沈線が複数描かれ、ボタン状貼付文が付く。88 はＬＲ単節縄

文地に沈線が 1 条巡る。ボタン状貼付文が付き、脇に斜位の沈線が走る。89 は 2 本一単位の櫛歯状工具

による直線文が上下に巡り、間にＬＲ単節縄文が充填されている。上には半円形の刺突列が 2 列巡る。

90 はＲＬ単節縄文下に平行沈線が 4 条巡る。以下は無文で横･斜位のヘラミガキ調整である。91 は垂下

する複数の沈線下に間隔を空けて平行沈線が巡り、間にＲＬ単節縄文が充填されている。92 は沈線下に

ＬＲ単節縄文が施文され、以下は無文で横･斜位のヘラミガキ調整である。80 ～ 92 の内面調整は 81･91

が斜位、82･83･86 が横･斜位、その他は横位のヘラナデである。93 ～108 は平行沈線と波状ないし山形状

の沈線が描かれた破片。波状沈線が描かれた平行沈線間は縄文が施文される傾向にある。93 はＬＲ単節

縄文地に波状沈線と平行沈線2条が巡る。以下は無文で横･斜位のヘラミガキ調整である。94は沈線が太い。

平行沈線間に波状沈線とＬＲ単節縄文が施文されている。上下は無文で横･斜位のヘラミガキ調整である。

95 はやや太い平行沈線が複数巡る。波状沈線が描かれた平行沈線間にＬＲ単節縄文が施文されている。

外面無文部は斜位のヘラミガキ調整である。96 は複数の平行沈線と山形状の沈線間にＲＬ単節縄文が施

文されている。97 は複数の平行沈線下に山形状の沈線が巡る。98･99 は波状沈線が描かれた平行沈線間

にＬＲ単節縄文が施文されている。下位は 97 に似た山形状の沈線が巡る。100 はＲＬ単節縄文地に複数

の平行沈線と波状沈線が巡り、上位に半円形の刺突列が刻まれている。101 は無文部下に平行沈線が 4 条

巡り、中央の沈線間に波状沈線、上下の沈線間に半円形の刺突列が施文されている。無文部は横位のヘ

ラミガキ調整である。102 は山形状の沈線下にＬＲ単節縄文が施文され、段を挟んで下に半円形の刺突列

と平行沈線が巡る。103 は複数の平行沈線を挟んで上下、104 は平行沈線上に山形状の沈線が複数巡る。

103は磨耗して分かりづらいが、平行沈線間にＲＬ単節縄文、104は地文にＬＲ単節縄文が施文されている。

105 はＬＲ単節縄文地に 3 本一単位の櫛歯状工具による波状文が複数巡る。106 ～ 108 は間隔の広い平行

沈線及び波状沈線間に縄文が施文されている。縄文は 106･107 がＬＲ、108 がＲＬ単節縄文である。106

は下にはみ出ている。106 は上、107 は上下、108 は下が無文で 106 は横･斜位、107 は横位、108 は縦位

のヘラミガキ調整である。93 ～ 108 の内面調整は、102･106 が斜位、95･96･99･101･107 が横･斜位、その

他は横位のヘラナデである。109 ～ 111 はフラスコ文が描かれた破片。109 はフラスコ文内外にＬＲ単節

縄文が充填され、下に平行沈線が巡る。以下は無文で横位のヘラナデ後、部分的にヘラミガキが施され

ている。111 はフラスコ文外にＬＲ単節縄文が施文され、以下は無文で斜位のヘラミガキ調整である。

109～111の内面調整は、109･110が横位、111が斜位のヘラナデである。112～117は弧線文が描かれた破片。

112 は無節Ｌ地に描かれ、沈線が太い。下は横位の短沈線が描かれている。113 は平行沈線間に 2 条描か

れており、ＬＲ単節縄文も施文されている。沈線が細い。上位は無文で斜位のヘラミガキ調整である。

114 は複数の弧線文が描かれており、下にハケメ調整が残る。115 は弧線文下に平行沈線が巡る。116 は

沈線が細い。3 条の弧線文上に平行沈線が巡り、間に斜位の短沈線が充填されている。以下は無文で斜

位のヘラミガキ調整である。117は弧線文下が無文で斜位のヘラミガキ調整である。112～117の内面調整は、

112 ～ 115 が横位、116 が横･斜位、117 が斜位のヘラナデである。118 ～ 120 は重四角文が描かれた破片。

118 は区画内が無文である。119 はＬＲ単節縄文地に描かれている。120 は上位に重四角文が描かれ、下

は波状ないし山形状の沈線が巡る。118 ～ 120 の内面調整は、すべて横位のヘラナデである。121 ～ 125

は重三角文が描かれた破片。121･122 は沈線の間隔が広い。123 は頂点にボタン状貼付文が付く。124 は

沈線間にＲＬ単節縄文が充填されている。125 は沈線の間隔が一定せず、粗雑に施文されている。121 ～

125 の内面調整は、すべて横位のヘラナデである。126･127 は複合鋸歯文が描かれた胴上部片で同一個体。

沈線が太い。内面調整はともに横位のヘラナデである。128 は胴部中段から下部までの破片。胴部中段

に巡る平行沈線上に斜位の沈線が複数描かれており、下部は無文で横位のヘラミガキ調整である。内面

調整は横･斜位のヘラナデである。内面に輪積痕が残る。129 は鳥の足跡状の文様が描かれた胴上部片。

無文部の調整は縦位のヘラミガキであるが、一部にハケメが残る。内面調整は斜位のハケメである。

130は沈線が垂下する胴上部片。沈線脇は半円形の刺突列が伴う。無文部は横位のヘラミガキ調整である。

内面調整は斜位のヘラナデである。131 ～ 134 は無文の破片。131 は横位のヘラミガキと赤彩、132 は斜

位のハケメ、133 は横･斜位のハケメ調整後、胴上部が横･斜位、胴下部は所々に斜位のヘラミガキ、134

は横位のハケメが施されている。131 ～ 134 の内面調整は 131 が横･斜位、132･134 が横位、133 が斜位の

ヘラナデである。

　16は残存状態が良くないため定かではないが、無頸壺とした。ややつまった球形を呈する。底部を欠く。

無文でヘラミガキと赤彩が施されている。内面調整はヘラナデである。

　17･51･135 は広口壺。17 は残存状態が良好である。最大径を持つ口縁部がやや受け口状を呈し、頸部

がすぼまる。胴部は球形を呈するが、膨らみが小さい。51は底部、135は口縁部から頸部までの破片である。

すべて内外面ともにヘラミガキと赤彩が施されている。135 のヘラミガキは横位に施されている。17･

135 は頸部に孔が設けられており、17 は 2 個一対で対角線上に 2 つ設けられている。。

　18 ～ 28･52 ～ 66･136 ～ 199 は甕。18 ～ 28 は残存状態が比較的良好である。口縁部から胴部中段まで

のものが多い。文様は櫛歯状工具のよる文様とコの字重ね文が多く、28 のみ縄文である。18 は口縁部が

大きく開く。頸部はほぼ直立し、胴部が球形を呈する。口径と胴部中段の径はほぼ同じであるが、最大

径は後者に持つ。文様は口縁端部にオオバコによる擬縄文、頸部は 5 本一単位の簾状文、胴部は同一工

具による斜格子文が施文されている。内外面の調整はヘラミガキである。19 は特異な器形の甕。頸部が

やや括れるが、口縁部から底部まで逆ハの字状を呈する。文様は頸部にのみ描かれるが、対角線上に 4

本一単位の簾状文が 7 つと垂下する短い波状沈線が 3 条描かれているのみであり、両者間に文様は施文

されていない。調整は内外面ともにヘラミガキが主体となるが、胴上部外面にハケメが残る。20 は口縁

部の開きが小さく、頸部から胴上部までほぼ直立し、胴部中段で膨らむ。最大径を胴部中段に持つ。文

様は頸部に 3 本一単位の簾状文が巡るのみである。内外面の調整はヘラミガキである。21 は小型で最大

径を持つ口縁部がやや外反し、頸部から胴部中段まで直立に近い。文様は頸部に 6 本一単位の簾状文、

胴部に同一工具によるやや崩れた斜格子文が描かれている。内外面の調整はヘラミガキである。胴部内

面に輪積痕が残る。22 は口縁部が緩やかに開く。頸部はほぼ直立し、胴上部は緩やかに膨らむ。文様は

口縁端部にＲＬ単節縄文、頸部に 4 本一単位の波状文、胴上部は同一工具による横位の羽状文が施文さ

れている。内外面の調整はヘラミガキである。23 は口縁部が受け口状を呈する。文様は端部も含め口縁

部にＬＲ単節縄文と山形状の沈線、頸部に単位不明の簾状文が施文されている。内外面の調整はヘラミ

ガキである。24 ～ 27 は胴部にコの字重ね文が描かれている。24 は口縁部がやや外反する。頸部が括れ、

胴部は長胴化しており、中段に最大径を持つ。器壁が厚い。文様は口縁端部に無節Ｌが施文される。外

面の調整は頸部から胴部中段までがハケメ、胴下部がヘラミガキ、内面は口縁部から胴上部までがヘラ

ミガキ、以下はハケメとヘラナデである。25 は口縁部が受け口状、頸部から胴部はややつまった球形を

呈する。口径と胴部中段の径はほとんど変わらないが、最大径は前者に持つ。文様は口縁端部がカナム

グラによる擬縄文、口縁部が 2 本一単位の波状文、頸部が 4 本一単位の簾状文が施文されている。胴部

のコの字重ね文下は、口縁端部と同じカナムグラによる擬縄文が地文として施文され、ボタン状貼付文

が付く。内外面の調整はヘラミガキである。26 は口縁部がやや外反し、頸部がすぼまる。胴部は球形

を呈するが、膨らみが小さい。口径と胴部中段の径はほとんど変わらないが、最大径は後者に持つ。文

様は胴部のコの字重ね文以外では、口縁端部にＬＲ単節縄文が施文されているのみである。コの字重ね

文間及び中央には波状沈線が垂下し、上端にボタン状貼付文が付く。内面は図示できなかったが、外面

無文部とともにヘラミガキ調整である。27 は小型で口縁部がやや受け口状を呈する。頸部の括れが弱く、

胴部もあまり膨らまない。最大径を口径に持つ。文様は口縁部に波状沈線が 3 条巡り、胴部のコの字重

ね文はボタン状貼付文が付き、中央に波状沈線が垂下する。内外面の調整はヘラミガキである。28 は

ＬＲ単節縄文が全面に施文されている。口縁部が緩やかに開き、頸部以下はほぼ直立に近い。内面調整

はヘラミガキである。52 ～ 66 は胴下部から底部までの部位。52 ～ 63 は外面がヘラミガキ、内面はヘ

ラナデ調整である。甕としたが、壺の可能性もある。64 ～66 は内外面ともにヘラナデが主体となるが、

66 は外面にハケメもみられた。

　136 ～163 は櫛歯状工具で文様が施文された破片。櫛歯の単位は 4 ～5 本が多い。136･137 は口縁部か

ら頸部までの破片で、頸部に簾状文が巡る。136 は口縁端部にＲＬ単節縄文が施文されている。口縁部

は無文で横位のヘラナデ調整である。137 は簾状文下が無文で横･斜位のヘラナデ調整である。136･137

内面調整は、136 が横位、137 は頸部が横位、胴上部が斜位のヘラナデである。138 ～ 140 は胴部に縦

位の羽状文が描かれた破片。138 は口縁部が無文で横位のヘラナデ調整である。139 は口縁端部にＬＲ

単節縄文、頸部に同一工具による直線文が施文されている。無文部は口縁部が横位のヘラナデ、胴部が

横･斜位のハケメ調整である。140 は羽状文下に斜位のハケメ調整が残る。138 ～ 140 の内面調整は、

138 が横位のヘラナデ、139 は口縁部が横位のヘラナデ、頸部以下が斜位のハケメとヘラナデ、140 は

横位のハケメである。141･142 は胴部に斜格子文が描かれた破片。141 は口縁端部にＬＲ単節縄文、頸

部に同一工具による簾状文が施文されている。無文部は横位のヘラナデ調整が主体となるが、一部に斜

位のハケメが残る。142 は無文部が斜位のヘラナデ調整である。141･142 の内面調整は、141 が横位、

142 が横･斜位のヘラナデである。143 ～ 151 は胴部に横位の羽状文が描かれた破片。143 ～ 146 は頸部

に同一工具による簾状文が巡り、143 は口縁端部にＬＲ単節縄文が施文されている。143 の口縁部は無

文で横位のヘラナデ、144 は胴部に斜位、146 は横位のハケメが残る。143 ～ 151 の内面調整は、143･

146･149 が横位、145･148･150 は横･斜位、144･147 は斜位のヘラナデ、151 は斜位のハケメである。146

は頸部内面に輪積痕が残る。152 ～ 154 は胴部に不規則な文様が描かれた破片。152 は斜位に描かれて

いるが、粗雑である。横位の羽状文を省略したものか。頸部には同一工具による簾状文が巡る。胴下部

は無文で横位のヘラナデ調整である。153 は斜格子文状を呈するが、極めて粗雑である。口縁部は無文

で横位のハケメ調整である。154 は縦位の羽状文状を呈するが、153 と同じく極めて粗雑である。頸部

は同一工具による直線文が巡る。152 ～ 154 の内面調整は、152 は頸部が横位、胴部が横･斜位、153 は

口縁部が横位、頸部以下が斜位、154 は横･斜位のヘラナデである。155 ～163 は波状文が描かれた破片。
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第 6 号住居跡（第 19 図）

　第 2 次調査での検出であり、58－146･147 グリッドに位置する。西壁付近のみの検出であり、大半は

調査区外にある。他の遺構との重複関係はみられない。

　正確な規模や主軸方向は不明であるが、西壁は 4.2ｍ程を測り、平面プランは隅丸方形ないし長方形

を呈すると思われる。床面はほぼ平坦であり、確認面からの深さは0.3ｍ前後を測る。覆土は4層（7～10層）

確認された。レンズ状に堆積していたことから自然堆積と思われる。

　ピットは調査区との境から 1 基検出された。半分のみの検出であるため正確な数値は不明であるが、

南北は 0.87ｍを測り、円形ないし楕円形を呈すると思われる。床面からの深さは 0.49ｍを測る。その位

21･22 は無文で内外面ともにヘラミガキ調整が主体となるが、21 は頸部以下が横･斜位のヘラナデ調整

である。外面のヘラミガキは、21 の口縁部が横位、頸部が斜位、22 は縦･斜位、内面は 21 が横位、22

の口縁部は横位に施されている。23･24 は 2 条の突帯が巡る肩部片。23 は突帯上に刻み、24 は突帯間に

ＬＲ単節縄文が施文されている。ともに突帯の上下は無文で横位のヘラミガキ調整である。内面調整

はともに横位のヘラナデである。25･26 は複数の平行沈線間にＬＲ単節縄文が施文された破片。25 は 3

本一単位の櫛歯状工具で描かれている。内面調整は 25 が横位、26 が横･斜位のヘラナデである。27 ～

30 は波状沈線とＬＲ単節縄文が施文された破片。27･28 は 1 条の沈線、29･30 は 2 本一単位の櫛歯状工

具で描かれている。27 の無文部は斜位のハケメ、29 は横位のヘラミガキが施されている。内面調整は

27･28･30 が横位、29 が横･斜位のヘラナデである。31･32 は肩部から胴上部までの破片。31 は段を持つ。

縦位のヘラミガキが施された無文部に複数の沈線が垂下し、段の上にＬＲ単節縄文が施文され、下は半

円形の刺突列が巡る。以下は 2 本一単位の櫛歯状工具で鋸歯文が描かれている。32 はほぼ全面にＬＲ

単節縄文が施文されており、下に平行沈線が巡る。31･32 の内面調整は 31 が横･斜位、32 が横位のヘラ

ナデである。33･34 はフラスコ文が描かれた破片。33 は下に弧線文が描かれており、間に無節Ｒが充填

されている。34 は地文にＬＲ単節縄文が施文されている。34･35 の内面調整はともに横位のヘラナデで

ある。35 ～ 37 は重四角文が描かれた胴上部片。35 は上にＬＲ単節縄文が施文されている。36 は 3 本一

単位の櫛歯状工具で描かれている。37 は沈線間に無節Ｌが充填されている。35 ～ 37 の内面調整は 35

が横･斜位、36･37 が横位のヘラナデである。38･39 は弧線文が描かれた破片。38 は弧線文下に平行沈

線が巡る。沈線が細い。外面無文部は横･斜位のヘラミガキ、内面は斜位のヘラナデ調整である。39 は

やや太めの沈線 3 条が弧線状に巡り、上位の沈線間に 5 本一単位の櫛歯状工具でさらに弧線状の文様が

充填されている。38･39 の内面調整は 38 が斜位、39 が横位のヘラナデである。40 は重三角文と複合鋸

歯文が合体した胴上部片。ＬＲ単節縄文地にやや太い沈線でやや粗雑に描かれている。内面調整は横位

のヘラナデである。41 は胴部中段から下部までの破片。中段はＬＲ単節縄文地に平行沈線が巡り、以

下は無文で縦･斜位のヘラミガキが施されている。内面調整は横位のヘラナデである。42･43 は肩部か

ら胴上部にかけての破片。42 は肩部に短冊状の文様が描かれており、区画内は細い沈線が充填され、

区画外に半円形の刺突列が伴う。以下は複数の平行沈線と円形の刺突列が巡る。43 は分かりづらいが、

垂下する単位不明の櫛歯状工具による直線文脇に円形の刺突列が刻まれている。42･43 の内面調整はと

もに横位のヘラナデである。44･45 は無文で内外面ともにハケメ調整の破片である。

置から主柱穴とは考えにくく、貯蔵穴の可能性がある。

　壁溝は検出できた範囲内を全周する。幅は0.25ｍ前後が主体となり、床面からの深さは0.05ｍ前後を測る。

　炉跡は確認されなかった。

　出土遺物（第 20 図）は、弥生土器壺（5 ～ 10）、甕（1 ～ 3･11 ～ 18）、高坏（4）、磨石（19）がある。

床面直上の遺物は少なく、覆土やピット 1 からの出土が多い。

　5 ～ 10 は壺の肩部から胴上部までの破片。5 は横位のヘラミガキが施された無文部下に細い平行沈線

3 条とＬＲ単節縄文が施文されている。内面調整は横位のヘラナデである。6 ～ 10 は同一個体。鋸歯文

と弧線文が合体した文様が描かれており、間にカナムグラによる擬縄文が充填されている。無文部は縦

･斜位のヘラミガキ、内面は横･斜位のヘラナデ調整である。

　1 ～ 3･11 ～ 18 は甕。18 以外は櫛歯状工具により文様が描かれている。櫛歯の単位は 4 ～ 5 本が多い。

1 ～ 3 は口縁部から胴部中段付近までの部位。1･2 は口縁部形態がやや異なるが、ほぼ同様の器形と文

様構成である。ともに最大径を持つ口縁部が逆ハの字に開き、頸部はすぼまり、胴部中段が膨らむ。文

様は口縁端部にＬＲ単節縄文が施文され、頸部は簾状文、胴部は同一工具による縦位の羽状文が描かれ

ている。無文部の調整は口縁部がヘラナデ、胴部はハケメ、内面はヘラナデである。3 は短い口縁部が

大きく開き、頸部はほぼ直立し、胴部は中段に向かって大きく膨らむ。文様は口縁端部に刻みを持ち、

頸部から胴上部にかけてやや粗雑な波状文が 2 条巡り、以下は同一工具による縦位の羽状文が描かれて

いる。無文部の調整は内外面ともにヘラナデである。11 は口縁部から頸部までの破片。頸部に簾状文

が巡る。口縁部は端部を欠くが、斜位のヘラナデ調整である。内面調整は横位のヘラナデである。12

～ 15 は胴部に羽状文が描かれた破片。12 のみ縦位、その他は横位に描かれている。12 は頸部に同一工

具による簾状文が巡る。14 は羽状文下の無文部に斜位のヘラミガキが施されている。内面調整は 12 ～

14 が斜位のヘラナデ、15 はハケメである。16 は胴部に斜格子文が描かれており、頸部は同一工具によ

る簾状文が巡る。内面調整は斜位のヘラナデである。17 は複数の波状文が巡る胴上部片。内面調整は

横位のヘラナデである。18 は胴部にコの字重ね文が描かれた破片。内面調整は横位のヘラナデである。

　4 は高坏の脚部。短くハの字に開く。調整は外面がヘラミガキ、内面はヘラナデである。

　19 は磨石。一面のみ使用しており、光沢が著しい。

　本住居跡の時期は、弥生時代中期後半から末にかけての段階と思われる。

第 7 号住居跡（第 26 図）

　第2次調査での検出であり、58･59－147～149グリッドに位置する。東壁中央で14号土坑を切っており、

西側は調査区外にある。

　本住居跡は拡張が行われている。規模は東西が不明、南北は拡張前が 4.95ｍであるが、拡張後は 7.48

ｍを測り、大型の部類に入る。平面プランはいずれも隅丸長方形を呈すると思われる。主軸方向はＮ－

２°－Ｅを指し、東西南北にほぼ軸が合う。確認面からの深さは 0.65ｍ前後と深く、床面はやや凹凸が

みられた。覆土は 29 層（1 ～ 29 層）と多く、中央付近では下層から焼土や炭化物層が確認された。レ

ンズ状に堆積していたことから自然堆積と思われる。

　炉跡は床面中央からやや北寄りに位置する。西側は調査区外にあるため長軸は不明であるが、短軸は

0.48ｍを測り、楕円形を呈すると思われる。床面からの深さは0.07ｍと浅く、覆土は焼土のみ（35層）であった。

　ピットは 6 基検出された。P1･2 はその位置から主柱穴と思われるが、P2 は 0.07ｍと浅い。P3･4 は出

入口に関連し、P3 が拡張前、P4 が拡張後に伴うものと思われる。

　壁溝は拡張前後にかかわらず、検出した範囲内を全周する。幅は拡張前が0.3ｍ、後が0.4ｍ前後であり、

床面からの深さは拡張前が 0.08ｍ、後が 0.1ｍ前後を測る。

　貯蔵穴は 2 つ検出された。位置はいずれも東壁沿い中央から北寄りに位置し、壁溝と連結する。貯蔵

穴1は拡張前のものであり、径0.5ｍ前後の角張った不整円形状を呈する。床面からの深さは0.44ｍを測る。

覆土は図示できなかったが、炭化物を多く含んでいた。貯蔵穴 2 は拡張後のものであり、径 0.57ｍ前後

の不整楕円形状を呈する。床面からの深さは 0.22ｍを測る。覆土は 4 層（30 ～ 33 層）確認され、焼土

や炭化物を多く含んでいた。

　出土遺物（第 22 ～ 25 図）は、弥生土器壺（1･7 ～ 9･16 ～ 45）、無頸壺（2）、広口壺（46）、甕（3

～6･10～14･47～92）、高坏（93･94）、鉢（15･95）、打製石斧（96～98）、刃器（99）、磨石（100～102）がある。

遺物量が多く、床面直上の遺物は主に中央付近に集中し、比較的残存状態の良いものが検出された。破

片は覆土からの検出が多い。

　1･7～9･16～45は壺。1は胴上部から底部までの部位。胴部はややいびつな球形を呈し、底径が大きい。

文様は胴上部から中段下まで平行沈線と山形状の沈線が複数巡る。調整は外面がヘラミガキ、内面はハ

ケメである。7～9は胴下部から底部までの部位。壺としたが、甕の可能性もある。外面調整はヘラミガキ、

内面はヘラナデである。7 は底面に木葉痕がみられた。16 ～ 22 は口縁部から頸部までの破片。16 ～ 20

は口縁部に縄文が施文されており、17 は端部まで、20 は端部のみ施文されている。16･17･19 はＬＲ、

18･20 はＲＬ単節縄文である。16 は縄文下が無文で縦位のヘラミガキ調整である。17 は縄文下に半円

形の刺突列が巡り、以下は斜位のヘラミガキ調整である無文部を挟んで、18 は 5 条の波状沈線下にそ

れぞれ鋸歯文が描かれている。19 は 3 本一単位の櫛歯状工具による波状文 2 条と半円形の刺突列がやや

間隔を空けて巡る。20 は口縁部から頸部にかけて間隔を空けた細い平行沈線が巡る。無文部は横位の

ヘラミガキ調整である。内面調整は 16 が横･斜位、17･18･20 は横位、19 は斜位のヘラミガキである。

　2 は小型の無頸壺。無花果状を呈し、最大径を胴部中段より下に持つ。無文で外面調整はヘラミガキ、

内面は計測不可能であったが、口縁部付近のみヘラミガキで以下はヘラナデ調整である。

　46 は広口壺の口縁部から頸部までの破片。内外面ともに横位のヘラミガキと赤彩が施されている。

口縁部と頸部の境に 2 個一対の孔が設けられている。

　3～6･10～14･47～92は甕。3～6は櫛歯状工具で主文様が描かれており、比較的残存状態が良好である。

3 は口縁部が受け口状を呈し、短い頸部が直立する。胴部は上位が小さく膨らむ。口径と胴上部の径は

ほぼ同じであるが、最大径を前者に持つ。底部付近を欠く。文様は端部も含め口縁部にＬＲ単節縄文が

施文され、弧線状の沈線が 2 条巡るが、下位の沈線は平行に近い。胴部以下は縦位の羽状文が密に描か

れている。櫛歯の単位は 6 本である。外面無文部及び内面の頸部以下はヘラナデ、口縁部内面はハケメ

調整である。4 は頸部から胴部中段までの部位。文様は頸部に簾状文が巡り、胴部は横位の羽状文が描

かれている。櫛歯の単位は 8 本と多い。外面無文部及び内面の調整はヘラナデである。5 は短い口縁部

が逆ハの字に開き、頸部はほぼ直立する。胴部は上位が小さく膨らむ。最大径を口径に持つ。底部を欠く。

文様は口縁端部にＬＲ単節縄文が施文され、頸部は簾状文、胴部は斜格子文が描かれている。櫛歯の単

位は 5 本である。外面無文部及び内面の調整はヘラナデである。6 は口縁部から胴部中段までの部位。

やや小振りで口縁部が大きく開く。頸部はほぼ直立し、胴部はほとんど膨らまない。文様は口縁端部に

ＬＲ単節縄文が施文され、頸部に波状文、胴部は縦位の羽状文が描かれている。櫛歯の単位は5本である。

外面無文部及び内面の調整はヘラナデが主体となるが、胴部内面はハケメもみられた。10 ～ 14 は胴下

部から底部までの部位。すべて内外面ともにヘラナデ調整である。10 は底面に木葉痕がみられた。

　47 ～66 は櫛歯状工具で文様が施文された破片。櫛歯の単位は 4 ～ 5 本が多い。47 ～58 は胴部に羽状

文が描かれた破片。47～52は横位、53～58は縦位に描かれている。47･48は頸部に同一工具による直線文、

49･53 は簾状文が巡る。47 の口縁部外面は横位のヘラナデ調整である。51･52 は羽状文下が無文で 51 は

縦位のヘラミガキ、52 は斜位のヘラナデ調整である。47 ～ 58 の内面調整は、50 ～ 52 が横･斜位、53･

54 が斜位、その他は横位のヘラナデである。59 ～ 62 は胴部に斜格子文が描かれた破片。59･60 は頸部

に同一工具による簾状文が巡り、胴部は斜格子文下に斜位のハケメ調整が残る。59 ～ 62 の内面調整は、

59･62 が横位、60 が横･斜位、61 が斜位のヘラナデである。63 ～ 66 は胴部に波状文が描かれた破片。

64･65 は粗雑であるが、66 は密に施文されている。63 は口縁端部に刻みを持ち、63 ～ 65 は頸部に同一

工具による直線文ないし簾状文が巡る。63 ～ 66 の内面調整は、65 は上位が横位、下位が斜位、その他

は横位のヘラナデである。67～69は胴部にコの字重ね文が描かれた破片。67･68はボタン状貼付文が付く。

67 は地文にＬＲ単節縄文が施文され、68 は斜位のハケメ調整が一部残る。内面調整は、67 が横位のヘ

ラミガキ、68･69はヘラナデである。68は斜位、69は横位に施されている。70～88は縄文が施文された破片。

70 ～ 82 は口縁部から頸部までの破片。70 ～ 75 は受け口状を呈する。72 以外は端部も含め口縁部にＬ

Ｒ単節縄文が施文され、75 以外は口縁部に波状ないし山形状の沈線が巡る。頸部はすべて無文で 71 が

横位のハケメである以外は、すべて横位のヘラナデ調整である。72 は口縁部と頸部の境に輪積痕が残る。

74 は波状沈線上にボタン状貼付文が付く。75 は無文部下に平行沈線が巡る。70 ～ 75 の内面調整はす

べて横位のヘラナデである。76 ～ 78 は口縁端部に縄文が施文されており、76･77 がＬＲ、78 がＲＬ単

節縄文である。口縁部は無文ですべて内外面ともに横位のヘラナデ調整である。78 は頸部に輪積痕が
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残る。79 は口縁部が無文で胴上部にＬＲ単節縄文が施文されている。内面調整は横位のヘラナデである。

80 ～ 82 は端部も含め肥厚した口縁部から頸部にかけて全面ＬＲ単節縄文が施文されている。80 ～ 82

の内面調整は、80 が横位のハケメ、81 は横位のヘラミガキ、82 は横位のヘラナデである。83 ～ 88 は

ＬＲ単節縄文の施文された破片。85 は縄文以下の無文部が縦位のヘラミガキ、88 は横位のヘラナデ調

整である。83～88の内面調整は、84･88が斜位、その他は横位のヘラナデである。83は内面に輪積痕が残る。

89 は端部に刻みを持つ口縁部から頸部までの破片。端部以外は無文で内外面ともに横位のヘラナデ調

整である。90 ～ 92 は無文でハケメ調整の破片。90 は肥厚した口縁部に指頭圧痕がみられた。91 は頸

部から胴部中段まで、92 は胴下部の破片である。

　93･94 は高坏。口縁部から坏部までの破片。93 は口縁端部にＬＲ単節縄文が施文され、以下は内外面

ともにヘラミガキ調整であり、外面は横位、内面は口縁部が横位、坏部は斜位に施されている。口縁部

が大きく外反する器形から高坏としたが、異なる可能性もある。94 は外面が横位、内面が斜位のヘラ

ミガキ調整であり、赤彩が施されている。口縁部に 2 個一対の孔が設けられている。

　15･95 は鉢。15 は口縁部が大きく外反し、端部に 2 個一対に突起が付く。頸部はほぼ直立し、胴部と

の境に段を持つ。内外面ともにヘラミガキ調整であり、外面及び口縁部内面に赤彩が施されている。器

形的には甕に見えるが、小振りでヘラミガキや赤彩が施されていることから鉢とした。95 は口縁部か

ら体部までの破片。内外面ともにヘラナデ調整であり、口縁部に 2 個一対の孔が設けられている。

　96 ～ 98 は打製石斧。96 は分銅型、97 は短冊型を呈する。97 は刃部が磨り減って窪んでいる。98 は

基部のみの検出である。99 は刃器。完形。100 ～ 102 は磨石。100･101 は一面のみ使用しており、敲打

器を兼ねる。102 は二面使用しており、両端を欠く。

　本住居跡の時期は、弥生時代中期後半と思われる。

第 22 図　第 7 号住居跡出土遺物（1）
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第 29 図　第 9 号住居跡出土遺物（1）
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第 9 号住居跡（第 28 図）

　第 2 次調査での検出であり、58･59－149･150 グリッドに位置する。北東隅で 15 号土坑に壁の上部を

切られている。南側では 8 号溝跡と重複し、本住居跡の覆土断面に痕跡が認められなかったことから、

本住居跡が新しいとも思われたが、新旧関係については不明と言わざるを得ない。また東壁中央付近で

は時期不明のピットと重複するが、これについても新旧関係は不明である。西側は調査区外にある。

　本住居跡も 7 号住居跡と同じく拡張が行われているが、北壁を利用して東側と南側に拡張されている。

規模は東西が不明であるが、南北は拡張前が 5.97ｍを測り、拡張後は 6.63ｍとやや大型になる。平面プ

ランは拡張前が隅丸長方形であるが、拡張後は楕円形を呈すると思われる。主軸方向はＮ－2°－Ｗを指し、

ほぼ東西南北に軸が合う。確認面からの深さは 0.5ｍ前後とやや深く、床面はほぼ平坦であった。覆土

は 16 層（1 ～ 16 層）と多く、中央付近では下層から炭化物層が確認された。レンズ状に堆積していた

ことから自然堆積と思われる。

　炉跡は床面中央からやや北寄りに位置する。西側は調査区外にあるため長軸が不明であるが、短軸は

0.46ｍを測り、楕円形を呈すると思われる。床面からの深さは 0.15ｍを測る。覆土は 4 層（17～20 層）

確認された。東側に被熱した川原石が据えられていた。

　ピットは 5 基検出された。P1 のみその位置から主柱穴、P4 は出入口に関連するものと思われる。そ

の他については、性格･用途不明である。

　壁溝は拡張前のみ検出された範囲内を全周する。幅は拡張前の南側と北東隅付近が 0.15ｍ前後、その

他は 0.35ｍ前後を測る。床面からの深さは拡張前が一部 0.2ｍを測るが、0.1ｍ前後が主体となる。

　貯蔵穴は拡張前の東側壁溝に接して位置する。径 0.8ｍ前後の不整円形を呈し、床面からの深さは

0.44ｍを測る。覆土は図示できなかったが、炭化物を少量含んでいた。

　出土遺物（第29～35図）は、弥生土器壺（1～15･29～50･75～134）、無頸壺（16）、広口壺（17･51･135）、

甕（18～28･52～66･136～199）、甑（67）、高坏（68～74･200･201）、打製石斧（202）、磨石（203～205）があり、

大量の遺物が検出された。覆土からの出土が多いが、床面直上の遺物は拡張前段階の範囲内に限られ、

炉跡や貯蔵穴の周囲から比較的残存状態の良いものが多く検出された。

　1 ～15･29 ～ 50･75 ～134 は壺。1 ～15 は完形ではないが、比較的残存状態が良い。1 ～ 3 は口縁部か

ら頸部までの部位。1 は肥厚した口縁部が逆ハの字に開き、頸部はほぼ直立する。文様は口縁部がＲＬ

単節縄文地に太い沈線で山形状の文様が描かれ、頸部は爪形状を呈する刺突列と平行沈線下にＲＬ単節

縄文が施文されている。口縁部以下は無文で内面とともにヘラミガキが施されている。2 も口縁部が逆

ハの字に開くが、端部がやや受け口状を呈する。文様は端部も含めＬＲ単節縄文が施文された口縁部下

に半円形の刺突列が巡る。以下は無文部を挟んで鋸歯文が描かれており、鋸歯文下にＬＲ単節縄文が充

填されている。頸部の無文部と内面はヘラミガキ調整である。3 は口縁部から頸部まで開きが小さい。

文様は口縁端部に突起が等間隔に 6 つ付き、突起下に頂点をそろえた鋸歯文が描かれている。鋸歯文上

はＲＬ単節縄文が充填され、突起も含め赤彩が施されている。鋸歯文下は無文部を挟んで半円形の刺突

列がやや間隔を空けて 2 列巡り、間に縄目を横にしたＲＬ単節縄文が施文されている。外面無文部と内

面はヘラミガキ調整である。4 は細長い頸部。平行沈線が等間隔に巡り、沈線間に一部を除いて山形状

の沈線と無節Ｌが施文されている。内外面の調整はヘラミガキである。5･6 は肩部から胴上部までの部

位であり、境に段を持つ。5 は段上にＬＲ単節縄文、下に半円形の刺突列が 2 列巡る。以下は重四角文

が描かれ、重四角文間はＬＲ単節縄文が充填されている。調整は外面無文部がヘラミガキ、内面はヘラ

ナデである。6 は段上に波状沈線とＬＲ単節縄文が施文され、縦長の突起が等間隔に 4 つ付く。段下は

重四角文が描かれ、重四角文間はＬＲ単節縄文が充填されている。段上の縄文と突起、段下の重四角文

̶ 51 ̶

間の縄文は赤彩が施されている。内面調整はヘラナデである。7 は球形を呈する胴上部から中段下まで

の部位。文様がほぼ全面にみられ、上下に巡る 3 条の平行沈線間に 3 条の波状沈線が巡り、以下は重三

角文が描かれている。外面調整はヘラミガキ、内面はヘラナデである。8･9は口縁部から頸部までの部位。

器形と文様が似ている。口縁部はやや外反し、頸部は上位がすぼまり、下位は肩部に向かって広がる。

文様は頸部のみ描かれている。ともに平行沈線が等間隔に複数巡るが、8 は平行沈線下に山形状の沈線、

9 は最下の沈線が 2 本一単位の櫛歯状工具による直線文で描かれている。外面無文部と内面の調整はヘ

ラミガキである。10は口縁部から胴部中段下までの部位。残存状態が良好である。口縁部が大きく外反し、

頸部はほぼ直立する。肩部以下は無花果状を呈し、最大径を胴部中段下に持つ。文様は頸部にのみ描かれ、

4 条の平行沈線間にＲＬ単節縄文が充填されるが、最下沈線下にはみ出ている。外面無文部の調整はヘ

ラミガキであるが、胴上部はヘラミガキ前のハケメが一部残る。内面調整は口縁部から肩部までがヘラ

ミガキ、以下は磨耗が著しいため図示できなかったが、ハケメ調整である。胴上部内面に輪積痕が残る。

11は頸部から胴上部までの部位。器形･文様･調整が10に似るが、文様は頸部に施文される平行沈線が3条、

沈線間に施文される縄文は上がＬＲ単節縄文、下が無節Ｒであり、やや異なる。12 は口縁部から肩部ま

での部位。口縁部から頸部までが短く、口縁部は開きが小さい。頸部はほぼ直立し、以下緩やかに広がる。

文様は口縁端部にＲＬ単節縄文が施文され、頸部は平行沈線が 2 条巡る。沈線上に一部ＲＬ単節縄文が

施文されている。外面無文部及び内面はヘラミガキ調整である。13 は肩部から胴下部までの部位。特異

な器形をしており、幅広の肩部から胴部中段まであまり膨らず、胴下部は底部に向かって内湾する。無

文で外面調整はヘラミガキ、内面はヘラナデである。14･15 は口縁部から頸部までの部位で内外面とも

にヘラミガキと赤彩が施されている。14 は口縁部がやや外反し、15 は逆ハの字に開く。29 ～ 50 は胴下

部から底部までの部位。壺としたが、甕の可能性もある。外面調整はすべてヘラミガキである。内面は

ヘラナデが主体となるが、29･35･38 はハケメ、31 はヘラミガキ調整である。37･39 は底面に木葉痕がみ

られた。38･40 は外面に赤彩が施されている。

　75 は口縁部から頸部までの破片。肥厚した口縁部にＬＲ単節縄文が施文され、以下は無文部を挟んで

半円形の刺突列が巡る。外面無文部と内面はヘラミガキ調整であり、前者は縦位、後者は横位に施され

ている。76 ～ 78 は鋸歯文が描かれた破片。すべて鋸歯文下にＬＲ単節縄文が充填されている。76 は上

に半円形の刺突列が 2 列巡り、間に赤彩の施されたＬＲ単節縄文が施文されている。無文部外面の調整

は横位のヘラミガキである。77 は下に段が設けられており、円形の刺突列が巡る。刺突列下はＬＲ単節

縄文が施文されている。78 は下に平行沈線が巡る。76 ～ 78 の内面調整は、76 が横･斜位のヘラミガキ、

77･78 が横位のヘラナデである。76 は内面に輪積痕が残る。79 は 2 条の突帯が巡る肩部片。突帯上下は

無文で横位のヘラミガキ、内面は横位のヘラナデ調整である。80 ～ 92 は平行沈線ないし櫛歯状工具に

よる直線文が巡る破片。80 はＬＲ単節縄文地に平行沈線が複数巡る。上位は無文で斜位のヘラミガキ調

整である。81･82はＬＲ単節縄文下に1条の沈線が巡る。以下は無文で81は斜位のヘラミガキが施されるが、

全面にハケメが残る。82 は横位のヘラミガキ調整である。83 は等間隔に平行沈線が複数巡る。84 は沈

線下が無文で縦位のヘラミガキ調整である。85 は横･斜位のヘラミガキが施された無文部下に平行沈線

が複数巡り、間にＬＲ単節縄文が充填されている。86 はＬＲ単節縄文地に間隔を空けて平行沈線が上下

に巡る。87 は分かりづらいが、等間隔に平行沈線が巡り、上 2 条の沈線間に半円形の刺突列、下にＲＬ

単節縄文が充填されている。以下は斜位の沈線が複数描かれ、ボタン状貼付文が付く。88 はＬＲ単節縄

文地に沈線が 1 条巡る。ボタン状貼付文が付き、脇に斜位の沈線が走る。89 は 2 本一単位の櫛歯状工具

による直線文が上下に巡り、間にＬＲ単節縄文が充填されている。上には半円形の刺突列が 2 列巡る。

90 はＲＬ単節縄文下に平行沈線が 4 条巡る。以下は無文で横･斜位のヘラミガキ調整である。91 は垂下

する複数の沈線下に間隔を空けて平行沈線が巡り、間にＲＬ単節縄文が充填されている。92 は沈線下に

ＬＲ単節縄文が施文され、以下は無文で横･斜位のヘラミガキ調整である。80 ～ 92 の内面調整は 81･91

が斜位、82･83･86 が横･斜位、その他は横位のヘラナデである。93 ～108 は平行沈線と波状ないし山形状

の沈線が描かれた破片。波状沈線が描かれた平行沈線間は縄文が施文される傾向にある。93 はＬＲ単節

縄文地に波状沈線と平行沈線2条が巡る。以下は無文で横･斜位のヘラミガキ調整である。94は沈線が太い。

平行沈線間に波状沈線とＬＲ単節縄文が施文されている。上下は無文で横･斜位のヘラミガキ調整である。

95 はやや太い平行沈線が複数巡る。波状沈線が描かれた平行沈線間にＬＲ単節縄文が施文されている。

外面無文部は斜位のヘラミガキ調整である。96 は複数の平行沈線と山形状の沈線間にＲＬ単節縄文が施

文されている。97 は複数の平行沈線下に山形状の沈線が巡る。98･99 は波状沈線が描かれた平行沈線間

にＬＲ単節縄文が施文されている。下位は 97 に似た山形状の沈線が巡る。100 はＲＬ単節縄文地に複数

の平行沈線と波状沈線が巡り、上位に半円形の刺突列が刻まれている。101 は無文部下に平行沈線が 4 条

巡り、中央の沈線間に波状沈線、上下の沈線間に半円形の刺突列が施文されている。無文部は横位のヘ

ラミガキ調整である。102 は山形状の沈線下にＬＲ単節縄文が施文され、段を挟んで下に半円形の刺突列

と平行沈線が巡る。103 は複数の平行沈線を挟んで上下、104 は平行沈線上に山形状の沈線が複数巡る。

103は磨耗して分かりづらいが、平行沈線間にＲＬ単節縄文、104は地文にＬＲ単節縄文が施文されている。

105 はＬＲ単節縄文地に 3 本一単位の櫛歯状工具による波状文が複数巡る。106 ～ 108 は間隔の広い平行

沈線及び波状沈線間に縄文が施文されている。縄文は 106･107 がＬＲ、108 がＲＬ単節縄文である。106

は下にはみ出ている。106 は上、107 は上下、108 は下が無文で 106 は横･斜位、107 は横位、108 は縦位

のヘラミガキ調整である。93 ～ 108 の内面調整は、102･106 が斜位、95･96･99･101･107 が横･斜位、その

他は横位のヘラナデである。109 ～ 111 はフラスコ文が描かれた破片。109 はフラスコ文内外にＬＲ単節

縄文が充填され、下に平行沈線が巡る。以下は無文で横位のヘラナデ後、部分的にヘラミガキが施され

ている。111 はフラスコ文外にＬＲ単節縄文が施文され、以下は無文で斜位のヘラミガキ調整である。

109～111の内面調整は、109･110が横位、111が斜位のヘラナデである。112～117は弧線文が描かれた破片。

112 は無節Ｌ地に描かれ、沈線が太い。下は横位の短沈線が描かれている。113 は平行沈線間に 2 条描か

れており、ＬＲ単節縄文も施文されている。沈線が細い。上位は無文で斜位のヘラミガキ調整である。

114 は複数の弧線文が描かれており、下にハケメ調整が残る。115 は弧線文下に平行沈線が巡る。116 は

沈線が細い。3 条の弧線文上に平行沈線が巡り、間に斜位の短沈線が充填されている。以下は無文で斜

位のヘラミガキ調整である。117は弧線文下が無文で斜位のヘラミガキ調整である。112～117の内面調整は、

112 ～ 115 が横位、116 が横･斜位、117 が斜位のヘラナデである。118 ～ 120 は重四角文が描かれた破片。

118 は区画内が無文である。119 はＬＲ単節縄文地に描かれている。120 は上位に重四角文が描かれ、下

は波状ないし山形状の沈線が巡る。118 ～ 120 の内面調整は、すべて横位のヘラナデである。121 ～ 125

は重三角文が描かれた破片。121･122 は沈線の間隔が広い。123 は頂点にボタン状貼付文が付く。124 は

沈線間にＲＬ単節縄文が充填されている。125 は沈線の間隔が一定せず、粗雑に施文されている。121 ～

125 の内面調整は、すべて横位のヘラナデである。126･127 は複合鋸歯文が描かれた胴上部片で同一個体。

沈線が太い。内面調整はともに横位のヘラナデである。128 は胴部中段から下部までの破片。胴部中段

に巡る平行沈線上に斜位の沈線が複数描かれており、下部は無文で横位のヘラミガキ調整である。内面

調整は横･斜位のヘラナデである。内面に輪積痕が残る。129 は鳥の足跡状の文様が描かれた胴上部片。

無文部の調整は縦位のヘラミガキであるが、一部にハケメが残る。内面調整は斜位のハケメである。

130は沈線が垂下する胴上部片。沈線脇は半円形の刺突列が伴う。無文部は横位のヘラミガキ調整である。

内面調整は斜位のヘラナデである。131 ～ 134 は無文の破片。131 は横位のヘラミガキと赤彩、132 は斜

位のハケメ、133 は横･斜位のハケメ調整後、胴上部が横･斜位、胴下部は所々に斜位のヘラミガキ、134

は横位のハケメが施されている。131 ～ 134 の内面調整は 131 が横･斜位、132･134 が横位、133 が斜位の

ヘラナデである。

　16は残存状態が良くないため定かではないが、無頸壺とした。ややつまった球形を呈する。底部を欠く。

無文でヘラミガキと赤彩が施されている。内面調整はヘラナデである。

　17･51･135 は広口壺。17 は残存状態が良好である。最大径を持つ口縁部がやや受け口状を呈し、頸部

がすぼまる。胴部は球形を呈するが、膨らみが小さい。51は底部、135は口縁部から頸部までの破片である。

すべて内外面ともにヘラミガキと赤彩が施されている。135 のヘラミガキは横位に施されている。17･

135 は頸部に孔が設けられており、17 は 2 個一対で対角線上に 2 つ設けられている。。

　18 ～ 28･52 ～ 66･136 ～ 199 は甕。18 ～ 28 は残存状態が比較的良好である。口縁部から胴部中段まで

のものが多い。文様は櫛歯状工具のよる文様とコの字重ね文が多く、28 のみ縄文である。18 は口縁部が

大きく開く。頸部はほぼ直立し、胴部が球形を呈する。口径と胴部中段の径はほぼ同じであるが、最大

径は後者に持つ。文様は口縁端部にオオバコによる擬縄文、頸部は 5 本一単位の簾状文、胴部は同一工

具による斜格子文が施文されている。内外面の調整はヘラミガキである。19 は特異な器形の甕。頸部が

やや括れるが、口縁部から底部まで逆ハの字状を呈する。文様は頸部にのみ描かれるが、対角線上に 4

本一単位の簾状文が 7 つと垂下する短い波状沈線が 3 条描かれているのみであり、両者間に文様は施文

されていない。調整は内外面ともにヘラミガキが主体となるが、胴上部外面にハケメが残る。20 は口縁

部の開きが小さく、頸部から胴上部までほぼ直立し、胴部中段で膨らむ。最大径を胴部中段に持つ。文

様は頸部に 3 本一単位の簾状文が巡るのみである。内外面の調整はヘラミガキである。21 は小型で最大

径を持つ口縁部がやや外反し、頸部から胴部中段まで直立に近い。文様は頸部に 6 本一単位の簾状文、

胴部に同一工具によるやや崩れた斜格子文が描かれている。内外面の調整はヘラミガキである。胴部内

面に輪積痕が残る。22 は口縁部が緩やかに開く。頸部はほぼ直立し、胴上部は緩やかに膨らむ。文様は

口縁端部にＲＬ単節縄文、頸部に 4 本一単位の波状文、胴上部は同一工具による横位の羽状文が施文さ

れている。内外面の調整はヘラミガキである。23 は口縁部が受け口状を呈する。文様は端部も含め口縁

部にＬＲ単節縄文と山形状の沈線、頸部に単位不明の簾状文が施文されている。内外面の調整はヘラミ

ガキである。24 ～ 27 は胴部にコの字重ね文が描かれている。24 は口縁部がやや外反する。頸部が括れ、

胴部は長胴化しており、中段に最大径を持つ。器壁が厚い。文様は口縁端部に無節Ｌが施文される。外

面の調整は頸部から胴部中段までがハケメ、胴下部がヘラミガキ、内面は口縁部から胴上部までがヘラ

ミガキ、以下はハケメとヘラナデである。25 は口縁部が受け口状、頸部から胴部はややつまった球形を

呈する。口径と胴部中段の径はほとんど変わらないが、最大径は前者に持つ。文様は口縁端部がカナム

グラによる擬縄文、口縁部が 2 本一単位の波状文、頸部が 4 本一単位の簾状文が施文されている。胴部

のコの字重ね文下は、口縁端部と同じカナムグラによる擬縄文が地文として施文され、ボタン状貼付文

が付く。内外面の調整はヘラミガキである。26 は口縁部がやや外反し、頸部がすぼまる。胴部は球形

を呈するが、膨らみが小さい。口径と胴部中段の径はほとんど変わらないが、最大径は後者に持つ。文

様は胴部のコの字重ね文以外では、口縁端部にＬＲ単節縄文が施文されているのみである。コの字重ね

文間及び中央には波状沈線が垂下し、上端にボタン状貼付文が付く。内面は図示できなかったが、外面

無文部とともにヘラミガキ調整である。27 は小型で口縁部がやや受け口状を呈する。頸部の括れが弱く、

胴部もあまり膨らまない。最大径を口径に持つ。文様は口縁部に波状沈線が 3 条巡り、胴部のコの字重

ね文はボタン状貼付文が付き、中央に波状沈線が垂下する。内外面の調整はヘラミガキである。28 は

ＬＲ単節縄文が全面に施文されている。口縁部が緩やかに開き、頸部以下はほぼ直立に近い。内面調整

はヘラミガキである。52 ～ 66 は胴下部から底部までの部位。52 ～ 63 は外面がヘラミガキ、内面はヘ

ラナデ調整である。甕としたが、壺の可能性もある。64 ～66 は内外面ともにヘラナデが主体となるが、

66 は外面にハケメもみられた。

　136 ～163 は櫛歯状工具で文様が施文された破片。櫛歯の単位は 4 ～5 本が多い。136･137 は口縁部か

ら頸部までの破片で、頸部に簾状文が巡る。136 は口縁端部にＲＬ単節縄文が施文されている。口縁部

は無文で横位のヘラナデ調整である。137 は簾状文下が無文で横･斜位のヘラナデ調整である。136･137

内面調整は、136 が横位、137 は頸部が横位、胴上部が斜位のヘラナデである。138 ～ 140 は胴部に縦

位の羽状文が描かれた破片。138 は口縁部が無文で横位のヘラナデ調整である。139 は口縁端部にＬＲ

単節縄文、頸部に同一工具による直線文が施文されている。無文部は口縁部が横位のヘラナデ、胴部が

横･斜位のハケメ調整である。140 は羽状文下に斜位のハケメ調整が残る。138 ～ 140 の内面調整は、

138 が横位のヘラナデ、139 は口縁部が横位のヘラナデ、頸部以下が斜位のハケメとヘラナデ、140 は

横位のハケメである。141･142 は胴部に斜格子文が描かれた破片。141 は口縁端部にＬＲ単節縄文、頸

部に同一工具による簾状文が施文されている。無文部は横位のヘラナデ調整が主体となるが、一部に斜

位のハケメが残る。142 は無文部が斜位のヘラナデ調整である。141･142 の内面調整は、141 が横位、

142 が横･斜位のヘラナデである。143 ～ 151 は胴部に横位の羽状文が描かれた破片。143 ～ 146 は頸部

に同一工具による簾状文が巡り、143 は口縁端部にＬＲ単節縄文が施文されている。143 の口縁部は無

文で横位のヘラナデ、144 は胴部に斜位、146 は横位のハケメが残る。143 ～ 151 の内面調整は、143･

146･149 が横位、145･148･150 は横･斜位、144･147 は斜位のヘラナデ、151 は斜位のハケメである。146

は頸部内面に輪積痕が残る。152 ～ 154 は胴部に不規則な文様が描かれた破片。152 は斜位に描かれて

いるが、粗雑である。横位の羽状文を省略したものか。頸部には同一工具による簾状文が巡る。胴下部

は無文で横位のヘラナデ調整である。153 は斜格子文状を呈するが、極めて粗雑である。口縁部は無文

で横位のハケメ調整である。154 は縦位の羽状文状を呈するが、153 と同じく極めて粗雑である。頸部

は同一工具による直線文が巡る。152 ～ 154 の内面調整は、152 は頸部が横位、胴部が横･斜位、153 は

口縁部が横位、頸部以下が斜位、154 は横･斜位のヘラナデである。155 ～163 は波状文が描かれた破片。
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なお、古墳時代の土師器高坏（62）も検出されており、覆土中に古墳時代の遺構が存在した可能性があ

るが、詳細については不明と言わざるを得ない。

　1～3･8･22～39は壺。1は残存状態の良好な壺。口縁部は逆ハの字に大きく開き、頸部はすぼまり、ほ

ぼ直立する。肩がやや張り、胴部は球形を呈するが、中段よりやや下位に最大径を持ち、無花果状を呈

する。文様は頸部に3条の平行沈線が等間隔に巡るのみである。外面の調整は口縁部と肩部、胴下部に

ヘラミガキが施されているが、頸部や胴部中段付近はヘラミガキ前に施されたハケメ調整が残る。内面

は口縁部から肩部にかけて磨耗が著しいため不明であるが、胴上部はヘラナデ、胴下部はハケメ調整が

施されている。胴部中段及び下部に輪積痕が残る。2は中段がすぼまる頸部。5条の平行沈線がほぼ等間

隔に巡り、最上位の沈線のみ他に比べて細い。最上位の細沈線を除く沈線間にＬＲ単節縄文が施文され

ている。外面無文部及び内面は、ヘラミガキ調整が施されている。3は肩部から胴部中段までの部位。

肩の張りが弱く、胴部中段まで緩やかに下る。文様はＬＲ単節縄文を充填した2条の波状沈線が等間隔

に複数巡る。外面無文部はヘラミガキ、内面はヘラナデ調整が施されている。8は底部。外面はヘラミ

ガキ、内面はヘラナデ調整が施されている。壺としたが、甕の可能性もある。

　22･23は刺突列が巡る破片。22は頸部から肩部にかけての破片。横位のヘラミガキ調整が施された無

文部下に4本一単位の簾状文風の刺突列が巡り、下にＬＲ単節縄文が施文されている。23は肩部片。弱

い段下に半円形の刺突列が巡り、下に平行沈線とＬＲ単節縄文が施文されている。段上は舌状文と思わ

れる文様が描かれている。22･23の内面調整は、22が横位のヘラミガキ、23は横位のヘラナデである。

24～30は平行沈線と縄文が施文された破片。24～29は肩部から胴上部までに収まる破片、30のみ胴部中

段の破片である。24は平行沈線下にＬＲ単節縄文が施文されている。縄文下は無文で横位のヘラミガキ

調整が施されている。25は複数巡る平行沈線間にＬＲ単節縄文が充填されている。以下は無文で縦位の

ヘラミガキ調整が施されている。26は半円形の刺突列が刻まれた弱い段の上下に平行沈線が巡り、上は

平行沈線と刺突列間にＬＲ単節縄文が施文されている。27は平行沈線下に半円形の刺突列が巡り、下は

ＬＲ単節縄文地に2本一単位の直線文が垂下し、両脇に刺突列が刻まれている。28は横位のヘラミガキ

調整が施された無文部下にＲＬ単節縄文と赤彩が施された平行沈線2条が巡る。29は無節Ｌ地に太い平

行沈線が巡り、下に2条の沈線が垂下するが、垂下沈線間のみ無文となっている。30は等間隔に巡る複

数の平行沈線間にＬＲ単節縄文が充填されている。最下は無文で横位のヘラミガキ調整が施されてい

る。24～30の内面調整は、24が横位、25は横･斜位のヘラミガキ、26～30は横位のヘラナデである。31

は鋸歯文が描かれた胴上部片。鋸歯文区画下にＬＲ単節縄文が充填されている。内面調整は、横位のヘ

ラナデである。32･33は波状文が描かれた破片。32は胴上部片、33は胴部中段の破片である。32は太い

平行沈線下に振りの大きい波状文が乱雑に巡る。上位は無文で斜位のヘラミガキ調整が施されている。

33はＬＲ単節縄文地に4本一単位の波状文が上位に巡る。32･33の内面調整は、ともに横位のヘラナデで

ある。34～36は重四角文が描かれた破片。34･36は肩部片、35は胴上部片である。34は2本一単位の櫛歯

で描かれている。35は地文にＲＬ単節縄文が施文されている。36は分かりづらいが、上位に半円形の刺

突列が巡る。34～37の内面調整は、すべて横位のヘラナデである。37･38は重三角文が描かれた破片。

37は胴部中段の破片、38は胴上部片である。37は沈線間にＲＬ単節縄文施文部と無文部を交互に配置し

ている。38は地文にＬＲ単節縄文が施文されている。37･38の内面調整は、ともに横位のヘラナデである。

39はフラスコ文が描かれた胴上部片。沈線間が広い。内面調整は、横位のヘラナデである。

　9は広口壺の底部。内外面ともにヘラミガキ調整と赤彩が施されている。広口壺としたが、鉢の可能

性もある。

　4～7･10～17･40～60は甕。4～6は櫛歯状工具で文様が描かれており、頸部に簾状文が巡る。4･5は口

縁部から胴部中段付近までの部位。4は口縁部が受け口状を呈し、頸部はすぼまる。胴部は中段よりや

や上が膨らみ、最大径を上位に持つが、口径とあまり変わらない。頸部以外の文様は、胴部に縦位の羽

　貯蔵穴は南西隅から確認された。径0.75ｍ前後の円形を呈し、床面からの深さは0.47ｍを測る。覆土

中層で炭化物層（10層）が確認された。

　炉跡は確認されなかった。

　出土遺物（第21・22図）は、弥生土器壺（1～3･8･22～39）、広口壺（9）、甕（4～7･10～17･40～60）、甑（18）、

高坏（19～21･61）がある。床面直上から検出されたものは少なく、大半が覆土からの検出である。残

存状態の良好な1は、ピット1から検出されたが、この他にもピットや貯蔵穴から検出されたものがある。

状文が密に描かれている。櫛歯の単位は5本である。口縁部外面の無文部及び内面は、ヘラナデ調整が

施されている。5は口縁部が外反し、頸部はすぼまり、ほぼ直立する。胴部は中段が膨らみ、球形を呈する。

最大径を胴部中段に持つが、口径とあまり変わらない。頸部以外の文様は、口縁端部に刻みが施され、

胴部は乱雑な波状文が複数巡る。櫛歯の単位は6本である。口縁部外面の無文部及び内面は、ヘラナデ

調整が施されている。6･7は口縁部から頸部までの部位。6は口縁部が外反し、頸部はすぼまる。頸部以

外の文様は、口縁端部に刻みが施されている。口縁部外面の無文部及び内面は、ヘラナデ調整が施され

ている。器壁が厚い。7は短い口縁部が外反し、頸部はすぼまる。文様は口縁端部にＬＲ単節縄文が施

文されているのみである。外面無文部及び内面は、ヘラナデ調整が施されている。

　10～17は胴下部から底部までの部位。10～12･16･17は外面がヘラミガキ、内面はヘラナデ調整が施さ

れている。17は胴下部の一部にＲＬ単節縄文が施文されており、内面に輪積痕が残る。13～15は内外面

ともにヘラナデ調整が施されている。甕としたが、17以外は壺の可能性もある。

　40～55は櫛歯状工具で文様が描かれた破片。櫛歯の単位は5本前後が多い。40･41は口縁部から頸部に

かけての破片。頸部に簾状文が巡る。40は口縁端部にＬＲ単節縄文、41は指頭圧痕が施されている。40

は内面を図示しなかったが、口縁部外面の無文部も含め、横位のハケメ調整が施されている。41は口縁

部外面の無文部が横･斜位、内面は横位のヘラミガキ調整が施されている。42～49は胴部に縦位の羽状

文が描かれた破片。やや間隔を空けるものと密に描かれるものがあり、乱雑なものが多い。42・43は頸

部から胴上部にかけての破片、44～49は胴上部から中段までに収まる破片である。42･43は頸部に簾状

文が巡り、42は簾状文下に振りの小さい波状文も巡る。45･46は羽状文施文前に施された斜位のハケメ

調整が残る。47～49は櫛歯が細い。42 ～ 49の内面調整は、42･44･47が横位、43･48は横･斜位、49は斜

位のヘラミガキ、45･46は斜位のハケメである。45は内面に輪積痕が残る。50～52は胴部に斜格子文が

描かれた破片。50は頸部から胴上部にかけての破片。頸部に簾状文、上に振りの小さい乱雑な波状文が

巡る。51･52は胴上部片で同一個体。斜格子文はやや乱雑であり、文様施文前に施された斜位のハケメ

調整が全面に残る。50～52の内面調整は、50が横位、51･52は斜位のヘラミガキである。53～55は胴部

に波状文が描かれた胴部中段の破片。53は6本一単位の直線文が2条垂下し、脇に振りの緩い波状文が複

数巡る。54は振りの大きい波状文、55は振りの小さい波状文がやや乱雑に複数巡る。53～55の内面調整

は、53が横位、55は横･斜位のヘラミガキ、54は横位のヘラナデである。

　56～60は縄文の施文された破片。56･57は口縁部から頸部にかけて、58～60は胴部中段の破片である。

縄文は56がＲＬ、57～59はＬＲ単節縄文、60は無節Ｌである。56は端部も含む口縁部に縄文が施文され、

振りの小さい波状沈線が巡る。頸部は無文で横位のハケメ調整が施されている。57は口縁端部に刻みが

施され、横位のハケメ調整が施された口縁部下の頸部に縄文が施文されている。57～59は胎土が粗い。

56～60の内面調整は、56～58が横位のヘラミガキ、59は横･斜位、60は斜位のヘラナデである。

　18は甑の底部。内外面ともにヘラナデ調整が施されている。底面に焼成前穿孔がみられた。

　19～21･61は高坏。19は坏部から接合部までの部位。坏部は逆ハの字に開く。内外面ともにヘラミガ

キ調整と赤彩が施されている。20･21は接合部から脚部までの部位。ともに脚部が短く、外面及び坏部

内面はヘラミガキ、脚部内面はヘラナデ調整が施されており、輪積痕が残る。61は口縁部片。口縁端部

に二個一対の突起が付く。内外面ともに横位のヘラミガキ調整と赤彩が施されている。
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部は無文で斜位のハケメ調整後、部分的に横位のヘラミガキが施されている。49･50 の内面調整は、横位

のヘラミガキである。51～56 は頸部から肩部までに収まる破片。51～54 はＬＲ単節縄文が施文され、51

～53 は平行沈線が巡る。51 は肩部が無文で斜位のヘラミガキ調整が施されているが、所々にヘラミガキ

前に施された斜位のハケメが残る。52 は平行沈線下に鋸歯文が描かれている。磨耗が著しいため定かで

はないが、鋸歯文区画下にＬＲ単節縄文が充填されている。53 は平行沈線下の肩部まで縄文が施文され

ている。下位は無文で斜位のヘラミガキ調整が施されている。54 は縄文帯以下が無文で斜位のヘラミガ

キ調整が施されている。55 は無文で全面斜位のハケメ調整が施されている。56 は等間隔に巡る 4 条の平

行沈線間に縦長の楕円形状を呈する刺突列が刻まれている。上下は無文で斜位のヘラミガキ調整が施さ

れている。51 ～ 56 の内面調整は、51･54 が横･斜位、55 は横位のヘラミガキ、52･53･56 は上位が横位の

ヘラミガキ、下位が斜位のヘラナデである。57 ～ 60 は刺突列が施された胴上部片。57～59 は 2 本一単位

の刺突列が巡る。57 は刺突列上が無文で横位のヘラミガキ調整が施されており、下はＬＲ単節縄文が施

文されている。58 は刺突列上に細い平行沈線が巡り、間にＬＲ単節縄文が施文されている。平行沈線上

と刺突列下は無文で横位のヘラミガキ調整が施されている。59 は平行沈線が 3 条巡り、最下の沈線間に

刺突列が刻まれている。平行沈線上下は無文で横･斜位のヘラミガキ調整が施されている。60 は段上に円

形の刺突列が 2 列巡り、地文にＬＲ単節縄文が施文されている。段下は無文で横位のヘラミガキ調整が施

　16～22は胴下部から底部までの部位。16のみ内外面ともにヘラミガキ、その他は外面がヘラミガキ、

内面はヘラナデ調整が施されている。20 は底部付近に指頭圧痕が施されている。壺としたが、甕の可

能性もある。

　29 は口縁部から頸部にかけての破片。端部を含む肥厚した口縁部にＬＲ単節縄文が施文され、以下

は無文で斜位のヘラミガキ調整が施されている。内面調整は、上位が横位、下位は斜位のヘラミガキで

ある。30･31 は頸部片。30 は太い平行沈線 4 条下にやや乱雑な波状沈線が巡り、各沈線間にＬＲ単節縄

文が施文されている。上下は無文で斜位のヘラミガキ調整が施されている。31 は平行沈線下に振りの

大きい波状沈線が巡る。30･31 の内面調整は、いずれも横位のヘラミガキである。32～37 は平行沈線や

櫛歯による直線文、波状文が巡る破片。32～35 は胴上部片、36･37 は肩部片である。32 は平行沈線が

複数巡る。中段の沈線間に半円形の刺突列が刻まれており、下 3 条の平行沈線間はＬＲ単節縄文が施文

されている。33 は平行沈線下に乱雑な波状沈線が複数巡る。沈線がやや太い。34 は分かりづらいが、

鋸歯文下に 3 本一単位の細い直線文が 4 段巡り、下に波状文が複数巡る。鋸歯文区画下は、ＲＬ単節縄

文が充填されている。No.5 と同一個体。35 は 2 本一単位の直線文が 3 段巡り、下に縄目が縦位のＬＲ

単節縄文と波状文が施文されている。36 は爪形状の刺突列下に平行沈線が巡り、下に斜位の短沈線が

描かれている。37 は分かりづらいが、地文にＬＲ単節縄文が施文されており、平行沈線下に複数の沈

線が等間隔に垂下する。32～37 の内面調整は、37 のみ横･斜位のヘラミガキ、その他はすべて横位のヘ

ラナデである。38～40 は重四角文が描かれた破片。38 のみ肩部片、その他は胴上部片である。38 は重

四角文下に無節Ｌが施文されている。40は地文にＬＲ単節縄文が施文されている。38～40の内面調整は、

38 が横･斜位のヘラミガキ、39･40 は横位のヘラナデである。41 は渦巻文が描かれた胴上部片。沈線が

太い。内面調整は、横･斜位のヘラナデである。42･43 は胴部中段から下部に収まる破片。いずれも胴

部中段に懸垂文が接続した 2 条の平行沈線が巡り、沈線間にＬＲ単節縄文が充填されている。43 は胴

下部が無文で、横位のヘラミガキ調整が施されている。42･43 の内面調整は、ともに横位のヘラナデで

ある。44 は胴上部片。上位に爪形状の刺突列が複数巡り、下にＬＲ単節縄文が施文されている。内面

調整は、横位のヘラナデである。45 は弥生時代中期中頃池上式に相当する胴上部片。流れ込み。重四

角文内に半円形の刺突列が充填されている。内面調整は、横位のヘラナデである。

　9～15･23～26･46～67は甕。9～13は櫛歯状工具で文様が描かれている。櫛歯の単位は5本前後が多い。

9 は底部付近を欠く。口縁部は緩やかに外反し、頸部はすぼまる。胴上部が膨らみ、下部に向かって直

線的に下る。最大径を胴上部に持つが、口径とあまり変わらない。磨耗顕著によりほとんど図示できな

かったが、文様は頸部に乱雑な簾状文が巡り、胴部に縦位の羽状文が描かれている。調整は、口縁部外

面の無文部が不明、胴下部はヘラミガキ、内面はヘラナデである。10･11 は口縁部から胴部中段までの

部位。大きさが異なるが、器形や文様構成が似ている。いずれも口縁部がやや内湾気味に立ち上がり、

頸部はすぼまる。胴部はほとんど膨らまない。最大径を口径に持つ。文様は口縁端部にＬＲ単節縄文が

施文され、頸部に簾状文が巡る。胴部は 10 が横位の羽状文、11 は縦位の羽状文が描かれているが、い

ずれも乱雑に描かれている。外面無文部及び内面の調整は、10 は外面及び口縁部から頸部までの内面

がヘラミガキ、頸部以下の内面はヘラナデ、11 は内外面ともにヘラナデ調整が施されている。12 は胴

上部から下部までの部位。ほぼ球形を呈する。外面は 8 本一単位で縦位の羽状文が密に描かれている。内

面調整は、ヘラナデである。13 は小型の甕。底部を欠く。口縁部が受け口状を呈し、頸部はすぼまる。

胴部は中段が膨らみ、ほぼ球形を呈する。最大径を胴部中段に持つが、口径とほとんど変わらない。文

様は口縁端部にＬＲ単節縄文が施文され、頸部に簾状文、胴部は垂下する直線文脇に振りの小さい波状

文が 7 段密に巡る。直線文の頂点及び終点にボタン状貼付文が交互に付く。口縁部外面の無文部及び口

縁部から頸部までの内面は粗いヘラミガキ、胴下部外面及び頸部以下の内面は、ハケメとヘラナデ調整

が施されている。14･15 は口縁端部以外無文の甕。口縁端部に指頭圧痕が施されているが、14 は一部施

されていない箇所がみられた。14 は比較的残存状態が良好であり、15 は口縁部から胴上部までの部位

である。いずれも短い口縁部がくの字に開き、頸部はすぼまる。胴部はほとんど膨らまず、14 は底部

　9 は甑の底部。内外面ともにヘラミガキ調整が施されている。底面に焼成前穿孔がみられた。

　10･11 は高坏。10 は坏部下位から脚部までの部位、11 は接合部である。10 の脚部はハの字に開く。

いずれも外面及び坏部内面はヘラミガキと赤彩、脚部内面はヘラナデ調整が施されている。

　本住居跡の時期は、弥生時代中期後半から末にかけての段階と思われる。

第 11 号住居跡（第 38・39 図）

　64･65－137･138 グリッドに位置する。東側から南側にかけて 12 号住居跡を切っている。北東隅及び

西壁中央付近は調査区外にあり、南壁中央付近を後世の撹乱により一部欠く。

　正確な規模は不明であるが、長軸がおよそ 6.1ｍ、短軸は 5.3ｍを測り、平面プランは隅丸長方形を呈

する。主軸方向はＮ－27°－Ｗを指す。確認面からの深さは0.55ｍ前後を測り、床面はほぼ平坦であった。

覆土は 11 層（1 ～ 11 層）確認された。焼土や炭化物等混入物が多くみられたが、レンズ状に堆積して

いたことから自然堆積と思われる。

　炉跡は床面中央よりやや北側に位置する。長軸 0.65ｍ、短軸 0.52ｍのいびつな楕円形を呈し、床面か

らの深さは 0.12ｍを測る。覆土は 2 層（12･13 層）確認された。

　ピットは 9 基確認された。P1 ～ 4 は主柱穴に相当するが、P1･4 周囲に位置する P5～9 は、浅いこと

から補佐するための柱穴であろうか。いずれも覆土は図示できなかったが、柱痕跡は確認されなかった。

　壁溝は調査区外や撹乱により一部確認できない箇所があるが、おそらく全周すると思われ、南東隅は

やや壁から離れて走り、貯蔵穴に接続している。幅は 0.3ｍ前後、床面からの深さは 0.1ｍ程である。

　貯蔵穴は南東隅に位置する。径 0.55ｍ前後の円形を呈し、床面からの深さは 0.81ｍと深い。覆土は図

示できなかったが、炭化物を含む灰色系の土が数層レンズ状に堆積していた。

　出土遺物（第 40～44 図）は、弥生土器壺（1～4･14～21･49～66）、広口壺（5･22）、甕（6～13･23～

38･67～132）、甑（39）、高坏（40～44･133･134）、鉢（45～47）、ミニチュア土器（48）、打製石斧（135）、

掻器（136･137）、打製石器（138）、磨石（139～143）、打製石鏃（144）、石製有孔円盤（145）、石製勾

玉（146）がある。遺物量が多いが、残存状態の良好なものは少ない。そのほとんどが覆土から検出された。

　1～4･14～21･49～66 は壺。1 は小型壺の口縁部から頸部にかけての部位。口縁部はやや内湾しながら

立ち上がり、頸部はほぼ直立する。無文で内外面ともにヘラミガキ調整と赤彩が施されている。2 は口縁

部を欠くが、残存状態が良好である。頸部が太く、肩部から胴部が詰まった算盤玉状を呈する。無文で

内外面ともにヘラミガキ調整が施されている。胴下部外面に輪積痕が残る。胎土が粗い。3 は胴上部から

下部にかけての部位。胴部中段が膨らみ、やや算盤玉状を呈する。文様は胴部中段に平行沈線 4 条と連

弧文 4 条が巡る。胴上部及び下部は無文でヘラミガキ、内面はヘラナデ調整が施されている。4 は胴部中

段から下部にかけての部位。胴部中段から下部に向かって直線的に下る。無文で外面はヘラミガキ調整

が施されているが、ヘラミガキ前に施されたハケメが一部残る。内面調整は、ハケメ及びヘラナデである。

　14～21 は胴下部から底部までの部位。壺としたが、甕の可能性もある。外面はヘラミガキ、内面は

ヘラナデ調整が主体となるが、16 のみ内外面ともにヘラミガキ調整が施され、底部付近はヘラミガキ

前に施されたハケメ調整が一部残る。14･19 は胎土が粗い。17 は底面にヘラによる刻みがみられた。

　49･50 は口縁部から頸部までに収まる破片。49 はＬＲ単節縄文下に 2 本一単位の刺突列が巡る。以下

は無文で横位のヘラミガキ調整が施されている。50 は分かりづらいが、頸部に平行沈線が巡る。口縁
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なお、古墳時代の土師器高坏（62）も検出されており、覆土中に古墳時代の遺構が存在した可能性があ

るが、詳細については不明と言わざるを得ない。

　1～3･8･22～39は壺。1は残存状態の良好な壺。口縁部は逆ハの字に大きく開き、頸部はすぼまり、ほ

ぼ直立する。肩がやや張り、胴部は球形を呈するが、中段よりやや下位に最大径を持ち、無花果状を呈

する。文様は頸部に3条の平行沈線が等間隔に巡るのみである。外面の調整は口縁部と肩部、胴下部に

ヘラミガキが施されているが、頸部や胴部中段付近はヘラミガキ前に施されたハケメ調整が残る。内面

は口縁部から肩部にかけて磨耗が著しいため不明であるが、胴上部はヘラナデ、胴下部はハケメ調整が

施されている。胴部中段及び下部に輪積痕が残る。2は中段がすぼまる頸部。5条の平行沈線がほぼ等間

隔に巡り、最上位の沈線のみ他に比べて細い。最上位の細沈線を除く沈線間にＬＲ単節縄文が施文され

ている。外面無文部及び内面は、ヘラミガキ調整が施されている。3は肩部から胴部中段までの部位。

肩の張りが弱く、胴部中段まで緩やかに下る。文様はＬＲ単節縄文を充填した2条の波状沈線が等間隔

に複数巡る。外面無文部はヘラミガキ、内面はヘラナデ調整が施されている。8は底部。外面はヘラミ

ガキ、内面はヘラナデ調整が施されている。壺としたが、甕の可能性もある。

　22･23は刺突列が巡る破片。22は頸部から肩部にかけての破片。横位のヘラミガキ調整が施された無

文部下に4本一単位の簾状文風の刺突列が巡り、下にＬＲ単節縄文が施文されている。23は肩部片。弱

い段下に半円形の刺突列が巡り、下に平行沈線とＬＲ単節縄文が施文されている。段上は舌状文と思わ

れる文様が描かれている。22･23の内面調整は、22が横位のヘラミガキ、23は横位のヘラナデである。

24～30は平行沈線と縄文が施文された破片。24～29は肩部から胴上部までに収まる破片、30のみ胴部中

段の破片である。24は平行沈線下にＬＲ単節縄文が施文されている。縄文下は無文で横位のヘラミガキ

調整が施されている。25は複数巡る平行沈線間にＬＲ単節縄文が充填されている。以下は無文で縦位の

ヘラミガキ調整が施されている。26は半円形の刺突列が刻まれた弱い段の上下に平行沈線が巡り、上は

平行沈線と刺突列間にＬＲ単節縄文が施文されている。27は平行沈線下に半円形の刺突列が巡り、下は

ＬＲ単節縄文地に2本一単位の直線文が垂下し、両脇に刺突列が刻まれている。28は横位のヘラミガキ

調整が施された無文部下にＲＬ単節縄文と赤彩が施された平行沈線2条が巡る。29は無節Ｌ地に太い平

行沈線が巡り、下に2条の沈線が垂下するが、垂下沈線間のみ無文となっている。30は等間隔に巡る複

数の平行沈線間にＬＲ単節縄文が充填されている。最下は無文で横位のヘラミガキ調整が施されてい

る。24～30の内面調整は、24が横位、25は横･斜位のヘラミガキ、26～30は横位のヘラナデである。31

は鋸歯文が描かれた胴上部片。鋸歯文区画下にＬＲ単節縄文が充填されている。内面調整は、横位のヘ

ラナデである。32･33は波状文が描かれた破片。32は胴上部片、33は胴部中段の破片である。32は太い

平行沈線下に振りの大きい波状文が乱雑に巡る。上位は無文で斜位のヘラミガキ調整が施されている。

33はＬＲ単節縄文地に4本一単位の波状文が上位に巡る。32･33の内面調整は、ともに横位のヘラナデで

ある。34～36は重四角文が描かれた破片。34･36は肩部片、35は胴上部片である。34は2本一単位の櫛歯

で描かれている。35は地文にＲＬ単節縄文が施文されている。36は分かりづらいが、上位に半円形の刺

突列が巡る。34～37の内面調整は、すべて横位のヘラナデである。37･38は重三角文が描かれた破片。

37は胴部中段の破片、38は胴上部片である。37は沈線間にＲＬ単節縄文施文部と無文部を交互に配置し

ている。38は地文にＬＲ単節縄文が施文されている。37･38の内面調整は、ともに横位のヘラナデである。

39はフラスコ文が描かれた胴上部片。沈線間が広い。内面調整は、横位のヘラナデである。

　9は広口壺の底部。内外面ともにヘラミガキ調整と赤彩が施されている。広口壺としたが、鉢の可能

性もある。

　4～7･10～17･40～60は甕。4～6は櫛歯状工具で文様が描かれており、頸部に簾状文が巡る。4･5は口

縁部から胴部中段付近までの部位。4は口縁部が受け口状を呈し、頸部はすぼまる。胴部は中段よりや

や上が膨らみ、最大径を上位に持つが、口径とあまり変わらない。頸部以外の文様は、胴部に縦位の羽

　貯蔵穴は南西隅から確認された。径0.75ｍ前後の円形を呈し、床面からの深さは0.47ｍを測る。覆土

中層で炭化物層（10層）が確認された。

　炉跡は確認されなかった。

　出土遺物（第21・22図）は、弥生土器壺（1～3･8･22～39）、広口壺（9）、甕（4～7･10～17･40～60）、甑（18）、

高坏（19～21･61）がある。床面直上から検出されたものは少なく、大半が覆土からの検出である。残

存状態の良好な1は、ピット1から検出されたが、この他にもピットや貯蔵穴から検出されたものがある。

状文が密に描かれている。櫛歯の単位は5本である。口縁部外面の無文部及び内面は、ヘラナデ調整が

施されている。5は口縁部が外反し、頸部はすぼまり、ほぼ直立する。胴部は中段が膨らみ、球形を呈する。

最大径を胴部中段に持つが、口径とあまり変わらない。頸部以外の文様は、口縁端部に刻みが施され、

胴部は乱雑な波状文が複数巡る。櫛歯の単位は6本である。口縁部外面の無文部及び内面は、ヘラナデ

調整が施されている。6･7は口縁部から頸部までの部位。6は口縁部が外反し、頸部はすぼまる。頸部以

外の文様は、口縁端部に刻みが施されている。口縁部外面の無文部及び内面は、ヘラナデ調整が施され

ている。器壁が厚い。7は短い口縁部が外反し、頸部はすぼまる。文様は口縁端部にＬＲ単節縄文が施

文されているのみである。外面無文部及び内面は、ヘラナデ調整が施されている。

　10～17は胴下部から底部までの部位。10～12･16･17は外面がヘラミガキ、内面はヘラナデ調整が施さ

れている。17は胴下部の一部にＲＬ単節縄文が施文されており、内面に輪積痕が残る。13～15は内外面

ともにヘラナデ調整が施されている。甕としたが、17以外は壺の可能性もある。

　40～55は櫛歯状工具で文様が描かれた破片。櫛歯の単位は5本前後が多い。40･41は口縁部から頸部に

かけての破片。頸部に簾状文が巡る。40は口縁端部にＬＲ単節縄文、41は指頭圧痕が施されている。40

は内面を図示しなかったが、口縁部外面の無文部も含め、横位のハケメ調整が施されている。41は口縁

部外面の無文部が横･斜位、内面は横位のヘラミガキ調整が施されている。42～49は胴部に縦位の羽状

文が描かれた破片。やや間隔を空けるものと密に描かれるものがあり、乱雑なものが多い。42・43は頸

部から胴上部にかけての破片、44～49は胴上部から中段までに収まる破片である。42･43は頸部に簾状

文が巡り、42は簾状文下に振りの小さい波状文も巡る。45･46は羽状文施文前に施された斜位のハケメ

調整が残る。47～49は櫛歯が細い。42 ～ 49の内面調整は、42･44･47が横位、43･48は横･斜位、49は斜

位のヘラミガキ、45･46は斜位のハケメである。45は内面に輪積痕が残る。50～52は胴部に斜格子文が

描かれた破片。50は頸部から胴上部にかけての破片。頸部に簾状文、上に振りの小さい乱雑な波状文が

巡る。51･52は胴上部片で同一個体。斜格子文はやや乱雑であり、文様施文前に施された斜位のハケメ

調整が全面に残る。50～52の内面調整は、50が横位、51･52は斜位のヘラミガキである。53～55は胴部

に波状文が描かれた胴部中段の破片。53は6本一単位の直線文が2条垂下し、脇に振りの緩い波状文が複

数巡る。54は振りの大きい波状文、55は振りの小さい波状文がやや乱雑に複数巡る。53～55の内面調整

は、53が横位、55は横･斜位のヘラミガキ、54は横位のヘラナデである。

　56～60は縄文の施文された破片。56･57は口縁部から頸部にかけて、58～60は胴部中段の破片である。

縄文は56がＲＬ、57～59はＬＲ単節縄文、60は無節Ｌである。56は端部も含む口縁部に縄文が施文され、

振りの小さい波状沈線が巡る。頸部は無文で横位のハケメ調整が施されている。57は口縁端部に刻みが

施され、横位のハケメ調整が施された口縁部下の頸部に縄文が施文されている。57～59は胎土が粗い。

56～60の内面調整は、56～58が横位のヘラミガキ、59は横･斜位、60は斜位のヘラナデである。

　18は甑の底部。内外面ともにヘラナデ調整が施されている。底面に焼成前穿孔がみられた。

　19～21･61は高坏。19は坏部から接合部までの部位。坏部は逆ハの字に開く。内外面ともにヘラミガ

キ調整と赤彩が施されている。20･21は接合部から脚部までの部位。ともに脚部が短く、外面及び坏部

内面はヘラミガキ、脚部内面はヘラナデ調整が施されており、輪積痕が残る。61は口縁部片。口縁端部

に二個一対の突起が付く。内外面ともに横位のヘラミガキ調整と赤彩が施されている。

第 21 図　第 5 号住居跡出土遺物（1）

第 22 図　第 5 号住居跡出土遺物（2）
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第41図　第１号方形周溝墓出土遺物（１）
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第 12 号住居跡（第 41･42 図）

　第 2 次調査での検出であり、55･56－152･153 グリッドに位置する。北壁中央付近で時期不明のピッ

トと重複するが、新旧関係は不明である。南東隅付近は調査区外にある。

　南北は不明であるが、東西は 5.71ｍを測り、平面プランは隅丸方形を呈すると思われる。主軸方向は

Ｎ－24°－Ｅを指す。確認面からの深さは 0.45ｍ前後を測り、床面はほぼ平坦であった。覆土は 10 層

（1 ～ 10 層）確認された。床面中央付近では最下に炭化物層が確認された。レンズ状に堆積していたこ

とから自然堆積と思われる。

　炉跡は床面中央からやや北寄りに位置する。径 0.45ｍ前後の円形を呈し、床面からの深さは 0.09ｍを

測る。覆土は 3 層（19 ～ 21 層）確認され、焼土や炭化物を含んでいた。

　ピットは6基検出された。P1～4はその位置から主柱穴と思われる。覆土はすべて図示できなかったが、

いずれからも柱痕跡は認められなかった。

　壁溝は全周する。幅は 0.4ｍ前後が主体となり、床面からの深さは 0.05 ～ 0.17ｍと幅がみられた。

　貯蔵穴は南西隅に位置する。南側が調査区外にあるため正確な数値は不明であるが、径 0.8ｍ前後の

不整円形を呈すると思われる。床面からの深さは 0.37ｍを測る。覆土は 4 層（15 ～ 18 層）確認された。

　出土遺物（第43～46図）は、弥生土器壺（1～5･9～15･28～63）、甕（6～8･16～22･64～115）、高坏（23～25）、

鉢（26･27･116･117）、打製石斧（118 ～ 121）、磨製石斧（122）、磨石（123）がある。覆土からの出土が多く、

床面直上の遺物は P1 上、東壁中央手前に限られ、残存状態の良好なものが検出された。

　1 ～ 5･9 ～ 15･28 ～ 63 は壺。1 は口縁部から頸部までの部位。口縁部はやや受け口状を呈する。文様

は口縁部にＲＬ単節縄文と山形状の沈線が施文され、頸部は無文であるが、一部に楕円形状を呈する突

起が付く。頸部無文部及び内面の調整はヘラミガキである。2 は頸部から胴上部までの部位。頸部はほ

ぼ直立し、胴上部が膨らむ。文様は頸部にのみみられ、2 条の平行沈線間にＬＲ単節縄文が施文され、

下位の平行沈線を挟んで 2 本一単位の櫛歯状工具による波状文が巡る。外面無文部の調整はヘラミガキ、

内面はヘラナデである。3･4 は口縁部から頸部までの部位。無文で内外面ともにヘラミガキ調整が主体

となる。3 は口縁部がやや受け口状を呈し、頸部はすぼまる。頸部内面下位はヘラナデ調整である。4

は口縁部が外反し、頸部はほぼ直立する。5 は口縁部から頸部を欠くが、比較的残存状態が良好である。

肩部から緩やかに下り、つまった胴部の中段が大きく膨らむ。文様は肩部から胴部中段まで 5 本一単位

の櫛歯状工具による直線文が複数垂下し、両脇に小さい円形刺突列が伴う。胴部中段は同一工具による

直線文が横位に複数巡り、上に円形刺突列が伴う。外面無文部の調整はヘラミガキ、内面はヘラナデで

ある。9 ～ 15 は底部。外面調整はヘラミガキ、内面はヘラナデが主体となるが、13 のみ内外面ともに

ヘラミガキである。9 は底面に木葉痕がみられた。壺としたが、甕の可能性もある。

　28 は鋸歯文が描かれた肩部片。分かりづらいが、鋸歯文下にＲＬ単節縄文が充填されている。鋸歯

文上の無文部は横･斜位のヘラミガキ調整である。内面調整は横位のヘラナデである。29 ～ 39 は肩部

から胴上部までの破片。29 ～ 35 は平行沈線及び波状沈線、36 ～ 39 は櫛歯状工具で直線文及び波状文

が描かれている。29 は 2 条の平行沈線下が無文であるが、磨耗が著しく調整不明である。30･31 は平行

沈線の上下にＲＬ単節縄文が施文されている。32 は肩部と胴上部の境に段を持ち、段上は波状沈線と

赤彩の施されたＬＲ単節縄文が施文され、下は半円形の刺突列と複数の平行沈線が巡る。波状沈線上は

無文で縦位のヘラミガキ調整である。33 は無文部下に平行沈線と波状沈線が交互に巡る。無文部は斜

位のヘラミガキと赤彩が施されている。34 は波状沈線上に櫛歯状工具で羽状文様が描かれている。下

は無文で斜位のヘラミガキ調整である。35 は地文にＬＲ単節縄文が施文されており、波状沈線と平行

沈線が巡る。平行沈線下は斜位の沈線が等間隔に描かれている。36 は分かりづらいが、平行沈線下に

波状沈線が巡る。以下は無文で縦位のヘラミガキ調整である。37 は単位不明の直線文と波状文が巡る。

38 は横･斜位のヘラミガキが施された無文部下に 6 本一単位の櫛歯状工具による直線文が巡る。39 は無

文部間に 5 本一単位の櫛歯状工具による直線文と簾状文が巡る。無文部の調整は横･斜位のヘラミガキ

である。29 ～ 39 の内面調整は、29･30･33･34･36 ～ 38 が横位、31･32･39 は横･斜位のヘラナデ、35 は

横･斜位のハケメである。40 ～ 43 は胴部にフラスコ文が描かれた破片。フラスコ文内外に 41･42 はＲＬ、

43 はＬＲ単節縄文が充填されている。42 は上に段を持ち、段上にＲＬ単節縄文、下に半円形の刺突列

が巡る。43 は下に弧線文が描かれている。40 ～ 43 の内面調整は 40･42･43 が斜位、41 が横･斜位のヘラ

ナデである。44 は弧線文が描かれた胴部中段から下部までの破片。弧線文上はフラスコ文が描かれて

いると思われる。下は無文で横･斜位のヘラミガキ、内面は横位のヘラナデ調整である。45 ～ 49 は重

四角文が描かれた破片。45 は分かりづらいが、頸部に鋸歯文が描かれている。46 は上にＬＲ単節縄文

が施文されている。48 は 2 本一単位の櫛歯状工具で描かれている。45 ～ 49 の内面調整は、45 の頸部が

横位のヘラナデ、肩部は斜位のハケメ、その他は横位のヘラナデである。50は渦巻文が描かれた胴上部片。

沈線間に赤彩の施されたＬＲ単節縄文が充填されている。外面無文部の調整は横･斜位のヘラミガキ、

内面は横･斜位のヘラナデである。51 ～ 55 は平行沈線下に弧線状を呈する文様が描かれた胴上部片。

51 の外面調整は横･斜位のヘラミガキである。52 ～ 54 は沈線が太い。地文にＬＲ単節縄文が施文され

ているが、まばらである。52･53 は同一個体。52 は弧線状の文様下に V 字状の短沈線が描かれている。

54 は平行沈線上が無文で横位のヘラミガキ調整である。55 は平行沈線と斜位の沈線間にのみＬＲ単節

縄文が充塡されている。無文部の調整は横位のヘラミガキである。51 ～ 55 の内面調整は、すべて横位

のヘラナデである。56･57 は縄文の施文された胴上部片。56 は無文部下にＬＲ及びＲＬ単節縄文で羽状

文が施文されている。無文部の調整は横･斜位のヘラミガキである。57はＬＲ単節縄文が施文されている。

内面調整は 56 が横･斜位、57 が横位のヘラナデである。58 は逆 T 字状、59 は十字状を呈する懸垂文が

描かれた胴上部片。区画内に 58 はＲＬ単節縄文、59 は櫛歯状工具による直線文が充填されている。内

面調整は 58 が横位、59 が横･斜位のヘラナデである。58 は内面に輪積痕が残る。60 は複数の沈線が垂

下する胴上部片。1 条のみ波状沈線も垂下する。内面調整は横･斜位のヘラナデである。61 ～ 63 は弥生

時代中期中頃池上式の破片。61 は複数の平行沈線間に半円形の刺突列が巡る。62･63 は重四角文内に半

円形の刺突列が充填されている。内面調整はすべて横位のヘラナデである。流れ込み。

　6 ～ 8･16 ～ 22･64 ～ 115 は甕。6 は口縁部から頸部までの部位。口縁部は受け口状を呈し、頸部はほ

ぼ直立する。文様は端部を含む口縁部にのみ施文されており、口縁端部がＬＲ単節縄文、口縁部はＲＬ

及びＬＲ単節縄文で羽状文が施文されている。頸部は無文で内外面とともにヘラナデ調整である。7･8

は残存状態が良好である。7 は口縁部がやや受け口状を呈し、頸部から胴上部までが膨らみ、以下底部

まで直線的に下る。最大径は胴上部に持つ。文様は口縁部に5本一単位の櫛歯状工具による波状文が巡り、

頸部は 8 本一単位の簾状文、胴部は頸部と同一の工具で縦位の羽状文が描かれている。外面調整はヘラ

ナデ、内面は口縁部から胴上部までがヘラミガキ、以下はヘラナデである。8 は口縁部から胴下部まで

の部位。口縁部が受け口状を呈し、頸部はすぼまる。胴部は膨らみ、球形を呈する。最大径を胴部中段

に持つ。文様は端部も含め口縁部にＬＲ単節縄文が施文され、山形状の沈線が 2 条巡る。胴部はコの字

重ね文が描かれており、間に波状沈線が垂下する。内外面の調整はともにヘラナデである。16 ～ 22 は

胴下部から底部までの部位。16 ～ 19 は外面調整がヘラミガキ、内面はヘラナデが主体となるが、18 の

みヘラミガキである。甕としたが、壺の可能性もある。17 は外面に輪積痕が残る。20 ～ 22 は内外面と

もにヘラナデ調整である。

　64 ～81 は櫛歯状工具で文様が描かれた破片。櫛歯の単位は 5 本前後が多い。64 ～67 は頸部に簾状文

ないし直線文が巡る。65 ～ 67 は口縁端部にＬＲ単節縄文が施文されている。口縁部はすべて無文で 64

･66は横位のヘラナデ、65･67は横位のハケメ調整である。68～71は胴部に縦位の羽状文が描かれた破片。

68 は頸部に同一工具による簾状文、69 はやや弧状を呈する直線文が巡る。72 ～ 76 は胴部に横位の羽状

文が描かれた破片。72･73 は頸部に同一工具による簾状文が巡る。76 は斜位のハケメ調整が残る。77

～ 81 は胴部に波状文が複数描かれた破片。77 は頸部に同一工具による簾状文が巡る。口縁部は無文で

横位のヘラナデ調整である。78 は同一工具による直線文が垂下する。64 ～ 81 の内面調整は、64 ～ 66･

71･72･75･78･79が横位、70･73･77･80が斜位、74･81が横･斜位のヘラナデ、67は横位、76は斜位のハケメ、

68 は頸部が横位、胴上部が斜位のハケメ、69 は頸部が横位、胴上部が斜位のヘラナデである。82 ～ 86

は胴部にコの字重ね文が描かれた破片。82･83 はボタン状貼付文が付く。85 は波状沈線も垂下する。86

は胴下部が無文で縦･斜位のヘラナデ調整である。内面調整はすべて横位のヘラナデであるが、84･86

は斜位のハケメも一部みられた。87 ～ 111 は縄文が施文された破片。87 ～ 99 は口縁部から胴上部まで

の破片。87･88 は受け口状を呈する。端部も含め口縁部に 87 はＬＲ、88 はＲＬ単節縄文が施文され、

87 は口縁部に波状沈線が 2 条巡る。ともに頸部は無文で横位のヘラナデ調整である。87 は胴上部に平

行沈線が巡り、下にＬＲ単節縄文が施文されている。89 ～ 92 は肥厚した口縁部に 89 はＲＬ、90 ～ 92

はＬＲ単節縄文が施文されている。89･90･92 は頸部が無文で横位のヘラナデが施されているが、91 は

櫛歯状工具による短い直線文が斜位に描かれている。93･94 は口縁端部と頸部以下にＬＲ単節縄文が施

文されている。口縁部はともに無文で横位のヘラナデ調整である。95 ～ 99 は全面に縄文が施文されて

いる。95･96はＬＲ、97はＲＬ単節縄文、98は無節Ｒ、99は無節Ｌである。98は口縁端部に刻みが施され、

99 はボタン状貼付文が付く。100 ～ 108 は胴部中段の破片。100 ～ 105 はＬＲ、106 はＲＬ単節縄文、

̶ 80 ̶

15 は全面にＬＲ単節縄文が施文されている。内面調整は横位のヘラナデである。16 は刺突列と単位不明

の櫛歯状工具による直線文が巡る。刺突は 2 個一対で縦位に刻まれている。外面無文部の調整は縦･斜位

のヘラミガキ、内面は横･斜位のヘラナデである。17 ～ 20 は重三角文が描かれた破片。17 は肩部と胴上

部境に段を持ち、段上に鋸歯文、下に半円形の刺突列と平行沈線が巡り、沈線間はＬＲ単節縄文が充填

されている。18 は沈線が太く、区画内は赤彩の施されたＬＲ単節縄文が施文されている。19 は沈線間に

ＬＲ単節縄文が充填され、中央に V 字状の文様が描かれている。20 は無節Ｒ地に描かれている。17 ～

20 の内面調整は、17･18 が横･斜位、19･20 が横位のヘラナデである。21 ～ 27 は重四角文が描かれた破片。

21は上に鋸歯文が描かれ、鋸歯文下にＬＲ単節縄文が充填されている。22･23は間に縄文が施文されており、

22はＲＬ単節縄文、23は無節Ｒである。22は下に半円形の刺突列が巡る。24は上に山形状の沈線が複数巡る。

25 は重四角文下に段を持ち、段下に半円形の刺突列と波状沈線が 2 条巡り、波状沈線間にＬＲ単節縄文

が充填されている。26 は重四角文上にＲＬ、区画内にＬＲ単節縄文が施文されている。27 は下にＬＲ単

節縄文が施文され、以下は無文で斜位のヘラミガキ調整である。21～27の内面調整は21･23･27が横･斜位、

22･24 ～ 26 が横位のヘラナデである。28 は胴部中段から下部までの破片。平行沈線下にＬＲ単節縄文が

施文されている。以下は無文で横位のヘラミガキ、内面は横位のヘラナデ調整である。29･30 はフラスコ

文が描かれた胴上部片。29は下に弧線文が巡り、間にＲＬ単節縄文が充填されている。内面調整は29が横位、

30 が横･斜位のヘラナデである。31 ～ 37 は短冊状を呈する文様が描かれた胴上部片。区画内に櫛歯状工

具による直線文が充填されている。31･32･37 は同一個体。短冊文様脇は波状沈線と半円形の刺突列が垂

下し、下は平行沈線と波状沈線が巡る。無文部の調整は斜位のヘラミガキであるが、部分的に斜位のハ

ケメが残る。33 ～ 35 は短冊文様下に平行沈線と波状沈線が巡り、ＬＲ単節縄文が施文されている。33 は

2 条の平行沈線間に縄文と波状沈線が施文されている。34 は平行沈線間に波状沈線が巡り、縄文は波状

沈線下に平行沈線を跨いで施文されている。35 は平行沈線下に波状沈線と縄文が施文されているが、波

状沈線は途切れている。31 ～ 37 の内面調整は 31･32 が横･斜位、33･35 ～ 37 が横位のヘラナデ、34 が斜

位のハケメである。38 は単位不明の櫛歯状工具による直線文が垂下する胴上部片。外面無文部と内面の

調整は、ともに横･斜位のハケメである。39 ～ 41 は平行沈線と波状沈線が描かれた破片。39 は平行沈線

間に波状沈線が巡る。外面無文部の調整は横･斜位のヘラミガキであるが、一部に斜位のハケメが残る。

40は平行沈線下に波状沈線が巡り、下にＬＲ単節縄文が施文されている。41は無文部下に平行沈線が巡り、

下に附加条一種Ｌと波状沈線が施文されている。無文部の調整は横位のヘラミガキである。39 ～ 41 の内

面調整は 39 が横･斜位、41 が横位のヘラナデ、40 が横･斜位のハケメである。42 ～ 44 は弥生時代中期中

頃池上式の破片。42は口縁部片。肥厚した口縁端部にLR単節縄文が施文されており、以下は無文で横・

斜位のヘラミガキ調整である。43 は重三角文、44 は重四角文が描かれている。区画内はともに半円形の

刺突列が充填されるが、43 は区画に沿って、44 は列状に施文されている。43 は中央にＬＲ単節縄文も施

文されている。内面調整は42が横位のヘラミガキ、43が横･斜位、44が斜位のヘラナデである。流れ込み。

　5･45 ～ 64 は甕。5 は底部。内外面ともにヘラナデ調整である。45 ～ 52 は櫛歯状工具により文様が描

かれた破片。櫛歯の単位は 4 ～ 5 本が多い。45 ～ 50 は胴部に波状文が複数巡る。45 ～ 47 は頸部に同一

工具による簾状文が巡る。48 は波状文下に横･斜位のハケメ調整が所々残る。49･50 は同一工具による直

線文が垂下する。49 の胴下部は横･斜位のヘラナデ調整である。51･52 は羽状文が描かれた胴上部片。51

107･108 は附加条一種ＬＲ×Ｌが施文されている。109 ～ 111 は胴部中段から下部までの破片。すべて

ＬＲ単節縄文である。縄文下は無文で 109 は横･斜位、110･111 は斜位のヘラナデ調整である。87 ～

111 の内面調整は、87 ～ 92･95 ～ 99･101･102･104･106･110 が横位、103･111 が斜位、105･107 ～ 109 が

横･斜位のヘラナデ、93･94 は横･斜位、100 は横位のハケメである。108 は内面に輪積痕が残る。112･

113 は口縁端部に刻みを持つ破片。口縁端部以下は無文である。112 は外面調整が斜位のハケメ、内面

は横位のヘラナデであるが、一部にハケメもみられた。113 は外面が縦位に近い斜位のハケメ、内面は

横位のヘラナデ調整である。114 は無文の口縁部から頸部までの破片。外面調整は斜位、内面は横位の

ヘラナデである。115 は弥生時代中期中頃池上式の破片。口縁部は無文で横位のヘラナデ調整、頸部以

下は平行沈線が複数巡る。内面調整は横位のヘラナデである。流れ込み。

　23 ～ 25 は高坏。外面及び坏部内面はヘラミガキ、脚部内面はヘラナデ調整である。23 は口縁部から

坏部までの部位。口縁部がほぼ平らに大きく開き、坏部は内湾する。口縁端部には2個一対の突起が付く。

内外面ともに赤彩が施されている。24･25 は接合部から脚部上位までの部位。赤彩は施されていない。

　26･27･116･117は鉢。26は口縁部から体部が内湾する。内外面ともにヘラミガキと赤彩が施されている。

口縁部に 2 個一対の孔が設けられている。27 は口縁部から体部がほぼ直線的に開く。内外面ともにヘ

ラミガキ調整である。完形。116 は口縁部から体部までの破片。内外面ともにヘラミガキと赤彩が施さ

れているが、ヘラミガキは口縁部外面と内面が横位、体部外面は斜位に施されている。口縁部に 2 個一

対の孔が設けられている。117 は焼成後穿孔のある体部片。調整は外面が横･斜位、内面は斜位のヘラ

ナデである。鉢としたが、甕の胴下部片の可能性が高い。

　118 ～ 121 は打製石斧。すべて基部のみの検出である。122 は小型で扁平片刃の磨製石斧。ほぼ完形

に近い。刃こぼれが一部みられた。123 は磨石。二面使用している。半分を欠く。

　本住居跡の時期は、弥生時代中期後半と思われる。

第 13 号住居跡（第 47 図）

　第 2 次調査での検出であり、53･54－152･153 グリッドに位置する。南側のみの検出であり、大半は

調査区外にある。西側では 15 号溝跡に壁を一部切られている。

　正確な規模及び主軸方向は不明であるが、検出できた南壁は 4.35ｍ程を測り、平面プランは隅丸方形

ないし長方形を呈すると思われる。確認面からの深さは 0.6ｍと深く、床面はやや凹凸がみられた。覆

土は 14 層（6～19 層）確認された。下層に炭化物層が薄く堆積していた。レンズ状に堆積していたこ

とから自然堆積と思われる。

　ピットは 10 基検出された。P1･2 はその位置から主柱穴と思われる。P4 ～ 10 は壁際に位置すること

から出入口に関連するものであろうか。

　壁溝は検出できた範囲内を全周する。幅は 0.5ｍ、床面からの深さは 0.1ｍ前後を測る。

　炉跡や貯蔵穴は確認されなかった。

　出土遺物（第48･49図）は、弥生土器壺（1～4･8～44）、甕（5･45～64）、高坏（6･7･65）、磨石（66･67）がある。

比較的残存状態の良いものは床面直上及びピットから、破片は覆土から検出された。

　1～4･8～44は壺。1は口縁部から胴上部までの部位。口縁部は逆ハの字に開き、頸部はほぼ直立する。

胴部は中段に向かって大きく膨らむ。文様は胴部にのみみられ、全面にオオバコによる擬縄文が施文さ

れている。口縁部から頸部までは無文で内面も含めヘラミガキ、肩部以下の内面はヘラナデが施されて

いる。2 は肩部から底部までの部位。肩部と胴上部の境に段を持ち、胴部は球形を呈する。文様は肩部

から胴部中段まで 2 本一単位の櫛歯状工具による複数の直線文とＬＲ単節縄文が交互に施文されており、

段下に半円形の刺突列が巡る。胴下部外面と肩部内面はヘラミガキ、胴上部以下の内面はヘラナデ調整

である。3 は胴上部から下部までの部位。ややつまった球形を呈する。文様は無節Ｌ地に重四角文と一

部波状を呈する山形状の沈線が 4 ～ 5 条巡る。胴下部外面の調整はヘラミガキ、内面はヘラナデである。

4 は胴下部から底部までの部位。外面調整はヘラミガキ、内面はヘラナデである。

　8 は口縁部から頸部までの破片。端部も含め肥厚した口縁部にＬＲ単節縄文が施文され、下に四角形

状を呈する刺突列が巡る。以下は楕円形状の文様が垂下し、区画内にＬＲ単節縄文が充填されている。

縄文施文部は赤彩が施されている。内面調整は横位のヘラミガキである。9 ～ 11 は頸部から肩部までの

破片。9 は斜位のヘラミガキ調整による無文部下に四角形状を呈する刺突列が 2 列巡る。刺突列間はＬ

Ｒ単節縄文が施文されるが、一部上にはみ出ている。10 はＬＲ単節縄文が施文された突帯が巡る。下は

無文で横位のヘラミガキ調整である。11 は平行沈線下が無文で横･斜位のヘラミガキ調整である。内面

調整は 9 が斜位、10･11 が横･斜位のヘラナデである。11 は内面に輪積痕が残る。12 ～ 14 は肩部片。12

は鋸歯文下にＲＬ、13は2条の波状沈線間にＬＲ単節縄文が充填されている。12･13の無文部は12が横･斜位、

13 が縦･斜位のヘラミガキ調整である。14 はＬＲ単節縄文下が無文で横･斜位のヘラミガキ調整である。

12 ～ 14 の内面調整は 12･14 が横位、13 は上位が横位、下位が縦位のヘラナデである。15･16 は胴上部片。

　1･2･8 ～ 16 は壺。1･2 は底部。調整は外面がヘラミガキ、内面は 1 がヘラナデ、2 がハケメである。8

は頸部片。平行沈線が 4 条巡り、上下の沈線間にＲＬ単節縄文が充填されている。平行沈線上下は無文

で横位のヘラミガキ調整である。内面調整は横･斜位のヘラナデである。9･10は鋸歯文が描かれた肩部片。

9 は下にＬＲ単節縄文が充填されており、以下に平行沈線が巡る。10 は平行沈線の上下に描かれている。

9･10 の内面調整は 9 が横･斜位、10 が横位のヘラナデである。11 ～ 15 は平行沈線が巡る胴上部片。11

は上位が無文で横位のヘラミガキ調整、平行沈線下はＲＬ単節縄文が施文されている。12 は 6 条の平

行沈線上下にＲＬ単節縄文が施文されている。13 は複数の平行沈線間にＬＲ単節縄文が交互に充填さ

れている。14 は地文にＬＲ単節縄文が施文され、上位に平行沈線が複数巡る。15 は平行沈線間が一定

していない。無文部の調整は横位のヘラミガキである。11～15の内面調整は、11･14が横･斜位、12が斜位、

は縦位、52 は横位に描かれている。45 ～ 52 の内面調整は、45･50 が横･斜位、46 ～ 48･51･52 が横位、

49 は胴上部から中段までが横位、以下は斜位のヘラナデである。53 ～ 59 は縄文が施文された破片。53

～ 55 は口縁部から頸部までの破片。53 は端部も含め肥厚した口縁部、54 は肥厚した口縁部と無文部を

挟んだ頸部下位、55 は口縁端部のみにＬＲ単節縄文が施文されている。55 は口縁部が無文で横位のヘ

ラナデが施されており、頸部に平行沈線が巡る。56 ～ 59 は胴部中段から下部までの破片。56 ～ 58 は

ＬＲ単節縄文、59 のみ無節Ｒが施文されている。胴下部の無文部は 56･57 が横位、58･59 は横･斜位の

ヘラナデ調整である。60･61 は無文で口縁部から頸部までの破片。内外面は 60 が横･斜位、61 は横位の

ヘラナデ調整である。62 ～ 64 は弥生時代中期中頃池上式の破片。62 は肥厚した口縁部下から頸部まで

2 条の沈線が懸垂文状に垂下し、間にＬＲ単節縄文が充填されている。口縁部は磨耗が著しいため調整

･文様が不明であるが、以下の無文部は横･斜位のヘラミガキ調整である。63 は口縁端部に刻みを持ち、

以下は単位不明の櫛歯状工具による沈線が垂下する。64 も口縁端部に刻みを持ち、口縁部は無節Ｒ地

に平行沈線が複数巡る。内面調整は 62 が横･斜位、63･64 が横位のヘラナデである。

　6･7･65 は高坏。6 は口縁部から坏部までの部位。口縁部がほぼ平らに大きく開き、坏部は内湾する。

口縁端部には 3 個一対の突起が付く。摩耗が著しいため、調整や赤彩が施されているかは不明である。

7 は接合部から脚部までの部位。脚部の開きが小さく、ほぼ直立に近い。調整は外面及び坏部内面がヘ

ラミガキ、脚部内面はヘラナデである。脚部には孔が対角線上に 2 つ設けられている。65 は口縁部片。

端部に中央部が窪んだ突起が付き、2 個一対の突起状を呈する。内外面ともに横位のヘラミガキと赤彩

が施されている。

　66・67 は磨石。66 は一面、67 は二面使用しており、66 は敲打器を兼ねる。66 は完形、67 は半分欠く。

　本住居跡の時期は、弥生時代中期後半と思われる。

第 14 号住居跡（第 50 図）

　第 2 次調査での検出であり、53･54－153 グリッドに位置する。他の遺構との重複関係はみられず、南

側が調査区外にある。

　本住居跡はやや軸が異なるが、北西方向に拡張が行われていた。正確な規模及び主軸方向は不明であ

るが、長軸は拡張前が 4.7ｍ、拡張後が 5.7ｍ、短軸は 4.6ｍ程を測る。平面プランは拡張前が隅丸方形

ないし長方形、拡張後はややいびつな隅丸長方形を呈すると思われる。確認面からの深さは拡張前と後

で異なり、拡張前は 0.5ｍ、後が 0.35ｍ前後を測り、拡張前の方が深く掘り込まれていた。床面はいず

れもほぼ平坦であった。覆土は 9 層（1 ～ 9 層）確認された。このうち 9 層は拡張に伴う埋土である。

それ以外はレンズ状に堆積していたことから自然堆積と思われる。

　炉跡は床面ほぼ中央に位置すると思われる。南側立ち上がりが調査区外にあるが、径 0.55ｍ前後の楕

円形を呈すると思われる。床面からの深さは 0.06ｍと浅いが、北側は深さ 0.27ｍのピット状を呈していた。

覆土は 4 層（10 ～ 13 層）確認された。

　ピットは 5 基検出された。P1 ～ 3 はその位置から主柱穴と思われ、P4 も拡張に伴う柱穴であろうか。

　壁溝は拡張後の北東隅が切れるが、その他は全周する。幅は拡張前が 0.4ｍ前後、拡張後が 0.25ｍ前後

が主体となる。床面からの深さは拡張前が 0.05ｍ、拡張後が 0.07ｍ程である。

　貯蔵穴は確認されなかった。

　出土遺物（第51図）は、弥生土器壺（1･2･8～16）、甕（3～6･17～35）、高坏（7･36）、掻器（37）、磨石（38）、

砥石（39）がある。残存状態の良好なものはなく、破片が多い。すべて覆土からの検出であり、床面直

上の遺物に図示可能なものはみられない。

　59－141 グリッドでは南西から北東方向へ走るが、58－141 グリッドからは南東方向に走り、調査区

外に延びる。検出された長さは 6.89ｍ、幅は西側が 0.3ｍ前後、東側が 0.5 ～ 0.83ｍで幅広い。確認面か

らの深さは 0.2ｍ程であり、断面形は逆台形状を呈する。覆土は西側では粘土質の灰白色土（2 層）、東

側では 4 層（1 ～ 4 層）確認された。東側がレンズ状に堆積していたことから自然堆積と思われる。

　出土遺物（第 55 図）は、弥生土器壺（3－1･2）、甕（3－3）、鉢（3－4）がある。1 は肩部片。磨耗

が著しいため定かではないが、段上に鋸歯文が描かれ、下に波状沈線が 2 条巡る。2 は胴部中段の破片。

弧線文下が無文で横･斜位のハケメ調整である。1･2 の内面調整はともに横位のヘラナデである。3 は口

縁部から頸部までの破片。口縁端部にＬＲ単節縄文が施文され、以下は内面とともに横位のヘラナデ調

整である。4 は口縁部から体部までの破片。内外面ともに横位のヘラミガキと赤彩が施されている。口

縁部には 1 つのみ孔が設けられている。

　遺物は本溝跡に伴うものか不明である。よって、本溝跡の時期は重複する遺構との新旧関係から 7 号

土坑以前としか言えない。

第 4 号溝跡（第 52 図）

　第 1 次調査での検出であり、58･59－141･142 グリッドに位置する。北側で 3 号溝跡、南側で 5 号溝跡

に接続しており、同時期に存在していた可能性が高い。所々で時期不明のピットと重複するが、新旧関

係は不明である。

　南東から北西方向に蛇行しながら走る。検出された長さは 3.13ｍと短く、幅は北側が 0.15 ～ 0.27ｍ、

南側が 0.55ｍ前後を測り、北から南に幅広となる。確認面からの深さは 0.15ｍ前後であり、断面形は幅

狭の北側が船底状、幅広の南側が逆台形状を呈する。覆土は粘土質の灰白色土（2 層）のみであり、5･

6 号溝跡と同じであった。自然堆積か人為的な埋め戻しかは不明である。

　出土遺物（第 55 図）は、弥生土器壺（4－1･2）、甕（4－3）、高坏（4－4）がある。1･2 は壺の肩部片。

1 は磨耗が著しいため定かではないが、上位に無節ＬかＬＲ単節縄文が施文され、下に 2 条の平行沈線

と間に波状沈線が巡る。2 はＬＲ単節縄文地に平行沈線が複数巡り、一部の平行沈線間のみ波状沈線が

巡る。1･2 の内面調整は 1 が横位、2 が横･斜位のヘラナデである。3 は甕の頸部から胴上部までの破片。

頸部に単位不明の櫛歯状工具による簾状文が巡り、胴上部は同一工具で波状文が描かれている。内面調

整は横位のヘラナデである。4 は高坏の口縁部片。内側が肥厚する。内外面ともに横位のヘラミガキと

赤彩が施されている。

　遺物は本溝跡に伴うものか不明である。よって、本溝跡の時期は重複する遺構との新旧関係から 3･5

号溝跡と同じく 7 号土坑以前としか言えない。

第 5 号溝跡（第 52 図）

　第 1 次調査での検出であり、58･59－141･142 グリッドに位置する。西端では 3 号溝跡、中央付近では

4 号溝跡と接続しており、同時期に存在していた可能性が高い。東側では 7 号土坑に切られている。ま

た西側調査区外では北側を走る 2 号溝跡と重複すると思われるが、新旧関係等は不明である。

　58･59 グリッド境付近ではほぼ東西方向に走るが、以西は北西方向に走り、調査区外に延びる。検出

された長さは 6.05ｍ、幅は 0.75ｍ前後が主体となる。確認面からの深さは 0.1ｍ前後であり、断面形は

逆台形状を呈する。覆土は粘土質の灰白色土（2 層）のみであり、4･6 号溝跡と同じであった。自然堆

無文で横位のヘラナデ調整である。27 ～ 29 は口縁部が無文で横位のヘラナデが施されており、頸部に

27 は波状沈線、28 は単位不明の波状文、29 はＬＲ単節縄文が施文されている。30 は頸部片。全面に無

節Ｌが施文されている。24～30の内面調整はすべて横位のヘラナデである。31･32は口縁部が無文の破片。

調整は 31 が内外面ともに横･斜位、32 は口縁部上位の外面と内面が横位、口縁部下位以下が横･斜位の

ヘラナデである。頸部は 31 が平行沈線、32 が単位不明の櫛歯状工具による簾状文ないし直線文が巡る。

33 ～ 35 は無文の胴上部から下部までの破片であり、同一個体。外面調整はすべて横･斜位のハケメで

あるが、内面は 33･34 が横･斜位のヘラナデ、35 は斜位のハケメである。

　7･36 は高坏。7 は接合部から脚部までの部位。器高が高く、脚部はハの字に開く。外面及び坏部内面

はヘラミガキ、脚部内面はハケメ調整である。外面は赤彩が施されている。36 は口縁部片。内外面と

もに横位のヘラミガキと赤彩が施されている。

　37は掻器と思われる石器、38は磨石、39は砥石である。38は敲打器を兼ねる。39は二面使用している。

37･38 は完形、39 は半分を欠く。

　本住居跡の時期は、弥生時代中期後半と思われる。

２  溝　跡
第 1 号溝跡（第 52 図）

　第 1 次調査での検出であり、58･59－140 グリッドに位置する。東側で 1 号住居跡と重複し、1 号住居

跡の覆土断面に本溝跡の痕跡が認められなかったことから本溝跡が切られているとも思われたが、新旧

関係については不明と言わざるを得ない。

　東西方向にやや蛇行して走る。西端以降は調査区外に延びる。検出された長さは 3.28ｍ、幅は 0.3ｍ

前後を測る。確認面からの深さは 0.15ｍ程であり、断面形は船底状を呈する。覆土は 2 層（3･4 層）確

認された。レンズ状に堆積していたことから自然堆積と思われる。

　遺物は無く、本溝跡の時期は不明と言わざるを得ない。

第 2 号溝跡（第 52 図）

　第 1 次調査での検出であり、59－140･141 グリッドに位置する。調査区外で北側を走る 1 号溝跡、南

側で 5 号溝跡と重複すると思われるが、新旧関係等は不明である。

　南北方向に弧を描きながら走り、両端以降は調査区外に延びる。検出された長さは 5.14ｍ、幅は 0.25

ｍ前後を測る。確認面からの深さは0.12ｍ程であり、断面形は船底状を呈する。覆土は青灰色土（1層）

のみである。自然堆積か人為的な埋め戻しかは不明である。

　出土遺物は、弥生土器甕（第 55 図 2－1）のみである。1 は口縁部から頸部までの破片。内外面とも

に横位のヘラナデ調整であり、口縁部に波状沈線が巡る。

　遺物は本溝跡に伴うものか不明である。よって、本溝跡の時期は不明と言わざるを得ない。

第 3 号溝跡（第 52 図）

　第 1 次調査での検出であり、58･59－141 グリッドに位置する。58･59 グリッド境で立ち上がりの一部

を 1 号火葬跡、東端では 7 号土坑に切られている。また所々で時期不明のピット、西側では 4･5 号溝跡

と重複するが、新旧関係は不明である。ただし、4･5 号溝跡とは同時期に存在していた可能性が高い。

13･15 が横位のヘラナデである。16 も平行沈線が複数巡る胴上部片であるが、沈線の幅が太い。内面調

整は横･斜位のヘラナデである。弥生時代中期中頃池上式に相当し、流れ込みと思われる。

　3 ～6･17 ～ 35 は甕。3 ～ 6 は胴下部から底部までの部位。3 は胴下部上位に櫛歯ないしハケメで羽状

文が描かれている。下位の調整はヘラミガキ、内面はヘラナデである。4 は外面がヘラミガキ、内面は

ヘラナデ調整である。甕としたが、壺の可能性もある。5･6 は内外面ともにヘラナデ調整である。17 ～

19 は櫛歯状工具で文様が施文された破片。櫛歯の単位は 4 ～ 5 本が多い。17 ～ 20 は胴部に羽状文が描

かれた破片。17～19 は縦位、20 のみ横位に描かれている。17･18 は頸部に同一工具による簾状文が巡る。

17 ～ 20 の内面調整は 17 が斜位のハケメ、18･20 が横位、19 が斜位のヘラナデである。21 ～ 23 は胴部

に斜格子文が描かれた破片。22 は粗雑に描かれている。21 ～ 23 の内面調整は 21･23 が横位、22 が横･

斜位のヘラナデである。24 ～ 30 は縄文が施文された破片。24 ～ 29 は口縁部から頸部までの破片。26

のみ受け口状を呈する。縄文は 24･25 が肥厚した口縁部以下、26 は端部も含む口縁部、27 ～ 29 は口縁

端部のみ施文されている。24･25･28･29 はＬＲ、26 はＲＬ単節縄文、27 は無節Ｌである。26 は頸部が
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77 は波状文が乱雑に巡る。78 は分かりづらいが、頸部に波状文が巡り、横位のヘラミガキが施された

無文部下に斜格子文が描かれている。74～78 の内面調整は、74･75･78 が横位、76 が斜位、77 が横･斜

位のヘラミガキである。

　79･80 は胴部にコの字重ね文が描かれた破片。79 は頸部から胴上部にかけて、80 は胴部中段の破片

である。79 は頸部が無文で横位のヘラミガキ調整が施されれている。80 は中央に円形刺突が施された

ボタン状貼付文が付く。内面調整は、79 が横位のヘラミガキ、80 が横位のヘラナデである。

　81～92 はＬＲ単節縄文が施文された破片。81～89 は口縁部から胴上部まで、90～92 は胴上部から中

段までに収まる破片である。81～84 は端部も含む口縁部に縄文が施文され、頸部は無文である。81 は

カーブの緩い連弧文が巡る。83 は胴上部にコの字重ね文と思われる文様が描かれている。頸部外面の

無文部は、81･83 が横位、82 は縦･斜位のヘラミガキ、84 は横位のハケメ調整が施されている。85～89

面はヘラナデ調整が施されている。甕としたが、壺の可能性もある。

　62～78 は櫛歯状工具で文様が描かれた破片。櫛歯の単位は 5 本前後が多い。62～66 は胴部に縦位の

羽状文が描かれた破片。櫛歯の細いものが多く、やや間隔を空けるものと密に描かれるものがある。62

～64 は口縁部から胴上部までに収まる破片、65･66 は胴部中段の破片である。62 は頸部に 3 本一単位の

簾状文が巡る。口縁部外面の無文部は、横位のヘラミガキ調整が施されている。63･64 は頸部に直線文

が巡る。64 は胎土が粗い。62～66 の内面調整は、62･63 が横位のヘラミガキ、64 は横･斜位のハケメ、

65･66 は横位のヘラナデである。62 は胴上部内面に輪積痕が残る。67～73 は胴部に横位の羽状文が描

かれた破片。67 以外は密に描かれている。67･68 は口縁部から胴上部まで、69～73 は胴上部から胴下

部までに収まる。67 は口縁端部に刻みが施されている。68 は頸部に直線文が巡り、胴上部は所々に羽

状文施文前に施された斜位のハケメ調整が残る。69･70 は同一個体。2 本一単位で密に描かれている。

72 は羽状文施文前に施された横位のハケメ調整が所々に残る。73 は羽状文下が無文で縦位のヘラミガ

キ調整が施されている。67～73 の内面調整は、67 が図示しなかったが、横･斜位のハケメ、68 は横位

のヘラミガキ、69･70 は横･斜位、71 は横位、72･73 は斜位のヘラナデである。74～78 は波状文が描か

れた破片。74～76 は振りが小さく、77･78 はやや大きい。いずれも櫛歯が細い。すべて口縁部から胴上

部までに収まる。74 は頸部に簾状文が巡り、以下に波状文が巡る。口縁部外面の無文部は、横位のヘ

ラミガキ調整が施されている。75 は波状文が口縁部に 2 条、分かりづらいが、頸部に簾状文も巡る。

外面無文部は、横位のヘラミガキ調整が施されている。76 は僅かに残る簾状文下に波状文が密に巡る。

いずれも外面及び口縁部から頸部までの内面に赤彩が施されている。4 はほぼ完形。口縁部はやや外反

しながら開き、頸部はすぼまり、ほぼ直立する。肩部以下は無花果状を呈する。文様は頸部にやや太

い平行沈線が巡るのみである。外面及び内面の赤彩箇所は、ヘラミガキ調整が施されている。頸部内面

以下は計測不可能であり、調整不明である。5 は底部を欠くが、残存状態が比較的良好である。口縁部

が外反しながら大きく開き、頸部はすぼまり、肩部以下は無花果状を呈する。無文で外面及び口縁部か

ら肩部までの内面はヘラミガキ、胴上部内面以下はヘラナデ調整が施されている。胴部中段に注口が

付くが、欠損しており、孔のみ認められた。9 は胴下部から底部までの部位。外面はヘラミガキ、内面

はヘラナデ調整が施されている。

　15 は口縁部から頸部にかけての破片。波状沈線下に無文部を挟んで四角文が描かれており、区画内

に横位のハケメが充填されている。外面無文部及び内面は、横･斜位のヘラミガキ調整が施されている。

16 は鋸歯文、17 は重四角文が描かれた肩部片。16 は鋸歯文区画下、17 は重四角文内にＬＲ単節縄文が

充填されている。内面調整は、いずれも横位のヘラナデである。18 は渦巻文の描かれた胴上部片。渦

巻文下に半円形の刺突列が巡り、渦巻文内及び刺突列下にＬＲ単節縄文が施文されている。内面調整は、

横位のヘラナデである。19 は波状文が巡る肩部片。分かりづらいが、上位に 5 本一単位で乱雑に巡る。

以下は無文で斜位のヘラミガキ調整が施されている。20～22 は波状沈線、23 は連弧文が巡る胴部中段

の破片。20 はＬＲ単節縄文地にやや太い波状沈線が複数巡る。21 はＲＬ単節縄文地に 2 条の波状沈線

が等間隔に巡る。下位の波状沈線に円形刺突が 1 つ施されたボタン状貼付文が付く。22 はＬＲ単節縄

文地に振りの大きい波状沈線と複数の平行沈線が等間隔に巡る。23 は太い連弧文がやや乱雑に描かれ

ている。以下は無文で斜位のヘラミガキ調整が施されている。16～23 の内面調整は、19 のみ横･斜位、

その他は横位のヘラナデである。24･25 は弥生時代中期中頃池上式に相当する破片。24 は肩部片、25

は胴上部片である。24 は太い平行沈線が複数巡り、上位に円形刺突列が 2 列伴う。25 は重三角文に沿

って半円形の刺突列が刻まれている。内面調整は 24 が横位、25 は斜位のヘラナデである。

　6～8･10･11･26 ～ 42 は甕。6～8 は櫛歯状工具で文様が描かれている。櫛歯の単位は 4 ～ 5 本である。

6 は大型甕の口縁部から胴部中段までの部位。口縁部はくの字に大きく開き、頸部はすぼまる。胴部は

大きく膨らみ、最大径を中段に持つ。文様･調整は磨耗が著しいため、大半が確認できなかったが、文

様は頸部に簾状文、胴部は斜格子文と縦位の羽状文が合体した文様が描かれている。調整は内外面とも

にヘラナデである。7 は口縁部から胴上部までの部位。口縁部は緩やかに外反し、頸部がすぼまり、胴

部はやや膨らむ。文様は口縁端部に指頭圧痕、頸部は乱雑な簾状文 2 段と波状文が巡り、胴上部は横位

の羽状文が間隔を空けて施文されている。口縁部外面の無文部及び内面は、ヘラナデが施され、胴上部

外面は羽状文施文前に施された縦位のハケメ調整が明確に残る。8 はほぼ完形。口縁部は受け口状を呈

し、頸部はすぼまる。胴部は膨らみが小さく、最大径を胴上部に持つが、口径とほとんど変わらない。

文様は頸部及び胴下部以外に施文されている。口縁部は 2 本一単位のやや振りの大きい波状文、胴上部

以下は 5 本一単位の振りの小さい波状文が乱雑に 8～9 段巡る。頸部外面の無文部はハケメ、胴下部は

ヘラミガキ調整が施されている。内面調整は、磨耗が著しいため図示できない箇所が多いが、確認でき

た胴上部はハケメ調整である。胎土に白雲母を多量含む。

　10･11 は底部。10 は外面がヘラミガキ、内面はヘラナデ、11 は内外面ともにヘラナデ調整が施され

は全面に縄文が施文されている。88･89 は口縁部が肥厚しており、88 は端部に刻みが施されている。81

～92 の内面調整は、81～83･86～88 が横位、89 が斜位のヘラミガキ、84･85･90 ～ 92 が横位のヘラナデ

である。

　93 は無文の胴上部から下部にかけての破片。外面は斜位のハケメ、内面は横･斜位のヘラナデ調整が

施されている。

　21･22 は高坏。21 は接合部。坏部底面を欠く。外面及び坏部内面はヘラミガキと赤彩、脚部内面はヘ

ラナデ調整が施されている。22 はハの字に開く短い脚部。外面はヘラミガキ、内面はヘラナデ調整が

施されている。

　94は掻器と思われる石器。片面のみ加工され、もう片面は自然面を残す。刃部に刃こぼれが生じている。

ホルンフェルス製。

　本住居跡の時期は、弥生時代中期後半から末にかけての段階と思われる。

第 4 号住居跡（第 16 図）

　57･58－137･138 グリッドに位置する。北東隅の調査区との境で 1 号土坑、北西隅で 6 号溝跡にそれぞ

れ壁の上位を切られている。また東壁中央は2号土器棺墓、南東隅は時期不明のピットに切られている。

北壁中央付近は調査区外にある。

　正確な規模は不明であるが、長軸は 5.15ｍ程、短軸は 4.24ｍを測り、他に比べて小型の部類に入る。

平面プランは隅丸長方形を呈する。主軸方向はＮ－4°－Ｗを指し、ほぼ東西南北に軸が合う。確認面

からの深さは 0.4ｍ前後を測り、床面はほぼ平坦であった。覆土は 4 層（1～4 層）確認された。混入物

が多くみられたが、レンズ状に堆積していたことから自然堆積と思われる。

　炉跡や貯蔵穴、壁溝等は確認されず、伴う施設は小さいピット 2 基のみである。P1 は床面ほぼ中央

よりやや北側、P2 は東壁沿い中央付近に位置し、いずれも主柱穴とは考えにくい。覆土は図示できな

かったが、いずれも柱痕跡は認められなかった。

　出土遺物（第17･18図）は、弥生土器壺（1～5･9･15～25）、甕（6～8･10･11･26～42）、高坏（12･13）、

ミニチュア土器（14）、磨製石斧（43）がある。床面直上から残存状態の良好なものが多数出土した。

破片の大半は、覆土からの検出である。

　1 ～ 5･9･15～25 は壺。1 は残存状態が良好である。口縁部は外反しながら小さく開く。頸部はすぼま

るが太い。頸部以下は肩が張らず、無花果状を呈する。最大径を胴部中段に持つ。器壁が厚い。内外面

ともに磨耗が著しいため、ほとんど図示できなかったが、無文である。外面及び口縁部から頸部までの

内面は、ヘラミガキ調整が施されており、胴部中段外面にはヘラミガキ前に施されたハケメ調整が一部

残る。胴部中段及び下部内面に輪積痕が残る。2 は口縁部から胴上部までの部位。口縁部が逆ハの字に

開く。頸部はすぼまり、ほぼ直立する。肩がやや張り、胴部に向かって大きく膨らむ。文様は磨耗が著

しいため定かではないが、口縁部は無文、頸部は 5 本一単位の直線文、肩部は波状文が 2 段巡る。胴上

部は斜格子文状を呈する文様が描かれ、下位に直線文が巡る。口縁部外面及び内面の調整は不明である。

3 は肩部以上を欠くが、残存状態は良好である。胴部は球形を呈する。文様は肩部に無区画のＬＲ単節

縄文帯が施文されているのみである。以下は無文でヘラミガキ調整が施されている。内面は上位が磨耗

顕著により不明であるが、中段付近はヘラナデ、下部はヘラミガキ調整が施されている。4･5は小型の壺。

なお、古墳時代の土師器高坏（62）も検出されており、覆土中に古墳時代の遺構が存在した可能性があ

るが、詳細については不明と言わざるを得ない。

　1～3･8･22～39は壺。1は残存状態の良好な壺。口縁部は逆ハの字に大きく開き、頸部はすぼまり、ほ

ぼ直立する。肩がやや張り、胴部は球形を呈するが、中段よりやや下位に最大径を持ち、無花果状を呈

する。文様は頸部に3条の平行沈線が等間隔に巡るのみである。外面の調整は口縁部と肩部、胴下部に

ヘラミガキが施されているが、頸部や胴部中段付近はヘラミガキ前に施されたハケメ調整が残る。内面

は口縁部から肩部にかけて磨耗が著しいため不明であるが、胴上部はヘラナデ、胴下部はハケメ調整が

施されている。胴部中段及び下部に輪積痕が残る。2は中段がすぼまる頸部。5条の平行沈線がほぼ等間

隔に巡り、最上位の沈線のみ他に比べて細い。最上位の細沈線を除く沈線間にＬＲ単節縄文が施文され

ている。外面無文部及び内面は、ヘラミガキ調整が施されている。3は肩部から胴部中段までの部位。

肩の張りが弱く、胴部中段まで緩やかに下る。文様はＬＲ単節縄文を充填した2条の波状沈線が等間隔

に複数巡る。外面無文部はヘラミガキ、内面はヘラナデ調整が施されている。8は底部。外面はヘラミ

ガキ、内面はヘラナデ調整が施されている。壺としたが、甕の可能性もある。

　22･23は刺突列が巡る破片。22は頸部から肩部にかけての破片。横位のヘラミガキ調整が施された無

文部下に4本一単位の簾状文風の刺突列が巡り、下にＬＲ単節縄文が施文されている。23は肩部片。弱

い段下に半円形の刺突列が巡り、下に平行沈線とＬＲ単節縄文が施文されている。段上は舌状文と思わ

れる文様が描かれている。22･23の内面調整は、22が横位のヘラミガキ、23は横位のヘラナデである。

24～30は平行沈線と縄文が施文された破片。24～29は肩部から胴上部までに収まる破片、30のみ胴部中

段の破片である。24は平行沈線下にＬＲ単節縄文が施文されている。縄文下は無文で横位のヘラミガキ

調整が施されている。25は複数巡る平行沈線間にＬＲ単節縄文が充填されている。以下は無文で縦位の

ヘラミガキ調整が施されている。26は半円形の刺突列が刻まれた弱い段の上下に平行沈線が巡り、上は

平行沈線と刺突列間にＬＲ単節縄文が施文されている。27は平行沈線下に半円形の刺突列が巡り、下は

ＬＲ単節縄文地に2本一単位の直線文が垂下し、両脇に刺突列が刻まれている。28は横位のヘラミガキ

調整が施された無文部下にＲＬ単節縄文と赤彩が施された平行沈線2条が巡る。29は無節Ｌ地に太い平

行沈線が巡り、下に2条の沈線が垂下するが、垂下沈線間のみ無文となっている。30は等間隔に巡る複

数の平行沈線間にＬＲ単節縄文が充填されている。最下は無文で横位のヘラミガキ調整が施されてい

る。24～30の内面調整は、24が横位、25は横･斜位のヘラミガキ、26～30は横位のヘラナデである。31

は鋸歯文が描かれた胴上部片。鋸歯文区画下にＬＲ単節縄文が充填されている。内面調整は、横位のヘ

ラナデである。32･33は波状文が描かれた破片。32は胴上部片、33は胴部中段の破片である。32は太い

平行沈線下に振りの大きい波状文が乱雑に巡る。上位は無文で斜位のヘラミガキ調整が施されている。

33はＬＲ単節縄文地に4本一単位の波状文が上位に巡る。32･33の内面調整は、ともに横位のヘラナデで

ある。34～36は重四角文が描かれた破片。34･36は肩部片、35は胴上部片である。34は2本一単位の櫛歯

で描かれている。35は地文にＲＬ単節縄文が施文されている。36は分かりづらいが、上位に半円形の刺

突列が巡る。34～37の内面調整は、すべて横位のヘラナデである。37･38は重三角文が描かれた破片。

37は胴部中段の破片、38は胴上部片である。37は沈線間にＲＬ単節縄文施文部と無文部を交互に配置し

ている。38は地文にＬＲ単節縄文が施文されている。37･38の内面調整は、ともに横位のヘラナデである。

39はフラスコ文が描かれた胴上部片。沈線間が広い。内面調整は、横位のヘラナデである。

　9は広口壺の底部。内外面ともにヘラミガキ調整と赤彩が施されている。広口壺としたが、鉢の可能

性もある。

　4～7･10～17･40～60は甕。4～6は櫛歯状工具で文様が描かれており、頸部に簾状文が巡る。4･5は口

縁部から胴部中段付近までの部位。4は口縁部が受け口状を呈し、頸部はすぼまる。胴部は中段よりや

や上が膨らみ、最大径を上位に持つが、口径とあまり変わらない。頸部以外の文様は、胴部に縦位の羽

　貯蔵穴は南西隅から確認された。径0.75ｍ前後の円形を呈し、床面からの深さは0.47ｍを測る。覆土

中層で炭化物層（10層）が確認された。

　炉跡は確認されなかった。

　出土遺物（第21・22図）は、弥生土器壺（1～3･8･22～39）、広口壺（9）、甕（4～7･10～17･40～60）、甑（18）、

高坏（19～21･61）がある。床面直上から検出されたものは少なく、大半が覆土からの検出である。残

存状態の良好な1は、ピット1から検出されたが、この他にもピットや貯蔵穴から検出されたものがある。

状文が密に描かれている。櫛歯の単位は5本である。口縁部外面の無文部及び内面は、ヘラナデ調整が

施されている。5は口縁部が外反し、頸部はすぼまり、ほぼ直立する。胴部は中段が膨らみ、球形を呈する。

最大径を胴部中段に持つが、口径とあまり変わらない。頸部以外の文様は、口縁端部に刻みが施され、

胴部は乱雑な波状文が複数巡る。櫛歯の単位は6本である。口縁部外面の無文部及び内面は、ヘラナデ

調整が施されている。6･7は口縁部から頸部までの部位。6は口縁部が外反し、頸部はすぼまる。頸部以

外の文様は、口縁端部に刻みが施されている。口縁部外面の無文部及び内面は、ヘラナデ調整が施され

ている。器壁が厚い。7は短い口縁部が外反し、頸部はすぼまる。文様は口縁端部にＬＲ単節縄文が施

文されているのみである。外面無文部及び内面は、ヘラナデ調整が施されている。

　10～17は胴下部から底部までの部位。10～12･16･17は外面がヘラミガキ、内面はヘラナデ調整が施さ

れている。17は胴下部の一部にＲＬ単節縄文が施文されており、内面に輪積痕が残る。13～15は内外面

ともにヘラナデ調整が施されている。甕としたが、17以外は壺の可能性もある。

　40～55は櫛歯状工具で文様が描かれた破片。櫛歯の単位は5本前後が多い。40･41は口縁部から頸部に

かけての破片。頸部に簾状文が巡る。40は口縁端部にＬＲ単節縄文、41は指頭圧痕が施されている。40

は内面を図示しなかったが、口縁部外面の無文部も含め、横位のハケメ調整が施されている。41は口縁

部外面の無文部が横･斜位、内面は横位のヘラミガキ調整が施されている。42～49は胴部に縦位の羽状

文が描かれた破片。やや間隔を空けるものと密に描かれるものがあり、乱雑なものが多い。42・43は頸

部から胴上部にかけての破片、44～49は胴上部から中段までに収まる破片である。42･43は頸部に簾状

文が巡り、42は簾状文下に振りの小さい波状文も巡る。45･46は羽状文施文前に施された斜位のハケメ

調整が残る。47～49は櫛歯が細い。42 ～ 49の内面調整は、42･44･47が横位、43･48は横･斜位、49は斜

位のヘラミガキ、45･46は斜位のハケメである。45は内面に輪積痕が残る。50～52は胴部に斜格子文が

描かれた破片。50は頸部から胴上部にかけての破片。頸部に簾状文、上に振りの小さい乱雑な波状文が

巡る。51･52は胴上部片で同一個体。斜格子文はやや乱雑であり、文様施文前に施された斜位のハケメ

調整が全面に残る。50～52の内面調整は、50が横位、51･52は斜位のヘラミガキである。53～55は胴部

に波状文が描かれた胴部中段の破片。53は6本一単位の直線文が2条垂下し、脇に振りの緩い波状文が複

数巡る。54は振りの大きい波状文、55は振りの小さい波状文がやや乱雑に複数巡る。53～55の内面調整

は、53が横位、55は横･斜位のヘラミガキ、54は横位のヘラナデである。

　56～60は縄文の施文された破片。56･57は口縁部から頸部にかけて、58～60は胴部中段の破片である。

縄文は56がＲＬ、57～59はＬＲ単節縄文、60は無節Ｌである。56は端部も含む口縁部に縄文が施文され、

振りの小さい波状沈線が巡る。頸部は無文で横位のハケメ調整が施されている。57は口縁端部に刻みが

施され、横位のハケメ調整が施された口縁部下の頸部に縄文が施文されている。57～59は胎土が粗い。

56～60の内面調整は、56～58が横位のヘラミガキ、59は横･斜位、60は斜位のヘラナデである。

　18は甑の底部。内外面ともにヘラナデ調整が施されている。底面に焼成前穿孔がみられた。

　19～21･61は高坏。19は坏部から接合部までの部位。坏部は逆ハの字に開く。内外面ともにヘラミガ

キ調整と赤彩が施されている。20･21は接合部から脚部までの部位。ともに脚部が短く、外面及び坏部

内面はヘラミガキ、脚部内面はヘラナデ調整が施されており、輪積痕が残る。61は口縁部片。口縁端部

に二個一対の突起が付く。内外面ともに横位のヘラミガキ調整と赤彩が施されている。

第 18 図　第 4 号住居跡出土遺物（2）
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第70図　遺構外出土遺物（3）
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1･4･7･9･10：前中西遺跡　2･5：池上遺跡

3･6：北島遺跡　8：熊谷市古宮遺跡

第３図　埼玉県熊谷市前中西遺跡弥生時代中期土器編年（石川・松田 2014 より作成）

第５図　埼玉県熊谷市出土栗林式関連石器・玉類（各遺跡報告書より作成）

（栗林２式（古）併行）　

中期後半 北島式（古）
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第55図　第１号河川跡出土遺物（１）

北陸地方の土器　 東北地方南部の土器　 南関東地方の土器　
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Ⅳ　遺構と遺物
１　住居跡
第１号住居跡（第７･８図）

　平成19年度調査第１区50～52－152～154グリッドに位置する。中央付近を北西から南東方向へ走る１

号溝跡、東壁中央付近を２号住居跡に切られているが、床面までは達しない。南側の調査区境では１号

土坑に床面まで掘り込まれている。北東及び南西隅は調査区外にあり、北西隅は撹乱により一部欠く。

　本住居跡は北西から南西壁を利用して拡張が行われていた。拡張前の規模は長軸5.9ｍ、短軸4.88ｍを

測り、平面プランは横長のややいびつな隅丸長方形を呈する。拡張後の規模は長軸が6.56ｍ、短軸は6.6

ｍ程を測り、平面プランは北西隅がやや角張るいびつな円形を呈する。主軸方向はＮ－32°－Ｗを指す。

確認面からの深さは西側が0.2ｍ、東側が0.3ｍ前後を測り、東側にやや傾いていた。覆土は一部のピッ

トも含めて30層（１～30層）と非常に多く確認された。いずれの層も混入物が多いが、ほぼレンズ状に

堆積していたことから自然堆積と思われる。

　炉跡は４つ検出された。炉１は床面中央からやや北側に位置する。長軸0.8ｍ、短軸0.56ｍのいびつな

楕円形を呈し、床面からの深さは0.07ｍと浅い。覆土は３層（31～33層）確認された。焼土や炭化物の

他に被熱した灰白色粒等を含み、南東側では最下に炭化物層が薄く広がっていた。炉２・３は炉１の北

西側に並んで位置する。炉２は長軸0.53ｍ、短軸0.35ｍのいびつな楕円形を呈し、床面からの深さは

0.11ｍを測る。覆土は２層（34・35層）確認された。ともに炭化物を微量含んでいた。炉3は南東側で

炉１と接しているが、炉１が新しい。長軸は炉１まで0.38ｍ、短軸は0.28ｍを測り、楕円形に近い。床

面からの深さは0.05ｍと浅い。覆土は２層（36・37層）確認され、下層は炭化物層であった。炉４は炉

１南東約0.5ｍに位置する。径約0.25ｍの小さい円形を呈し、床面からの深さは0.03ｍと浅い。覆土は２

層（38・39層）確認され、上層が炭化物層、下層が焼土層であった。

　ピットは47基と多数検出された。大半が拡張前の範囲にあり、主に炉1を挟んで東西に位置する。径

が小さく、浅いものが多いが、P１～４は掘り込みが深く、その位置から主柱穴と思われる。またP４

の東側にはP47が位置しているが、内からはほぼ完形の弥生土器甕と壺の一部（第10図７・12）が出土した。

甕12はほぼ正位の状態で出土し、甕の西側からは壺の一部７が出土したことからこれらの土器は組み合

わせて使用されたと思われる。その状況から土器棺墓と思われるが、骨等は確認されなかった。これら

の土器の詳細については後述する。その他のピットについては、用途･性格は不明である。

　壁溝は拡張前が全周するが、拡張後は東壁が一部、西壁は所々途切れる。また拡張後の西側壁溝は

0.15 ～ 0.44ｍ程離れて巡る。幅は0.25ｍ前後が主体となり、床面からの深さは0.03 ～ 0.09ｍを測る。

　貯蔵穴は西壁ほぼ中央に位置し、新旧の壁溝を抜いて掘り込まれている。径0.7ｍ前後の不整円形を

呈し、床面からの深さは0.34ｍを測る。覆土は３層（40～42層）確認された。いずれも炭化物を含む。

　出土遺物（第10 ～ 13図）は、弥生土器壺（１～ 11・22 ～ 83）、甕（12 ～ 21・84 ～ 125）、高坏（126）、

磨石（127 ～ 136）がある。出土量が多く、ほぼ全面及び全層から検出されている（第９図）。またピッ

トや貯蔵穴、炉跡から検出されたものもある。磨耗が著しいものが多く、残存状態の良いものは少ない。

　１～ 11・22 ～ 83は壺。１は口縁部から頸部にかけての部位。口縁部が大きく開き、頸部はすぼまる。

文様は複合口縁部にＬＲ単節縄文が施文され、以下は内面とともにヘラナデ調整である。２は口縁部か

部から胴上部は緩やかに下り、胴部中段が膨らむ。文様は無く、外面はハケメ後にヘラミガキ調整が施

されているが、胴部中段付近は一部のみに施されている。内面は全面ハケメ調整であるが、磨耗が著し

いため大半が図示不可能である。P47出土であり、後述する甕12との組み合わせで土器棺墓の棺蓋に使

用されたと思われる。８は頸部から胴上部にかけての部位。頸部に２本一単位の櫛歯状工具による多条

沈線が二条巡り、その間と胴上部にＬＲ単節縄文が施文されている。内面はヘラナデ調整であり、頸部

には輪積痕が一部みられた。９は胴部中段から底部、10・11は底部である。胴下部が膨らむ器形から壺

としたが、11は甕の可能性もある。内外面ともにすべてヘラナデ調整であり、11は底部外面に木葉痕が

みられた。

　22～28は口縁部から頸部にかけての破片。23・24・28は複合口縁である。22～27は口縁部にＬＲ単節

縄文が施文され、22・23には複合口縁下に円形の刺突列が刻まれている。22～26は縄文及び刺突列以下

が無文で26のみ横・斜位、その他は横位のヘラナデ調整である。27のみ縄文下に３本一単位の櫛歯状工

具による波状文が複数巡る。28は複合口縁部も含め全面無文で内外面ともに横位のヘラナデ調整である。

　29～34は頸部片ないし頸部から肩部にかけての破片。29・30は上位が無文で下位は29が太い平行沈線、

30は分かりづらいが連続して刻まれた半円形の刺突が沈線状に複数巡る。無文部は29が縦位、30が横位

のヘラナデ調整である。31～33は太い平行沈線が複数巡る。31は平行沈線下の肩部が無文で横位のヘラ

ナデ調整が施されている。34は上下に突帯が巡り、下の突帯にはＬＲ単節縄文が施文されている。

　35～40・42～45は刺突列が刻まれた一群。36～38は肩部片、35・39・40・42～45は胴上部片である。

35は半円形の刺突列が無文部下に二列、その下のＬＲ単節縄文下の段に一列刻まれ、以下はやや細い平

行沈線が巡る。36はＬＲ単節縄文下に連続して刻まれた半円形の刺突列が沈線状を呈し、以下はやや太

い平行沈線が巡る。37・38は弱い段に円形の刺突列が巡り、刺突列上はＬＲ単節縄文が施文され、下は

無文で37が縦位のヘラミガキ、38は横位のヘラナデ調整である。39・40は半円形の刺突列が39はＬＲ単

節縄文下に一列、40はほぼ等間隔に三列巡る。42～45は平行沈線間に刺突列が刻まれている。42は半円

形の刺突列が刻まれたやや細い平行沈線上が無文で横位のヘラナデ調整、下はＬＲ単節縄文が施文さ

れている。43 ～ 45は複数巡る平行沈線のうち、43は中段、44・45は上位の平行沈線間に刺突列が刻ま

れている。刺突は43・45が円形、44は半円形を呈する。45は平行沈線下に同一工具による波状沈線も加

わる。

　46～48は沈線で鋸歯文が描かれる一群。46は胴上部片、47・48は肩部片である。46は鋸歯文下、47は

上にＲＬ単節縄文が充填されている。46は鋸歯文上、47は下が無文で46は斜位、47は横･斜位のヘラナ

デ調整である。48は鋸歯文下にＬＲ単節縄文と４本一単位の櫛歯状工具による文様が交互に施文されて

いる。櫛歯状工具による文様は上が波状文三段、下は横位に一段と波状文が巡る。

　48～54は波状沈線が描かれる一群。48については上記のとおりである。49～53は胴上部片、54は胴部

中段の破片である。49はやや太い平行沈線間に同一工具による波状沈線とＬＲ単節縄文が施文されてい

る。平行沈線上下は無文で横位のヘラナデ調整である。50はやや太い波状沈線上にＲＬ単節縄文が施文

され、下は無文で横位のヘラナデ調整である。51はやや太い波状沈線下に同一工具による平行沈線が巡る。

52～54は胴部中段付近に平行沈線と波状沈線が巡る。52は細い平行沈線三条下に波状沈線が描かれるが、

弧線文に近い。胴上部は無文で横位のヘラナデ調整である。53はやや太い平行沈線間に同一工具で波状

沈線が描かれており、文様上には円形ないし四角形状の文様が描かれている。54は太い平行沈線が四条

ら肩部にかけての部位。口縁部がやや受け口状を呈し、頸部は中段がやや膨らむ。文様は口縁部にＬＲ

単節縄文が施文され、頸部は縦位のヘラナデ調整による無文部下に３本一単位の櫛歯状工具による多条

沈線が横位に一条、肩部には複数巡り、間にＬＲ単節縄文が充填されている。内面はヘラナデ調整である。

３～５は口縁部から頸部にかけての部位。３・４は口縁部が外反しながら大きく開く。３は文様が口縁

部内面にのみあり、端部に描かれたやや太い波状沈線下にＬＲ単節縄文が施文されている。外面はハケ

メ及びヘラナデ、内面の文様下はヘラナデ調整である。４は口縁端部に刻みを持ち、頸部に横位の沈線

が巡る。外面無文部及び内面はハケメに近いヘラナデ調整である。５は口縁部が受け口状を呈し、頸部

はほぼ直立に近い。口縁部下位に円形の突起が等間隔に付けられており、頸部はやや細い平行沈線が四

条巡る。外面無文部及び内面はヘラナデ調整である。６は口縁部下位から肩部にかけての部位。口縁部

の開きが大きく、頸部はすぼまる。文様は頸部に太い沈線が上位、細い沈線が下位に二条ずつ巡り、

前者の太い平行沈線間には同一工具で波状沈線が描かれ、後者の細い平行沈線間には半円形の刺突列

が刻まれている。頸部文様下には等間隔で櫛歯状工具による波状文が垂下する。磨耗が著しいため単位

は不明である。口縁部外面及び内面はヘラナデ調整である。７は肩部から胴部中段直下までの部位。肩

̶ 39 ̶

巡り、上下二条の平行沈線間に波状沈線が描かれている。

　55～64は平行沈線と縄文が施文される一群。55は肩部片、56～64は胴上部片である。55は分かりづら

いが、一条の細い沈線上と最下に３本一単位の櫛歯状工具による多条沈線が横位に巡り、間にＬＲ単節

縄文が施文されている。56はＲＬ単節縄文下に太い平行沈線が四条巡り、以下は無文で横位のヘラナデ

調整である。ＲＬ単節縄文上にも斜位の太い沈線が描かれているが、詳細は不明である。57・58・62は

細い平行沈線間にＬＲ単節縄文が施文されている。59は太い平行沈線下にＲＬ単節縄文が施文されてい

る。60はＬＲ単節縄文下にやや間隔を空けて太い平行沈線が巡る。61はやや細い平行沈線下に無節Ｌ

が施文されている。63は一条の太い沈線を挟んでＲＬ単節縄文が施文されている。64は２本一単位の

櫛歯状工具による多条沈線が三条巡り、上下にＲＬ単節縄文が施文されている。

　41・65～72は沈線で重四角文が描かれる一群。41・65～71胴上部片、72は胴部中段の破片である。41

はＲＬ単節縄文下の段下にやや細い沈線で描かれている。65はやや細い沈線で上下二段に描かれている。

66はやや太い沈線で描かれている。区画内に文様はみられない。67は半円形の刺突列下にやや太い沈線

で描かれている。68は段下に円形の刺突列が刻まれ、以下に太い沈線で描かれている。段及び重四角文

間にはＲＬ単節縄文が施文されている。69・70はやや細い沈線で描かれており、70は地文にＬＲ単節縄

文が施文されている。71・72はやや太い沈線が複数垂下する。71は脇に波状沈線と間隔を空けて沈線

が垂下する。重四角文としたが、異なる可能性もある。72は重四角文間にＲＬ単節縄文が施文されている。

　73～75は沈線で重三角文が描かれる一群。73は肩部片、74・75は胴上部片である。73は複数の太い沈

線で描かれ、区画外はＬＲ単節縄文が充填されている。鋸歯状を呈する可能性もある。74は半円形の刺

突列下にやや太い沈線で描かれている。75は細い沈線で描かれ、地文にＬＲ単節縄文が施文されている。

　76・77は沈線で弧線文が描かれる一群。76は肩部片、77は胴上部片である。ともに沈線間にＬＲ単節

縄文が充填されている。沈線は77が二条、77は四条である。

　78・79は沈線でフラスコ文が描かれる一群。78は肩部片、79は胴上部片である。78はやや細い沈線七条、

79は太い沈線五条で描かれており、79はフラスコ文脇に同一工具による沈線が垂下する。

　80～82は胴上部片。80は曲線状の文様が描かれた胴上部片。詳細は不明であるが、沈線がやや太い。

81はやや細い沈線で円形文が描かれており、内にＬＲ単節縄文が充填されている。円形文脇には同一工

具による平行沈線が巡り、以下は無文部である斜位のヘラナデ調整を挟んで一条の沈線とＬＲ単節縄文

が施文されている。82は縦方向に長い突起が付けられており、両脇に半円形の刺突列が刻まれている。

　83は５本一単位の櫛歯状工具による多条沈線が横位に二段巡る肩部片。以下は無文で横･斜位のヘラ

ナデ調整である。本住居跡出土遺物の中で最も新しい段階に位置付けられることから流れ込みと思われ

る。

　壺破片22～27・29 ～ 83の内面はすべてヘラナデ調整であり、33が縦位、37・43・45・57・61・62・

64・66・79・81・82が斜位、44・48・59・67・72・78が横･斜位、50が縦･斜位、その他は横位に施されている。

　12～21・84～125は甕。12は大型で残存状態が良好である。口縁部が緩やかに開き、頸部はすぼまる。

最大径を持つ胴部中段が膨らむ。文様は複合口縁部から胴部中段直下まで無節Ｒが施文されている。胴

下部以下及び内面はヘラナデ調整であり、外面は縄文施文後に施されている。胴部には輪積痕もみられた。

P47出土であり、壺７との組み合わせで土器棺墓の棺身に使用されたと思われる。13は口縁部から胴部

中段直下にかけての部位。複合口縁部が大きく開き、口径が最大径となる。頸部はすぼまり、胴部中段

がやや膨らむ。複合口縁部から胴部中段までＬＲ単節縄文が施文され、胴下部外面及び内面は磨耗が著

しいため図示できなかったが、ヘラナデ調整である。14は頸部下位から底部にかけての部位。頸部がほ

ぼ直立し、胴部は中段で大きく膨らむ。胴上部から胴部中段下までＬＲ単節縄文が施文され、頸部と胴

下部外面及び内面は無文でヘラナデ調整である。16～21は底部。胴下部が膨らまない器形から甕とした

が、壺の可能性もある。内外面ともにすべてヘラナデ調整である。

　84～105は縄文ないし擬縄文が施文された一群。84～90は口縁部片ないし口縁部から頸部にかけての

破片。84 ～ 88・90は複合口縁である。84～89はＬＲ単節縄文、90のみＲＬ単節縄文が施文されている。

87・90は端部まで縄文が施文されており、88は端部に刻みを持つ。91～101はＬＲ単節縄文が施文され

ており、91･92は頸部、93 ～ 98は胴部中段付近、99～101は胴下部の破片である。100・101は縄文下が

無文で100は斜位、101は横位のヘラナデ調整である。102・103は胴部中段の破片でＲＬ単節縄文、104

は胴下部片で無節Ｒ、105は胴部中段の破片でオオバコ系の擬縄文が施文されている。

　106～111は櫛歯状工具で波状文が描かれる一群。106～108は口縁部から胴上部までに収まる破片であ

る。107のみ複合口縁である。すべて頸部に波状文が巡る。106は３本一単位で描かれ、口縁端部及び胴

上部は無文でヘラナデ、口縁部下位は斜位のハケメ調整である。ヘラナデは口縁端部が横位、胴上部が

斜位に施されている。107・108は単位不明である。口縁部は内外面ともに横位のヘラナデ調整である。

109～111は胴部中段及び胴下部の破片。109は７本一単位の波状文上下が無文で横位のヘラナデ調整で

ある。110は４本一単位の波状文が複数巡る。111は５本一単位の波状文下が無文で斜位のヘラナデ調整

である。

　112は櫛歯状工具で斜格子文が描かれた胴部中段の破片。密に施文されているが、単位は不明である。

　113～115は櫛歯状工具で羽状文が描かれた胴部中段の破片。113は７本一単位で縦位、114・115は単

位不明であるが、横位に描かれている。114は羽状文下が無文で横・斜位のヘラナデ調整である。

　116～121は内外面ヘラナデ調整の一群。口縁部から胴上部までに収まる破片である。116～118は口縁

端部に指頭圧痕、121はＬＲ単節縄文が施文されている。ヘラナデ調整はすべて横位に施されている。

　122・123は外面がハケメ調整の一群。122は口縁部片、123は胴上部片であり、ともに斜位に施されている。

122は磨耗が著しいため定かではないが、口縁端部に刻みを持つ。

　124・125は細い沈線でコの字重ね文が描かれる一群。124はボタン状貼付文脇、125は密に描かれる。

　甕破片84～115・122～125の内面はすべてヘラナデ調整であり、86・90・92・93・96・100・102・103・123が横・

斜位、125が斜位、その他は横位に施されている。

　126は高坏の口縁部片。内外面ともに横位のヘラミガキ調整であり、赤彩が施されている。
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がヘラミガキ、以下はハケメ調整が施されている。肩部から胴上部にかけて赤彩が施されている。内面

も磨耗顕著により胴上部は図示できなかったが、下部はヘラナデ調整が施されている。肩部から胴部中

段にかけて輪積痕が残る。

　本土器棺墓の時期は、弥生時代後期初頭と思われる。

第 2 号土器棺墓（第 73 図）

　57－138 グリッドに位置する。西側で 4 号住居跡の東壁上位を切っている。

　墓壙の規模は長軸 0.61ｍ、短軸 0.51ｍを測り、平面プランは楕円形を呈する。確認面からの深さは

0.23ｍを測る。立ち上がりは鋭角であり、底面はほぼ平坦であった。

　土器棺は墓壙中央に埋設されていた。棺身は甕の胴部以下が使用され、正位の状態で埋設されていた。

甕の周囲には灰色土が埋められており、上位から蓋に使用されたと思われる壺の胴部が検出された。壺

は胴上部以上及び下部以下を欠くが、胴上部以上は意図的に打ち欠き、胴下部以下は本来残存し、逆位

の状態で蓋として使用されたと思われる。棺身の甕内部には土が入り込んでいたため、精査を行ったが、

骨片等は検出されなかった。

　出土遺物（第 75 図）は、棺蓋に使用された弥生土器壺（1）、棺身に使用された甕（2）がある。

　1 は胴部中段の部位。中段付近が膨らむ。文様は平行沈線下に 3 条の連弧文が巡り、磨耗が著しいた

め定かではないが、地文にＬＲ単節縄文が施文されていた可能性がある。下位は無文でヘラミガキ調整

が施されていたと思われる。内面調整はヘラナデである。2 は胴上部から底部までの部位。胴部は倒卵

形を呈する。文様は胴部にやや細い沈線でコの字重ね文が描かれており、コの字中央に縦位の短沈線が

施文されたボタン状貼付文が付く。ボタン状貼付文下は波状沈線が垂下する。胴下部は無文でヘラミガ

キ、内面はヘラナデ調整が施されている。

　土器棺に使用された土器は、重複する 4 号住居跡出土土器と比較すると古い様相を呈するが、切り合

い関係を重視すると、本土器棺墓が 4 号住居跡よりも新しい。よって、本土器棺墓の時期は、4 号住居

跡よりも新しい弥生時代中期末としておきたい。

し楕円形を呈すると思われる。確認面からの深さは 0.67ｍを測る。立ち上がりは緩やかであり、底面は

やや凹凸がみられた。覆土は黒褐色土（6 層）のみであった。ブロック等を多量含んでいたことから、

人為的に埋め戻されたと思われる。

　出土遺物に図示可能なものはないが、弥生土器甕や土師器坏蓋模倣坏の小片が検出されており、本土

坑に伴うのは後者と思われる。よって、本土坑の時期は、古墳時代後期と思われる。

第 6 号土坑（第 68 図）

　58－136 グリッドに位置する。北側を 6 号住居跡、北西部を 7 号住居跡に切られており、覆土上位を

東西に走る 5 号溝跡に切られている。東側は調査区外にある。

　正確な規模は不明であるが、検出された東西は 2.08ｍ、南北は 1.12ｍを測る。平面プランは瓢箪状を

呈することから 2 つ土坑が重複する可能性もあるが、覆土断面で確認することはできなかった。確認面

からの深さは0.27ｍ程を測る。立ち上がりは鋭角であり、底面はほぼ平坦であった。覆土は2層（1･2層）

確認された。自然堆積か人為的な埋め戻しかは不明である。

　出土遺物で図示可能なものは、弥生土器高坏（第69図6－1）のみである。接合部から脚部までの部位。

脚部が短く、裾部に向かって緩やかに開く。外面及び坏部内面はヘラミガキ、脚部内面はヘラナデ調整

が施されている。器壁が厚い。

　遺物は伴うものか不明である。よって、本土坑の時期は、6･7 号住居跡以前としか言えない。

第 7 号土坑（第 68 図）

　58･59－138 グリッドに位置する。8 号住居跡の南壁上位を切っており、南側は調査区外となるが、本

土坑は平成 23 年度報告『前中西遺跡Ⅶ』の 1 号土坑と同一遺構であり、ほぼ全形が検出されている。

　長軸4.52ｍ、短軸2.62ｍのいびつな楕円形ないし長方形を呈する。確認面からの深さは0.34ｍ程を測る。

立ち上がりは鋭角であり、底面はほぼ平坦であった。覆土は 3 層（1 ～ 3 層）確認された。いずれも炭

化物を含んでいたが、レンズ状に堆積していたことから自然堆積と思われる。

　出土遺物（第 69 図）は、弥生土器壺（7－1･2･4･5）甕（7－3･6）がある。比較的残存状態の良好な

ものが検出された。2 のみ底面から、その他は覆土からの検出である。

　1･2･4･5 は壺。1 は胴上部から底部までの部位。胴部中段が膨らみ、球形を呈する。文様は胴上部に

巡る平行沈線上下に重山形文が乱雑に描かれており、平行沈線付近のみ地文にＬＲ単節縄文が施文され

ている。胴下部外面及び内面はハケメ調整が施されており、重山形文施文部分にも残る。2 は口縁部か

ら胴下部までの部位。口縁部はやや外反しながら開く。長い頸部がすぼまり、ほぼ直立する。肩がやや

張り、胴部は最大径を持つ中段が膨らみ、球形を呈する。文様は頸部上位に突帯、下位及び肩部に S 字

状結節文が等間隔に 4 条巡る。外面無文部は、口縁部及び頸部、肩部がヘラミガキ、胴部はハケメ調整

が施されている。内面調整は、磨耗顕著により不明である。頸部下位及び胴上部内面に輪積痕が残る。

器壁が厚い。4は胴下部から底部までの部位。外面はヘラミガキ、内面はヘラナデ調整が施されている。

5 は胴上部片。細い沈線で連弧文が描かれているが、全面に文様施文前に施された横･斜位のハケメ調

整が残る。内面調整は、横･斜位のヘラナデである。

　3･6 は甕。3 は小型甕の口縁部から胴下部までの部位。短い口縁部がやや受け口状を呈し、頸部はす

ぼまり、ほぼ直立する。胴部は中段がやや膨らむ。最大径を口径に持つが、胴部中段の径とほとんど変

　長軸 2.56ｍ、短軸 1.94ｍの長方形を呈する。確認面からの深さは 0.2ｍ前後を測る。立ち上がりは鋭

角であり、底面は3号住居跡と重複する南側がやや窪むが、その他は概ね平坦であった。覆土は2層（1･2層）

確認された。1 層は火山灰を含んでいた。レンズ状に堆積していたことから自然堆積と思われる。

　出土遺物（第 69 図）は、須恵器高坏（3－1）、土師器坏（3－2）、高坏（3－3）があり、残存状態が

比較的良好である。この他にも流れ込み遺物として弥生土器壺（3－5～10）、甕（3－4･11）、高坏（3－

12）が検出された。

　1 は須恵器高坏の接合部。脚部がほぼ直立する。内外面ともに回転ナデ調整が施されている。2 は土

師器の坏蓋模倣坏。完形。口縁部から体部がやや内湾する。体部と底部の境に稜を持ち、底部は平底に

近い。口縁部から体部まで内外面ともに横ナデ、底部はヘラ削り調整が施されている。3 は高坏の長い

脚部。外面調整はヘラミガキ、内面はヘラナデが施されており、内面上位に輪積痕が残る。

　4～12 は弥生土器。5～10 は壺。5･6 は刺突列が巡る肩部片。5 は分かりづらいが、上位に 3 本一単位

の簾状文風の刺突列が巡る。上下は無文で斜位のヘラミガキ調整が施されている。6 はやや大きい円形

刺突列下に斜位の沈線が描かれている。地文にＬＲ単節縄文が施文されている。7 は鋸歯文が描かれた

肩部片。鋸歯文区画下にＬＲ単節縄文が充填されている。無文部は斜位のヘラミガキ調整が施されてい

る。8 は胴上部片。ＲＬ単節縄文地に 4 本一単位の直線文が複数巡る。9 は重三角文が描かれた肩部片。

区画内にＲＬ単節縄文が充填されている。10 はフラスコ文が描かれた胴上部片。文様外に無節Ｒが施

文されている。5～10の内面調整は、10のみ斜位、その他は横位のヘラナデである。4･11は甕。4は底部。

外面はヘラミガキ、内面はヘラナデ調整が施されている。底面に木葉痕がみられた。甕としたが、壺の

可能性もある。11 は胴部中段の破片。ＬＲ単節縄文が施文されている。12 は高坏の口縁部片。内面に鋸

歯文が描かれ、区画下に円形の刺突がランダムに刻まれている。外面及び内面無文部は、横位のヘラミ

ガキ調整と赤彩が施されている。

　本土坑の時期は、古墳時代後期と思われる。

第 4 号土坑（第 67 図）

　56･57－138 グリッドに位置する。東側を 3 号住居跡に切られている。南側は立ち上がり付近が調査

区外にある。

　正確な規模は不明であるが、検出された東西･南北ともに 0.8ｍ程であり、平面プランは円形ないし楕

円形を呈すると思われる。確認面からの深さは0.35ｍ程を測り、重複する3号住居跡とあまり変わらない。

立ち上がりはほぼ垂直に近く、底面は西側がやや窪んでいたが、その他は概ね平坦であった。覆土は 4

層（1～4 層）確認された。レンズ状に堆積していたことから自然堆積と思われる。

　出土遺物で図示可能なものは、弥生土器壺の底部（第 69 図 4－1）、甕の胴上部片（4－2）があるの

みである。1 は外面がヘラミガキ、内面はヘラナデ調整が施されている。内面に輪積痕が残る。2 は外

面にＬＲ単節縄文が施文されている。内面調整は、斜位のヘラミガキである。

　遺物は伴うものか不明である。よって、本土坑の時期は、3 号住居跡以前としか言えない。

第 5 号土坑（第 67 図）

　58－135グリッドに位置する。他の遺構との重複関係はみられない。北側立ち上がりは調査区外にある。

　正確な規模は不明であるが、検出された東西は 1.7ｍ、南北は 0.95ｍを測り、平面プランは円形ない

　出土遺物で図示可能なものは、弥生土器壺（第70図10－1）、甕（10－2･3）のみである。1は胴上部片。

間に細かいＲＬ単節縄文が充填された 2 条の平行沈線下に太い沈線で複合鋸歯文が描かれている。2 は

胴部中段の破片。4 本一単位で縦位の羽状文がやや間隔を空けて描かれている。3 は胴部中段から下部

にかけての破片。上位にＲＬ単節縄文が施文され、下位は無文であるが、磨耗顕著により調整不明である。

1～3 の内面調整は、すべて横位のヘラナデである。

　遺物は伴うものか不明である。よって、本土坑の時期は、不明と言わざるを得ない。

わらない。文様は口縁端部に刻みが施され、頸部に 4 本一単位の簾状文が巡る。胴部は縦位の羽状文が

乱雑に描かれている。口縁部外面の無文部は、横位のヘラナデ調整が施されているが、胴下部外面及び

内面はヘラミガキである。頸部内面に輪積痕が残る。6 は口縁部から胴上部にかけての破片。口縁端部

にＬＲ単節縄文が施文され、頸部は 7 本一単位の簾状文、胴上部は振りの小さい波状文が巡る。口縁部

外面の無文部及び内面は、横位のヘラミガキ調整が施されている。

　本土坑の時期は、弥生時代中期末と思われる。

第 8 号土坑（第 68 図）

　61－138 グリッドに位置する。西側大半の上位を 7 号溝跡、端部をピットに切られている。南側は調

査区外にある。

　正確な規模は不明であるが、検出された南北は 1.03ｍ、東西は 1.14ｍを測る。平面プランはいびつな

楕円形を呈すると思われる。確認面からの深さは、北西部のピット状を呈する最深部で 0.43ｍを測る。

立ち上がりは西側のみ緩やか、その他は鋭角であり、底面は概ね平坦であった。覆土は 2 層（1･2 層）

確認された。ほぼ水平に堆積しており、自然堆積か人為的な埋め戻しかは不明である。

　出土遺物で図示可能なものは、弥生土器壺（第 70 図 8－1～3）のみである。1 は肩部片。無節Ｌ下に

太い平行沈線が巡る。2･3 は胴上部片。2 は波状沈線下に分かりづらいが、ＬＲ単節縄文が施文され、下

に平行沈線が複数巡る。3は太い平行沈線が複数巡る。1～3の内面調整はすべて横位のヘラナデである。

　本土坑の時期は、弥生時代中期後半から末にかけての段階としておきたい。

第 9 号土坑（第 68 図）

　69･70－137･138 グリッドに位置する。東側で 14 号住居跡、北側中央で 1 号方形周溝墓の南西周溝を

切っている。

　長軸 2.97ｍ、短軸 1.61ｍの長方形を呈する。確認面からの深さは 0.44ｍを測る。立ち上がりはほぼ垂

直で、底面はほぼ平坦であった。覆土は人為的に埋め戻された粘土による混合層（1 層）であった。

　出土遺物で本土坑に伴うのは、陶器擂鉢（第 70 図 9－1）のみである。この他に周辺遺構からの流れ

込みとして弥生土器壺（9－2）、甕（9－3･4）が検出された。

　1 は体部片。内面に擂り面があり、外面は回転ナデ調整が施されている。2 は胴上部片。弧状に巡る

2 条の沈線間にＬＲ単節縄文が充填されている。内面調整は、斜位のヘラナデである。3･4 は口縁部か

ら頸部にかけての破片。3 は端部を含む口縁部にＬＲ単節縄文が施文され、頸部は無文で内面とともに

横位のヘラミガキ調整が施されている。4 は口縁端部に指頭圧痕が施されている。以下は無文で内面と

ともに横位のヘラミガキ調整が施されている。

　本土坑の時期は、近世と思われる。

第 10 号土坑（第 68 図）

　69･70－138 グリッドに位置する。東側で浅いピットを切っている。南側は調査区外にある。

　正確な規模は不明であるが、検出された長軸は 1.7ｍ以上、短軸は 1.4ｍ程を測る。平面プランは隅丸

長方形を呈すると思われる。確認面からの深さは 0.2ｍ前後を測る。立ち上がりは、ほぼ垂直に近く、

底面はやや中央が盛り上がる。覆土は 3 層（1 ～ 3 層）確認された。1 層にブロックを含むが、レンズ

状に堆積していたことから自然堆積と思われる。

立ち上がりはほぼ垂直であり、底面はやや凹凸がみられた。

　土器棺は墓壙のほぼ中央に埋設されたと思われる。上位が非常に崩れた状態で検出されたことから発

掘調査段階では棺身の大型壺 1 個体のみと思われたが、整理調査の結果、棺蓋となる壺も存在すること

が確認された。棺身の大型壺は頸部以上を意図的に欠くが、棺蓋の壺は口縁部と底部を欠いており、ど

のような状態で蓋として利用されたのか不明と言わざるを得ない。大型壺は底面から 0.07ｍの高さに横

位で埋設され、周囲にはブロック等を含む灰色土が埋められていた。大型壺の内部に土が入り込んでい

たことから精査を行った結果、骨片が若干検出された。

　出土遺物（第 74 図）は、弥生土器壺（1･2）がある。1 が棺蓋、2 が棺身に使用されていた。

　1 は頸部から胴下部までの部位であり、口縁部と底部を意図的に欠く。頸部はほぼ直立する。肩が張

らず、やや縦長の胴部中段が膨らみ、やや内湾しながら下る。文様は頸部から肩部にかけて 6 本一単位

の乱雑な波状文 2 段と簾状文が巡る。以下は磨耗顕著によりほとんど図示できなかったが、無文でヘラ

ミガキ調整が施されている。また所々にヘラミガキ前に施されたハケメ調整が残る。内面調整は、磨耗

顕著により不明である。2 は大型の壺。頸部以上を意図的に欠き、胴部中段と底部も一部欠くが、本来

は残存していたと思われる。肩部以下緩やかに下り、最大径を持つ胴上部が膨らむ。胴上部以下は底部

に向かってほぼ直線的に下る。磨耗が著しいためほとんど図示できなかったが、全面無文で胴上部まで

　1 は胴上部から底部までの部位。長胴で中段付近が膨らむ。無文で内外面ともにヘラミガキ調整が施

されている。2 はほぼ完形。口縁部はやや外反しながら開く。頸部はすぼまり、胴部は中段よりやや上

が膨らみ、最大径を持つ。文様は口縁端部に細かい刻みが施され、頸部は 8 本一単位の簾状文が巡る。

胴上部は簾状文直下に振りの小さい波状文が 2 条巡る。外面無文部の調整は、口縁部及び胴上部から中

段までがハケメ、以下はヘラナデである。内面調整は、口縁部がヘラナデ、以下はハケメである。内面

に輪積痕が残る。3 は口縁部から胴上部にかけての破片。口縁端部に刻みが施され、頸部は 9 本一単位

の細かい簾状文、胴上部は分かりづらいが、振りの小さい波状文が巡る。口縁部外面の無文部及び内面

は、斜位のヘラナデ調整が施されている。4 は頸部から胴上部にかけての破片。頸部の波状文下に横位

の羽状文がやや間隔を空けて比較的丁寧に描かれている。内面調整は、横位のヘラミガキである。

　5 は磨石。二面使用しており、光沢が著しい。閃緑岩製。

　本遺構の時期は、弥生時代後期初頭と思われる。

７　土器棺墓
第 1 号土器棺墓（第 73 図）

　55－138 グリッドに位置する。他の遺構との重複関係はみられない。北側以外、立ち上がりが調査区

外にある。

　墓壙の正確な規模は不明であるが、径 0.7ｍ前後の円形を呈すると思われる。確認面からの深さは

0.15ｍ前後であったが、調査区壁での土層断面観察から 0.4ｍ程の掘り込みであったことが確認された。

第 69 図　土坑出土遺物（1）
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横･斜位のヘラナデである。166 は内面に輪積痕が残る。168 ～ 196 は縄文が施文された破片。168 ～

186 は口縁部から胴上部までの破片。170･172 ～ 175･178･179 は端部を含む口縁部、181 は端部を含む

口縁部以下、182 ～ 184 は口縁端部のみ、185 は口縁部、186 は口縁部以下に縄文が施文されている。

168･169･171 ～ 179･181 ～ 186 はＬＲ、170 はＲＬ単節縄文、180 は分かりづらいが、無節Ｒである。

168～175 は口縁部が受け口状を呈し、176～181 は肥厚している。168～172 は縄文地に波状沈線が巡り、

172 は 2 条巡る。179 は縄文下に半円形の刺突列が巡る。168 ～ 180 は縄文以下が無文で、すべて横位の

ヘラナデ調整である。168･169･173 は頸部に櫛歯状工具による簾状文が巡り、169･173 は胴部に羽状文

が描かれている。181 は口縁端部に刻みを持つ。182･183 は口縁部から頸部まで無文で横位のヘラナデ

調整である。頸部と胴上部の境に平行沈線が巡り、以下ＬＲ単節縄文が施文されている。185 は頸部が

無文で斜位のヘラナデ調整である。187 ～ 189 は頸部から胴部中段まで、190 ～ 195 は胴部中段、196 は

胴下部の破片である。すべてＬＲ単節縄文が施文されている。187 は頸部に簾状文が巡る。168 ～ 196

の内面調整は、181･196 が斜位、187･188･190･192･194 が横･斜位、その他は横位のヘラナデであり、

178のみ横位のハケメである。197･198は口縁部から頸部までの破片。口縁端部に指頭圧痕が施されており、

以下は無文である。197 は外面が横位のハケメ、内面は横位のヘラナデ調整である。198 は内外面とも

に横位のヘラナデ調整である。199 は内外面ハケメ調整の胴下部片。

　67 は甑の底部。内外面ともにヘラナデ調整である。

　68 ～ 74･200･201 は高坏。内外面ともにヘラミガキ調整が主体となり、68･69･71･72･200･201 は赤彩

が施されている。68～70は口縁部から坏部までの部位。68は口縁部が大きく外に開き、坏部は内湾する。

口縁端部に 2 個一対の突起が付く。口縁部外面はヘラミガキ前のハケメが残る箇所がみられた。69 は

口縁部がほぼ直立し、坏部はやや内湾する。70 は口縁部がやや外反する。71 ～ 72 は接合部、73･74 は

接合部から脚部までの部位。脚部はいずれも短く、内面調整はヘラナデである。200･201 は口縁部から

坏部までの破片。200 は口縁部外面と内面が横位、坏部外面が斜位、201 は内外面ともに横位のヘラミ

ガキ調整である。201 は口縁端部に突起が付く。

　202 は打製石斧。中段付近のみの検出であり、基部と刃部を欠く。その形態からおそらく短冊状を呈

すると思われる。203～205は大きさが異なるが、すべて磨石。203･204は一面、205は二面使用している。

　本住居跡の時期は、弥生時代中期後半と思われる。

第 10 号住居跡（第 36 図）

　第 2 次調査での検出であり、58－150･151 グリッドに位置する。西壁付近のみの検出であり、大半は

調査区外にある。南西部では 8 号溝跡に切られている。

　正確な規模及び主軸方向は不明であるが、検出できた西壁は 4.7ｍ程を測り、平面プランはややいび

つな隅丸方形ないし長方形を呈すると思われる。確認面からの深さは 0.6ｍ前後を測り、床面はほぼ平

坦であった。覆土は 6 層（1 ～ 6 層）確認された。中央からやや北側の中層では炭化物層が確認された。

レンズ状に堆積していたことから自然堆積と思われる。

　炉跡やピット、壁溝は確認されなかった。

　出土遺物（第37･38図）は、弥生土器壺（1～6･9～11･14～20）、甕（7･8･12･21～49）、高坏（13）、鉢（50）、

敲打器（51）がある。床面直上の遺物は中央付近に集中し、残存状態の比較的良好なものが検出された。

破片は覆土からの出土が多い。

　1 ～ 6･9～･11･14 ～ 20 は壺。1 ～ 3 は口縁部から頸部までの部位。口縁部はいずれも肥厚しており、

逆ハの字に開く。1 は頸部が長い。文様は頸部中段より下が無文である以外、密に施文されている。LR

単節縄文が施文された口縁部下から頸部無文部上まで半円形の刺突列が 3 列巡り、上の刺突列間は間隔

が狭く、平行沈線が 3 条巡る。下の刺突列間は間隔が広く、上下にＬＲ単節縄文、間に 2 本一単位の櫛

歯状工具による波状文が 2 条巡る。無文部下は段が設けられており、半円形の刺突列が 2 条巡る。刺突

列間はＬＲ単節縄文、下は平行沈線が施文されている。外面無文部はヘラミガキ、内面は口縁部から頸

部中段まで磨耗が著しいため図示不可能であるが、下位はヘラナデ調整である。2 は端部も含め口縁部

にＬＲ単節縄文、下に平行沈線が巡る。以下は頸部上位まで無文で縦位のハケメ調整が主体となるが、

一部にヘラミガキが施されている。頸部下位は波状沈線が 2 条巡り、間にＬＲ単節縄文が充填されるが、

下は一部はみ出ている。内面調整は口縁部がヘラミガキ、以下はハケメとヘラナデである。3 は口縁部

に赤彩の施されたＲＬ単節縄文が施文され、以下は無文で内面とともにヘラミガキ調整である。4 は肩

部から胴上部までの部位。文様は胴上部に波状沈線が 2 条巡り、間にＬＲ単節縄文が充填されている。

外面無文部はヘラミガキ、内面はヘラナデ調整である。内面に輪積痕がみられた。5 は胴上部から下部

までの部位。残存状態が良くないが、フラスコ文と弧線文が描かれていると思われる。文様間はＲＬ単

節縄文が充填されている。文様下はヘラミガキ、内面は図示できなかったが、横･斜位のヘラナデ調整で

ある。6 は頸部から底部までの部位。頸部がほぼ直立し、胴部は膨らむ。底径が大きく、徳利状を呈する。

全面無文で外面調整はヘラミガキ、内面はハケメとヘラナデである。9～11は底部。外面調整はヘラミガキ、

胴上部片。14 はフラスコ文内外にＲＬ単節縄文が充填されている。15 は重四角文上に半円形の刺突列

が巡り、刺突列上は無節Ｌが施文されている。内面調整は 14 が横･斜位、15 が横位のヘラナデである。

16･17 は弧線文が描かれた胴部中段から下部までの破片。16 は沈線間にＬＲ単節縄文が充填されている。

無文部の調整は縦・斜位のヘラミガキ、内面は横･斜位のヘラナデである。17 は弧線文下が無文で内面

とともに斜位のハケメ調整である。18 は弥生時代中期中頃池上式の胴上部片。重四角文内に半円形の

内面はヘラナデである。9 は底径が大きい。壺としたが、甕の可能性もある。

　14 は大きく外反する口縁部片。無文で内外面ともに横位のヘラミガキと赤彩が施されている。新しい

様相を呈するものであり、流れ込みの可能性もある。15 ～ 17 は平行沈線と波状沈線が巡る破片。15 は

ＬＲ単節縄文地に平行沈線が複数巡る。16 は太い沈線で上に波状、下に平行沈線が複数巡る。無文部の

調整は横･斜位のヘラミガキである。17 は分かりづらいが、複数の波状沈線下にＬＲ単節縄文が施文さ

れている。18･19 はフラスコ文が描かれた破片。18 はフラスコ文内外にＲＬ単節縄文が充填されている。

19 は無節Ｌ地に細い沈線で描かれている。15 ～ 19 の内面調整は、15･16･19 が横･斜位、17･18 が横位の

ヘラナデである。20 は弥生時代中期中頃池上式の胴上部片。重四角文内に斜位の沈線と半円形の刺突列

が施文されている。内面調整は横位のヘラナデである。流れ込み。

　7･8･12･21 ～ 49 は甕。7 は口縁部から頸部までの部位。口縁部は受け口状を呈する。端部も含め口縁

部はＬＲ単節縄文が施文され、頸部は無文で口縁部内面とともにヘラナデが施されている。頸部内面は

ハケメ調整である。8 は口縁部から胴部中段までの部位。口縁部がやや外反し、頸部から胴部中段にか

けてやや膨らむ。口径と胴部中段の径は変わらないが、最大径は前者に持つ。文様は櫛歯状工具で頸部

と胴部に描かれている。頸部は 4 本一単位の波状文が 2 条巡り、胴部は 5 本一単位で縦位の羽状文が描

かれている。内外面の調整はともにヘラナデである。12 は胴下部から底部までの部位。内外面ともにヘ

ラナデ調整であるが、内面はハケメも一部みられた。

　21 ～ 37 は櫛歯状工具で文様が施文された破片。櫛歯の単位は 5 本前後が多い。21 は口縁部から胴上

部までの破片。受け口状を呈する口縁部に波状沈線が巡り、頸部は簾状文が巡る。外面無文部及び内面

の調整は、横位のヘラナデである。22 ～ 31 は羽状文が描かれた破片。22 ～ 26 は縦位、27 ～ 31 は横位

に描かれている。22･23･28は頸部に同一工具による簾状文、27･29は直線文が巡るが、29は弧状を呈する。

22･29 は口縁部が無文で 22 が横位、29 が斜位のヘラナデ調整である。28･29 は胴部に横位のハケメ調整

が残る。22 ～ 31 の内面調整は、23･28･31 が横･斜位、24･25 が斜位、その他は横位のヘラナデである。

32 ～37 は波状文が描かれた破片。32 ～34 は頸部、35 ～37 は胴部に巡り、後者は複数巡る。32 ～ 34 は

口縁端部にＬＲ単節縄文が施文され、口縁部は無文で 32 が横･斜位のハケメ、33･34 が横位のヘラナデ

調整である。35 はやや間隔を空けて巡る。36･37 は波状文以下が無文で 36 が横･斜位、37 が斜位のヘラ

ナデ調整である。32 ～ 37 の内面調整は、33･34･36･37 が横位、35･38 が斜位のヘラナデ、32 が横･斜位

のハケメである。38･39 は胴部にコの字重ね文が描かれた破片。39 は地文にＬＲ単節縄文が施文されて

いる。内面調整はともに横位のヘラナデである。40 ～ 47 はＬＲ単節縄文が施文された破片。40･41 は受

け口状を呈する口縁部から頸部までの破片。縄文は 40 が口縁部、41 は口縁端部のみに施文されており、

40 は波状沈線が巡る。無文部は 40･41 ともに横位のヘラナデ調整である。42 は口縁部から胴上部まで

の破片。短い口縁部下に太い波状沈線が巡り、下にＬＲ単節縄文が施文されている。43 は頸部から胴

上部まで、44･45は胴上部、46･47は胴部中段の破片。40～47の内面調整は、40･41･43～45が横位、46は斜位、

47 は横･斜位のヘラナデであるが、47 はハケメも一部みられた。42 は口縁部から頸部までが横位のヘ

ラナデ、以下は横位のハケメである。48 は無文の口縁部から胴上部までの破片。内外面ともにヘラナ

デ調整であり、口縁部外面及び内面は横位、頸部以下は斜位に施されている。49 は弥生時代中期中頃

の池上式に相当する口縁部片。端部に刻みを持ち、口縁部に 2 本一単位の櫛歯状工具による波状文が複

数巡る。内面調整は横位のヘラナデである。流れ込み。

　13 は高坏の接合部。外面及び坏部内面はヘラミガキ、脚部内面はヘラナデ調整である。

　50 は鉢の口縁部片。孔が設けられている。内外面ともに横位のヘラナデ調整である。調整等から鉢

としたが、無頸壺の可能性もある。

　51 は敲打器。片端のみ使用している。完形。

　本住居跡の時期は、弥生時代中期後半から末にかけての段階と思われる。

第 11 号住居跡（第 39 図）

　第 2 次調査での検出であり、56･57－153 グリッドに位置する。南西隅で 19 号土坑に切られている。

北側では南北に走る 13 号溝跡と重複し、本住居跡の覆土断面に痕跡が認められなかったことから、本

住居跡が新しいとも思われたが、新旧関係については不明と言わざるを得ない。北東隅では時期不明の

ピットと重複するが、新旧関係は不明である。南西隅付近は調査区外にある。

　長軸 4.76ｍ、短軸 4.16ｍを測り、平面プランは隅丸長方形を呈する。主軸方向はＮ－22°－Ｗを指す。

確認面からの深さは 0.3ｍ前後を測り、床面はほぼ平坦であった。覆土は 7 層（1 ～ 7 層）確認された。

レンズ状に堆積していたことから自然堆積と思われる。

　炉跡は床面中央からやや北寄りに位置する。長軸 0.51ｍ、短軸 0.33ｍの楕円形を呈し、床面からの深

さは 0.07ｍと浅い。覆土は 3 層（8 ～ 10 層）確認された。南側に被熱した川原石が据えられていた。

　ピットは 5 基検出された。P1 ～ 4 は主柱穴、P5 は出入口に関連するものと思われる。覆土は図示し

なかったが、いずれも柱痕跡は認められなかった。

　壁溝は P5 前のみ切れるが、その他は全周する。幅は 0.25ｍ、床面からの深さは 0.05ｍ前後を測る。

　貯蔵穴は南西隅に位置する。長軸 0.41ｍ、短軸 0.3ｍの楕円形を呈し、床面からの深さは 0.29ｍを測る。

覆土は図示できなかったが、炭化物を少量含んでいた。

　出土遺物（第40図）は、弥生土器壺（1･2･7～18）、甕（3･19～32）、甑（4）、高坏（5）、鉢（6）、砥石（33）がある。

覆土からの出土が多く、床面直上の遺物は北壁中央付近に限られる。残存状態の良いものはなく、破片

が多い。

　1･2･7 ～ 18 は壺。1･2 は底部。外面調整はヘラミガキ、内面はヘラナデである。1 は底面に木葉痕が

みられた。壺としたが、甕の可能性もある。7･8 は突帯が巡る頸部から肩部までの破片。7 は低い突帯

が 2 条巡り、突帯上に刻みを持つ。突帯下は鋸歯文と思われる文様が描かれている。8 は突帯上下に半

円形の刺突列が巡る。内面調整はともに横位のヘラナデである。9 ～13 は平行沈線や波状沈線が巡る肩

部から胴上部までの破片。9 は無節Ｌ下に平行沈線が複数巡る。10 は半円形の刺突列下に波状沈線が複

数巡る。11 はＬＲ単節縄文地に平行沈線が複数巡り、中段の沈線間に波状沈線が巡る。12 は平行沈線

間に波状沈線とＬＲ単節縄文が施文されている。13 は無文部下に波状沈線が巡り、下にＬＲ単節縄文

が施文されている。無文部は横･斜位のヘラミガキ調整である。9 ～ 13 の内面調整は、9 ～ 11 が横位、

13 が横･斜位のヘラナデ、12 が横・斜位のハケメである。14 はフラスコ文、15 は重四角文が描かれた

刺突列が充填されている。内面調整は横位のヘラナデである。流れ込み。

　3･19 ～ 32 は甕。3 は底部。内外面ともにヘラナデ調整である。19 ～21 は櫛歯状工具で文様が描かれ

た破片。櫛歯の単位は4～5本である。19は頸部に簾状文が巡る。20･21は胴部に羽状文の描かれており、

20は縦位、21は横位に描かれている。21は横位のハケメ調整が残る。19～21の内面調整は19･20が横位、

21 が斜位のヘラナデである。22 ～ 24 は胴部にコの字重ね文が描かれた破片。23 は地文にＬＲ単節縄

̶ 71 ̶

文が施文され、波状沈線も垂下する。24 は沈線が細い。内面調整は 22･23 が斜位、24 が横位のヘラナ

デである。25 ～ 27 は縄文が施文された破片。25 は口縁部にＲＬ単節縄文が施文され、頸部は無文で横

位のヘラナデ調整である。26･27 はともにＬＲ単節縄文が施文されている。内面調整はすべて横位のヘ

ラナデである。28 ～ 32 は口縁部から胴上部までの破片であり、28 は無文、29 は口縁端部に刻み、30

～ 32 は口縁端部に指頭圧痕が施されている。30 ～ 32 は宮ノ台式。28 は内外面ともに横位のヘラナデ

調整である。29 ～ 32 は口縁端部以外無文である。無文部の調整は、29 の口縁部が横位、頸部が斜位の

ヘラナデ、30 は口縁部が横位のヘラナデ、頸部から胴上部までが縦位、その下は横･斜位のハケメ、31

･32 は斜位のハケメである。29 ～ 32 の内面調整は 29 が横位、30･31 が横･斜位のヘラナデ、32 が斜位

のハケメである。

　4 は小型の甑。胴下部から底部までの部位。底部の器壁が厚い。外面調整はヘラナデ、内面はヘラナ

デとハケメである。

　5 は高坏の接合部。磨耗が著しく、調整は図示できなかった。脚部内面以外は赤彩が施されている。

　6 は鉢。口縁部の開きが小さく、体部が内湾する。内外面ともにヘラミガキと赤彩が施されている。

口縁部は 2 個一対の孔が対角線上に 2 つ設けられている。

　33 は大型の砥石。一面のみ使用しており、平滑である。片岩製。完形か。

　本住居跡の時期は、弥生時代中期後半と思われる。

第 12 号住居跡（第 41･42 図）

　第 2 次調査での検出であり、55･56－152･153 グリッドに位置する。北壁中央付近で時期不明のピッ

トと重複するが、新旧関係は不明である。南東隅付近は調査区外にある。

　南北は不明であるが、東西は 5.71ｍを測り、平面プランは隅丸方形を呈すると思われる。主軸方向は

Ｎ－24°－Ｅを指す。確認面からの深さは 0.45ｍ前後を測り、床面はほぼ平坦であった。覆土は 10 層

（1 ～ 10 層）確認された。床面中央付近では最下に炭化物層が確認された。レンズ状に堆積していたこ

とから自然堆積と思われる。

　炉跡は床面中央からやや北寄りに位置する。径 0.45ｍ前後の円形を呈し、床面からの深さは 0.09ｍを

測る。覆土は 3 層（19 ～ 21 層）確認され、焼土や炭化物を含んでいた。

　ピットは6基検出された。P1～4はその位置から主柱穴と思われる。覆土はすべて図示できなかったが、

いずれからも柱痕跡は認められなかった。

　壁溝は全周する。幅は 0.4ｍ前後が主体となり、床面からの深さは 0.05 ～ 0.17ｍと幅がみられた。

　貯蔵穴は南西隅に位置する。南側が調査区外にあるため正確な数値は不明であるが、径 0.8ｍ前後の

不整円形を呈すると思われる。床面からの深さは 0.37ｍを測る。覆土は 4 層（15 ～ 18 層）確認された。

　出土遺物（第43～46図）は、弥生土器壺（1～5･9～15･28～63）、甕（6～8･16～22･64～115）、高坏（23～25）、

鉢（26･27･116･117）、打製石斧（118 ～ 121）、磨製石斧（122）、磨石（123）がある。覆土からの出土が多く、

床面直上の遺物は P1 上、東壁中央手前に限られ、残存状態の良好なものが検出された。

　1 ～ 5･9 ～ 15･28 ～ 63 は壺。1 は口縁部から頸部までの部位。口縁部はやや受け口状を呈する。文様

は口縁部にＲＬ単節縄文と山形状の沈線が施文され、頸部は無文であるが、一部に楕円形状を呈する突

起が付く。頸部無文部及び内面の調整はヘラミガキである。2 は頸部から胴上部までの部位。頸部はほ

ぼ直立し、胴上部が膨らむ。文様は頸部にのみみられ、2 条の平行沈線間にＬＲ単節縄文が施文され、

下位の平行沈線を挟んで 2 本一単位の櫛歯状工具による波状文が巡る。外面無文部の調整はヘラミガキ、

内面はヘラナデである。3･4 は口縁部から頸部までの部位。無文で内外面ともにヘラミガキ調整が主体

となる。3 は口縁部がやや受け口状を呈し、頸部はすぼまる。頸部内面下位はヘラナデ調整である。4

は口縁部が外反し、頸部はほぼ直立する。5 は口縁部から頸部を欠くが、比較的残存状態が良好である。

肩部から緩やかに下り、つまった胴部の中段が大きく膨らむ。文様は肩部から胴部中段まで 5 本一単位

の櫛歯状工具による直線文が複数垂下し、両脇に小さい円形刺突列が伴う。胴部中段は同一工具による

直線文が横位に複数巡り、上に円形刺突列が伴う。外面無文部の調整はヘラミガキ、内面はヘラナデで

ある。9 ～ 15 は底部。外面調整はヘラミガキ、内面はヘラナデが主体となるが、13 のみ内外面ともに

ヘラミガキである。9 は底面に木葉痕がみられた。壺としたが、甕の可能性もある。

　28 は鋸歯文が描かれた肩部片。分かりづらいが、鋸歯文下にＲＬ単節縄文が充填されている。鋸歯

文上の無文部は横･斜位のヘラミガキ調整である。内面調整は横位のヘラナデである。29 ～ 39 は肩部

から胴上部までの破片。29 ～ 35 は平行沈線及び波状沈線、36 ～ 39 は櫛歯状工具で直線文及び波状文

が描かれている。29 は 2 条の平行沈線下が無文であるが、磨耗が著しく調整不明である。30･31 は平行

沈線の上下にＲＬ単節縄文が施文されている。32 は肩部と胴上部の境に段を持ち、段上は波状沈線と

赤彩の施されたＬＲ単節縄文が施文され、下は半円形の刺突列と複数の平行沈線が巡る。波状沈線上は

無文で縦位のヘラミガキ調整である。33 は無文部下に平行沈線と波状沈線が交互に巡る。無文部は斜

位のヘラミガキと赤彩が施されている。34 は波状沈線上に櫛歯状工具で羽状文様が描かれている。下

は無文で斜位のヘラミガキ調整である。35 は地文にＬＲ単節縄文が施文されており、波状沈線と平行

沈線が巡る。平行沈線下は斜位の沈線が等間隔に描かれている。36 は分かりづらいが、平行沈線下に

波状沈線が巡る。以下は無文で縦位のヘラミガキ調整である。37 は単位不明の直線文と波状文が巡る。

38 は横･斜位のヘラミガキが施された無文部下に 6 本一単位の櫛歯状工具による直線文が巡る。39 は無

文部間に 5 本一単位の櫛歯状工具による直線文と簾状文が巡る。無文部の調整は横･斜位のヘラミガキ

である。29 ～ 39 の内面調整は、29･30･33･34･36 ～ 38 が横位、31･32･39 は横･斜位のヘラナデ、35 は

横･斜位のハケメである。40 ～ 43 は胴部にフラスコ文が描かれた破片。フラスコ文内外に 41･42 はＲＬ、

43 はＬＲ単節縄文が充填されている。42 は上に段を持ち、段上にＲＬ単節縄文、下に半円形の刺突列

が巡る。43 は下に弧線文が描かれている。40 ～ 43 の内面調整は 40･42･43 が斜位、41 が横･斜位のヘラ

ナデである。44 は弧線文が描かれた胴部中段から下部までの破片。弧線文上はフラスコ文が描かれて

いると思われる。下は無文で横･斜位のヘラミガキ、内面は横位のヘラナデ調整である。45 ～ 49 は重

四角文が描かれた破片。45 は分かりづらいが、頸部に鋸歯文が描かれている。46 は上にＬＲ単節縄文

が施文されている。48 は 2 本一単位の櫛歯状工具で描かれている。45 ～ 49 の内面調整は、45 の頸部が

横位のヘラナデ、肩部は斜位のハケメ、その他は横位のヘラナデである。50は渦巻文が描かれた胴上部片。

沈線間に赤彩の施されたＬＲ単節縄文が充填されている。外面無文部の調整は横･斜位のヘラミガキ、

内面は横･斜位のヘラナデである。51 ～ 55 は平行沈線下に弧線状を呈する文様が描かれた胴上部片。

51 の外面調整は横･斜位のヘラミガキである。52 ～ 54 は沈線が太い。地文にＬＲ単節縄文が施文され

ているが、まばらである。52･53 は同一個体。52 は弧線状の文様下に V 字状の短沈線が描かれている。

54 は平行沈線上が無文で横位のヘラミガキ調整である。55 は平行沈線と斜位の沈線間にのみＬＲ単節

縄文が充塡されている。無文部の調整は横位のヘラミガキである。51 ～ 55 の内面調整は、すべて横位

のヘラナデである。56･57 は縄文の施文された胴上部片。56 は無文部下にＬＲ及びＲＬ単節縄文で羽状

文が施文されている。無文部の調整は横･斜位のヘラミガキである。57はＬＲ単節縄文が施文されている。

内面調整は 56 が横･斜位、57 が横位のヘラナデである。58 は逆 T 字状、59 は十字状を呈する懸垂文が

描かれた胴上部片。区画内に 58 はＲＬ単節縄文、59 は櫛歯状工具による直線文が充填されている。内

面調整は 58 が横位、59 が横･斜位のヘラナデである。58 は内面に輪積痕が残る。60 は複数の沈線が垂

下する胴上部片。1 条のみ波状沈線も垂下する。内面調整は横･斜位のヘラナデである。61 ～ 63 は弥生

時代中期中頃池上式の破片。61 は複数の平行沈線間に半円形の刺突列が巡る。62･63 は重四角文内に半

円形の刺突列が充填されている。内面調整はすべて横位のヘラナデである。流れ込み。

　6 ～ 8･16 ～ 22･64 ～ 115 は甕。6 は口縁部から頸部までの部位。口縁部は受け口状を呈し、頸部はほ

ぼ直立する。文様は端部を含む口縁部にのみ施文されており、口縁端部がＬＲ単節縄文、口縁部はＲＬ

及びＬＲ単節縄文で羽状文が施文されている。頸部は無文で内外面とともにヘラナデ調整である。7･8

は残存状態が良好である。7 は口縁部がやや受け口状を呈し、頸部から胴上部までが膨らみ、以下底部

まで直線的に下る。最大径は胴上部に持つ。文様は口縁部に5本一単位の櫛歯状工具による波状文が巡り、

頸部は 8 本一単位の簾状文、胴部は頸部と同一の工具で縦位の羽状文が描かれている。外面調整はヘラ

ナデ、内面は口縁部から胴上部までがヘラミガキ、以下はヘラナデである。8 は口縁部から胴下部まで

の部位。口縁部が受け口状を呈し、頸部はすぼまる。胴部は膨らみ、球形を呈する。最大径を胴部中段

に持つ。文様は端部も含め口縁部にＬＲ単節縄文が施文され、山形状の沈線が 2 条巡る。胴部はコの字

重ね文が描かれており、間に波状沈線が垂下する。内外面の調整はともにヘラナデである。16 ～ 22 は

胴下部から底部までの部位。16 ～ 19 は外面調整がヘラミガキ、内面はヘラナデが主体となるが、18 の

みヘラミガキである。甕としたが、壺の可能性もある。17 は外面に輪積痕が残る。20 ～ 22 は内外面と

もにヘラナデ調整である。

　64 ～81 は櫛歯状工具で文様が描かれた破片。櫛歯の単位は 5 本前後が多い。64 ～67 は頸部に簾状文

ないし直線文が巡る。65 ～ 67 は口縁端部にＬＲ単節縄文が施文されている。口縁部はすべて無文で 64

･66は横位のヘラナデ、65･67は横位のハケメ調整である。68～71は胴部に縦位の羽状文が描かれた破片。

68 は頸部に同一工具による簾状文、69 はやや弧状を呈する直線文が巡る。72 ～ 76 は胴部に横位の羽状

文が描かれた破片。72･73 は頸部に同一工具による簾状文が巡る。76 は斜位のハケメ調整が残る。77

～ 81 は胴部に波状文が複数描かれた破片。77 は頸部に同一工具による簾状文が巡る。口縁部は無文で

横位のヘラナデ調整である。78 は同一工具による直線文が垂下する。64 ～ 81 の内面調整は、64 ～ 66･

71･72･75･78･79が横位、70･73･77･80が斜位、74･81が横･斜位のヘラナデ、67は横位、76は斜位のハケメ、

68 は頸部が横位、胴上部が斜位のハケメ、69 は頸部が横位、胴上部が斜位のヘラナデである。82 ～ 86

は胴部にコの字重ね文が描かれた破片。82･83 はボタン状貼付文が付く。85 は波状沈線も垂下する。86

は胴下部が無文で縦･斜位のヘラナデ調整である。内面調整はすべて横位のヘラナデであるが、84･86

は斜位のハケメも一部みられた。87 ～ 111 は縄文が施文された破片。87 ～ 99 は口縁部から胴上部まで

の破片。87･88 は受け口状を呈する。端部も含め口縁部に 87 はＬＲ、88 はＲＬ単節縄文が施文され、

87 は口縁部に波状沈線が 2 条巡る。ともに頸部は無文で横位のヘラナデ調整である。87 は胴上部に平

行沈線が巡り、下にＬＲ単節縄文が施文されている。89 ～ 92 は肥厚した口縁部に 89 はＲＬ、90 ～ 92

はＬＲ単節縄文が施文されている。89･90･92 は頸部が無文で横位のヘラナデが施されているが、91 は

櫛歯状工具による短い直線文が斜位に描かれている。93･94 は口縁端部と頸部以下にＬＲ単節縄文が施

文されている。口縁部はともに無文で横位のヘラナデ調整である。95 ～ 99 は全面に縄文が施文されて

いる。95･96はＬＲ、97はＲＬ単節縄文、98は無節Ｒ、99は無節Ｌである。98は口縁端部に刻みが施され、

99 はボタン状貼付文が付く。100 ～ 108 は胴部中段の破片。100 ～ 105 はＬＲ、106 はＲＬ単節縄文、

15 は全面にＬＲ単節縄文が施文されている。内面調整は横位のヘラナデである。16 は刺突列と単位不明

の櫛歯状工具による直線文が巡る。刺突は 2 個一対で縦位に刻まれている。外面無文部の調整は縦･斜位

のヘラミガキ、内面は横･斜位のヘラナデである。17 ～ 20 は重三角文が描かれた破片。17 は肩部と胴上

部境に段を持ち、段上に鋸歯文、下に半円形の刺突列と平行沈線が巡り、沈線間はＬＲ単節縄文が充填

されている。18 は沈線が太く、区画内は赤彩の施されたＬＲ単節縄文が施文されている。19 は沈線間に

ＬＲ単節縄文が充填され、中央に V 字状の文様が描かれている。20 は無節Ｒ地に描かれている。17 ～

20 の内面調整は、17･18 が横･斜位、19･20 が横位のヘラナデである。21 ～ 27 は重四角文が描かれた破片。

21は上に鋸歯文が描かれ、鋸歯文下にＬＲ単節縄文が充填されている。22･23は間に縄文が施文されており、

22はＲＬ単節縄文、23は無節Ｒである。22は下に半円形の刺突列が巡る。24は上に山形状の沈線が複数巡る。

25 は重四角文下に段を持ち、段下に半円形の刺突列と波状沈線が 2 条巡り、波状沈線間にＬＲ単節縄文

が充填されている。26 は重四角文上にＲＬ、区画内にＬＲ単節縄文が施文されている。27 は下にＬＲ単

節縄文が施文され、以下は無文で斜位のヘラミガキ調整である。21～27の内面調整は21･23･27が横･斜位、

22･24 ～ 26 が横位のヘラナデである。28 は胴部中段から下部までの破片。平行沈線下にＬＲ単節縄文が

施文されている。以下は無文で横位のヘラミガキ、内面は横位のヘラナデ調整である。29･30 はフラスコ

文が描かれた胴上部片。29は下に弧線文が巡り、間にＲＬ単節縄文が充填されている。内面調整は29が横位、

30 が横･斜位のヘラナデである。31 ～ 37 は短冊状を呈する文様が描かれた胴上部片。区画内に櫛歯状工

具による直線文が充填されている。31･32･37 は同一個体。短冊文様脇は波状沈線と半円形の刺突列が垂

下し、下は平行沈線と波状沈線が巡る。無文部の調整は斜位のヘラミガキであるが、部分的に斜位のハ

ケメが残る。33 ～ 35 は短冊文様下に平行沈線と波状沈線が巡り、ＬＲ単節縄文が施文されている。33 は

2 条の平行沈線間に縄文と波状沈線が施文されている。34 は平行沈線間に波状沈線が巡り、縄文は波状

沈線下に平行沈線を跨いで施文されている。35 は平行沈線下に波状沈線と縄文が施文されているが、波

状沈線は途切れている。31 ～ 37 の内面調整は 31･32 が横･斜位、33･35 ～ 37 が横位のヘラナデ、34 が斜

位のハケメである。38 は単位不明の櫛歯状工具による直線文が垂下する胴上部片。外面無文部と内面の

調整は、ともに横･斜位のハケメである。39 ～ 41 は平行沈線と波状沈線が描かれた破片。39 は平行沈線

間に波状沈線が巡る。外面無文部の調整は横･斜位のヘラミガキであるが、一部に斜位のハケメが残る。

40は平行沈線下に波状沈線が巡り、下にＬＲ単節縄文が施文されている。41は無文部下に平行沈線が巡り、

下に附加条一種Ｌと波状沈線が施文されている。無文部の調整は横位のヘラミガキである。39 ～ 41 の内

面調整は 39 が横･斜位、41 が横位のヘラナデ、40 が横･斜位のハケメである。42 ～ 44 は弥生時代中期中

頃池上式の破片。42は口縁部片。肥厚した口縁端部にLR単節縄文が施文されており、以下は無文で横・

斜位のヘラミガキ調整である。43 は重三角文、44 は重四角文が描かれている。区画内はともに半円形の

刺突列が充填されるが、43 は区画に沿って、44 は列状に施文されている。43 は中央にＬＲ単節縄文も施

文されている。内面調整は42が横位のヘラミガキ、43が横･斜位、44が斜位のヘラナデである。流れ込み。

　5･45 ～ 64 は甕。5 は底部。内外面ともにヘラナデ調整である。45 ～ 52 は櫛歯状工具により文様が描

かれた破片。櫛歯の単位は 4 ～ 5 本が多い。45 ～ 50 は胴部に波状文が複数巡る。45 ～ 47 は頸部に同一

工具による簾状文が巡る。48 は波状文下に横･斜位のハケメ調整が所々残る。49･50 は同一工具による直

線文が垂下する。49 の胴下部は横･斜位のヘラナデ調整である。51･52 は羽状文が描かれた胴上部片。51

107･108 は附加条一種ＬＲ×Ｌが施文されている。109 ～ 111 は胴部中段から下部までの破片。すべて

ＬＲ単節縄文である。縄文下は無文で 109 は横･斜位、110･111 は斜位のヘラナデ調整である。87 ～

111 の内面調整は、87 ～ 92･95 ～ 99･101･102･104･106･110 が横位、103･111 が斜位、105･107 ～ 109 が

横･斜位のヘラナデ、93･94 は横･斜位、100 は横位のハケメである。108 は内面に輪積痕が残る。112･

113 は口縁端部に刻みを持つ破片。口縁端部以下は無文である。112 は外面調整が斜位のハケメ、内面

は横位のヘラナデであるが、一部にハケメもみられた。113 は外面が縦位に近い斜位のハケメ、内面は

横位のヘラナデ調整である。114 は無文の口縁部から頸部までの破片。外面調整は斜位、内面は横位の

ヘラナデである。115 は弥生時代中期中頃池上式の破片。口縁部は無文で横位のヘラナデ調整、頸部以

下は平行沈線が複数巡る。内面調整は横位のヘラナデである。流れ込み。

　23 ～ 25 は高坏。外面及び坏部内面はヘラミガキ、脚部内面はヘラナデ調整である。23 は口縁部から

坏部までの部位。口縁部がほぼ平らに大きく開き、坏部は内湾する。口縁端部には2個一対の突起が付く。

内外面ともに赤彩が施されている。24･25 は接合部から脚部上位までの部位。赤彩は施されていない。

　26･27･116･117は鉢。26は口縁部から体部が内湾する。内外面ともにヘラミガキと赤彩が施されている。

口縁部に 2 個一対の孔が設けられている。27 は口縁部から体部がほぼ直線的に開く。内外面ともにヘ

ラミガキ調整である。完形。116 は口縁部から体部までの破片。内外面ともにヘラミガキと赤彩が施さ

れているが、ヘラミガキは口縁部外面と内面が横位、体部外面は斜位に施されている。口縁部に 2 個一

対の孔が設けられている。117 は焼成後穿孔のある体部片。調整は外面が横･斜位、内面は斜位のヘラ

ナデである。鉢としたが、甕の胴下部片の可能性が高い。

　118 ～ 121 は打製石斧。すべて基部のみの検出である。122 は小型で扁平片刃の磨製石斧。ほぼ完形

に近い。刃こぼれが一部みられた。123 は磨石。二面使用している。半分を欠く。

　本住居跡の時期は、弥生時代中期後半と思われる。

第 13 号住居跡（第 47 図）

　第 2 次調査での検出であり、53･54－152･153 グリッドに位置する。南側のみの検出であり、大半は

調査区外にある。西側では 15 号溝跡に壁を一部切られている。

　正確な規模及び主軸方向は不明であるが、検出できた南壁は 4.35ｍ程を測り、平面プランは隅丸方形

ないし長方形を呈すると思われる。確認面からの深さは 0.6ｍと深く、床面はやや凹凸がみられた。覆

土は 14 層（6～19 層）確認された。下層に炭化物層が薄く堆積していた。レンズ状に堆積していたこ

とから自然堆積と思われる。

　ピットは 10 基検出された。P1･2 はその位置から主柱穴と思われる。P4 ～ 10 は壁際に位置すること

から出入口に関連するものであろうか。

　壁溝は検出できた範囲内を全周する。幅は 0.5ｍ、床面からの深さは 0.1ｍ前後を測る。

　炉跡や貯蔵穴は確認されなかった。

　出土遺物（第48･49図）は、弥生土器壺（1～4･8～44）、甕（5･45～64）、高坏（6･7･65）、磨石（66･67）がある。

比較的残存状態の良いものは床面直上及びピットから、破片は覆土から検出された。

　1～4･8～44は壺。1は口縁部から胴上部までの部位。口縁部は逆ハの字に開き、頸部はほぼ直立する。

胴部は中段に向かって大きく膨らむ。文様は胴部にのみみられ、全面にオオバコによる擬縄文が施文さ

れている。口縁部から頸部までは無文で内面も含めヘラミガキ、肩部以下の内面はヘラナデが施されて

いる。2 は肩部から底部までの部位。肩部と胴上部の境に段を持ち、胴部は球形を呈する。文様は肩部

から胴部中段まで 2 本一単位の櫛歯状工具による複数の直線文とＬＲ単節縄文が交互に施文されており、

段下に半円形の刺突列が巡る。胴下部外面と肩部内面はヘラミガキ、胴上部以下の内面はヘラナデ調整

である。3 は胴上部から下部までの部位。ややつまった球形を呈する。文様は無節Ｌ地に重四角文と一

部波状を呈する山形状の沈線が 4 ～ 5 条巡る。胴下部外面の調整はヘラミガキ、内面はヘラナデである。

4 は胴下部から底部までの部位。外面調整はヘラミガキ、内面はヘラナデである。

　8 は口縁部から頸部までの破片。端部も含め肥厚した口縁部にＬＲ単節縄文が施文され、下に四角形

状を呈する刺突列が巡る。以下は楕円形状の文様が垂下し、区画内にＬＲ単節縄文が充填されている。

縄文施文部は赤彩が施されている。内面調整は横位のヘラミガキである。9 ～ 11 は頸部から肩部までの

破片。9 は斜位のヘラミガキ調整による無文部下に四角形状を呈する刺突列が 2 列巡る。刺突列間はＬ

Ｒ単節縄文が施文されるが、一部上にはみ出ている。10 はＬＲ単節縄文が施文された突帯が巡る。下は

無文で横位のヘラミガキ調整である。11 は平行沈線下が無文で横･斜位のヘラミガキ調整である。内面

調整は 9 が斜位、10･11 が横･斜位のヘラナデである。11 は内面に輪積痕が残る。12 ～ 14 は肩部片。12

は鋸歯文下にＲＬ、13は2条の波状沈線間にＬＲ単節縄文が充填されている。12･13の無文部は12が横･斜位、

13 が縦･斜位のヘラミガキ調整である。14 はＬＲ単節縄文下が無文で横･斜位のヘラミガキ調整である。

12 ～ 14 の内面調整は 12･14 が横位、13 は上位が横位、下位が縦位のヘラナデである。15･16 は胴上部片。

　1･2･8 ～ 16 は壺。1･2 は底部。調整は外面がヘラミガキ、内面は 1 がヘラナデ、2 がハケメである。8

は頸部片。平行沈線が 4 条巡り、上下の沈線間にＲＬ単節縄文が充填されている。平行沈線上下は無文

で横位のヘラミガキ調整である。内面調整は横･斜位のヘラナデである。9･10は鋸歯文が描かれた肩部片。

9 は下にＬＲ単節縄文が充填されており、以下に平行沈線が巡る。10 は平行沈線の上下に描かれている。

9･10 の内面調整は 9 が横･斜位、10 が横位のヘラナデである。11 ～ 15 は平行沈線が巡る胴上部片。11

は上位が無文で横位のヘラミガキ調整、平行沈線下はＲＬ単節縄文が施文されている。12 は 6 条の平

行沈線上下にＲＬ単節縄文が施文されている。13 は複数の平行沈線間にＬＲ単節縄文が交互に充填さ

れている。14 は地文にＬＲ単節縄文が施文され、上位に平行沈線が複数巡る。15 は平行沈線間が一定

していない。無文部の調整は横位のヘラミガキである。11～15の内面調整は、11･14が横･斜位、12が斜位、

は縦位、52 は横位に描かれている。45 ～ 52 の内面調整は、45･50 が横･斜位、46 ～ 48･51･52 が横位、

49 は胴上部から中段までが横位、以下は斜位のヘラナデである。53 ～ 59 は縄文が施文された破片。53

～ 55 は口縁部から頸部までの破片。53 は端部も含め肥厚した口縁部、54 は肥厚した口縁部と無文部を

挟んだ頸部下位、55 は口縁端部のみにＬＲ単節縄文が施文されている。55 は口縁部が無文で横位のヘ

ラナデが施されており、頸部に平行沈線が巡る。56 ～ 59 は胴部中段から下部までの破片。56 ～ 58 は

ＬＲ単節縄文、59 のみ無節Ｒが施文されている。胴下部の無文部は 56･57 が横位、58･59 は横･斜位の

ヘラナデ調整である。60･61 は無文で口縁部から頸部までの破片。内外面は 60 が横･斜位、61 は横位の

ヘラナデ調整である。62 ～ 64 は弥生時代中期中頃池上式の破片。62 は肥厚した口縁部下から頸部まで

2 条の沈線が懸垂文状に垂下し、間にＬＲ単節縄文が充填されている。口縁部は磨耗が著しいため調整

･文様が不明であるが、以下の無文部は横･斜位のヘラミガキ調整である。63 は口縁端部に刻みを持ち、

以下は単位不明の櫛歯状工具による沈線が垂下する。64 も口縁端部に刻みを持ち、口縁部は無節Ｒ地

に平行沈線が複数巡る。内面調整は 62 が横･斜位、63･64 が横位のヘラナデである。

　6･7･65 は高坏。6 は口縁部から坏部までの部位。口縁部がほぼ平らに大きく開き、坏部は内湾する。

口縁端部には 3 個一対の突起が付く。摩耗が著しいため、調整や赤彩が施されているかは不明である。

7 は接合部から脚部までの部位。脚部の開きが小さく、ほぼ直立に近い。調整は外面及び坏部内面がヘ

ラミガキ、脚部内面はヘラナデである。脚部には孔が対角線上に 2 つ設けられている。65 は口縁部片。

端部に中央部が窪んだ突起が付き、2 個一対の突起状を呈する。内外面ともに横位のヘラミガキと赤彩

が施されている。

　66・67 は磨石。66 は一面、67 は二面使用しており、66 は敲打器を兼ねる。66 は完形、67 は半分欠く。

　本住居跡の時期は、弥生時代中期後半と思われる。

第 14 号住居跡（第 50 図）

　第 2 次調査での検出であり、53･54－153 グリッドに位置する。他の遺構との重複関係はみられず、南

側が調査区外にある。

　本住居跡はやや軸が異なるが、北西方向に拡張が行われていた。正確な規模及び主軸方向は不明であ

るが、長軸は拡張前が 4.7ｍ、拡張後が 5.7ｍ、短軸は 4.6ｍ程を測る。平面プランは拡張前が隅丸方形

ないし長方形、拡張後はややいびつな隅丸長方形を呈すると思われる。確認面からの深さは拡張前と後

で異なり、拡張前は 0.5ｍ、後が 0.35ｍ前後を測り、拡張前の方が深く掘り込まれていた。床面はいず

れもほぼ平坦であった。覆土は 9 層（1 ～ 9 層）確認された。このうち 9 層は拡張に伴う埋土である。

それ以外はレンズ状に堆積していたことから自然堆積と思われる。

　炉跡は床面ほぼ中央に位置すると思われる。南側立ち上がりが調査区外にあるが、径 0.55ｍ前後の楕

円形を呈すると思われる。床面からの深さは 0.06ｍと浅いが、北側は深さ 0.27ｍのピット状を呈していた。

覆土は 4 層（10 ～ 13 層）確認された。

　ピットは 5 基検出された。P1 ～ 3 はその位置から主柱穴と思われ、P4 も拡張に伴う柱穴であろうか。

　壁溝は拡張後の北東隅が切れるが、その他は全周する。幅は拡張前が 0.4ｍ前後、拡張後が 0.25ｍ前後

が主体となる。床面からの深さは拡張前が 0.05ｍ、拡張後が 0.07ｍ程である。

　貯蔵穴は確認されなかった。

　出土遺物（第51図）は、弥生土器壺（1･2･8～16）、甕（3～6･17～35）、高坏（7･36）、掻器（37）、磨石（38）、

砥石（39）がある。残存状態の良好なものはなく、破片が多い。すべて覆土からの検出であり、床面直

上の遺物に図示可能なものはみられない。

　59－141 グリッドでは南西から北東方向へ走るが、58－141 グリッドからは南東方向に走り、調査区

外に延びる。検出された長さは 6.89ｍ、幅は西側が 0.3ｍ前後、東側が 0.5 ～ 0.83ｍで幅広い。確認面か

らの深さは 0.2ｍ程であり、断面形は逆台形状を呈する。覆土は西側では粘土質の灰白色土（2 層）、東

側では 4 層（1 ～ 4 層）確認された。東側がレンズ状に堆積していたことから自然堆積と思われる。

　出土遺物（第 55 図）は、弥生土器壺（3－1･2）、甕（3－3）、鉢（3－4）がある。1 は肩部片。磨耗

が著しいため定かではないが、段上に鋸歯文が描かれ、下に波状沈線が 2 条巡る。2 は胴部中段の破片。

弧線文下が無文で横･斜位のハケメ調整である。1･2 の内面調整はともに横位のヘラナデである。3 は口

縁部から頸部までの破片。口縁端部にＬＲ単節縄文が施文され、以下は内面とともに横位のヘラナデ調

整である。4 は口縁部から体部までの破片。内外面ともに横位のヘラミガキと赤彩が施されている。口

縁部には 1 つのみ孔が設けられている。

　遺物は本溝跡に伴うものか不明である。よって、本溝跡の時期は重複する遺構との新旧関係から 7 号

土坑以前としか言えない。

第 4 号溝跡（第 52 図）

　第 1 次調査での検出であり、58･59－141･142 グリッドに位置する。北側で 3 号溝跡、南側で 5 号溝跡

に接続しており、同時期に存在していた可能性が高い。所々で時期不明のピットと重複するが、新旧関

係は不明である。

　南東から北西方向に蛇行しながら走る。検出された長さは 3.13ｍと短く、幅は北側が 0.15 ～ 0.27ｍ、

南側が 0.55ｍ前後を測り、北から南に幅広となる。確認面からの深さは 0.15ｍ前後であり、断面形は幅

狭の北側が船底状、幅広の南側が逆台形状を呈する。覆土は粘土質の灰白色土（2 層）のみであり、5･

6 号溝跡と同じであった。自然堆積か人為的な埋め戻しかは不明である。

　出土遺物（第 55 図）は、弥生土器壺（4－1･2）、甕（4－3）、高坏（4－4）がある。1･2 は壺の肩部片。

1 は磨耗が著しいため定かではないが、上位に無節ＬかＬＲ単節縄文が施文され、下に 2 条の平行沈線

と間に波状沈線が巡る。2 はＬＲ単節縄文地に平行沈線が複数巡り、一部の平行沈線間のみ波状沈線が

巡る。1･2 の内面調整は 1 が横位、2 が横･斜位のヘラナデである。3 は甕の頸部から胴上部までの破片。

頸部に単位不明の櫛歯状工具による簾状文が巡り、胴上部は同一工具で波状文が描かれている。内面調

整は横位のヘラナデである。4 は高坏の口縁部片。内側が肥厚する。内外面ともに横位のヘラミガキと

赤彩が施されている。

　遺物は本溝跡に伴うものか不明である。よって、本溝跡の時期は重複する遺構との新旧関係から 3･5

号溝跡と同じく 7 号土坑以前としか言えない。

第 5 号溝跡（第 52 図）

　第 1 次調査での検出であり、58･59－141･142 グリッドに位置する。西端では 3 号溝跡、中央付近では

4 号溝跡と接続しており、同時期に存在していた可能性が高い。東側では 7 号土坑に切られている。ま

た西側調査区外では北側を走る 2 号溝跡と重複すると思われるが、新旧関係等は不明である。

　58･59 グリッド境付近ではほぼ東西方向に走るが、以西は北西方向に走り、調査区外に延びる。検出

された長さは 6.05ｍ、幅は 0.75ｍ前後が主体となる。確認面からの深さは 0.1ｍ前後であり、断面形は

逆台形状を呈する。覆土は粘土質の灰白色土（2 層）のみであり、4･6 号溝跡と同じであった。自然堆

無文で横位のヘラナデ調整である。27 ～ 29 は口縁部が無文で横位のヘラナデが施されており、頸部に

27 は波状沈線、28 は単位不明の波状文、29 はＬＲ単節縄文が施文されている。30 は頸部片。全面に無

節Ｌが施文されている。24～30の内面調整はすべて横位のヘラナデである。31･32は口縁部が無文の破片。

調整は 31 が内外面ともに横･斜位、32 は口縁部上位の外面と内面が横位、口縁部下位以下が横･斜位の

ヘラナデである。頸部は 31 が平行沈線、32 が単位不明の櫛歯状工具による簾状文ないし直線文が巡る。

33 ～ 35 は無文の胴上部から下部までの破片であり、同一個体。外面調整はすべて横･斜位のハケメで

あるが、内面は 33･34 が横･斜位のヘラナデ、35 は斜位のハケメである。

　7･36 は高坏。7 は接合部から脚部までの部位。器高が高く、脚部はハの字に開く。外面及び坏部内面

はヘラミガキ、脚部内面はハケメ調整である。外面は赤彩が施されている。36 は口縁部片。内外面と

もに横位のヘラミガキと赤彩が施されている。

　37は掻器と思われる石器、38は磨石、39は砥石である。38は敲打器を兼ねる。39は二面使用している。

37･38 は完形、39 は半分を欠く。

　本住居跡の時期は、弥生時代中期後半と思われる。

２  溝　跡
第 1 号溝跡（第 52 図）

　第 1 次調査での検出であり、58･59－140 グリッドに位置する。東側で 1 号住居跡と重複し、1 号住居

跡の覆土断面に本溝跡の痕跡が認められなかったことから本溝跡が切られているとも思われたが、新旧

関係については不明と言わざるを得ない。

　東西方向にやや蛇行して走る。西端以降は調査区外に延びる。検出された長さは 3.28ｍ、幅は 0.3ｍ

前後を測る。確認面からの深さは 0.15ｍ程であり、断面形は船底状を呈する。覆土は 2 層（3･4 層）確

認された。レンズ状に堆積していたことから自然堆積と思われる。

　遺物は無く、本溝跡の時期は不明と言わざるを得ない。

第 2 号溝跡（第 52 図）

　第 1 次調査での検出であり、59－140･141 グリッドに位置する。調査区外で北側を走る 1 号溝跡、南

側で 5 号溝跡と重複すると思われるが、新旧関係等は不明である。

　南北方向に弧を描きながら走り、両端以降は調査区外に延びる。検出された長さは 5.14ｍ、幅は 0.25

ｍ前後を測る。確認面からの深さは0.12ｍ程であり、断面形は船底状を呈する。覆土は青灰色土（1層）

のみである。自然堆積か人為的な埋め戻しかは不明である。

　出土遺物は、弥生土器甕（第 55 図 2－1）のみである。1 は口縁部から頸部までの破片。内外面とも

に横位のヘラナデ調整であり、口縁部に波状沈線が巡る。

　遺物は本溝跡に伴うものか不明である。よって、本溝跡の時期は不明と言わざるを得ない。

第 3 号溝跡（第 52 図）

　第 1 次調査での検出であり、58･59－141 グリッドに位置する。58･59 グリッド境で立ち上がりの一部

を 1 号火葬跡、東端では 7 号土坑に切られている。また所々で時期不明のピット、西側では 4･5 号溝跡

と重複するが、新旧関係は不明である。ただし、4･5 号溝跡とは同時期に存在していた可能性が高い。

13･15 が横位のヘラナデである。16 も平行沈線が複数巡る胴上部片であるが、沈線の幅が太い。内面調

整は横･斜位のヘラナデである。弥生時代中期中頃池上式に相当し、流れ込みと思われる。

　3 ～6･17 ～ 35 は甕。3 ～ 6 は胴下部から底部までの部位。3 は胴下部上位に櫛歯ないしハケメで羽状

文が描かれている。下位の調整はヘラミガキ、内面はヘラナデである。4 は外面がヘラミガキ、内面は

ヘラナデ調整である。甕としたが、壺の可能性もある。5･6 は内外面ともにヘラナデ調整である。17 ～

19 は櫛歯状工具で文様が施文された破片。櫛歯の単位は 4 ～ 5 本が多い。17 ～ 20 は胴部に羽状文が描

かれた破片。17～19 は縦位、20 のみ横位に描かれている。17･18 は頸部に同一工具による簾状文が巡る。

17 ～ 20 の内面調整は 17 が斜位のハケメ、18･20 が横位、19 が斜位のヘラナデである。21 ～ 23 は胴部

に斜格子文が描かれた破片。22 は粗雑に描かれている。21 ～ 23 の内面調整は 21･23 が横位、22 が横･

斜位のヘラナデである。24 ～ 30 は縄文が施文された破片。24 ～ 29 は口縁部から頸部までの破片。26

のみ受け口状を呈する。縄文は 24･25 が肥厚した口縁部以下、26 は端部も含む口縁部、27 ～ 29 は口縁

端部のみ施文されている。24･25･28･29 はＬＲ、26 はＲＬ単節縄文、27 は無節Ｌである。26 は頸部が

159のみ口縁部、その他は胴部に巡る。155･156･158は頸部に同一工具による簾状文、159は直線文が巡る。

155･156 は口縁端部にＬＲ単節縄文が施文され、158 は刻みを持つ。158 は簾状文と波状文の境にボタ

ン状貼付文が付き、下に同一工具による直線文が垂下する。155～159の口縁部はすべて横位のヘラナデ、

162･163の波状文下は、162が横位、163が斜位のヘラナデ調整である。158は胴上部内面に輪積痕が残る。

155～163の内面調整は、156･158･159･160･163が横位、155が横･斜位、161･162が斜位、157は口縁部が横位、

頸部以下が斜位のヘラナデである。164 ～ 167 は胴部にコの字重ね文が描かれた破片。164･165 はボタ

ン状貼付文が付き、164 は口縁部が無文で横位のヘラナデ調整である。165 は口縁部に波状沈線が巡り、

頸部は無文で横位のヘラナデ調整である。166 は波状沈線も垂下し、所々に斜位のハケメ調整が残る。

167 は胴下部が無文で横位のヘラナデ調整である。164 ～ 167 の内面調整は、164 ～ 166 が横位、167 が
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横･斜位のヘラナデである。166 は内面に輪積痕が残る。168 ～ 196 は縄文が施文された破片。168 ～

186 は口縁部から胴上部までの破片。170･172 ～ 175･178･179 は端部を含む口縁部、181 は端部を含む

口縁部以下、182 ～ 184 は口縁端部のみ、185 は口縁部、186 は口縁部以下に縄文が施文されている。

168･169･171 ～ 179･181 ～ 186 はＬＲ、170 はＲＬ単節縄文、180 は分かりづらいが、無節Ｒである。

168～175 は口縁部が受け口状を呈し、176～181 は肥厚している。168～172 は縄文地に波状沈線が巡り、

172 は 2 条巡る。179 は縄文下に半円形の刺突列が巡る。168 ～ 180 は縄文以下が無文で、すべて横位の

ヘラナデ調整である。168･169･173 は頸部に櫛歯状工具による簾状文が巡り、169･173 は胴部に羽状文

が描かれている。181 は口縁端部に刻みを持つ。182･183 は口縁部から頸部まで無文で横位のヘラナデ

調整である。頸部と胴上部の境に平行沈線が巡り、以下ＬＲ単節縄文が施文されている。185 は頸部が

無文で斜位のヘラナデ調整である。187 ～ 189 は頸部から胴部中段まで、190 ～ 195 は胴部中段、196 は

胴下部の破片である。すべてＬＲ単節縄文が施文されている。187 は頸部に簾状文が巡る。168 ～ 196

の内面調整は、181･196 が斜位、187･188･190･192･194 が横･斜位、その他は横位のヘラナデであり、

178のみ横位のハケメである。197･198は口縁部から頸部までの破片。口縁端部に指頭圧痕が施されており、

以下は無文である。197 は外面が横位のハケメ、内面は横位のヘラナデ調整である。198 は内外面とも

に横位のヘラナデ調整である。199 は内外面ハケメ調整の胴下部片。

　67 は甑の底部。内外面ともにヘラナデ調整である。

　68 ～ 74･200･201 は高坏。内外面ともにヘラミガキ調整が主体となり、68･69･71･72･200･201 は赤彩

が施されている。68～70は口縁部から坏部までの部位。68は口縁部が大きく外に開き、坏部は内湾する。

口縁端部に 2 個一対の突起が付く。口縁部外面はヘラミガキ前のハケメが残る箇所がみられた。69 は

口縁部がほぼ直立し、坏部はやや内湾する。70 は口縁部がやや外反する。71 ～ 72 は接合部、73･74 は

接合部から脚部までの部位。脚部はいずれも短く、内面調整はヘラナデである。200･201 は口縁部から

坏部までの破片。200 は口縁部外面と内面が横位、坏部外面が斜位、201 は内外面ともに横位のヘラミ

ガキ調整である。201 は口縁端部に突起が付く。

　202 は打製石斧。中段付近のみの検出であり、基部と刃部を欠く。その形態からおそらく短冊状を呈

すると思われる。203～205は大きさが異なるが、すべて磨石。203･204は一面、205は二面使用している。

　本住居跡の時期は、弥生時代中期後半と思われる。

第 10 号住居跡（第 36 図）

　第 2 次調査での検出であり、58－150･151 グリッドに位置する。西壁付近のみの検出であり、大半は

調査区外にある。南西部では 8 号溝跡に切られている。

　正確な規模及び主軸方向は不明であるが、検出できた西壁は 4.7ｍ程を測り、平面プランはややいび

つな隅丸方形ないし長方形を呈すると思われる。確認面からの深さは 0.6ｍ前後を測り、床面はほぼ平

坦であった。覆土は 6 層（1 ～ 6 層）確認された。中央からやや北側の中層では炭化物層が確認された。

レンズ状に堆積していたことから自然堆積と思われる。

　炉跡やピット、壁溝は確認されなかった。

　出土遺物（第37･38図）は、弥生土器壺（1～6･9～11･14～20）、甕（7･8･12･21～49）、高坏（13）、鉢（50）、

敲打器（51）がある。床面直上の遺物は中央付近に集中し、残存状態の比較的良好なものが検出された。

破片は覆土からの出土が多い。

　1 ～ 6･9～･11･14 ～ 20 は壺。1 ～ 3 は口縁部から頸部までの部位。口縁部はいずれも肥厚しており、

逆ハの字に開く。1 は頸部が長い。文様は頸部中段より下が無文である以外、密に施文されている。LR

単節縄文が施文された口縁部下から頸部無文部上まで半円形の刺突列が 3 列巡り、上の刺突列間は間隔

が狭く、平行沈線が 3 条巡る。下の刺突列間は間隔が広く、上下にＬＲ単節縄文、間に 2 本一単位の櫛

歯状工具による波状文が 2 条巡る。無文部下は段が設けられており、半円形の刺突列が 2 条巡る。刺突

列間はＬＲ単節縄文、下は平行沈線が施文されている。外面無文部はヘラミガキ、内面は口縁部から頸

部中段まで磨耗が著しいため図示不可能であるが、下位はヘラナデ調整である。2 は端部も含め口縁部

にＬＲ単節縄文、下に平行沈線が巡る。以下は頸部上位まで無文で縦位のハケメ調整が主体となるが、

一部にヘラミガキが施されている。頸部下位は波状沈線が 2 条巡り、間にＬＲ単節縄文が充填されるが、

下は一部はみ出ている。内面調整は口縁部がヘラミガキ、以下はハケメとヘラナデである。3 は口縁部

に赤彩の施されたＲＬ単節縄文が施文され、以下は無文で内面とともにヘラミガキ調整である。4 は肩

部から胴上部までの部位。文様は胴上部に波状沈線が 2 条巡り、間にＬＲ単節縄文が充填されている。

外面無文部はヘラミガキ、内面はヘラナデ調整である。内面に輪積痕がみられた。5 は胴上部から下部

までの部位。残存状態が良くないが、フラスコ文と弧線文が描かれていると思われる。文様間はＲＬ単

節縄文が充填されている。文様下はヘラミガキ、内面は図示できなかったが、横･斜位のヘラナデ調整で

ある。6 は頸部から底部までの部位。頸部がほぼ直立し、胴部は膨らむ。底径が大きく、徳利状を呈する。

全面無文で外面調整はヘラミガキ、内面はハケメとヘラナデである。9～11は底部。外面調整はヘラミガキ、

胴上部片。14 はフラスコ文内外にＲＬ単節縄文が充填されている。15 は重四角文上に半円形の刺突列

が巡り、刺突列上は無節Ｌが施文されている。内面調整は 14 が横･斜位、15 が横位のヘラナデである。

16･17 は弧線文が描かれた胴部中段から下部までの破片。16 は沈線間にＬＲ単節縄文が充填されている。

無文部の調整は縦・斜位のヘラミガキ、内面は横･斜位のヘラナデである。17 は弧線文下が無文で内面

とともに斜位のハケメ調整である。18 は弥生時代中期中頃池上式の胴上部片。重四角文内に半円形の

内面はヘラナデである。9 は底径が大きい。壺としたが、甕の可能性もある。

　14 は大きく外反する口縁部片。無文で内外面ともに横位のヘラミガキと赤彩が施されている。新しい

様相を呈するものであり、流れ込みの可能性もある。15 ～ 17 は平行沈線と波状沈線が巡る破片。15 は

ＬＲ単節縄文地に平行沈線が複数巡る。16 は太い沈線で上に波状、下に平行沈線が複数巡る。無文部の

調整は横･斜位のヘラミガキである。17 は分かりづらいが、複数の波状沈線下にＬＲ単節縄文が施文さ

れている。18･19 はフラスコ文が描かれた破片。18 はフラスコ文内外にＲＬ単節縄文が充填されている。

19 は無節Ｌ地に細い沈線で描かれている。15 ～ 19 の内面調整は、15･16･19 が横･斜位、17･18 が横位の

ヘラナデである。20 は弥生時代中期中頃池上式の胴上部片。重四角文内に斜位の沈線と半円形の刺突列

が施文されている。内面調整は横位のヘラナデである。流れ込み。

　7･8･12･21 ～ 49 は甕。7 は口縁部から頸部までの部位。口縁部は受け口状を呈する。端部も含め口縁

部はＬＲ単節縄文が施文され、頸部は無文で口縁部内面とともにヘラナデが施されている。頸部内面は

ハケメ調整である。8 は口縁部から胴部中段までの部位。口縁部がやや外反し、頸部から胴部中段にか

けてやや膨らむ。口径と胴部中段の径は変わらないが、最大径は前者に持つ。文様は櫛歯状工具で頸部

と胴部に描かれている。頸部は 4 本一単位の波状文が 2 条巡り、胴部は 5 本一単位で縦位の羽状文が描

かれている。内外面の調整はともにヘラナデである。12 は胴下部から底部までの部位。内外面ともにヘ

ラナデ調整であるが、内面はハケメも一部みられた。

　21 ～ 37 は櫛歯状工具で文様が施文された破片。櫛歯の単位は 5 本前後が多い。21 は口縁部から胴上

部までの破片。受け口状を呈する口縁部に波状沈線が巡り、頸部は簾状文が巡る。外面無文部及び内面

の調整は、横位のヘラナデである。22 ～ 31 は羽状文が描かれた破片。22 ～ 26 は縦位、27 ～ 31 は横位

に描かれている。22･23･28は頸部に同一工具による簾状文、27･29は直線文が巡るが、29は弧状を呈する。

22･29 は口縁部が無文で 22 が横位、29 が斜位のヘラナデ調整である。28･29 は胴部に横位のハケメ調整

が残る。22 ～ 31 の内面調整は、23･28･31 が横･斜位、24･25 が斜位、その他は横位のヘラナデである。

32 ～37 は波状文が描かれた破片。32 ～34 は頸部、35 ～37 は胴部に巡り、後者は複数巡る。32 ～ 34 は

口縁端部にＬＲ単節縄文が施文され、口縁部は無文で 32 が横･斜位のハケメ、33･34 が横位のヘラナデ

調整である。35 はやや間隔を空けて巡る。36･37 は波状文以下が無文で 36 が横･斜位、37 が斜位のヘラ

ナデ調整である。32 ～ 37 の内面調整は、33･34･36･37 が横位、35･38 が斜位のヘラナデ、32 が横･斜位

のハケメである。38･39 は胴部にコの字重ね文が描かれた破片。39 は地文にＬＲ単節縄文が施文されて

いる。内面調整はともに横位のヘラナデである。40 ～ 47 はＬＲ単節縄文が施文された破片。40･41 は受

け口状を呈する口縁部から頸部までの破片。縄文は 40 が口縁部、41 は口縁端部のみに施文されており、

40 は波状沈線が巡る。無文部は 40･41 ともに横位のヘラナデ調整である。42 は口縁部から胴上部まで

の破片。短い口縁部下に太い波状沈線が巡り、下にＬＲ単節縄文が施文されている。43 は頸部から胴

上部まで、44･45は胴上部、46･47は胴部中段の破片。40～47の内面調整は、40･41･43～45が横位、46は斜位、

47 は横･斜位のヘラナデであるが、47 はハケメも一部みられた。42 は口縁部から頸部までが横位のヘ

ラナデ、以下は横位のハケメである。48 は無文の口縁部から胴上部までの破片。内外面ともにヘラナ

デ調整であり、口縁部外面及び内面は横位、頸部以下は斜位に施されている。49 は弥生時代中期中頃

の池上式に相当する口縁部片。端部に刻みを持ち、口縁部に 2 本一単位の櫛歯状工具による波状文が複

数巡る。内面調整は横位のヘラナデである。流れ込み。

　13 は高坏の接合部。外面及び坏部内面はヘラミガキ、脚部内面はヘラナデ調整である。

　50 は鉢の口縁部片。孔が設けられている。内外面ともに横位のヘラナデ調整である。調整等から鉢

としたが、無頸壺の可能性もある。

　51 は敲打器。片端のみ使用している。完形。

　本住居跡の時期は、弥生時代中期後半から末にかけての段階と思われる。

第 11 号住居跡（第 39 図）

　第 2 次調査での検出であり、56･57－153 グリッドに位置する。南西隅で 19 号土坑に切られている。

北側では南北に走る 13 号溝跡と重複し、本住居跡の覆土断面に痕跡が認められなかったことから、本

住居跡が新しいとも思われたが、新旧関係については不明と言わざるを得ない。北東隅では時期不明の

ピットと重複するが、新旧関係は不明である。南西隅付近は調査区外にある。

　長軸 4.76ｍ、短軸 4.16ｍを測り、平面プランは隅丸長方形を呈する。主軸方向はＮ－22°－Ｗを指す。

確認面からの深さは 0.3ｍ前後を測り、床面はほぼ平坦であった。覆土は 7 層（1 ～ 7 層）確認された。

レンズ状に堆積していたことから自然堆積と思われる。

　炉跡は床面中央からやや北寄りに位置する。長軸 0.51ｍ、短軸 0.33ｍの楕円形を呈し、床面からの深

さは 0.07ｍと浅い。覆土は 3 層（8 ～ 10 層）確認された。南側に被熱した川原石が据えられていた。

　ピットは 5 基検出された。P1 ～ 4 は主柱穴、P5 は出入口に関連するものと思われる。覆土は図示し

なかったが、いずれも柱痕跡は認められなかった。

　壁溝は P5 前のみ切れるが、その他は全周する。幅は 0.25ｍ、床面からの深さは 0.05ｍ前後を測る。

　貯蔵穴は南西隅に位置する。長軸 0.41ｍ、短軸 0.3ｍの楕円形を呈し、床面からの深さは 0.29ｍを測る。

覆土は図示できなかったが、炭化物を少量含んでいた。

　出土遺物（第40図）は、弥生土器壺（1･2･7～18）、甕（3･19～32）、甑（4）、高坏（5）、鉢（6）、砥石（33）がある。

覆土からの出土が多く、床面直上の遺物は北壁中央付近に限られる。残存状態の良いものはなく、破片

が多い。

　1･2･7 ～ 18 は壺。1･2 は底部。外面調整はヘラミガキ、内面はヘラナデである。1 は底面に木葉痕が

みられた。壺としたが、甕の可能性もある。7･8 は突帯が巡る頸部から肩部までの破片。7 は低い突帯

が 2 条巡り、突帯上に刻みを持つ。突帯下は鋸歯文と思われる文様が描かれている。8 は突帯上下に半

円形の刺突列が巡る。内面調整はともに横位のヘラナデである。9 ～13 は平行沈線や波状沈線が巡る肩

部から胴上部までの破片。9 は無節Ｌ下に平行沈線が複数巡る。10 は半円形の刺突列下に波状沈線が複

数巡る。11 はＬＲ単節縄文地に平行沈線が複数巡り、中段の沈線間に波状沈線が巡る。12 は平行沈線

間に波状沈線とＬＲ単節縄文が施文されている。13 は無文部下に波状沈線が巡り、下にＬＲ単節縄文

が施文されている。無文部は横･斜位のヘラミガキ調整である。9 ～ 13 の内面調整は、9 ～ 11 が横位、

13 が横･斜位のヘラナデ、12 が横・斜位のハケメである。14 はフラスコ文、15 は重四角文が描かれた

刺突列が充填されている。内面調整は横位のヘラナデである。流れ込み。

　3･19 ～ 32 は甕。3 は底部。内外面ともにヘラナデ調整である。19 ～21 は櫛歯状工具で文様が描かれ

た破片。櫛歯の単位は4～5本である。19は頸部に簾状文が巡る。20･21は胴部に羽状文の描かれており、

20は縦位、21は横位に描かれている。21は横位のハケメ調整が残る。19～21の内面調整は19･20が横位、

21 が斜位のヘラナデである。22 ～ 24 は胴部にコの字重ね文が描かれた破片。23 は地文にＬＲ単節縄

̶ 71 ̶

文が施文され、波状沈線も垂下する。24 は沈線が細い。内面調整は 22･23 が斜位、24 が横位のヘラナ

デである。25 ～ 27 は縄文が施文された破片。25 は口縁部にＲＬ単節縄文が施文され、頸部は無文で横

位のヘラナデ調整である。26･27 はともにＬＲ単節縄文が施文されている。内面調整はすべて横位のヘ

ラナデである。28 ～ 32 は口縁部から胴上部までの破片であり、28 は無文、29 は口縁端部に刻み、30

～ 32 は口縁端部に指頭圧痕が施されている。30 ～ 32 は宮ノ台式。28 は内外面ともに横位のヘラナデ

調整である。29 ～ 32 は口縁端部以外無文である。無文部の調整は、29 の口縁部が横位、頸部が斜位の

ヘラナデ、30 は口縁部が横位のヘラナデ、頸部から胴上部までが縦位、その下は横･斜位のハケメ、31

･32 は斜位のハケメである。29 ～ 32 の内面調整は 29 が横位、30･31 が横･斜位のヘラナデ、32 が斜位

のハケメである。

　4 は小型の甑。胴下部から底部までの部位。底部の器壁が厚い。外面調整はヘラナデ、内面はヘラナ

デとハケメである。

　5 は高坏の接合部。磨耗が著しく、調整は図示できなかった。脚部内面以外は赤彩が施されている。

　6 は鉢。口縁部の開きが小さく、体部が内湾する。内外面ともにヘラミガキと赤彩が施されている。

口縁部は 2 個一対の孔が対角線上に 2 つ設けられている。

　33 は大型の砥石。一面のみ使用しており、平滑である。片岩製。完形か。

　本住居跡の時期は、弥生時代中期後半と思われる。

第 12 号住居跡（第 41･42 図）

　第 2 次調査での検出であり、55･56－152･153 グリッドに位置する。北壁中央付近で時期不明のピッ

トと重複するが、新旧関係は不明である。南東隅付近は調査区外にある。

　南北は不明であるが、東西は 5.71ｍを測り、平面プランは隅丸方形を呈すると思われる。主軸方向は

Ｎ－24°－Ｅを指す。確認面からの深さは 0.45ｍ前後を測り、床面はほぼ平坦であった。覆土は 10 層

（1 ～ 10 層）確認された。床面中央付近では最下に炭化物層が確認された。レンズ状に堆積していたこ

とから自然堆積と思われる。

　炉跡は床面中央からやや北寄りに位置する。径 0.45ｍ前後の円形を呈し、床面からの深さは 0.09ｍを

測る。覆土は 3 層（19 ～ 21 層）確認され、焼土や炭化物を含んでいた。

　ピットは6基検出された。P1～4はその位置から主柱穴と思われる。覆土はすべて図示できなかったが、

いずれからも柱痕跡は認められなかった。

　壁溝は全周する。幅は 0.4ｍ前後が主体となり、床面からの深さは 0.05 ～ 0.17ｍと幅がみられた。

　貯蔵穴は南西隅に位置する。南側が調査区外にあるため正確な数値は不明であるが、径 0.8ｍ前後の

不整円形を呈すると思われる。床面からの深さは 0.37ｍを測る。覆土は 4 層（15 ～ 18 層）確認された。

　出土遺物（第43～46図）は、弥生土器壺（1～5･9～15･28～63）、甕（6～8･16～22･64～115）、高坏（23～25）、

鉢（26･27･116･117）、打製石斧（118 ～ 121）、磨製石斧（122）、磨石（123）がある。覆土からの出土が多く、

床面直上の遺物は P1 上、東壁中央手前に限られ、残存状態の良好なものが検出された。

　1 ～ 5･9 ～ 15･28 ～ 63 は壺。1 は口縁部から頸部までの部位。口縁部はやや受け口状を呈する。文様

は口縁部にＲＬ単節縄文と山形状の沈線が施文され、頸部は無文であるが、一部に楕円形状を呈する突

起が付く。頸部無文部及び内面の調整はヘラミガキである。2 は頸部から胴上部までの部位。頸部はほ

ぼ直立し、胴上部が膨らむ。文様は頸部にのみみられ、2 条の平行沈線間にＬＲ単節縄文が施文され、

下位の平行沈線を挟んで 2 本一単位の櫛歯状工具による波状文が巡る。外面無文部の調整はヘラミガキ、

内面はヘラナデである。3･4 は口縁部から頸部までの部位。無文で内外面ともにヘラミガキ調整が主体

となる。3 は口縁部がやや受け口状を呈し、頸部はすぼまる。頸部内面下位はヘラナデ調整である。4

は口縁部が外反し、頸部はほぼ直立する。5 は口縁部から頸部を欠くが、比較的残存状態が良好である。

肩部から緩やかに下り、つまった胴部の中段が大きく膨らむ。文様は肩部から胴部中段まで 5 本一単位

の櫛歯状工具による直線文が複数垂下し、両脇に小さい円形刺突列が伴う。胴部中段は同一工具による

直線文が横位に複数巡り、上に円形刺突列が伴う。外面無文部の調整はヘラミガキ、内面はヘラナデで

ある。9 ～ 15 は底部。外面調整はヘラミガキ、内面はヘラナデが主体となるが、13 のみ内外面ともに

ヘラミガキである。9 は底面に木葉痕がみられた。壺としたが、甕の可能性もある。

　28 は鋸歯文が描かれた肩部片。分かりづらいが、鋸歯文下にＲＬ単節縄文が充填されている。鋸歯

文上の無文部は横･斜位のヘラミガキ調整である。内面調整は横位のヘラナデである。29 ～ 39 は肩部

から胴上部までの破片。29 ～ 35 は平行沈線及び波状沈線、36 ～ 39 は櫛歯状工具で直線文及び波状文

が描かれている。29 は 2 条の平行沈線下が無文であるが、磨耗が著しく調整不明である。30･31 は平行

沈線の上下にＲＬ単節縄文が施文されている。32 は肩部と胴上部の境に段を持ち、段上は波状沈線と

赤彩の施されたＬＲ単節縄文が施文され、下は半円形の刺突列と複数の平行沈線が巡る。波状沈線上は

無文で縦位のヘラミガキ調整である。33 は無文部下に平行沈線と波状沈線が交互に巡る。無文部は斜

位のヘラミガキと赤彩が施されている。34 は波状沈線上に櫛歯状工具で羽状文様が描かれている。下

は無文で斜位のヘラミガキ調整である。35 は地文にＬＲ単節縄文が施文されており、波状沈線と平行

沈線が巡る。平行沈線下は斜位の沈線が等間隔に描かれている。36 は分かりづらいが、平行沈線下に

波状沈線が巡る。以下は無文で縦位のヘラミガキ調整である。37 は単位不明の直線文と波状文が巡る。

38 は横･斜位のヘラミガキが施された無文部下に 6 本一単位の櫛歯状工具による直線文が巡る。39 は無

文部間に 5 本一単位の櫛歯状工具による直線文と簾状文が巡る。無文部の調整は横･斜位のヘラミガキ

である。29 ～ 39 の内面調整は、29･30･33･34･36 ～ 38 が横位、31･32･39 は横･斜位のヘラナデ、35 は

横･斜位のハケメである。40 ～ 43 は胴部にフラスコ文が描かれた破片。フラスコ文内外に 41･42 はＲＬ、

43 はＬＲ単節縄文が充填されている。42 は上に段を持ち、段上にＲＬ単節縄文、下に半円形の刺突列

が巡る。43 は下に弧線文が描かれている。40 ～ 43 の内面調整は 40･42･43 が斜位、41 が横･斜位のヘラ

ナデである。44 は弧線文が描かれた胴部中段から下部までの破片。弧線文上はフラスコ文が描かれて

いると思われる。下は無文で横･斜位のヘラミガキ、内面は横位のヘラナデ調整である。45 ～ 49 は重

四角文が描かれた破片。45 は分かりづらいが、頸部に鋸歯文が描かれている。46 は上にＬＲ単節縄文

が施文されている。48 は 2 本一単位の櫛歯状工具で描かれている。45 ～ 49 の内面調整は、45 の頸部が

横位のヘラナデ、肩部は斜位のハケメ、その他は横位のヘラナデである。50は渦巻文が描かれた胴上部片。

沈線間に赤彩の施されたＬＲ単節縄文が充填されている。外面無文部の調整は横･斜位のヘラミガキ、

内面は横･斜位のヘラナデである。51 ～ 55 は平行沈線下に弧線状を呈する文様が描かれた胴上部片。

51 の外面調整は横･斜位のヘラミガキである。52 ～ 54 は沈線が太い。地文にＬＲ単節縄文が施文され

ているが、まばらである。52･53 は同一個体。52 は弧線状の文様下に V 字状の短沈線が描かれている。

54 は平行沈線上が無文で横位のヘラミガキ調整である。55 は平行沈線と斜位の沈線間にのみＬＲ単節

縄文が充塡されている。無文部の調整は横位のヘラミガキである。51 ～ 55 の内面調整は、すべて横位

のヘラナデである。56･57 は縄文の施文された胴上部片。56 は無文部下にＬＲ及びＲＬ単節縄文で羽状

文が施文されている。無文部の調整は横･斜位のヘラミガキである。57はＬＲ単節縄文が施文されている。

内面調整は 56 が横･斜位、57 が横位のヘラナデである。58 は逆 T 字状、59 は十字状を呈する懸垂文が

描かれた胴上部片。区画内に 58 はＲＬ単節縄文、59 は櫛歯状工具による直線文が充填されている。内

面調整は 58 が横位、59 が横･斜位のヘラナデである。58 は内面に輪積痕が残る。60 は複数の沈線が垂

下する胴上部片。1 条のみ波状沈線も垂下する。内面調整は横･斜位のヘラナデである。61 ～ 63 は弥生

時代中期中頃池上式の破片。61 は複数の平行沈線間に半円形の刺突列が巡る。62･63 は重四角文内に半

円形の刺突列が充填されている。内面調整はすべて横位のヘラナデである。流れ込み。

　6 ～ 8･16 ～ 22･64 ～ 115 は甕。6 は口縁部から頸部までの部位。口縁部は受け口状を呈し、頸部はほ

ぼ直立する。文様は端部を含む口縁部にのみ施文されており、口縁端部がＬＲ単節縄文、口縁部はＲＬ

及びＬＲ単節縄文で羽状文が施文されている。頸部は無文で内外面とともにヘラナデ調整である。7･8

は残存状態が良好である。7 は口縁部がやや受け口状を呈し、頸部から胴上部までが膨らみ、以下底部

まで直線的に下る。最大径は胴上部に持つ。文様は口縁部に5本一単位の櫛歯状工具による波状文が巡り、

頸部は 8 本一単位の簾状文、胴部は頸部と同一の工具で縦位の羽状文が描かれている。外面調整はヘラ

ナデ、内面は口縁部から胴上部までがヘラミガキ、以下はヘラナデである。8 は口縁部から胴下部まで

の部位。口縁部が受け口状を呈し、頸部はすぼまる。胴部は膨らみ、球形を呈する。最大径を胴部中段

に持つ。文様は端部も含め口縁部にＬＲ単節縄文が施文され、山形状の沈線が 2 条巡る。胴部はコの字

重ね文が描かれており、間に波状沈線が垂下する。内外面の調整はともにヘラナデである。16 ～ 22 は

胴下部から底部までの部位。16 ～ 19 は外面調整がヘラミガキ、内面はヘラナデが主体となるが、18 の

みヘラミガキである。甕としたが、壺の可能性もある。17 は外面に輪積痕が残る。20 ～ 22 は内外面と

もにヘラナデ調整である。

　64 ～81 は櫛歯状工具で文様が描かれた破片。櫛歯の単位は 5 本前後が多い。64 ～67 は頸部に簾状文

ないし直線文が巡る。65 ～ 67 は口縁端部にＬＲ単節縄文が施文されている。口縁部はすべて無文で 64

･66は横位のヘラナデ、65･67は横位のハケメ調整である。68～71は胴部に縦位の羽状文が描かれた破片。

68 は頸部に同一工具による簾状文、69 はやや弧状を呈する直線文が巡る。72 ～ 76 は胴部に横位の羽状

文が描かれた破片。72･73 は頸部に同一工具による簾状文が巡る。76 は斜位のハケメ調整が残る。77

～ 81 は胴部に波状文が複数描かれた破片。77 は頸部に同一工具による簾状文が巡る。口縁部は無文で

横位のヘラナデ調整である。78 は同一工具による直線文が垂下する。64 ～ 81 の内面調整は、64 ～ 66･

71･72･75･78･79が横位、70･73･77･80が斜位、74･81が横･斜位のヘラナデ、67は横位、76は斜位のハケメ、

68 は頸部が横位、胴上部が斜位のハケメ、69 は頸部が横位、胴上部が斜位のヘラナデである。82 ～ 86

は胴部にコの字重ね文が描かれた破片。82･83 はボタン状貼付文が付く。85 は波状沈線も垂下する。86

は胴下部が無文で縦･斜位のヘラナデ調整である。内面調整はすべて横位のヘラナデであるが、84･86

は斜位のハケメも一部みられた。87 ～ 111 は縄文が施文された破片。87 ～ 99 は口縁部から胴上部まで

の破片。87･88 は受け口状を呈する。端部も含め口縁部に 87 はＬＲ、88 はＲＬ単節縄文が施文され、

87 は口縁部に波状沈線が 2 条巡る。ともに頸部は無文で横位のヘラナデ調整である。87 は胴上部に平

行沈線が巡り、下にＬＲ単節縄文が施文されている。89 ～ 92 は肥厚した口縁部に 89 はＲＬ、90 ～ 92

はＬＲ単節縄文が施文されている。89･90･92 は頸部が無文で横位のヘラナデが施されているが、91 は

櫛歯状工具による短い直線文が斜位に描かれている。93･94 は口縁端部と頸部以下にＬＲ単節縄文が施

文されている。口縁部はともに無文で横位のヘラナデ調整である。95 ～ 99 は全面に縄文が施文されて

いる。95･96はＬＲ、97はＲＬ単節縄文、98は無節Ｒ、99は無節Ｌである。98は口縁端部に刻みが施され、

99 はボタン状貼付文が付く。100 ～ 108 は胴部中段の破片。100 ～ 105 はＬＲ、106 はＲＬ単節縄文、

15 は全面にＬＲ単節縄文が施文されている。内面調整は横位のヘラナデである。16 は刺突列と単位不明

の櫛歯状工具による直線文が巡る。刺突は 2 個一対で縦位に刻まれている。外面無文部の調整は縦･斜位

のヘラミガキ、内面は横･斜位のヘラナデである。17 ～ 20 は重三角文が描かれた破片。17 は肩部と胴上

部境に段を持ち、段上に鋸歯文、下に半円形の刺突列と平行沈線が巡り、沈線間はＬＲ単節縄文が充填

されている。18 は沈線が太く、区画内は赤彩の施されたＬＲ単節縄文が施文されている。19 は沈線間に

ＬＲ単節縄文が充填され、中央に V 字状の文様が描かれている。20 は無節Ｒ地に描かれている。17 ～

20 の内面調整は、17･18 が横･斜位、19･20 が横位のヘラナデである。21 ～ 27 は重四角文が描かれた破片。

21は上に鋸歯文が描かれ、鋸歯文下にＬＲ単節縄文が充填されている。22･23は間に縄文が施文されており、

22はＲＬ単節縄文、23は無節Ｒである。22は下に半円形の刺突列が巡る。24は上に山形状の沈線が複数巡る。

25 は重四角文下に段を持ち、段下に半円形の刺突列と波状沈線が 2 条巡り、波状沈線間にＬＲ単節縄文

が充填されている。26 は重四角文上にＲＬ、区画内にＬＲ単節縄文が施文されている。27 は下にＬＲ単

節縄文が施文され、以下は無文で斜位のヘラミガキ調整である。21～27の内面調整は21･23･27が横･斜位、

22･24 ～ 26 が横位のヘラナデである。28 は胴部中段から下部までの破片。平行沈線下にＬＲ単節縄文が

施文されている。以下は無文で横位のヘラミガキ、内面は横位のヘラナデ調整である。29･30 はフラスコ

文が描かれた胴上部片。29は下に弧線文が巡り、間にＲＬ単節縄文が充填されている。内面調整は29が横位、

30 が横･斜位のヘラナデである。31 ～ 37 は短冊状を呈する文様が描かれた胴上部片。区画内に櫛歯状工

具による直線文が充填されている。31･32･37 は同一個体。短冊文様脇は波状沈線と半円形の刺突列が垂

下し、下は平行沈線と波状沈線が巡る。無文部の調整は斜位のヘラミガキであるが、部分的に斜位のハ

ケメが残る。33 ～ 35 は短冊文様下に平行沈線と波状沈線が巡り、ＬＲ単節縄文が施文されている。33 は

2 条の平行沈線間に縄文と波状沈線が施文されている。34 は平行沈線間に波状沈線が巡り、縄文は波状

沈線下に平行沈線を跨いで施文されている。35 は平行沈線下に波状沈線と縄文が施文されているが、波

状沈線は途切れている。31 ～ 37 の内面調整は 31･32 が横･斜位、33･35 ～ 37 が横位のヘラナデ、34 が斜

位のハケメである。38 は単位不明の櫛歯状工具による直線文が垂下する胴上部片。外面無文部と内面の

調整は、ともに横･斜位のハケメである。39 ～ 41 は平行沈線と波状沈線が描かれた破片。39 は平行沈線

間に波状沈線が巡る。外面無文部の調整は横･斜位のヘラミガキであるが、一部に斜位のハケメが残る。

40は平行沈線下に波状沈線が巡り、下にＬＲ単節縄文が施文されている。41は無文部下に平行沈線が巡り、

下に附加条一種Ｌと波状沈線が施文されている。無文部の調整は横位のヘラミガキである。39 ～ 41 の内

面調整は 39 が横･斜位、41 が横位のヘラナデ、40 が横･斜位のハケメである。42 ～ 44 は弥生時代中期中

頃池上式の破片。42は口縁部片。肥厚した口縁端部にLR単節縄文が施文されており、以下は無文で横・

斜位のヘラミガキ調整である。43 は重三角文、44 は重四角文が描かれている。区画内はともに半円形の

刺突列が充填されるが、43 は区画に沿って、44 は列状に施文されている。43 は中央にＬＲ単節縄文も施

文されている。内面調整は42が横位のヘラミガキ、43が横･斜位、44が斜位のヘラナデである。流れ込み。

　5･45 ～ 64 は甕。5 は底部。内外面ともにヘラナデ調整である。45 ～ 52 は櫛歯状工具により文様が描

かれた破片。櫛歯の単位は 4 ～ 5 本が多い。45 ～ 50 は胴部に波状文が複数巡る。45 ～ 47 は頸部に同一

工具による簾状文が巡る。48 は波状文下に横･斜位のハケメ調整が所々残る。49･50 は同一工具による直

線文が垂下する。49 の胴下部は横･斜位のヘラナデ調整である。51･52 は羽状文が描かれた胴上部片。51

107･108 は附加条一種ＬＲ×Ｌが施文されている。109 ～ 111 は胴部中段から下部までの破片。すべて

ＬＲ単節縄文である。縄文下は無文で 109 は横･斜位、110･111 は斜位のヘラナデ調整である。87 ～

111 の内面調整は、87 ～ 92･95 ～ 99･101･102･104･106･110 が横位、103･111 が斜位、105･107 ～ 109 が

横･斜位のヘラナデ、93･94 は横･斜位、100 は横位のハケメである。108 は内面に輪積痕が残る。112･

113 は口縁端部に刻みを持つ破片。口縁端部以下は無文である。112 は外面調整が斜位のハケメ、内面

は横位のヘラナデであるが、一部にハケメもみられた。113 は外面が縦位に近い斜位のハケメ、内面は

横位のヘラナデ調整である。114 は無文の口縁部から頸部までの破片。外面調整は斜位、内面は横位の

ヘラナデである。115 は弥生時代中期中頃池上式の破片。口縁部は無文で横位のヘラナデ調整、頸部以

下は平行沈線が複数巡る。内面調整は横位のヘラナデである。流れ込み。

　23 ～ 25 は高坏。外面及び坏部内面はヘラミガキ、脚部内面はヘラナデ調整である。23 は口縁部から

坏部までの部位。口縁部がほぼ平らに大きく開き、坏部は内湾する。口縁端部には2個一対の突起が付く。

内外面ともに赤彩が施されている。24･25 は接合部から脚部上位までの部位。赤彩は施されていない。

　26･27･116･117は鉢。26は口縁部から体部が内湾する。内外面ともにヘラミガキと赤彩が施されている。

口縁部に 2 個一対の孔が設けられている。27 は口縁部から体部がほぼ直線的に開く。内外面ともにヘ

ラミガキ調整である。完形。116 は口縁部から体部までの破片。内外面ともにヘラミガキと赤彩が施さ

れているが、ヘラミガキは口縁部外面と内面が横位、体部外面は斜位に施されている。口縁部に 2 個一

対の孔が設けられている。117 は焼成後穿孔のある体部片。調整は外面が横･斜位、内面は斜位のヘラ

ナデである。鉢としたが、甕の胴下部片の可能性が高い。

　118 ～ 121 は打製石斧。すべて基部のみの検出である。122 は小型で扁平片刃の磨製石斧。ほぼ完形

に近い。刃こぼれが一部みられた。123 は磨石。二面使用している。半分を欠く。

　本住居跡の時期は、弥生時代中期後半と思われる。

第 13 号住居跡（第 47 図）

　第 2 次調査での検出であり、53･54－152･153 グリッドに位置する。南側のみの検出であり、大半は

調査区外にある。西側では 15 号溝跡に壁を一部切られている。

　正確な規模及び主軸方向は不明であるが、検出できた南壁は 4.35ｍ程を測り、平面プランは隅丸方形

ないし長方形を呈すると思われる。確認面からの深さは 0.6ｍと深く、床面はやや凹凸がみられた。覆

土は 14 層（6～19 層）確認された。下層に炭化物層が薄く堆積していた。レンズ状に堆積していたこ

とから自然堆積と思われる。

　ピットは 10 基検出された。P1･2 はその位置から主柱穴と思われる。P4 ～ 10 は壁際に位置すること

から出入口に関連するものであろうか。

　壁溝は検出できた範囲内を全周する。幅は 0.5ｍ、床面からの深さは 0.1ｍ前後を測る。

　炉跡や貯蔵穴は確認されなかった。

　出土遺物（第48･49図）は、弥生土器壺（1～4･8～44）、甕（5･45～64）、高坏（6･7･65）、磨石（66･67）がある。

比較的残存状態の良いものは床面直上及びピットから、破片は覆土から検出された。

　1～4･8～44は壺。1は口縁部から胴上部までの部位。口縁部は逆ハの字に開き、頸部はほぼ直立する。

胴部は中段に向かって大きく膨らむ。文様は胴部にのみみられ、全面にオオバコによる擬縄文が施文さ

れている。口縁部から頸部までは無文で内面も含めヘラミガキ、肩部以下の内面はヘラナデが施されて

いる。2 は肩部から底部までの部位。肩部と胴上部の境に段を持ち、胴部は球形を呈する。文様は肩部

から胴部中段まで 2 本一単位の櫛歯状工具による複数の直線文とＬＲ単節縄文が交互に施文されており、

段下に半円形の刺突列が巡る。胴下部外面と肩部内面はヘラミガキ、胴上部以下の内面はヘラナデ調整

である。3 は胴上部から下部までの部位。ややつまった球形を呈する。文様は無節Ｌ地に重四角文と一

部波状を呈する山形状の沈線が 4 ～ 5 条巡る。胴下部外面の調整はヘラミガキ、内面はヘラナデである。

4 は胴下部から底部までの部位。外面調整はヘラミガキ、内面はヘラナデである。

　8 は口縁部から頸部までの破片。端部も含め肥厚した口縁部にＬＲ単節縄文が施文され、下に四角形

状を呈する刺突列が巡る。以下は楕円形状の文様が垂下し、区画内にＬＲ単節縄文が充填されている。

縄文施文部は赤彩が施されている。内面調整は横位のヘラミガキである。9 ～ 11 は頸部から肩部までの

破片。9 は斜位のヘラミガキ調整による無文部下に四角形状を呈する刺突列が 2 列巡る。刺突列間はＬ

Ｒ単節縄文が施文されるが、一部上にはみ出ている。10 はＬＲ単節縄文が施文された突帯が巡る。下は

無文で横位のヘラミガキ調整である。11 は平行沈線下が無文で横･斜位のヘラミガキ調整である。内面

調整は 9 が斜位、10･11 が横･斜位のヘラナデである。11 は内面に輪積痕が残る。12 ～ 14 は肩部片。12

は鋸歯文下にＲＬ、13は2条の波状沈線間にＬＲ単節縄文が充填されている。12･13の無文部は12が横･斜位、

13 が縦･斜位のヘラミガキ調整である。14 はＬＲ単節縄文下が無文で横･斜位のヘラミガキ調整である。

12 ～ 14 の内面調整は 12･14 が横位、13 は上位が横位、下位が縦位のヘラナデである。15･16 は胴上部片。

　1･2･8 ～ 16 は壺。1･2 は底部。調整は外面がヘラミガキ、内面は 1 がヘラナデ、2 がハケメである。8

は頸部片。平行沈線が 4 条巡り、上下の沈線間にＲＬ単節縄文が充填されている。平行沈線上下は無文

で横位のヘラミガキ調整である。内面調整は横･斜位のヘラナデである。9･10は鋸歯文が描かれた肩部片。

9 は下にＬＲ単節縄文が充填されており、以下に平行沈線が巡る。10 は平行沈線の上下に描かれている。

9･10 の内面調整は 9 が横･斜位、10 が横位のヘラナデである。11 ～ 15 は平行沈線が巡る胴上部片。11

は上位が無文で横位のヘラミガキ調整、平行沈線下はＲＬ単節縄文が施文されている。12 は 6 条の平

行沈線上下にＲＬ単節縄文が施文されている。13 は複数の平行沈線間にＬＲ単節縄文が交互に充填さ

れている。14 は地文にＬＲ単節縄文が施文され、上位に平行沈線が複数巡る。15 は平行沈線間が一定

していない。無文部の調整は横位のヘラミガキである。11～15の内面調整は、11･14が横･斜位、12が斜位、

は縦位、52 は横位に描かれている。45 ～ 52 の内面調整は、45･50 が横･斜位、46 ～ 48･51･52 が横位、

49 は胴上部から中段までが横位、以下は斜位のヘラナデである。53 ～ 59 は縄文が施文された破片。53

～ 55 は口縁部から頸部までの破片。53 は端部も含め肥厚した口縁部、54 は肥厚した口縁部と無文部を

挟んだ頸部下位、55 は口縁端部のみにＬＲ単節縄文が施文されている。55 は口縁部が無文で横位のヘ

ラナデが施されており、頸部に平行沈線が巡る。56 ～ 59 は胴部中段から下部までの破片。56 ～ 58 は

ＬＲ単節縄文、59 のみ無節Ｒが施文されている。胴下部の無文部は 56･57 が横位、58･59 は横･斜位の

ヘラナデ調整である。60･61 は無文で口縁部から頸部までの破片。内外面は 60 が横･斜位、61 は横位の

ヘラナデ調整である。62 ～ 64 は弥生時代中期中頃池上式の破片。62 は肥厚した口縁部下から頸部まで

2 条の沈線が懸垂文状に垂下し、間にＬＲ単節縄文が充填されている。口縁部は磨耗が著しいため調整

･文様が不明であるが、以下の無文部は横･斜位のヘラミガキ調整である。63 は口縁端部に刻みを持ち、

以下は単位不明の櫛歯状工具による沈線が垂下する。64 も口縁端部に刻みを持ち、口縁部は無節Ｒ地

に平行沈線が複数巡る。内面調整は 62 が横･斜位、63･64 が横位のヘラナデである。

　6･7･65 は高坏。6 は口縁部から坏部までの部位。口縁部がほぼ平らに大きく開き、坏部は内湾する。

口縁端部には 3 個一対の突起が付く。摩耗が著しいため、調整や赤彩が施されているかは不明である。

7 は接合部から脚部までの部位。脚部の開きが小さく、ほぼ直立に近い。調整は外面及び坏部内面がヘ

ラミガキ、脚部内面はヘラナデである。脚部には孔が対角線上に 2 つ設けられている。65 は口縁部片。

端部に中央部が窪んだ突起が付き、2 個一対の突起状を呈する。内外面ともに横位のヘラミガキと赤彩

が施されている。

　66・67 は磨石。66 は一面、67 は二面使用しており、66 は敲打器を兼ねる。66 は完形、67 は半分欠く。

　本住居跡の時期は、弥生時代中期後半と思われる。

第 14 号住居跡（第 50 図）

　第 2 次調査での検出であり、53･54－153 グリッドに位置する。他の遺構との重複関係はみられず、南

側が調査区外にある。

　本住居跡はやや軸が異なるが、北西方向に拡張が行われていた。正確な規模及び主軸方向は不明であ

るが、長軸は拡張前が 4.7ｍ、拡張後が 5.7ｍ、短軸は 4.6ｍ程を測る。平面プランは拡張前が隅丸方形

ないし長方形、拡張後はややいびつな隅丸長方形を呈すると思われる。確認面からの深さは拡張前と後

で異なり、拡張前は 0.5ｍ、後が 0.35ｍ前後を測り、拡張前の方が深く掘り込まれていた。床面はいず

れもほぼ平坦であった。覆土は 9 層（1 ～ 9 層）確認された。このうち 9 層は拡張に伴う埋土である。

それ以外はレンズ状に堆積していたことから自然堆積と思われる。

　炉跡は床面ほぼ中央に位置すると思われる。南側立ち上がりが調査区外にあるが、径 0.55ｍ前後の楕

円形を呈すると思われる。床面からの深さは 0.06ｍと浅いが、北側は深さ 0.27ｍのピット状を呈していた。

覆土は 4 層（10 ～ 13 層）確認された。

　ピットは 5 基検出された。P1 ～ 3 はその位置から主柱穴と思われ、P4 も拡張に伴う柱穴であろうか。

　壁溝は拡張後の北東隅が切れるが、その他は全周する。幅は拡張前が 0.4ｍ前後、拡張後が 0.25ｍ前後

が主体となる。床面からの深さは拡張前が 0.05ｍ、拡張後が 0.07ｍ程である。

　貯蔵穴は確認されなかった。

　出土遺物（第51図）は、弥生土器壺（1･2･8～16）、甕（3～6･17～35）、高坏（7･36）、掻器（37）、磨石（38）、

砥石（39）がある。残存状態の良好なものはなく、破片が多い。すべて覆土からの検出であり、床面直

上の遺物に図示可能なものはみられない。

　59－141 グリッドでは南西から北東方向へ走るが、58－141 グリッドからは南東方向に走り、調査区

外に延びる。検出された長さは 6.89ｍ、幅は西側が 0.3ｍ前後、東側が 0.5 ～ 0.83ｍで幅広い。確認面か

らの深さは 0.2ｍ程であり、断面形は逆台形状を呈する。覆土は西側では粘土質の灰白色土（2 層）、東

側では 4 層（1 ～ 4 層）確認された。東側がレンズ状に堆積していたことから自然堆積と思われる。

　出土遺物（第 55 図）は、弥生土器壺（3－1･2）、甕（3－3）、鉢（3－4）がある。1 は肩部片。磨耗

が著しいため定かではないが、段上に鋸歯文が描かれ、下に波状沈線が 2 条巡る。2 は胴部中段の破片。

弧線文下が無文で横･斜位のハケメ調整である。1･2 の内面調整はともに横位のヘラナデである。3 は口

縁部から頸部までの破片。口縁端部にＬＲ単節縄文が施文され、以下は内面とともに横位のヘラナデ調

整である。4 は口縁部から体部までの破片。内外面ともに横位のヘラミガキと赤彩が施されている。口

縁部には 1 つのみ孔が設けられている。

　遺物は本溝跡に伴うものか不明である。よって、本溝跡の時期は重複する遺構との新旧関係から 7 号

土坑以前としか言えない。

第 4 号溝跡（第 52 図）

　第 1 次調査での検出であり、58･59－141･142 グリッドに位置する。北側で 3 号溝跡、南側で 5 号溝跡

に接続しており、同時期に存在していた可能性が高い。所々で時期不明のピットと重複するが、新旧関

係は不明である。

　南東から北西方向に蛇行しながら走る。検出された長さは 3.13ｍと短く、幅は北側が 0.15 ～ 0.27ｍ、

南側が 0.55ｍ前後を測り、北から南に幅広となる。確認面からの深さは 0.15ｍ前後であり、断面形は幅

狭の北側が船底状、幅広の南側が逆台形状を呈する。覆土は粘土質の灰白色土（2 層）のみであり、5･

6 号溝跡と同じであった。自然堆積か人為的な埋め戻しかは不明である。

　出土遺物（第 55 図）は、弥生土器壺（4－1･2）、甕（4－3）、高坏（4－4）がある。1･2 は壺の肩部片。

1 は磨耗が著しいため定かではないが、上位に無節ＬかＬＲ単節縄文が施文され、下に 2 条の平行沈線

と間に波状沈線が巡る。2 はＬＲ単節縄文地に平行沈線が複数巡り、一部の平行沈線間のみ波状沈線が

巡る。1･2 の内面調整は 1 が横位、2 が横･斜位のヘラナデである。3 は甕の頸部から胴上部までの破片。

頸部に単位不明の櫛歯状工具による簾状文が巡り、胴上部は同一工具で波状文が描かれている。内面調

整は横位のヘラナデである。4 は高坏の口縁部片。内側が肥厚する。内外面ともに横位のヘラミガキと

赤彩が施されている。

　遺物は本溝跡に伴うものか不明である。よって、本溝跡の時期は重複する遺構との新旧関係から 3･5

号溝跡と同じく 7 号土坑以前としか言えない。

第 5 号溝跡（第 52 図）

　第 1 次調査での検出であり、58･59－141･142 グリッドに位置する。西端では 3 号溝跡、中央付近では

4 号溝跡と接続しており、同時期に存在していた可能性が高い。東側では 7 号土坑に切られている。ま

た西側調査区外では北側を走る 2 号溝跡と重複すると思われるが、新旧関係等は不明である。

　58･59 グリッド境付近ではほぼ東西方向に走るが、以西は北西方向に走り、調査区外に延びる。検出

された長さは 6.05ｍ、幅は 0.75ｍ前後が主体となる。確認面からの深さは 0.1ｍ前後であり、断面形は

逆台形状を呈する。覆土は粘土質の灰白色土（2 層）のみであり、4･6 号溝跡と同じであった。自然堆

無文で横位のヘラナデ調整である。27 ～ 29 は口縁部が無文で横位のヘラナデが施されており、頸部に

27 は波状沈線、28 は単位不明の波状文、29 はＬＲ単節縄文が施文されている。30 は頸部片。全面に無

節Ｌが施文されている。24～30の内面調整はすべて横位のヘラナデである。31･32は口縁部が無文の破片。

調整は 31 が内外面ともに横･斜位、32 は口縁部上位の外面と内面が横位、口縁部下位以下が横･斜位の

ヘラナデである。頸部は 31 が平行沈線、32 が単位不明の櫛歯状工具による簾状文ないし直線文が巡る。

33 ～ 35 は無文の胴上部から下部までの破片であり、同一個体。外面調整はすべて横･斜位のハケメで

あるが、内面は 33･34 が横･斜位のヘラナデ、35 は斜位のハケメである。

　7･36 は高坏。7 は接合部から脚部までの部位。器高が高く、脚部はハの字に開く。外面及び坏部内面

はヘラミガキ、脚部内面はハケメ調整である。外面は赤彩が施されている。36 は口縁部片。内外面と

もに横位のヘラミガキと赤彩が施されている。

　37は掻器と思われる石器、38は磨石、39は砥石である。38は敲打器を兼ねる。39は二面使用している。

37･38 は完形、39 は半分を欠く。

　本住居跡の時期は、弥生時代中期後半と思われる。

２  溝　跡
第 1 号溝跡（第 52 図）

　第 1 次調査での検出であり、58･59－140 グリッドに位置する。東側で 1 号住居跡と重複し、1 号住居

跡の覆土断面に本溝跡の痕跡が認められなかったことから本溝跡が切られているとも思われたが、新旧

関係については不明と言わざるを得ない。

　東西方向にやや蛇行して走る。西端以降は調査区外に延びる。検出された長さは 3.28ｍ、幅は 0.3ｍ

前後を測る。確認面からの深さは 0.15ｍ程であり、断面形は船底状を呈する。覆土は 2 層（3･4 層）確

認された。レンズ状に堆積していたことから自然堆積と思われる。

　遺物は無く、本溝跡の時期は不明と言わざるを得ない。

第 2 号溝跡（第 52 図）

　第 1 次調査での検出であり、59－140･141 グリッドに位置する。調査区外で北側を走る 1 号溝跡、南

側で 5 号溝跡と重複すると思われるが、新旧関係等は不明である。

　南北方向に弧を描きながら走り、両端以降は調査区外に延びる。検出された長さは 5.14ｍ、幅は 0.25

ｍ前後を測る。確認面からの深さは0.12ｍ程であり、断面形は船底状を呈する。覆土は青灰色土（1層）

のみである。自然堆積か人為的な埋め戻しかは不明である。

　出土遺物は、弥生土器甕（第 55 図 2－1）のみである。1 は口縁部から頸部までの破片。内外面とも

に横位のヘラナデ調整であり、口縁部に波状沈線が巡る。

　遺物は本溝跡に伴うものか不明である。よって、本溝跡の時期は不明と言わざるを得ない。

第 3 号溝跡（第 52 図）

　第 1 次調査での検出であり、58･59－141 グリッドに位置する。58･59 グリッド境で立ち上がりの一部

を 1 号火葬跡、東端では 7 号土坑に切られている。また所々で時期不明のピット、西側では 4･5 号溝跡

と重複するが、新旧関係は不明である。ただし、4･5 号溝跡とは同時期に存在していた可能性が高い。

13･15 が横位のヘラナデである。16 も平行沈線が複数巡る胴上部片であるが、沈線の幅が太い。内面調

整は横･斜位のヘラナデである。弥生時代中期中頃池上式に相当し、流れ込みと思われる。

　3 ～6･17 ～ 35 は甕。3 ～ 6 は胴下部から底部までの部位。3 は胴下部上位に櫛歯ないしハケメで羽状

文が描かれている。下位の調整はヘラミガキ、内面はヘラナデである。4 は外面がヘラミガキ、内面は

ヘラナデ調整である。甕としたが、壺の可能性もある。5･6 は内外面ともにヘラナデ調整である。17 ～

19 は櫛歯状工具で文様が施文された破片。櫛歯の単位は 4 ～ 5 本が多い。17 ～ 20 は胴部に羽状文が描

かれた破片。17～19 は縦位、20 のみ横位に描かれている。17･18 は頸部に同一工具による簾状文が巡る。

17 ～ 20 の内面調整は 17 が斜位のハケメ、18･20 が横位、19 が斜位のヘラナデである。21 ～ 23 は胴部

に斜格子文が描かれた破片。22 は粗雑に描かれている。21 ～ 23 の内面調整は 21･23 が横位、22 が横･

斜位のヘラナデである。24 ～ 30 は縄文が施文された破片。24 ～ 29 は口縁部から頸部までの破片。26

のみ受け口状を呈する。縄文は 24･25 が肥厚した口縁部以下、26 は端部も含む口縁部、27 ～ 29 は口縁

端部のみ施文されている。24･25･28･29 はＬＲ、26 はＲＬ単節縄文、27 は無節Ｌである。26 は頸部が

159のみ口縁部、その他は胴部に巡る。155･156･158は頸部に同一工具による簾状文、159は直線文が巡る。

155･156 は口縁端部にＬＲ単節縄文が施文され、158 は刻みを持つ。158 は簾状文と波状文の境にボタ

ン状貼付文が付き、下に同一工具による直線文が垂下する。155～159の口縁部はすべて横位のヘラナデ、

162･163の波状文下は、162が横位、163が斜位のヘラナデ調整である。158は胴上部内面に輪積痕が残る。

155～163の内面調整は、156･158･159･160･163が横位、155が横･斜位、161･162が斜位、157は口縁部が横位、

頸部以下が斜位のヘラナデである。164 ～ 167 は胴部にコの字重ね文が描かれた破片。164･165 はボタ

ン状貼付文が付き、164 は口縁部が無文で横位のヘラナデ調整である。165 は口縁部に波状沈線が巡り、

頸部は無文で横位のヘラナデ調整である。166 は波状沈線も垂下し、所々に斜位のハケメ調整が残る。

167 は胴下部が無文で横位のヘラナデ調整である。164 ～ 167 の内面調整は、164 ～ 166 が横位、167 が
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第１１図　埼玉県熊谷市前中西遺跡出土他地域の土器 （前中西遺跡各報告書より抜粋）
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部は無文で斜位のハケメ調整後、部分的に横位のヘラミガキが施されている。49･50 の内面調整は、横位

のヘラミガキである。51～56 は頸部から肩部までに収まる破片。51～54 はＬＲ単節縄文が施文され、51

～53 は平行沈線が巡る。51 は肩部が無文で斜位のヘラミガキ調整が施されているが、所々にヘラミガキ

前に施された斜位のハケメが残る。52 は平行沈線下に鋸歯文が描かれている。磨耗が著しいため定かで

はないが、鋸歯文区画下にＬＲ単節縄文が充填されている。53 は平行沈線下の肩部まで縄文が施文され

ている。下位は無文で斜位のヘラミガキ調整が施されている。54 は縄文帯以下が無文で斜位のヘラミガ

キ調整が施されている。55 は無文で全面斜位のハケメ調整が施されている。56 は等間隔に巡る 4 条の平

行沈線間に縦長の楕円形状を呈する刺突列が刻まれている。上下は無文で斜位のヘラミガキ調整が施さ

れている。51 ～ 56 の内面調整は、51･54 が横･斜位、55 は横位のヘラミガキ、52･53･56 は上位が横位の

ヘラミガキ、下位が斜位のヘラナデである。57 ～ 60 は刺突列が施された胴上部片。57～59 は 2 本一単位

の刺突列が巡る。57 は刺突列上が無文で横位のヘラミガキ調整が施されており、下はＬＲ単節縄文が施

文されている。58 は刺突列上に細い平行沈線が巡り、間にＬＲ単節縄文が施文されている。平行沈線上

と刺突列下は無文で横位のヘラミガキ調整が施されている。59 は平行沈線が 3 条巡り、最下の沈線間に

刺突列が刻まれている。平行沈線上下は無文で横･斜位のヘラミガキ調整が施されている。60 は段上に円

形の刺突列が 2 列巡り、地文にＬＲ単節縄文が施文されている。段下は無文で横位のヘラミガキ調整が施

されている。57～60の内面調整は、すべて横位のヘラナデであり、59は輪積痕が残る。61～64は沈線で様々

な文様が描かれた胴上部片。61 は上位に懸垂文と思われる文様が描かれ、下に平行沈線 2 条が巡る。

懸垂文内及び平行沈線間はＬＲ単節縄文が充填されている。無文部の調整は、横位のヘラミガキである。

62 は無節Ｒ地に王子状の文様が描かれている。63 は連弧文が描かれており、幅広沈線間にＬＲ単節縄

文が充填されている。64 は重四角文が描かれている。61～64 の内面調整は、61 が横･斜位、62 は斜位、

63･64 は横位のヘラナデである。65 は胴部中段にＬＲ単節縄文が施文された破片。縄文帯上下は無文で

斜位のヘラミガキ調整が施されている。内面調整は、上位が横位のヘラミガキ、中段は横位、下位は斜

位のヘラナデである。66 は胴部中段から下部にかけての破片。胴部中段にＬＲ単節縄文と平行沈線が

施文され、以下は無文で内面とともに斜位のハケメ調整が施されている。

　5･22 は広口壺。5 は口縁部を欠く。頸部以下は詰まった球形を呈する。胴部中段にボタン状貼付文が

付く。内外面ともにヘラミガキ調整が施され、赤彩は外面全面、内面は頸部まで施されている。22は底部。

内外面ともにヘラミガキ調整と赤彩が施されている。広口壺としたが、鉢の可能性もある。

　6～13･23～38･67 ～ 132 は甕。6～10･12 は櫛歯状工具で文様が描かれている。櫛歯の単位は 4～5 本

である。6～10 は頸部に簾状文が巡り、6～10･12 は胴上部に羽状文が描かれている。6～10 は口縁部か

ら胴上部までに収まる部位。6 は短い口縁部が逆ハの字に開き、頸部はすぼまり、ほぼ直立する。頸部

以外の文様は、口縁端部にＬＲ単節縄文が施文され、胴上部に縦位の羽状文と思われる文様が描かれて

いる。口縁部外面の無文部及び内面は、ハケメとヘラナデ調整が施されている。7 は口縁部がやや外反

しながら開き、頸部はすぼまり、胴上部が大きく膨らむ。胴上部の羽状文は縦方向に密に描かれている。

口縁部外面の無文部は、上位が横位のヘラナデ、下位は縦位のハケメ調整が施されている。内面調整は、

ハケメとヘラナデである。8 は口縁部がやや内湾気味に立ち上がる。頸部はすぼまり、胴部の膨らみが

小さい。頸部以外の文様は、口縁端部にＬＲ単節縄文が施文され、胴上部の羽状文は縦方向に乱雑に描

かれている。外面無文部及び内面は、ヘラミガキ調整が施されている。9 は口縁部が受け口状を呈し、

頸部はすぼまり、以下ほぼ直線的に下る。頸部以外の文様は、口縁端部にカナムグラによる擬縄文が施

文され、胴上部の羽状文は縦位に描かれている。外面無文部及び内面は、ヘラミガキ調整が施されてい

る。10 は口縁部が受け口状を呈し、頸部はすぼまり、胴上部が膨らむ。頸部以外の文様は、端部を含

む口縁部にＬＲ単節縄文が施文され、3 本一単位の比較的丁寧な波状文が巡る。胴上部の羽状文は横方

向にやや間隔を空けて描かれている。文様施文前の外面及び内面の調整は、ヘラナデである。11 は口

縁部から胴上部までの部位。口縁部は受け口状を呈し、頸部がすぼまり、胴上部はやや膨らむ。文様

は口縁端部にＲＬ単節縄文が施文され、口縁部に山形文に近い波状沈線が巡る。胴上部は太い沈線でコ

の字重ね文が描かれている。口縁部は波状沈線施文前に施されたハケメが残り、頸部はヘラミガキ調整

が施されている。内面調整は、頸部のみハケメ、その他はヘラミガキである。12 は頸部から胴下部ま

での部位。頸部がすぼまり、胴部は上位が膨らみ、下位に向かってやや内湾しながら下る。文様は乱雑

に描かれている。頸部は 2 本一単位の波状を呈する直線文が巡り、胴部は縦位の羽状文が乱雑に描かれ

ている。胴上部外面は羽状文施文前に施されたハケメが残り、胴下部はヘラミガキ調整が施されている。

内面調整はヘラナデであり、所々に輪積痕が残る。13 は口縁部から頸部までの部位。やや内湾しなが

ら立ち上がる。文様は端部を含む口縁部に無節Ｌが施文されており、輪積痕を挟んで無文となる。頸部

外面の無文部及び内面は、ヘラミガキ調整が施されている。

　23～38は胴下部から底部までの部位。23～26は内外面ともにヘラミガキ、27～33は外面がヘラミガキ、

内面はヘラナデ、34･35 は内外面ともにヘラナデ、36～38 は外面がハケメ、内面はヘラナデ調整が施さ

れている。23 は上位にコの字重ね文と思われる文様が描かれている。31 は内面にハケメ調整が一部み

られた。33 ～ 35 は胎土が粗い。23 以外は壺の可能性もある。

　67～115は櫛歯状工具で文様が描かれた破片。櫛歯の単位は4本前後で、乱雑に描かれたものが多い。

また、櫛歯は細いものと太いものがある。67～69は頸部に簾状文が巡る口縁部から頸部にかけての破片。

68･69は口縁端部に刻みが施されている。口縁部外面はすべて無文で67･69は上位が横位、下位が斜位、

68 は横位のヘラミガキ調整が施されている。70～98 は胴部に縦位の羽状文が描かれた破片。櫛歯の太

いものが多く、羽状文はやや間隔を空けるものと密に描かれるものがあるが、後者が目立つ。70～72

は口縁部から胴部中段にかけて、73～83･90 は頸部から胴上部にかけて、84～89 は胴上部から中段まで

91～97 は胴部中段、98 は胴部中段から下部にかけての破片である。70～83 は頸部に簾状文、90 は振り

の小さい波状文が巡る。70～72 の口縁部外面の無文部は、横位のヘラミガキ調整が施されている。72

は口縁端部にＬＲ単節縄文が施文されている。75･79 ～ 81･88･89･91･92･94 は羽状文施文前に施された

ハケメ調整が残る。分かりづらいものもあるが、75･80･81･89･91･92･94 は斜位、79 は縦･斜位、88 は

横位に施されている。87～89 は櫛歯の単位が 3 本と少ない。98 は羽状文下が無文で斜位のヘラミガキ

調整が施されている。70～98 の内面調整は、70～75･77～80･83･86･91･92･94～98 が横位、81･84･88～

90は横･斜位、82･85は斜位のヘラミガキ、76は横･斜位のハケメ、87･93は磨耗顕著により不明である。

70 は頸部内面、72 は口縁部外面、75 は胴上部内面に輪積痕が残る。99 ～ 102 は胴部に横位の羽状文が

描かれた破片。密に描かれたものが多く、櫛歯は細いものと太いものがある。99 は頸部から胴上部に

かけて、100～102 は胴部中段の破片である。99 は頸部に簾状文が巡る。99～102 の内面調整は、101 の

み横位のハケメ、その他は横位のヘラミガキである。103～105 は胴部に斜格子文が描かれた破片。104

は斜格子文が比較的丁寧に描かれているが、その他は乱雑である。櫛歯は 105 のみ細く、その他はやや

太い。103 は頸部から胴上部にかけて、104･105 は胴部中段の破片である。103 は頸部に簾状文が巡る。

103～105 の内面調整は、103･105 が横位のヘラミガキ、104 は横･斜位のヘラナデである。106～115 は

波状文が描かれた破片。乱雑で振りが小さく、櫛歯の細いものが多い。106～111 は口縁部から胴部中

段まで、112～115 は頸部から胴上部までに収まる。106～108 は口縁部に波状文が巡る。106･107 は櫛

歯がやや太く、2本と少ない。端部にＬＲ単節縄文が施文されており、106は口縁部にも施文されている。

いずれも頸部は無文で 106 は上位が横位、下位が斜位、107 は横位のハケメ調整が施されている。108

は波状文の振りが大きいが、非常に乱雑である。口縁端部にオオバコによる擬縄文が施文されており、

頸部は簾状文が巡る。109･110 は頸部以下に波状文が複数巡る。109 は振りがやや大きい。口縁端部に

刻みが施され、口縁部外面の無文部は、横位のヘラミガキ調整が施されている。110は分かりづらいが、

口縁部上位に 3 本一単位の簾状文が巡り、以下は無文で横位のヘラミガキ調整が施されている。111～

115 は胴上部に波状文が巡る。111～113 は頸部に簾状文が巡る。111 は分かりづらいが、振りの一定し

ない乱雑な波状文が複数巡る。口縁部は無文で上位が横位、下位は斜位のハケメが施されている。112

は波状文の振りが小さく、113 は大きい。112 は地文に細かいＲＬ単節縄文が施文されている。114 は波

状文の振りがやや大きく、乱雑である。波状文下は無文で斜位のハケメ調整が施されている。115 は櫛歯

が比較的太く、振りの小さい波状文が乱雑に複数巡る。波状文脇は直線文が垂下する。106～115 の内面

調整は、106･108～113･115 が横位、114 は横･斜位のヘラミガキ、107 は図示しなかったが、口縁部が横位

のヘラミガキ、頸部が横位のハケメである。

　116～122 は胴部にコの字重ね文が描かれた破片。118 のみ沈線が太い。116 は口縁部から胴上部にか

けて、117～121 は頸部から胴上部まで、122 は胴部中段の破片である。116 は分かりづらいが、口縁端

部にＲＬ単節縄文と思われる縄文が施文されており、口縁部外面の無文部は、横位のヘラミガキ調整が

施されている。117は頸部に簾状文が巡る。120･121は中心に円形刺突の施されたボタン状貼付文が付く。

いずれもコの字中央に付くが、120 は文様間頂点にも付く。116 ～ 122 の内面調整は、119 のみ頸部が

横位のヘラミガキ、以下は斜位のハケメであるが、その他は横位のヘラミガキである。119 は内面に輪

積痕が残る。

　123～129 は縄文が施文された破片。123～125 は口縁部から頸部まで、126～129 は胴部中段から下部

までに収まる破片である。縄文は、123･124･126･127 がＬＲ、128 のみＲＬ単節縄文、125･129 は無節

Ｌである。123 は口縁部に縄文が施文され、頸部は無文で横位のヘラミガキ調整が施されている。124

は口縁端部に刻みが施され、縄文は複合口縁部を含む外面全面に施文されている。126･127 は縄文下が

無文で 126 は斜位のハケメ、127 は斜位のヘラミガキ調整が施されている。123～129 の内面調整は、

127･129 が磨耗顕著により不明であるが、その他は横位のヘラミガキである。

　130～132 は、ほぼ無文の口縁部から頸部にかけての破片。130 は口縁部内面の端部に刻みが施されて

いる。調整は外面上位が横位、下位が斜位のハケメ、内面は横位のヘラミガキである。131･132 は全面

無文である。131 は複合口縁部外面及び内面は横位、頸部外面は斜位のヘラミガキが施されている。

132 は内外面ともに横位のヘラミガキが施されている。頸部に焼成前穿孔が 1 つみられた。

　39 は甑の底部。内外面ともにヘラミガキ調整が施されている。底面に焼成前穿孔がみられた。

　40～44･133･134 は高坏。40～42 は接合部、43 は接合部から脚部までの部位、44 は脚部である。40 の

接合部のみ細長く、柱状を呈する。43・44 は脚部が短いが、43 に比べて 44 は大きく開く。いずれも外

面及び坏部内面はヘラミガキ調整が施され、脚部内面は 42 のみハケメ、その他はヘラナデ調整が施さ

れている。44以外赤彩が施されている。133･134は口縁部片。133は口縁端部に三個一対の突起が付く。

外面調整は、上位が横位のハケメ、下位は斜位のヘラミガキ、内面は横位のヘラミガキである。134 は

内外面ともに横位のヘラミガキ調整と赤彩が施されている。

　45～47は鉢。すべて口縁部から体部までの部位である。47のみ大型である。45はやや受け口状を呈し、

46･47はやや内湾する。いずれも内外面ともにヘラミガキ調整が施され、46のみ内面に赤彩がみられた。

　48 はミニチュア土器の底部。厚底で外面はヘラミガキ、内面はヘラナデ調整が施されている。

　135 は打製石斧の刃部。基部を欠くが、分胴形を呈すると思われる。片面に自然面を残す。ホルンフェ

ルス製。136･137 は掻器。ともに完形で粘板岩製。136 はほぼ両面加工されており、137 は片面に自然面

を残す。138 は用途不明の甲羅状を呈する打製石器。完形。片面に自然面を残す。粘板岩製。139～143

は磨石。いずれも欠損箇所があるが、扁平で円盤状を呈するものが多い。すべて砂岩製で、二面使用さ

れている。140･143 は敲打器を兼ねる。140 は片端、143 は片側側面に敲打痕が認められた。143 は被熱

　9 は甑の底部。内外面ともにヘラミガキ調整が施されている。底面に焼成前穿孔がみられた。

　10･11 は高坏。10 は坏部下位から脚部までの部位、11 は接合部である。10 の脚部はハの字に開く。

いずれも外面及び坏部内面はヘラミガキと赤彩、脚部内面はヘラナデ調整が施されている。

　本住居跡の時期は、弥生時代中期後半から末にかけての段階と思われる。

第 11 号住居跡（第 38・39 図）

　64･65－137･138 グリッドに位置する。東側から南側にかけて 12 号住居跡を切っている。北東隅及び

西壁中央付近は調査区外にあり、南壁中央付近を後世の撹乱により一部欠く。

　正確な規模は不明であるが、長軸がおよそ 6.1ｍ、短軸は 5.3ｍを測り、平面プランは隅丸長方形を呈

する。主軸方向はＮ－27°－Ｗを指す。確認面からの深さは0.55ｍ前後を測り、床面はほぼ平坦であった。

覆土は 11 層（1 ～ 11 層）確認された。焼土や炭化物等混入物が多くみられたが、レンズ状に堆積して

いたことから自然堆積と思われる。

　炉跡は床面中央よりやや北側に位置する。長軸 0.65ｍ、短軸 0.52ｍのいびつな楕円形を呈し、床面か

らの深さは 0.12ｍを測る。覆土は 2 層（12･13 層）確認された。

　ピットは 9 基確認された。P1 ～ 4 は主柱穴に相当するが、P1･4 周囲に位置する P5～9 は、浅いこと

から補佐するための柱穴であろうか。いずれも覆土は図示できなかったが、柱痕跡は確認されなかった。

　壁溝は調査区外や撹乱により一部確認できない箇所があるが、おそらく全周すると思われ、南東隅は

やや壁から離れて走り、貯蔵穴に接続している。幅は 0.3ｍ前後、床面からの深さは 0.1ｍ程である。

　貯蔵穴は南東隅に位置する。径 0.55ｍ前後の円形を呈し、床面からの深さは 0.81ｍと深い。覆土は図

示できなかったが、炭化物を含む灰色系の土が数層レンズ状に堆積していた。

　出土遺物（第 40～44 図）は、弥生土器壺（1～4･14～21･49～66）、広口壺（5･22）、甕（6～13･23～

38･67～132）、甑（39）、高坏（40～44･133･134）、鉢（45～47）、ミニチュア土器（48）、打製石斧（135）、

掻器（136･137）、打製石器（138）、磨石（139～143）、打製石鏃（144）、石製有孔円盤（145）、石製勾

玉（146）がある。遺物量が多いが、残存状態の良好なものは少ない。そのほとんどが覆土から検出された。

　1～4･14～21･49～66 は壺。1 は小型壺の口縁部から頸部にかけての部位。口縁部はやや内湾しながら

立ち上がり、頸部はほぼ直立する。無文で内外面ともにヘラミガキ調整と赤彩が施されている。2 は口縁

部を欠くが、残存状態が良好である。頸部が太く、肩部から胴部が詰まった算盤玉状を呈する。無文で

内外面ともにヘラミガキ調整が施されている。胴下部外面に輪積痕が残る。胎土が粗い。3 は胴上部から

下部にかけての部位。胴部中段が膨らみ、やや算盤玉状を呈する。文様は胴部中段に平行沈線 4 条と連

弧文 4 条が巡る。胴上部及び下部は無文でヘラミガキ、内面はヘラナデ調整が施されている。4 は胴部中

段から下部にかけての部位。胴部中段から下部に向かって直線的に下る。無文で外面はヘラミガキ調整

が施されているが、ヘラミガキ前に施されたハケメが一部残る。内面調整は、ハケメ及びヘラナデである。

　14～21 は胴下部から底部までの部位。壺としたが、甕の可能性もある。外面はヘラミガキ、内面は

ヘラナデ調整が主体となるが、16 のみ内外面ともにヘラミガキ調整が施され、底部付近はヘラミガキ

前に施されたハケメ調整が一部残る。14･19 は胎土が粗い。17 は底面にヘラによる刻みがみられた。

　49･50 は口縁部から頸部までに収まる破片。49 はＬＲ単節縄文下に 2 本一単位の刺突列が巡る。以下

は無文で横位のヘラミガキ調整が施されている。50 は分かりづらいが、頸部に平行沈線が巡る。口縁

れているのみである。外面無文部及び内面の調整は、ヘラミガキである。2 は内面に輪積痕が残る。5～7

は頸部から肩部までに収まる部位。5 は頸部の中段付近がすぼまる。文様は平行沈線が 3 条巡り、下にＲ

Ｌ単節縄文が施文されている。6 は太い頸部に突帯が複数巡り、ＬＲ単節縄文が施文されている。5･6 の

外面無文部及び内面は、ヘラミガキ調整が施されている。7 は頸部がほぼ直立し、肩が張らず、緩やか

している。144 は有茎の打製石鏃。完形。小型で薄い。頁岩製。145 は石製有孔円盤。径 3 ㎝、厚さ 0.4

㎝の円盤状を呈する。小型であり、中央に穿孔がみられたことから垂飾であろうか。両面に整形のた

めの擦痕が残る。頁岩製。146は石製勾玉。完形。厚さ0.6㎝で全面平たい造りである。孔が0.15㎝と小さい。

両面に整形のための擦痕が残る。粘板岩製。

　本住居跡の時期は、弥生時代中期末と思われる。

第 12 号住居跡（第 45･46 図）

　63･64－137･138 グリッドに位置する。北西隅から西壁沿いを 11 号住居跡に切られており、東壁中央

よりやや北側で時期不明のピットと重複するが、新旧関係は不明である。北東隅及び南側約 1/4 は調

査区外にある。

　本住居跡は全面に拡張が行われている。正確な規模は不明であるが、拡張前は長軸6.3ｍ、短軸5.8ｍ程、

拡張後は長軸 7.7ｍ、短軸 7.3ｍを測り、大型の部類に入る。平面プランは拡張前が隅丸長方形、拡張

後は隅丸方形に近い。主軸方向はＮ－13°－Ｗを指す。確認面からの深さは 0.4ｍ前後であり、床面は

ほぼ平坦であった。覆土は 19 層（1～19 層）確認された。中層から下層にかけて数層が薄く堆積して

いたが、レンズ状に堆積していたことから自然堆積と思われる。

　炉跡は拡張に伴い、2 つ重複して確認された。東側に位置する炉跡 1 が西側の炉跡 2 を切っているこ

とから、拡張前が 2、拡張後が 1 に伴うと思われる。炉跡 1 は径 0.6ｍ前後の円形を呈し、床面からの

深さは 0.07ｍを測る。炉跡 2 は東側を切られているため定かではないが、長軸 0.75ｍ、短軸 0.6ｍ程の

楕円形を呈すると思われ、床面からの深さは 0.12ｍを測る。覆土は炉跡 1 が 4 層（21～24 層）、2 が 3

層（25～27 層）確認され、焼土や炭化物等を含んでいた。

　ピットは 10 基確認された。P1～4 は主柱穴であるが、その他は主柱穴や屋根等を支える柱穴であろ

うか。いずれも覆土は図示できなかったが、柱痕跡は確認されなかった。

　壁溝は調査区外にあるため、または 11 号住居跡に切られているため確認できない箇所があるが、拡

張前後に拘わらず全周すると思われる。幅は拡張前が 0.2ｍ、拡張後はｍ0.3 前後が主体となり、床面

からの深さは、いずれも 0.1ｍ程を測る。

　貯蔵穴は確認されなかった。

　出土遺物（第 47～51 図）は、弥生土器壺（1～11･17～23･46～86）、広口壺（24）、甕（12～16･25～

38･87～139）、甑（39）、高坏（40～42･140～142）、ミニチュア土器（43）、鉢（44･45･143･144）、砥石

（145･146）、石製有孔円盤（147）がある。遺物量が非常に多いが、残存状態の良好なものは少ない。

床面直上の遺物は、南東部に集中するが、遺物の大半は覆土からの検出である。

　1～11･17～23･46～86 は壺。1 は底部を欠くが、比較的残存状態が良好である。口縁部は外反しながら

大きく開く。頸部はすぼまるが、やや太く、肩が張らずに胴部に向かって緩やかに膨らむ。胴部は縦長

の楕円形状を呈し、最大径を中段に持つ。文様は頸部にのみ施文されている。3 条の平行沈線間にＬＲ単

節縄文が施文されているが、沈線上下にはみ出ている。外面無文部の調整は、ヘラミガキが主体となるが、

胴部中段はハケメが残る。内面は磨耗や剥離が顕著であるため、ほとんど図示できなかったが、口縁部

から頸部まではヘラミガキ、以下はハケメ調整が施されている。2～4は口縁部から頸部までに収まる部位。

すべて口縁部が外反する。4 の頸部はすぼまり、ほぼ直立する。文様は口縁端部にＬＲ単節縄文が施文さ

第 44 図　第 11 号住居跡出土遺物（5）

第12表　第11号住居跡出土遺物観察表
器　種番号

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器広口壺
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺

内外面赤彩､大半剥落。
胴下部外面輪積痕有。内外面磨耗顕著。
内外面磨耗顕著。
内面剥離､外面磨耗顕著。
内外面赤彩。所々磨耗。

内外面磨耗顕著。

内外面磨耗顕著。

胴部内面輪積痕有。内外面磨耗顕著。
口縁部外面輪積痕有。内外面磨耗顕著。
外面磨耗顕著。
内面磨耗顕著。

内面やや磨耗。P6 出土。
内外面磨耗顕著。
内外面やや磨耗。

口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 残存率 備　　考

6.6
―
―
―
―

(25.0)
(22.8)
(14.2)
(18.7)
(15.2)
(18.2)
―

(22.0)
―
―
―
―
―
―
―

(4.1)
(8.3)

(13.55)
(17.6)
(12.4)
(4.05)
(10.4)
(7.3)
(5.8)
(6.7)
(5.6)

(19.15)
(4.7)
(4.5)
(3.2)
(3.1)
(1.9)
(3.2)
(2.55)
(2.6)

―
6.0
―
―
6.1
―
―
―
―
―
―
―
―
6.4
7.7
6.4
(8.9)
5.9
6.0
(6.4)

ABH
ABHIKN
ABCIKN
ABDHIN
ABGIKN
ABEIKN
ABEHI
ABHI
ABIK
ABIKN
AHK
BDHIN
ABCDHIN
AHIKN
ABCHIK
ABHK
ABDIK
ABDI
ABCIN
ABGHIK

にぶい橙色
にぶい橙色

橙色
暗灰色　淡黄色

黒褐色
黒褐色
灰褐色
黄灰色

暗灰黄色
黒褐色
黒色

黒褐色
浅黄橙色

黒色
黄灰色
灰黄色
黒色

淡黄色
浅黄橙色
黄灰色

B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B

口～頸 100%
頸～底 60%
胴部 20%
胴部 70%

頸～底 50%
口～頸 15%
口～胴 30%
口～胴 25%
口～胴 20%
口～胴 25%
口～胴 20%
頸～胴 40%
口～頸 25%
胴～底 80%
底部 90%
底部 80%
底部 30%
底部 90%
底部 100%
底部 50%

器　種番号

21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83

弥生土器　壺
弥生土器広口壺
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甑
弥生土器高坏
弥生土器高坏
弥生土器高坏
弥生土器高坏
弥生土器高坏
弥生土器　鉢
弥生土器　鉢
弥生土器　鉢
弥生土器ミニチュア
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕

内外面磨耗顕著。
内外面赤彩､ほぼ剥落。磨耗顕著。
内外面やや磨耗。
内面やや磨耗。

内外面やや磨耗。
内外面磨耗顕著。
内外面磨耗顕著。
内外面磨耗顕著。
内外面磨耗顕著。

内面磨耗顕著。
内外面磨耗顕著。
内外面磨耗顕著。
内外面磨耗顕著。
内外面やや磨耗。
内外面磨耗顕著。
外面磨耗顕著。
底面焼成前穿孔。
内外面赤彩､ほぼ剥落。やや磨耗。
内外面赤彩､ほぼ剥落。磨耗顕著。
内外面赤彩大半剝落。P3 出土。
内外面赤彩､ほぼ剥落。やや磨耗。
内外面磨耗顕著。
内面磨耗顕著。
内面赤彩。内外面磨耗顕著。
外面所々磨耗。
内外面磨耗顕著。
内外面磨耗顕著。
内面磨耗顕著。
外面やや磨耗。
内外面磨耗顕著。
内外面やや磨耗。

外面やや磨耗。

内面磨耗顕著
内外面やや磨耗。
内面輪積痕有。内外面やや磨耗。
外面磨耗顕著
内外面磨耗顕著。
内外面磨耗顕著。
内外面磨耗顕著。
内外面やや磨耗。
内外面所々磨耗。

内外面やや磨耗。
内外面磨耗顕著。
内外面やや磨耗。
頸部内面輪積痕有。内外面磨耗顕著。
内外面磨耗顕著。
口縁部外面輪積痕有。内外面やや磨耗。
内外面やや磨耗。

胴上部内面輪積痕有。内面やや磨耗。

内面磨耗顕著。
内面磨耗顕著
内面やや磨耗。

P4 出土。
外面やや磨耗。
内外面磨耗顕著。

口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 残存率 備　　考

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

(13.8)
(10.2)
(19.2)
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

(1.7)
(3.4)
(8.9)
(4.05)
(3.0)
(3.2)
(3.45)
(3.3)
(4.0)
(5.95)
(6.6)
(2.4)
(2.5)
(3.1)
(2.2)
(3.1)
(2.35)
(2.2)
(2.2)
(6.7)
(4.45)
(4.65)
(4.5)
(3.3)
(4.4)
(2.8)
(7.4)
(2.2)
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

5.3
5.8
6.7
6.2
6.7
6.3
(6.6)
6.9
8.1
6.8
8.2
6.7
(5.8)
6.4
5.8
6.1
4.7
4.4
6.1
―
―
―

(7.0)
(10.8)
―
―
―

(3.8)
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

ABDGHN
ABHIK
BEHI
ABHIK
ABDIK
ABIK
ABEI
ABHIKN
ABDIK
BDIN
ABDI
ABCHIK
ABCHIKN
ABDEHIKN
ADIKM
ABIK
BCJK
ABIKN
ABHIK
BIN
ABDIK
ACGHI
ABIK
ABEHK
BDN
ABHK
ABHIK
ABEIKN
ABDEHIN
ABDE
BEKN
ABEN
ABDH
ABH
ABDEIKN
ABDN
ABEHN
ABEHIKN
ABDIN
ABDHIK
ABHIKN
ABHIN
ABHIKN
ABEHIK
ABDIKN
ABHIN
ABCEHIKN
ABDIK
AHIKN
ABHIKN
ABIK
ABHIMN
ABIK
ABHIJN
ABHIK
ABDHIJKN
ABEIK
ABIKN
ABEHIKN
ABEGIK
ADHIK
ABIKN
ABEGIK

淡黄色
黒褐色
黒褐色
褐灰色
褐灰色
淡黄色

にぶい黄橙色
黄灰色

にぶい橙色
にぶい橙色
灰黄褐色
黒褐色
灰褐色
暗褐色
暗褐色
黒褐色
橙色

にぶい橙色
灰黄色

浅黄橙色
にぶい褐色

褐灰色
暗灰色
橙色

浅黄橙色
黄灰色

黒色･灰黄色
にぶい橙色
にぶい橙色
浅黄橙色
浅黄橙色
浅黄橙色
浅黄橙色
灰黄色

浅黄橙色
にぶい橙色
にぶい橙色
浅黄橙色

にぶい黄橙色
灰黄褐色
灰黄褐色
黄灰色

にぶい橙色
にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

浅黄色
にぶい橙色

灰白色
黒褐色

灰黄褐色
にぶい黄橙色

灰黄褐色
にぶい黄褐色

灰黄褐色
にぶい黄橙色
にぶい黄褐色
にぶい黄橙色

黒褐色
黒色

にぶい黄褐色
灰黄褐色
灰黄褐色

にぶい黄橙色

B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
A
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
A
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B

底部 100%
底部 70%

胴～底 80%
胴～底 50%
底部 55%
底部 45%
底部 50%
底部 100%
底部 50%

胴～底 40%
胴～底 50%
底部 100%
底部 50%
底部 100%
底部 100%
底部 90%
底部 100%
底部 100%
底部 90%

接合部 100%
接合部 80%
接合部 70%
接～脚 50%
脚部 45%

口～体 90%
口～体 20%
口～体 15%
底部 40%
口縁部片

口～頸部片
頸～肩部片
頸～肩部片
頸～肩部片

肩部片
頸～肩部片
頸～肩部片
胴上部片
胴上部片
胴上部片
胴上部片
胴上部片
胴上部片
胴上部片
胴上部片

胴上～中片
胴中～下片
口～頸部片
口～頸部片
口～頸部片
口～胴中片
口～胴上片
口～胴上片
頸～胴上片
頸～胴上片
頸～胴上片
頸～胴上片
頸～胴上片
頸～胴上片
頸～胴上片
頸～胴上片
頸～胴上片
頸～胴上片
頸～胴上片

０ 10㎝
１：4

０ 5㎝
１：2

打製石鏃　　

1

第 6 号住居跡（第 19 図）

　第 2 次調査での検出であり、58－146･147 グリッドに位置する。西壁付近のみの検出であり、大半は

調査区外にある。他の遺構との重複関係はみられない。

　正確な規模や主軸方向は不明であるが、西壁は 4.2ｍ程を測り、平面プランは隅丸方形ないし長方形

を呈すると思われる。床面はほぼ平坦であり、確認面からの深さは0.3ｍ前後を測る。覆土は4層（7～10層）

確認された。レンズ状に堆積していたことから自然堆積と思われる。

　ピットは調査区との境から 1 基検出された。半分のみの検出であるため正確な数値は不明であるが、

南北は 0.87ｍを測り、円形ないし楕円形を呈すると思われる。床面からの深さは 0.49ｍを測る。その位

21･22 は無文で内外面ともにヘラミガキ調整が主体となるが、21 は頸部以下が横･斜位のヘラナデ調整

である。外面のヘラミガキは、21 の口縁部が横位、頸部が斜位、22 は縦･斜位、内面は 21 が横位、22

の口縁部は横位に施されている。23･24 は 2 条の突帯が巡る肩部片。23 は突帯上に刻み、24 は突帯間に

ＬＲ単節縄文が施文されている。ともに突帯の上下は無文で横位のヘラミガキ調整である。内面調整

はともに横位のヘラナデである。25･26 は複数の平行沈線間にＬＲ単節縄文が施文された破片。25 は 3

本一単位の櫛歯状工具で描かれている。内面調整は 25 が横位、26 が横･斜位のヘラナデである。27 ～

30 は波状沈線とＬＲ単節縄文が施文された破片。27･28 は 1 条の沈線、29･30 は 2 本一単位の櫛歯状工

具で描かれている。27 の無文部は斜位のハケメ、29 は横位のヘラミガキが施されている。内面調整は

27･28･30 が横位、29 が横･斜位のヘラナデである。31･32 は肩部から胴上部までの破片。31 は段を持つ。

縦位のヘラミガキが施された無文部に複数の沈線が垂下し、段の上にＬＲ単節縄文が施文され、下は半

円形の刺突列が巡る。以下は 2 本一単位の櫛歯状工具で鋸歯文が描かれている。32 はほぼ全面にＬＲ

単節縄文が施文されており、下に平行沈線が巡る。31･32 の内面調整は 31 が横･斜位、32 が横位のヘラ

ナデである。33･34 はフラスコ文が描かれた破片。33 は下に弧線文が描かれており、間に無節Ｒが充填

されている。34 は地文にＬＲ単節縄文が施文されている。34･35 の内面調整はともに横位のヘラナデで

ある。35 ～ 37 は重四角文が描かれた胴上部片。35 は上にＬＲ単節縄文が施文されている。36 は 3 本一

単位の櫛歯状工具で描かれている。37 は沈線間に無節Ｌが充填されている。35 ～ 37 の内面調整は 35

が横･斜位、36･37 が横位のヘラナデである。38･39 は弧線文が描かれた破片。38 は弧線文下に平行沈

線が巡る。沈線が細い。外面無文部は横･斜位のヘラミガキ、内面は斜位のヘラナデ調整である。39 は

やや太めの沈線 3 条が弧線状に巡り、上位の沈線間に 5 本一単位の櫛歯状工具でさらに弧線状の文様が

充填されている。38･39 の内面調整は 38 が斜位、39 が横位のヘラナデである。40 は重三角文と複合鋸

歯文が合体した胴上部片。ＬＲ単節縄文地にやや太い沈線でやや粗雑に描かれている。内面調整は横位

のヘラナデである。41 は胴部中段から下部までの破片。中段はＬＲ単節縄文地に平行沈線が巡り、以

下は無文で縦･斜位のヘラミガキが施されている。内面調整は横位のヘラナデである。42･43 は肩部か

ら胴上部にかけての破片。42 は肩部に短冊状の文様が描かれており、区画内は細い沈線が充填され、

区画外に半円形の刺突列が伴う。以下は複数の平行沈線と円形の刺突列が巡る。43 は分かりづらいが、

垂下する単位不明の櫛歯状工具による直線文脇に円形の刺突列が刻まれている。42･43 の内面調整はと

もに横位のヘラナデである。44･45 は無文で内外面ともにハケメ調整の破片である。

置から主柱穴とは考えにくく、貯蔵穴の可能性がある。

　壁溝は検出できた範囲内を全周する。幅は0.25ｍ前後が主体となり、床面からの深さは0.05ｍ前後を測る。

　炉跡は確認されなかった。

　出土遺物（第 20 図）は、弥生土器壺（5 ～ 10）、甕（1 ～ 3･11 ～ 18）、高坏（4）、磨石（19）がある。

床面直上の遺物は少なく、覆土やピット 1 からの出土が多い。

　5 ～ 10 は壺の肩部から胴上部までの破片。5 は横位のヘラミガキが施された無文部下に細い平行沈線

3 条とＬＲ単節縄文が施文されている。内面調整は横位のヘラナデである。6 ～ 10 は同一個体。鋸歯文

と弧線文が合体した文様が描かれており、間にカナムグラによる擬縄文が充填されている。無文部は縦

･斜位のヘラミガキ、内面は横･斜位のヘラナデ調整である。

　1 ～ 3･11 ～ 18 は甕。18 以外は櫛歯状工具により文様が描かれている。櫛歯の単位は 4 ～ 5 本が多い。

1 ～ 3 は口縁部から胴部中段付近までの部位。1･2 は口縁部形態がやや異なるが、ほぼ同様の器形と文

様構成である。ともに最大径を持つ口縁部が逆ハの字に開き、頸部はすぼまり、胴部中段が膨らむ。文

様は口縁端部にＬＲ単節縄文が施文され、頸部は簾状文、胴部は同一工具による縦位の羽状文が描かれ

ている。無文部の調整は口縁部がヘラナデ、胴部はハケメ、内面はヘラナデである。3 は短い口縁部が

大きく開き、頸部はほぼ直立し、胴部は中段に向かって大きく膨らむ。文様は口縁端部に刻みを持ち、

頸部から胴上部にかけてやや粗雑な波状文が 2 条巡り、以下は同一工具による縦位の羽状文が描かれて

いる。無文部の調整は内外面ともにヘラナデである。11 は口縁部から頸部までの破片。頸部に簾状文

が巡る。口縁部は端部を欠くが、斜位のヘラナデ調整である。内面調整は横位のヘラナデである。12

～ 15 は胴部に羽状文が描かれた破片。12 のみ縦位、その他は横位に描かれている。12 は頸部に同一工

具による簾状文が巡る。14 は羽状文下の無文部に斜位のヘラミガキが施されている。内面調整は 12 ～

14 が斜位のヘラナデ、15 はハケメである。16 は胴部に斜格子文が描かれており、頸部は同一工具によ

る簾状文が巡る。内面調整は斜位のヘラナデである。17 は複数の波状文が巡る胴上部片。内面調整は

横位のヘラナデである。18 は胴部にコの字重ね文が描かれた破片。内面調整は横位のヘラナデである。

　4 は高坏の脚部。短くハの字に開く。調整は外面がヘラミガキ、内面はヘラナデである。

　19 は磨石。一面のみ使用しており、光沢が著しい。

　本住居跡の時期は、弥生時代中期後半から末にかけての段階と思われる。

第 7 号住居跡（第 26 図）

　第2次調査での検出であり、58･59－147～149グリッドに位置する。東壁中央で14号土坑を切っており、

西側は調査区外にある。

　本住居跡は拡張が行われている。規模は東西が不明、南北は拡張前が 4.95ｍであるが、拡張後は 7.48

ｍを測り、大型の部類に入る。平面プランはいずれも隅丸長方形を呈すると思われる。主軸方向はＮ－

２°－Ｅを指し、東西南北にほぼ軸が合う。確認面からの深さは 0.65ｍ前後と深く、床面はやや凹凸が

みられた。覆土は 29 層（1 ～ 29 層）と多く、中央付近では下層から焼土や炭化物層が確認された。レ

ンズ状に堆積していたことから自然堆積と思われる。

　炉跡は床面中央からやや北寄りに位置する。西側は調査区外にあるため長軸は不明であるが、短軸は

0.48ｍを測り、楕円形を呈すると思われる。床面からの深さは0.07ｍと浅く、覆土は焼土のみ（35層）であった。

　ピットは 6 基検出された。P1･2 はその位置から主柱穴と思われるが、P2 は 0.07ｍと浅い。P3･4 は出

入口に関連し、P3 が拡張前、P4 が拡張後に伴うものと思われる。

　壁溝は拡張前後にかかわらず、検出した範囲内を全周する。幅は拡張前が0.3ｍ、後が0.4ｍ前後であり、

床面からの深さは拡張前が 0.08ｍ、後が 0.1ｍ前後を測る。

　貯蔵穴は 2 つ検出された。位置はいずれも東壁沿い中央から北寄りに位置し、壁溝と連結する。貯蔵

穴1は拡張前のものであり、径0.5ｍ前後の角張った不整円形状を呈する。床面からの深さは0.44ｍを測る。

覆土は図示できなかったが、炭化物を多く含んでいた。貯蔵穴 2 は拡張後のものであり、径 0.57ｍ前後

の不整楕円形状を呈する。床面からの深さは 0.22ｍを測る。覆土は 4 層（30 ～ 33 層）確認され、焼土

や炭化物を多く含んでいた。

　出土遺物（第 22 ～ 25 図）は、弥生土器壺（1･7 ～ 9･16 ～ 45）、無頸壺（2）、広口壺（46）、甕（3

～6･10～14･47～92）、高坏（93･94）、鉢（15･95）、打製石斧（96～98）、刃器（99）、磨石（100～102）がある。

遺物量が多く、床面直上の遺物は主に中央付近に集中し、比較的残存状態の良いものが検出された。破

片は覆土からの検出が多い。

　1･7～9･16～45は壺。1は胴上部から底部までの部位。胴部はややいびつな球形を呈し、底径が大きい。

文様は胴上部から中段下まで平行沈線と山形状の沈線が複数巡る。調整は外面がヘラミガキ、内面はハ

ケメである。7～9は胴下部から底部までの部位。壺としたが、甕の可能性もある。外面調整はヘラミガキ、

内面はヘラナデである。7 は底面に木葉痕がみられた。16 ～ 22 は口縁部から頸部までの破片。16 ～ 20

は口縁部に縄文が施文されており、17 は端部まで、20 は端部のみ施文されている。16･17･19 はＬＲ、

18･20 はＲＬ単節縄文である。16 は縄文下が無文で縦位のヘラミガキ調整である。17 は縄文下に半円

形の刺突列が巡り、以下は斜位のヘラミガキ調整である無文部を挟んで、18 は 5 条の波状沈線下にそ

れぞれ鋸歯文が描かれている。19 は 3 本一単位の櫛歯状工具による波状文 2 条と半円形の刺突列がやや

間隔を空けて巡る。20 は口縁部から頸部にかけて間隔を空けた細い平行沈線が巡る。無文部は横位の

ヘラミガキ調整である。内面調整は 16 が横･斜位、17･18･20 は横位、19 は斜位のヘラミガキである。

　2 は小型の無頸壺。無花果状を呈し、最大径を胴部中段より下に持つ。無文で外面調整はヘラミガキ、

内面は計測不可能であったが、口縁部付近のみヘラミガキで以下はヘラナデ調整である。

　46 は広口壺の口縁部から頸部までの破片。内外面ともに横位のヘラミガキと赤彩が施されている。

口縁部と頸部の境に 2 個一対の孔が設けられている。

　3～6･10～14･47～92は甕。3～6は櫛歯状工具で主文様が描かれており、比較的残存状態が良好である。

3 は口縁部が受け口状を呈し、短い頸部が直立する。胴部は上位が小さく膨らむ。口径と胴上部の径は

ほぼ同じであるが、最大径を前者に持つ。底部付近を欠く。文様は端部も含め口縁部にＬＲ単節縄文が

施文され、弧線状の沈線が 2 条巡るが、下位の沈線は平行に近い。胴部以下は縦位の羽状文が密に描か

れている。櫛歯の単位は 6 本である。外面無文部及び内面の頸部以下はヘラナデ、口縁部内面はハケメ

調整である。4 は頸部から胴部中段までの部位。文様は頸部に簾状文が巡り、胴部は横位の羽状文が描

かれている。櫛歯の単位は 8 本と多い。外面無文部及び内面の調整はヘラナデである。5 は短い口縁部

が逆ハの字に開き、頸部はほぼ直立する。胴部は上位が小さく膨らむ。最大径を口径に持つ。底部を欠く。

文様は口縁端部にＬＲ単節縄文が施文され、頸部は簾状文、胴部は斜格子文が描かれている。櫛歯の単

位は 5 本である。外面無文部及び内面の調整はヘラナデである。6 は口縁部から胴部中段までの部位。

やや小振りで口縁部が大きく開く。頸部はほぼ直立し、胴部はほとんど膨らまない。文様は口縁端部に

ＬＲ単節縄文が施文され、頸部に波状文、胴部は縦位の羽状文が描かれている。櫛歯の単位は5本である。

外面無文部及び内面の調整はヘラナデが主体となるが、胴部内面はハケメもみられた。10 ～ 14 は胴下

部から底部までの部位。すべて内外面ともにヘラナデ調整である。10 は底面に木葉痕がみられた。

　47 ～66 は櫛歯状工具で文様が施文された破片。櫛歯の単位は 4 ～ 5 本が多い。47 ～58 は胴部に羽状

文が描かれた破片。47～52は横位、53～58は縦位に描かれている。47･48は頸部に同一工具による直線文、

49･53 は簾状文が巡る。47 の口縁部外面は横位のヘラナデ調整である。51･52 は羽状文下が無文で 51 は

縦位のヘラミガキ、52 は斜位のヘラナデ調整である。47 ～ 58 の内面調整は、50 ～ 52 が横･斜位、53･

54 が斜位、その他は横位のヘラナデである。59 ～ 62 は胴部に斜格子文が描かれた破片。59･60 は頸部

に同一工具による簾状文が巡り、胴部は斜格子文下に斜位のハケメ調整が残る。59 ～ 62 の内面調整は、

59･62 が横位、60 が横･斜位、61 が斜位のヘラナデである。63 ～ 66 は胴部に波状文が描かれた破片。

64･65 は粗雑であるが、66 は密に施文されている。63 は口縁端部に刻みを持ち、63 ～ 65 は頸部に同一

工具による直線文ないし簾状文が巡る。63 ～ 66 の内面調整は、65 は上位が横位、下位が斜位、その他

は横位のヘラナデである。67～69は胴部にコの字重ね文が描かれた破片。67･68はボタン状貼付文が付く。

67 は地文にＬＲ単節縄文が施文され、68 は斜位のハケメ調整が一部残る。内面調整は、67 が横位のヘ

ラミガキ、68･69はヘラナデである。68は斜位、69は横位に施されている。70～88は縄文が施文された破片。

70 ～ 82 は口縁部から頸部までの破片。70 ～ 75 は受け口状を呈する。72 以外は端部も含め口縁部にＬ

Ｒ単節縄文が施文され、75 以外は口縁部に波状ないし山形状の沈線が巡る。頸部はすべて無文で 71 が

横位のハケメである以外は、すべて横位のヘラナデ調整である。72 は口縁部と頸部の境に輪積痕が残る。

74 は波状沈線上にボタン状貼付文が付く。75 は無文部下に平行沈線が巡る。70 ～ 75 の内面調整はす

べて横位のヘラナデである。76 ～ 78 は口縁端部に縄文が施文されており、76･77 がＬＲ、78 がＲＬ単

節縄文である。口縁部は無文ですべて内外面ともに横位のヘラナデ調整である。78 は頸部に輪積痕が

̶ 41 ̶

残る。79 は口縁部が無文で胴上部にＬＲ単節縄文が施文されている。内面調整は横位のヘラナデである。

80 ～ 82 は端部も含め肥厚した口縁部から頸部にかけて全面ＬＲ単節縄文が施文されている。80 ～ 82

の内面調整は、80 が横位のハケメ、81 は横位のヘラミガキ、82 は横位のヘラナデである。83 ～ 88 は

ＬＲ単節縄文の施文された破片。85 は縄文以下の無文部が縦位のヘラミガキ、88 は横位のヘラナデ調

整である。83～88の内面調整は、84･88が斜位、その他は横位のヘラナデである。83は内面に輪積痕が残る。

89 は端部に刻みを持つ口縁部から頸部までの破片。端部以外は無文で内外面ともに横位のヘラナデ調

整である。90 ～ 92 は無文でハケメ調整の破片。90 は肥厚した口縁部に指頭圧痕がみられた。91 は頸

部から胴部中段まで、92 は胴下部の破片である。

　93･94 は高坏。口縁部から坏部までの破片。93 は口縁端部にＬＲ単節縄文が施文され、以下は内外面

ともにヘラミガキ調整であり、外面は横位、内面は口縁部が横位、坏部は斜位に施されている。口縁部

が大きく外反する器形から高坏としたが、異なる可能性もある。94 は外面が横位、内面が斜位のヘラ

ミガキ調整であり、赤彩が施されている。口縁部に 2 個一対の孔が設けられている。

　15･95 は鉢。15 は口縁部が大きく外反し、端部に 2 個一対に突起が付く。頸部はほぼ直立し、胴部と

の境に段を持つ。内外面ともにヘラミガキ調整であり、外面及び口縁部内面に赤彩が施されている。器

形的には甕に見えるが、小振りでヘラミガキや赤彩が施されていることから鉢とした。95 は口縁部か

ら体部までの破片。内外面ともにヘラナデ調整であり、口縁部に 2 個一対の孔が設けられている。

　96 ～ 98 は打製石斧。96 は分銅型、97 は短冊型を呈する。97 は刃部が磨り減って窪んでいる。98 は

基部のみの検出である。99 は刃器。完形。100 ～ 102 は磨石。100･101 は一面のみ使用しており、敲打

器を兼ねる。102 は二面使用しており、両端を欠く。

　本住居跡の時期は、弥生時代中期後半と思われる。

第 24 図　第 7 号住居跡出土遺物（3）
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77 は波状文が乱雑に巡る。78 は分かりづらいが、頸部に波状文が巡り、横位のヘラミガキが施された

無文部下に斜格子文が描かれている。74～78 の内面調整は、74･75･78 が横位、76 が斜位、77 が横･斜

位のヘラミガキである。

　79･80 は胴部にコの字重ね文が描かれた破片。79 は頸部から胴上部にかけて、80 は胴部中段の破片

である。79 は頸部が無文で横位のヘラミガキ調整が施されれている。80 は中央に円形刺突が施された

ボタン状貼付文が付く。内面調整は、79 が横位のヘラミガキ、80 が横位のヘラナデである。

　81～92 はＬＲ単節縄文が施文された破片。81～89 は口縁部から胴上部まで、90～92 は胴上部から中

段までに収まる破片である。81～84 は端部も含む口縁部に縄文が施文され、頸部は無文である。81 は

カーブの緩い連弧文が巡る。83 は胴上部にコの字重ね文と思われる文様が描かれている。頸部外面の

無文部は、81･83 が横位、82 は縦･斜位のヘラミガキ、84 は横位のハケメ調整が施されている。85～89

面はヘラナデ調整が施されている。甕としたが、壺の可能性もある。

　62～78 は櫛歯状工具で文様が描かれた破片。櫛歯の単位は 5 本前後が多い。62～66 は胴部に縦位の

羽状文が描かれた破片。櫛歯の細いものが多く、やや間隔を空けるものと密に描かれるものがある。62

～64 は口縁部から胴上部までに収まる破片、65･66 は胴部中段の破片である。62 は頸部に 3 本一単位の

簾状文が巡る。口縁部外面の無文部は、横位のヘラミガキ調整が施されている。63･64 は頸部に直線文

が巡る。64 は胎土が粗い。62～66 の内面調整は、62･63 が横位のヘラミガキ、64 は横･斜位のハケメ、

65･66 は横位のヘラナデである。62 は胴上部内面に輪積痕が残る。67～73 は胴部に横位の羽状文が描

かれた破片。67 以外は密に描かれている。67･68 は口縁部から胴上部まで、69～73 は胴上部から胴下

部までに収まる。67 は口縁端部に刻みが施されている。68 は頸部に直線文が巡り、胴上部は所々に羽

状文施文前に施された斜位のハケメ調整が残る。69･70 は同一個体。2 本一単位で密に描かれている。

72 は羽状文施文前に施された横位のハケメ調整が所々に残る。73 は羽状文下が無文で縦位のヘラミガ

キ調整が施されている。67～73 の内面調整は、67 が図示しなかったが、横･斜位のハケメ、68 は横位

のヘラミガキ、69･70 は横･斜位、71 は横位、72･73 は斜位のヘラナデである。74～78 は波状文が描か

れた破片。74～76 は振りが小さく、77･78 はやや大きい。いずれも櫛歯が細い。すべて口縁部から胴上

部までに収まる。74 は頸部に簾状文が巡り、以下に波状文が巡る。口縁部外面の無文部は、横位のヘ

ラミガキ調整が施されている。75 は波状文が口縁部に 2 条、分かりづらいが、頸部に簾状文も巡る。

外面無文部は、横位のヘラミガキ調整が施されている。76 は僅かに残る簾状文下に波状文が密に巡る。

いずれも外面及び口縁部から頸部までの内面に赤彩が施されている。4 はほぼ完形。口縁部はやや外反

しながら開き、頸部はすぼまり、ほぼ直立する。肩部以下は無花果状を呈する。文様は頸部にやや太

い平行沈線が巡るのみである。外面及び内面の赤彩箇所は、ヘラミガキ調整が施されている。頸部内面

以下は計測不可能であり、調整不明である。5 は底部を欠くが、残存状態が比較的良好である。口縁部

が外反しながら大きく開き、頸部はすぼまり、肩部以下は無花果状を呈する。無文で外面及び口縁部か

ら肩部までの内面はヘラミガキ、胴上部内面以下はヘラナデ調整が施されている。胴部中段に注口が

付くが、欠損しており、孔のみ認められた。9 は胴下部から底部までの部位。外面はヘラミガキ、内面

はヘラナデ調整が施されている。

　15 は口縁部から頸部にかけての破片。波状沈線下に無文部を挟んで四角文が描かれており、区画内

に横位のハケメが充填されている。外面無文部及び内面は、横･斜位のヘラミガキ調整が施されている。

16 は鋸歯文、17 は重四角文が描かれた肩部片。16 は鋸歯文区画下、17 は重四角文内にＬＲ単節縄文が

充填されている。内面調整は、いずれも横位のヘラナデである。18 は渦巻文の描かれた胴上部片。渦

巻文下に半円形の刺突列が巡り、渦巻文内及び刺突列下にＬＲ単節縄文が施文されている。内面調整は、

横位のヘラナデである。19 は波状文が巡る肩部片。分かりづらいが、上位に 5 本一単位で乱雑に巡る。

以下は無文で斜位のヘラミガキ調整が施されている。20～22 は波状沈線、23 は連弧文が巡る胴部中段

の破片。20 はＬＲ単節縄文地にやや太い波状沈線が複数巡る。21 はＲＬ単節縄文地に 2 条の波状沈線

が等間隔に巡る。下位の波状沈線に円形刺突が 1 つ施されたボタン状貼付文が付く。22 はＬＲ単節縄

文地に振りの大きい波状沈線と複数の平行沈線が等間隔に巡る。23 は太い連弧文がやや乱雑に描かれ

ている。以下は無文で斜位のヘラミガキ調整が施されている。16～23 の内面調整は、19 のみ横･斜位、

その他は横位のヘラナデである。24･25 は弥生時代中期中頃池上式に相当する破片。24 は肩部片、25

は胴上部片である。24 は太い平行沈線が複数巡り、上位に円形刺突列が 2 列伴う。25 は重三角文に沿

って半円形の刺突列が刻まれている。内面調整は 24 が横位、25 は斜位のヘラナデである。

　6～8･10･11･26 ～ 42 は甕。6～8 は櫛歯状工具で文様が描かれている。櫛歯の単位は 4 ～ 5 本である。

6 は大型甕の口縁部から胴部中段までの部位。口縁部はくの字に大きく開き、頸部はすぼまる。胴部は

大きく膨らみ、最大径を中段に持つ。文様･調整は磨耗が著しいため、大半が確認できなかったが、文

様は頸部に簾状文、胴部は斜格子文と縦位の羽状文が合体した文様が描かれている。調整は内外面とも

にヘラナデである。7 は口縁部から胴上部までの部位。口縁部は緩やかに外反し、頸部がすぼまり、胴

部はやや膨らむ。文様は口縁端部に指頭圧痕、頸部は乱雑な簾状文 2 段と波状文が巡り、胴上部は横位

の羽状文が間隔を空けて施文されている。口縁部外面の無文部及び内面は、ヘラナデが施され、胴上部

外面は羽状文施文前に施された縦位のハケメ調整が明確に残る。8 はほぼ完形。口縁部は受け口状を呈

し、頸部はすぼまる。胴部は膨らみが小さく、最大径を胴上部に持つが、口径とほとんど変わらない。

文様は頸部及び胴下部以外に施文されている。口縁部は 2 本一単位のやや振りの大きい波状文、胴上部

以下は 5 本一単位の振りの小さい波状文が乱雑に 8～9 段巡る。頸部外面の無文部はハケメ、胴下部は

ヘラミガキ調整が施されている。内面調整は、磨耗が著しいため図示できない箇所が多いが、確認でき

た胴上部はハケメ調整である。胎土に白雲母を多量含む。

　10･11 は底部。10 は外面がヘラミガキ、内面はヘラナデ、11 は内外面ともにヘラナデ調整が施され

は全面に縄文が施文されている。88･89 は口縁部が肥厚しており、88 は端部に刻みが施されている。81

～92 の内面調整は、81～83･86～88 が横位、89 が斜位のヘラミガキ、84･85･90 ～ 92 が横位のヘラナデ

である。

　93 は無文の胴上部から下部にかけての破片。外面は斜位のハケメ、内面は横･斜位のヘラナデ調整が

施されている。

　21･22 は高坏。21 は接合部。坏部底面を欠く。外面及び坏部内面はヘラミガキと赤彩、脚部内面はヘ

ラナデ調整が施されている。22 はハの字に開く短い脚部。外面はヘラミガキ、内面はヘラナデ調整が

施されている。

　94は掻器と思われる石器。片面のみ加工され、もう片面は自然面を残す。刃部に刃こぼれが生じている。

ホルンフェルス製。

　本住居跡の時期は、弥生時代中期後半から末にかけての段階と思われる。

第 4 号住居跡（第 16 図）

　57･58－137･138 グリッドに位置する。北東隅の調査区との境で 1 号土坑、北西隅で 6 号溝跡にそれぞ

れ壁の上位を切られている。また東壁中央は2号土器棺墓、南東隅は時期不明のピットに切られている。

北壁中央付近は調査区外にある。

　正確な規模は不明であるが、長軸は 5.15ｍ程、短軸は 4.24ｍを測り、他に比べて小型の部類に入る。

平面プランは隅丸長方形を呈する。主軸方向はＮ－4°－Ｗを指し、ほぼ東西南北に軸が合う。確認面

からの深さは 0.4ｍ前後を測り、床面はほぼ平坦であった。覆土は 4 層（1～4 層）確認された。混入物

が多くみられたが、レンズ状に堆積していたことから自然堆積と思われる。

　炉跡や貯蔵穴、壁溝等は確認されず、伴う施設は小さいピット 2 基のみである。P1 は床面ほぼ中央

よりやや北側、P2 は東壁沿い中央付近に位置し、いずれも主柱穴とは考えにくい。覆土は図示できな

かったが、いずれも柱痕跡は認められなかった。

　出土遺物（第17･18図）は、弥生土器壺（1～5･9･15～25）、甕（6～8･10･11･26～42）、高坏（12･13）、

ミニチュア土器（14）、磨製石斧（43）がある。床面直上から残存状態の良好なものが多数出土した。

破片の大半は、覆土からの検出である。

　1 ～ 5･9･15～25 は壺。1 は残存状態が良好である。口縁部は外反しながら小さく開く。頸部はすぼま

るが太い。頸部以下は肩が張らず、無花果状を呈する。最大径を胴部中段に持つ。器壁が厚い。内外面

ともに磨耗が著しいため、ほとんど図示できなかったが、無文である。外面及び口縁部から頸部までの

内面は、ヘラミガキ調整が施されており、胴部中段外面にはヘラミガキ前に施されたハケメ調整が一部

残る。胴部中段及び下部内面に輪積痕が残る。2 は口縁部から胴上部までの部位。口縁部が逆ハの字に

開く。頸部はすぼまり、ほぼ直立する。肩がやや張り、胴部に向かって大きく膨らむ。文様は磨耗が著

しいため定かではないが、口縁部は無文、頸部は 5 本一単位の直線文、肩部は波状文が 2 段巡る。胴上

部は斜格子文状を呈する文様が描かれ、下位に直線文が巡る。口縁部外面及び内面の調整は不明である。

3 は肩部以上を欠くが、残存状態は良好である。胴部は球形を呈する。文様は肩部に無区画のＬＲ単節

縄文帯が施文されているのみである。以下は無文でヘラミガキ調整が施されている。内面は上位が磨耗

顕著により不明であるが、中段付近はヘラナデ、下部はヘラミガキ調整が施されている。4･5は小型の壺。

なお、古墳時代の土師器高坏（62）も検出されており、覆土中に古墳時代の遺構が存在した可能性があ

るが、詳細については不明と言わざるを得ない。

　1～3･8･22～39は壺。1は残存状態の良好な壺。口縁部は逆ハの字に大きく開き、頸部はすぼまり、ほ

ぼ直立する。肩がやや張り、胴部は球形を呈するが、中段よりやや下位に最大径を持ち、無花果状を呈

する。文様は頸部に3条の平行沈線が等間隔に巡るのみである。外面の調整は口縁部と肩部、胴下部に

ヘラミガキが施されているが、頸部や胴部中段付近はヘラミガキ前に施されたハケメ調整が残る。内面

は口縁部から肩部にかけて磨耗が著しいため不明であるが、胴上部はヘラナデ、胴下部はハケメ調整が

施されている。胴部中段及び下部に輪積痕が残る。2は中段がすぼまる頸部。5条の平行沈線がほぼ等間

隔に巡り、最上位の沈線のみ他に比べて細い。最上位の細沈線を除く沈線間にＬＲ単節縄文が施文され

ている。外面無文部及び内面は、ヘラミガキ調整が施されている。3は肩部から胴部中段までの部位。

肩の張りが弱く、胴部中段まで緩やかに下る。文様はＬＲ単節縄文を充填した2条の波状沈線が等間隔

に複数巡る。外面無文部はヘラミガキ、内面はヘラナデ調整が施されている。8は底部。外面はヘラミ

ガキ、内面はヘラナデ調整が施されている。壺としたが、甕の可能性もある。

　22･23は刺突列が巡る破片。22は頸部から肩部にかけての破片。横位のヘラミガキ調整が施された無

文部下に4本一単位の簾状文風の刺突列が巡り、下にＬＲ単節縄文が施文されている。23は肩部片。弱

い段下に半円形の刺突列が巡り、下に平行沈線とＬＲ単節縄文が施文されている。段上は舌状文と思わ

れる文様が描かれている。22･23の内面調整は、22が横位のヘラミガキ、23は横位のヘラナデである。

24～30は平行沈線と縄文が施文された破片。24～29は肩部から胴上部までに収まる破片、30のみ胴部中

段の破片である。24は平行沈線下にＬＲ単節縄文が施文されている。縄文下は無文で横位のヘラミガキ

調整が施されている。25は複数巡る平行沈線間にＬＲ単節縄文が充填されている。以下は無文で縦位の

ヘラミガキ調整が施されている。26は半円形の刺突列が刻まれた弱い段の上下に平行沈線が巡り、上は

平行沈線と刺突列間にＬＲ単節縄文が施文されている。27は平行沈線下に半円形の刺突列が巡り、下は

ＬＲ単節縄文地に2本一単位の直線文が垂下し、両脇に刺突列が刻まれている。28は横位のヘラミガキ

調整が施された無文部下にＲＬ単節縄文と赤彩が施された平行沈線2条が巡る。29は無節Ｌ地に太い平

行沈線が巡り、下に2条の沈線が垂下するが、垂下沈線間のみ無文となっている。30は等間隔に巡る複

数の平行沈線間にＬＲ単節縄文が充填されている。最下は無文で横位のヘラミガキ調整が施されてい

る。24～30の内面調整は、24が横位、25は横･斜位のヘラミガキ、26～30は横位のヘラナデである。31

は鋸歯文が描かれた胴上部片。鋸歯文区画下にＬＲ単節縄文が充填されている。内面調整は、横位のヘ

ラナデである。32･33は波状文が描かれた破片。32は胴上部片、33は胴部中段の破片である。32は太い

平行沈線下に振りの大きい波状文が乱雑に巡る。上位は無文で斜位のヘラミガキ調整が施されている。

33はＬＲ単節縄文地に4本一単位の波状文が上位に巡る。32･33の内面調整は、ともに横位のヘラナデで

ある。34～36は重四角文が描かれた破片。34･36は肩部片、35は胴上部片である。34は2本一単位の櫛歯

で描かれている。35は地文にＲＬ単節縄文が施文されている。36は分かりづらいが、上位に半円形の刺

突列が巡る。34～37の内面調整は、すべて横位のヘラナデである。37･38は重三角文が描かれた破片。

37は胴部中段の破片、38は胴上部片である。37は沈線間にＲＬ単節縄文施文部と無文部を交互に配置し

ている。38は地文にＬＲ単節縄文が施文されている。37･38の内面調整は、ともに横位のヘラナデである。

39はフラスコ文が描かれた胴上部片。沈線間が広い。内面調整は、横位のヘラナデである。

　9は広口壺の底部。内外面ともにヘラミガキ調整と赤彩が施されている。広口壺としたが、鉢の可能

性もある。

　4～7･10～17･40～60は甕。4～6は櫛歯状工具で文様が描かれており、頸部に簾状文が巡る。4･5は口

縁部から胴部中段付近までの部位。4は口縁部が受け口状を呈し、頸部はすぼまる。胴部は中段よりや

や上が膨らみ、最大径を上位に持つが、口径とあまり変わらない。頸部以外の文様は、胴部に縦位の羽

　貯蔵穴は南西隅から確認された。径0.75ｍ前後の円形を呈し、床面からの深さは0.47ｍを測る。覆土

中層で炭化物層（10層）が確認された。

　炉跡は確認されなかった。

　出土遺物（第21・22図）は、弥生土器壺（1～3･8･22～39）、広口壺（9）、甕（4～7･10～17･40～60）、甑（18）、

高坏（19～21･61）がある。床面直上から検出されたものは少なく、大半が覆土からの検出である。残

存状態の良好な1は、ピット1から検出されたが、この他にもピットや貯蔵穴から検出されたものがある。

状文が密に描かれている。櫛歯の単位は5本である。口縁部外面の無文部及び内面は、ヘラナデ調整が

施されている。5は口縁部が外反し、頸部はすぼまり、ほぼ直立する。胴部は中段が膨らみ、球形を呈する。

最大径を胴部中段に持つが、口径とあまり変わらない。頸部以外の文様は、口縁端部に刻みが施され、

胴部は乱雑な波状文が複数巡る。櫛歯の単位は6本である。口縁部外面の無文部及び内面は、ヘラナデ

調整が施されている。6･7は口縁部から頸部までの部位。6は口縁部が外反し、頸部はすぼまる。頸部以

外の文様は、口縁端部に刻みが施されている。口縁部外面の無文部及び内面は、ヘラナデ調整が施され

ている。器壁が厚い。7は短い口縁部が外反し、頸部はすぼまる。文様は口縁端部にＬＲ単節縄文が施

文されているのみである。外面無文部及び内面は、ヘラナデ調整が施されている。

　10～17は胴下部から底部までの部位。10～12･16･17は外面がヘラミガキ、内面はヘラナデ調整が施さ

れている。17は胴下部の一部にＲＬ単節縄文が施文されており、内面に輪積痕が残る。13～15は内外面

ともにヘラナデ調整が施されている。甕としたが、17以外は壺の可能性もある。

　40～55は櫛歯状工具で文様が描かれた破片。櫛歯の単位は5本前後が多い。40･41は口縁部から頸部に

かけての破片。頸部に簾状文が巡る。40は口縁端部にＬＲ単節縄文、41は指頭圧痕が施されている。40

は内面を図示しなかったが、口縁部外面の無文部も含め、横位のハケメ調整が施されている。41は口縁

部外面の無文部が横･斜位、内面は横位のヘラミガキ調整が施されている。42～49は胴部に縦位の羽状

文が描かれた破片。やや間隔を空けるものと密に描かれるものがあり、乱雑なものが多い。42・43は頸

部から胴上部にかけての破片、44～49は胴上部から中段までに収まる破片である。42･43は頸部に簾状

文が巡り、42は簾状文下に振りの小さい波状文も巡る。45･46は羽状文施文前に施された斜位のハケメ

調整が残る。47～49は櫛歯が細い。42 ～ 49の内面調整は、42･44･47が横位、43･48は横･斜位、49は斜

位のヘラミガキ、45･46は斜位のハケメである。45は内面に輪積痕が残る。50～52は胴部に斜格子文が

描かれた破片。50は頸部から胴上部にかけての破片。頸部に簾状文、上に振りの小さい乱雑な波状文が

巡る。51･52は胴上部片で同一個体。斜格子文はやや乱雑であり、文様施文前に施された斜位のハケメ

調整が全面に残る。50～52の内面調整は、50が横位、51･52は斜位のヘラミガキである。53～55は胴部

に波状文が描かれた胴部中段の破片。53は6本一単位の直線文が2条垂下し、脇に振りの緩い波状文が複

数巡る。54は振りの大きい波状文、55は振りの小さい波状文がやや乱雑に複数巡る。53～55の内面調整

は、53が横位、55は横･斜位のヘラミガキ、54は横位のヘラナデである。

　56～60は縄文の施文された破片。56･57は口縁部から頸部にかけて、58～60は胴部中段の破片である。

縄文は56がＲＬ、57～59はＬＲ単節縄文、60は無節Ｌである。56は端部も含む口縁部に縄文が施文され、

振りの小さい波状沈線が巡る。頸部は無文で横位のハケメ調整が施されている。57は口縁端部に刻みが

施され、横位のハケメ調整が施された口縁部下の頸部に縄文が施文されている。57～59は胎土が粗い。

56～60の内面調整は、56～58が横位のヘラミガキ、59は横･斜位、60は斜位のヘラナデである。

　18は甑の底部。内外面ともにヘラナデ調整が施されている。底面に焼成前穿孔がみられた。

　19～21･61は高坏。19は坏部から接合部までの部位。坏部は逆ハの字に開く。内外面ともにヘラミガ

キ調整と赤彩が施されている。20･21は接合部から脚部までの部位。ともに脚部が短く、外面及び坏部

内面はヘラミガキ、脚部内面はヘラナデ調整が施されており、輪積痕が残る。61は口縁部片。口縁端部

に二個一対の突起が付く。内外面ともに横位のヘラミガキ調整と赤彩が施されている。

第 18 図　第 4 号住居跡出土遺物（2）

０ 10㎝
１：4

9

10

11

12

13

14 15
16

17 18

19

25

24
23

22
2120

26
27

28

29
30

34

3533

31

32

36

39

42

37

40

38

41

43

磨製石斧　太形蛤刃石斧　

4

109

115

118

120

122

123

119

121

116 117

110 111

112

113 114

０ 10㎝
１：4

第 12 号住居跡（第 41･42 図）

　第 2 次調査での検出であり、55･56－152･153 グリッドに位置する。北壁中央付近で時期不明のピッ

トと重複するが、新旧関係は不明である。南東隅付近は調査区外にある。

　南北は不明であるが、東西は 5.71ｍを測り、平面プランは隅丸方形を呈すると思われる。主軸方向は

Ｎ－24°－Ｅを指す。確認面からの深さは 0.45ｍ前後を測り、床面はほぼ平坦であった。覆土は 10 層

（1 ～ 10 層）確認された。床面中央付近では最下に炭化物層が確認された。レンズ状に堆積していたこ

とから自然堆積と思われる。

　炉跡は床面中央からやや北寄りに位置する。径 0.45ｍ前後の円形を呈し、床面からの深さは 0.09ｍを

測る。覆土は 3 層（19 ～ 21 層）確認され、焼土や炭化物を含んでいた。

　ピットは6基検出された。P1～4はその位置から主柱穴と思われる。覆土はすべて図示できなかったが、

いずれからも柱痕跡は認められなかった。

　壁溝は全周する。幅は 0.4ｍ前後が主体となり、床面からの深さは 0.05 ～ 0.17ｍと幅がみられた。

　貯蔵穴は南西隅に位置する。南側が調査区外にあるため正確な数値は不明であるが、径 0.8ｍ前後の

不整円形を呈すると思われる。床面からの深さは 0.37ｍを測る。覆土は 4 層（15 ～ 18 層）確認された。

　出土遺物（第43～46図）は、弥生土器壺（1～5･9～15･28～63）、甕（6～8･16～22･64～115）、高坏（23～25）、

鉢（26･27･116･117）、打製石斧（118 ～ 121）、磨製石斧（122）、磨石（123）がある。覆土からの出土が多く、

床面直上の遺物は P1 上、東壁中央手前に限られ、残存状態の良好なものが検出された。

　1 ～ 5･9 ～ 15･28 ～ 63 は壺。1 は口縁部から頸部までの部位。口縁部はやや受け口状を呈する。文様

は口縁部にＲＬ単節縄文と山形状の沈線が施文され、頸部は無文であるが、一部に楕円形状を呈する突

起が付く。頸部無文部及び内面の調整はヘラミガキである。2 は頸部から胴上部までの部位。頸部はほ

ぼ直立し、胴上部が膨らむ。文様は頸部にのみみられ、2 条の平行沈線間にＬＲ単節縄文が施文され、

下位の平行沈線を挟んで 2 本一単位の櫛歯状工具による波状文が巡る。外面無文部の調整はヘラミガキ、

内面はヘラナデである。3･4 は口縁部から頸部までの部位。無文で内外面ともにヘラミガキ調整が主体

となる。3 は口縁部がやや受け口状を呈し、頸部はすぼまる。頸部内面下位はヘラナデ調整である。4

は口縁部が外反し、頸部はほぼ直立する。5 は口縁部から頸部を欠くが、比較的残存状態が良好である。

肩部から緩やかに下り、つまった胴部の中段が大きく膨らむ。文様は肩部から胴部中段まで 5 本一単位

の櫛歯状工具による直線文が複数垂下し、両脇に小さい円形刺突列が伴う。胴部中段は同一工具による

直線文が横位に複数巡り、上に円形刺突列が伴う。外面無文部の調整はヘラミガキ、内面はヘラナデで

ある。9 ～ 15 は底部。外面調整はヘラミガキ、内面はヘラナデが主体となるが、13 のみ内外面ともに

ヘラミガキである。9 は底面に木葉痕がみられた。壺としたが、甕の可能性もある。

　28 は鋸歯文が描かれた肩部片。分かりづらいが、鋸歯文下にＲＬ単節縄文が充填されている。鋸歯

文上の無文部は横･斜位のヘラミガキ調整である。内面調整は横位のヘラナデである。29 ～ 39 は肩部

から胴上部までの破片。29 ～ 35 は平行沈線及び波状沈線、36 ～ 39 は櫛歯状工具で直線文及び波状文

が描かれている。29 は 2 条の平行沈線下が無文であるが、磨耗が著しく調整不明である。30･31 は平行

沈線の上下にＲＬ単節縄文が施文されている。32 は肩部と胴上部の境に段を持ち、段上は波状沈線と

赤彩の施されたＬＲ単節縄文が施文され、下は半円形の刺突列と複数の平行沈線が巡る。波状沈線上は

無文で縦位のヘラミガキ調整である。33 は無文部下に平行沈線と波状沈線が交互に巡る。無文部は斜

位のヘラミガキと赤彩が施されている。34 は波状沈線上に櫛歯状工具で羽状文様が描かれている。下

は無文で斜位のヘラミガキ調整である。35 は地文にＬＲ単節縄文が施文されており、波状沈線と平行

沈線が巡る。平行沈線下は斜位の沈線が等間隔に描かれている。36 は分かりづらいが、平行沈線下に

波状沈線が巡る。以下は無文で縦位のヘラミガキ調整である。37 は単位不明の直線文と波状文が巡る。

38 は横･斜位のヘラミガキが施された無文部下に 6 本一単位の櫛歯状工具による直線文が巡る。39 は無

文部間に 5 本一単位の櫛歯状工具による直線文と簾状文が巡る。無文部の調整は横･斜位のヘラミガキ

である。29 ～ 39 の内面調整は、29･30･33･34･36 ～ 38 が横位、31･32･39 は横･斜位のヘラナデ、35 は

横･斜位のハケメである。40 ～ 43 は胴部にフラスコ文が描かれた破片。フラスコ文内外に 41･42 はＲＬ、

43 はＬＲ単節縄文が充填されている。42 は上に段を持ち、段上にＲＬ単節縄文、下に半円形の刺突列

が巡る。43 は下に弧線文が描かれている。40 ～ 43 の内面調整は 40･42･43 が斜位、41 が横･斜位のヘラ

ナデである。44 は弧線文が描かれた胴部中段から下部までの破片。弧線文上はフラスコ文が描かれて

いると思われる。下は無文で横･斜位のヘラミガキ、内面は横位のヘラナデ調整である。45 ～ 49 は重

四角文が描かれた破片。45 は分かりづらいが、頸部に鋸歯文が描かれている。46 は上にＬＲ単節縄文

が施文されている。48 は 2 本一単位の櫛歯状工具で描かれている。45 ～ 49 の内面調整は、45 の頸部が

横位のヘラナデ、肩部は斜位のハケメ、その他は横位のヘラナデである。50は渦巻文が描かれた胴上部片。

沈線間に赤彩の施されたＬＲ単節縄文が充填されている。外面無文部の調整は横･斜位のヘラミガキ、

内面は横･斜位のヘラナデである。51 ～ 55 は平行沈線下に弧線状を呈する文様が描かれた胴上部片。

51 の外面調整は横･斜位のヘラミガキである。52 ～ 54 は沈線が太い。地文にＬＲ単節縄文が施文され

ているが、まばらである。52･53 は同一個体。52 は弧線状の文様下に V 字状の短沈線が描かれている。

54 は平行沈線上が無文で横位のヘラミガキ調整である。55 は平行沈線と斜位の沈線間にのみＬＲ単節

縄文が充塡されている。無文部の調整は横位のヘラミガキである。51 ～ 55 の内面調整は、すべて横位

のヘラナデである。56･57 は縄文の施文された胴上部片。56 は無文部下にＬＲ及びＲＬ単節縄文で羽状

文が施文されている。無文部の調整は横･斜位のヘラミガキである。57はＬＲ単節縄文が施文されている。

内面調整は 56 が横･斜位、57 が横位のヘラナデである。58 は逆 T 字状、59 は十字状を呈する懸垂文が

描かれた胴上部片。区画内に 58 はＲＬ単節縄文、59 は櫛歯状工具による直線文が充填されている。内

面調整は 58 が横位、59 が横･斜位のヘラナデである。58 は内面に輪積痕が残る。60 は複数の沈線が垂

下する胴上部片。1 条のみ波状沈線も垂下する。内面調整は横･斜位のヘラナデである。61 ～ 63 は弥生

時代中期中頃池上式の破片。61 は複数の平行沈線間に半円形の刺突列が巡る。62･63 は重四角文内に半

円形の刺突列が充填されている。内面調整はすべて横位のヘラナデである。流れ込み。

　6 ～ 8･16 ～ 22･64 ～ 115 は甕。6 は口縁部から頸部までの部位。口縁部は受け口状を呈し、頸部はほ

ぼ直立する。文様は端部を含む口縁部にのみ施文されており、口縁端部がＬＲ単節縄文、口縁部はＲＬ

及びＬＲ単節縄文で羽状文が施文されている。頸部は無文で内外面とともにヘラナデ調整である。7･8

は残存状態が良好である。7 は口縁部がやや受け口状を呈し、頸部から胴上部までが膨らみ、以下底部

まで直線的に下る。最大径は胴上部に持つ。文様は口縁部に5本一単位の櫛歯状工具による波状文が巡り、

頸部は 8 本一単位の簾状文、胴部は頸部と同一の工具で縦位の羽状文が描かれている。外面調整はヘラ

ナデ、内面は口縁部から胴上部までがヘラミガキ、以下はヘラナデである。8 は口縁部から胴下部まで

の部位。口縁部が受け口状を呈し、頸部はすぼまる。胴部は膨らみ、球形を呈する。最大径を胴部中段

に持つ。文様は端部も含め口縁部にＬＲ単節縄文が施文され、山形状の沈線が 2 条巡る。胴部はコの字

重ね文が描かれており、間に波状沈線が垂下する。内外面の調整はともにヘラナデである。16 ～ 22 は

胴下部から底部までの部位。16 ～ 19 は外面調整がヘラミガキ、内面はヘラナデが主体となるが、18 の

みヘラミガキである。甕としたが、壺の可能性もある。17 は外面に輪積痕が残る。20 ～ 22 は内外面と

もにヘラナデ調整である。

　64 ～81 は櫛歯状工具で文様が描かれた破片。櫛歯の単位は 5 本前後が多い。64 ～67 は頸部に簾状文

ないし直線文が巡る。65 ～ 67 は口縁端部にＬＲ単節縄文が施文されている。口縁部はすべて無文で 64

･66は横位のヘラナデ、65･67は横位のハケメ調整である。68～71は胴部に縦位の羽状文が描かれた破片。

68 は頸部に同一工具による簾状文、69 はやや弧状を呈する直線文が巡る。72 ～ 76 は胴部に横位の羽状

文が描かれた破片。72･73 は頸部に同一工具による簾状文が巡る。76 は斜位のハケメ調整が残る。77

～ 81 は胴部に波状文が複数描かれた破片。77 は頸部に同一工具による簾状文が巡る。口縁部は無文で

横位のヘラナデ調整である。78 は同一工具による直線文が垂下する。64 ～ 81 の内面調整は、64 ～ 66･

71･72･75･78･79が横位、70･73･77･80が斜位、74･81が横･斜位のヘラナデ、67は横位、76は斜位のハケメ、

68 は頸部が横位、胴上部が斜位のハケメ、69 は頸部が横位、胴上部が斜位のヘラナデである。82 ～ 86

は胴部にコの字重ね文が描かれた破片。82･83 はボタン状貼付文が付く。85 は波状沈線も垂下する。86

は胴下部が無文で縦･斜位のヘラナデ調整である。内面調整はすべて横位のヘラナデであるが、84･86

は斜位のハケメも一部みられた。87 ～ 111 は縄文が施文された破片。87 ～ 99 は口縁部から胴上部まで

の破片。87･88 は受け口状を呈する。端部も含め口縁部に 87 はＬＲ、88 はＲＬ単節縄文が施文され、

87 は口縁部に波状沈線が 2 条巡る。ともに頸部は無文で横位のヘラナデ調整である。87 は胴上部に平

行沈線が巡り、下にＬＲ単節縄文が施文されている。89 ～ 92 は肥厚した口縁部に 89 はＲＬ、90 ～ 92

はＬＲ単節縄文が施文されている。89･90･92 は頸部が無文で横位のヘラナデが施されているが、91 は

櫛歯状工具による短い直線文が斜位に描かれている。93･94 は口縁端部と頸部以下にＬＲ単節縄文が施

文されている。口縁部はともに無文で横位のヘラナデ調整である。95 ～ 99 は全面に縄文が施文されて

いる。95･96はＬＲ、97はＲＬ単節縄文、98は無節Ｒ、99は無節Ｌである。98は口縁端部に刻みが施され、

99 はボタン状貼付文が付く。100 ～ 108 は胴部中段の破片。100 ～ 105 はＬＲ、106 はＲＬ単節縄文、

̶ 80 ̶

15 は全面にＬＲ単節縄文が施文されている。内面調整は横位のヘラナデである。16 は刺突列と単位不明

の櫛歯状工具による直線文が巡る。刺突は 2 個一対で縦位に刻まれている。外面無文部の調整は縦･斜位

のヘラミガキ、内面は横･斜位のヘラナデである。17 ～ 20 は重三角文が描かれた破片。17 は肩部と胴上

部境に段を持ち、段上に鋸歯文、下に半円形の刺突列と平行沈線が巡り、沈線間はＬＲ単節縄文が充填

されている。18 は沈線が太く、区画内は赤彩の施されたＬＲ単節縄文が施文されている。19 は沈線間に

ＬＲ単節縄文が充填され、中央に V 字状の文様が描かれている。20 は無節Ｒ地に描かれている。17 ～

20 の内面調整は、17･18 が横･斜位、19･20 が横位のヘラナデである。21 ～ 27 は重四角文が描かれた破片。

21は上に鋸歯文が描かれ、鋸歯文下にＬＲ単節縄文が充填されている。22･23は間に縄文が施文されており、

22はＲＬ単節縄文、23は無節Ｒである。22は下に半円形の刺突列が巡る。24は上に山形状の沈線が複数巡る。

25 は重四角文下に段を持ち、段下に半円形の刺突列と波状沈線が 2 条巡り、波状沈線間にＬＲ単節縄文

が充填されている。26 は重四角文上にＲＬ、区画内にＬＲ単節縄文が施文されている。27 は下にＬＲ単

節縄文が施文され、以下は無文で斜位のヘラミガキ調整である。21～27の内面調整は21･23･27が横･斜位、

22･24 ～ 26 が横位のヘラナデである。28 は胴部中段から下部までの破片。平行沈線下にＬＲ単節縄文が

施文されている。以下は無文で横位のヘラミガキ、内面は横位のヘラナデ調整である。29･30 はフラスコ

文が描かれた胴上部片。29は下に弧線文が巡り、間にＲＬ単節縄文が充填されている。内面調整は29が横位、

30 が横･斜位のヘラナデである。31 ～ 37 は短冊状を呈する文様が描かれた胴上部片。区画内に櫛歯状工

具による直線文が充填されている。31･32･37 は同一個体。短冊文様脇は波状沈線と半円形の刺突列が垂

下し、下は平行沈線と波状沈線が巡る。無文部の調整は斜位のヘラミガキであるが、部分的に斜位のハ

ケメが残る。33 ～ 35 は短冊文様下に平行沈線と波状沈線が巡り、ＬＲ単節縄文が施文されている。33 は

2 条の平行沈線間に縄文と波状沈線が施文されている。34 は平行沈線間に波状沈線が巡り、縄文は波状

沈線下に平行沈線を跨いで施文されている。35 は平行沈線下に波状沈線と縄文が施文されているが、波

状沈線は途切れている。31 ～ 37 の内面調整は 31･32 が横･斜位、33･35 ～ 37 が横位のヘラナデ、34 が斜

位のハケメである。38 は単位不明の櫛歯状工具による直線文が垂下する胴上部片。外面無文部と内面の

調整は、ともに横･斜位のハケメである。39 ～ 41 は平行沈線と波状沈線が描かれた破片。39 は平行沈線

間に波状沈線が巡る。外面無文部の調整は横･斜位のヘラミガキであるが、一部に斜位のハケメが残る。

40は平行沈線下に波状沈線が巡り、下にＬＲ単節縄文が施文されている。41は無文部下に平行沈線が巡り、

下に附加条一種Ｌと波状沈線が施文されている。無文部の調整は横位のヘラミガキである。39 ～ 41 の内

面調整は 39 が横･斜位、41 が横位のヘラナデ、40 が横･斜位のハケメである。42 ～ 44 は弥生時代中期中

頃池上式の破片。42は口縁部片。肥厚した口縁端部にLR単節縄文が施文されており、以下は無文で横・

斜位のヘラミガキ調整である。43 は重三角文、44 は重四角文が描かれている。区画内はともに半円形の

刺突列が充填されるが、43 は区画に沿って、44 は列状に施文されている。43 は中央にＬＲ単節縄文も施

文されている。内面調整は42が横位のヘラミガキ、43が横･斜位、44が斜位のヘラナデである。流れ込み。

　5･45 ～ 64 は甕。5 は底部。内外面ともにヘラナデ調整である。45 ～ 52 は櫛歯状工具により文様が描

かれた破片。櫛歯の単位は 4 ～ 5 本が多い。45 ～ 50 は胴部に波状文が複数巡る。45 ～ 47 は頸部に同一

工具による簾状文が巡る。48 は波状文下に横･斜位のハケメ調整が所々残る。49･50 は同一工具による直

線文が垂下する。49 の胴下部は横･斜位のヘラナデ調整である。51･52 は羽状文が描かれた胴上部片。51

107･108 は附加条一種ＬＲ×Ｌが施文されている。109 ～ 111 は胴部中段から下部までの破片。すべて

ＬＲ単節縄文である。縄文下は無文で 109 は横･斜位、110･111 は斜位のヘラナデ調整である。87 ～

111 の内面調整は、87 ～ 92･95 ～ 99･101･102･104･106･110 が横位、103･111 が斜位、105･107 ～ 109 が

横･斜位のヘラナデ、93･94 は横･斜位、100 は横位のハケメである。108 は内面に輪積痕が残る。112･

113 は口縁端部に刻みを持つ破片。口縁端部以下は無文である。112 は外面調整が斜位のハケメ、内面

は横位のヘラナデであるが、一部にハケメもみられた。113 は外面が縦位に近い斜位のハケメ、内面は

横位のヘラナデ調整である。114 は無文の口縁部から頸部までの破片。外面調整は斜位、内面は横位の

ヘラナデである。115 は弥生時代中期中頃池上式の破片。口縁部は無文で横位のヘラナデ調整、頸部以

下は平行沈線が複数巡る。内面調整は横位のヘラナデである。流れ込み。

　23 ～ 25 は高坏。外面及び坏部内面はヘラミガキ、脚部内面はヘラナデ調整である。23 は口縁部から

坏部までの部位。口縁部がほぼ平らに大きく開き、坏部は内湾する。口縁端部には2個一対の突起が付く。

内外面ともに赤彩が施されている。24･25 は接合部から脚部上位までの部位。赤彩は施されていない。

　26･27･116･117は鉢。26は口縁部から体部が内湾する。内外面ともにヘラミガキと赤彩が施されている。

口縁部に 2 個一対の孔が設けられている。27 は口縁部から体部がほぼ直線的に開く。内外面ともにヘ

ラミガキ調整である。完形。116 は口縁部から体部までの破片。内外面ともにヘラミガキと赤彩が施さ

れているが、ヘラミガキは口縁部外面と内面が横位、体部外面は斜位に施されている。口縁部に 2 個一

対の孔が設けられている。117 は焼成後穿孔のある体部片。調整は外面が横･斜位、内面は斜位のヘラ

ナデである。鉢としたが、甕の胴下部片の可能性が高い。

　118 ～ 121 は打製石斧。すべて基部のみの検出である。122 は小型で扁平片刃の磨製石斧。ほぼ完形

に近い。刃こぼれが一部みられた。123 は磨石。二面使用している。半分を欠く。

　本住居跡の時期は、弥生時代中期後半と思われる。

第 13 号住居跡（第 47 図）

　第 2 次調査での検出であり、53･54－152･153 グリッドに位置する。南側のみの検出であり、大半は

調査区外にある。西側では 15 号溝跡に壁を一部切られている。

　正確な規模及び主軸方向は不明であるが、検出できた南壁は 4.35ｍ程を測り、平面プランは隅丸方形

ないし長方形を呈すると思われる。確認面からの深さは 0.6ｍと深く、床面はやや凹凸がみられた。覆

土は 14 層（6～19 層）確認された。下層に炭化物層が薄く堆積していた。レンズ状に堆積していたこ

とから自然堆積と思われる。

　ピットは 10 基検出された。P1･2 はその位置から主柱穴と思われる。P4 ～ 10 は壁際に位置すること

から出入口に関連するものであろうか。

　壁溝は検出できた範囲内を全周する。幅は 0.5ｍ、床面からの深さは 0.1ｍ前後を測る。

　炉跡や貯蔵穴は確認されなかった。

　出土遺物（第48･49図）は、弥生土器壺（1～4･8～44）、甕（5･45～64）、高坏（6･7･65）、磨石（66･67）がある。

比較的残存状態の良いものは床面直上及びピットから、破片は覆土から検出された。

　1～4･8～44は壺。1は口縁部から胴上部までの部位。口縁部は逆ハの字に開き、頸部はほぼ直立する。

胴部は中段に向かって大きく膨らむ。文様は胴部にのみみられ、全面にオオバコによる擬縄文が施文さ

れている。口縁部から頸部までは無文で内面も含めヘラミガキ、肩部以下の内面はヘラナデが施されて

いる。2 は肩部から底部までの部位。肩部と胴上部の境に段を持ち、胴部は球形を呈する。文様は肩部

から胴部中段まで 2 本一単位の櫛歯状工具による複数の直線文とＬＲ単節縄文が交互に施文されており、

段下に半円形の刺突列が巡る。胴下部外面と肩部内面はヘラミガキ、胴上部以下の内面はヘラナデ調整

である。3 は胴上部から下部までの部位。ややつまった球形を呈する。文様は無節Ｌ地に重四角文と一

部波状を呈する山形状の沈線が 4 ～ 5 条巡る。胴下部外面の調整はヘラミガキ、内面はヘラナデである。

4 は胴下部から底部までの部位。外面調整はヘラミガキ、内面はヘラナデである。

　8 は口縁部から頸部までの破片。端部も含め肥厚した口縁部にＬＲ単節縄文が施文され、下に四角形

状を呈する刺突列が巡る。以下は楕円形状の文様が垂下し、区画内にＬＲ単節縄文が充填されている。

縄文施文部は赤彩が施されている。内面調整は横位のヘラミガキである。9 ～ 11 は頸部から肩部までの

破片。9 は斜位のヘラミガキ調整による無文部下に四角形状を呈する刺突列が 2 列巡る。刺突列間はＬ

Ｒ単節縄文が施文されるが、一部上にはみ出ている。10 はＬＲ単節縄文が施文された突帯が巡る。下は

無文で横位のヘラミガキ調整である。11 は平行沈線下が無文で横･斜位のヘラミガキ調整である。内面

調整は 9 が斜位、10･11 が横･斜位のヘラナデである。11 は内面に輪積痕が残る。12 ～ 14 は肩部片。12

は鋸歯文下にＲＬ、13は2条の波状沈線間にＬＲ単節縄文が充填されている。12･13の無文部は12が横･斜位、

13 が縦･斜位のヘラミガキ調整である。14 はＬＲ単節縄文下が無文で横･斜位のヘラミガキ調整である。

12 ～ 14 の内面調整は 12･14 が横位、13 は上位が横位、下位が縦位のヘラナデである。15･16 は胴上部片。

　1･2･8 ～ 16 は壺。1･2 は底部。調整は外面がヘラミガキ、内面は 1 がヘラナデ、2 がハケメである。8

は頸部片。平行沈線が 4 条巡り、上下の沈線間にＲＬ単節縄文が充填されている。平行沈線上下は無文

で横位のヘラミガキ調整である。内面調整は横･斜位のヘラナデである。9･10は鋸歯文が描かれた肩部片。

9 は下にＬＲ単節縄文が充填されており、以下に平行沈線が巡る。10 は平行沈線の上下に描かれている。

9･10 の内面調整は 9 が横･斜位、10 が横位のヘラナデである。11 ～ 15 は平行沈線が巡る胴上部片。11

は上位が無文で横位のヘラミガキ調整、平行沈線下はＲＬ単節縄文が施文されている。12 は 6 条の平

行沈線上下にＲＬ単節縄文が施文されている。13 は複数の平行沈線間にＬＲ単節縄文が交互に充填さ

れている。14 は地文にＬＲ単節縄文が施文され、上位に平行沈線が複数巡る。15 は平行沈線間が一定

していない。無文部の調整は横位のヘラミガキである。11～15の内面調整は、11･14が横･斜位、12が斜位、

は縦位、52 は横位に描かれている。45 ～ 52 の内面調整は、45･50 が横･斜位、46 ～ 48･51･52 が横位、

49 は胴上部から中段までが横位、以下は斜位のヘラナデである。53 ～ 59 は縄文が施文された破片。53

～ 55 は口縁部から頸部までの破片。53 は端部も含め肥厚した口縁部、54 は肥厚した口縁部と無文部を

挟んだ頸部下位、55 は口縁端部のみにＬＲ単節縄文が施文されている。55 は口縁部が無文で横位のヘ

ラナデが施されており、頸部に平行沈線が巡る。56 ～ 59 は胴部中段から下部までの破片。56 ～ 58 は

ＬＲ単節縄文、59 のみ無節Ｒが施文されている。胴下部の無文部は 56･57 が横位、58･59 は横･斜位の

ヘラナデ調整である。60･61 は無文で口縁部から頸部までの破片。内外面は 60 が横･斜位、61 は横位の

ヘラナデ調整である。62 ～ 64 は弥生時代中期中頃池上式の破片。62 は肥厚した口縁部下から頸部まで

2 条の沈線が懸垂文状に垂下し、間にＬＲ単節縄文が充填されている。口縁部は磨耗が著しいため調整

･文様が不明であるが、以下の無文部は横･斜位のヘラミガキ調整である。63 は口縁端部に刻みを持ち、

以下は単位不明の櫛歯状工具による沈線が垂下する。64 も口縁端部に刻みを持ち、口縁部は無節Ｒ地

に平行沈線が複数巡る。内面調整は 62 が横･斜位、63･64 が横位のヘラナデである。

　6･7･65 は高坏。6 は口縁部から坏部までの部位。口縁部がほぼ平らに大きく開き、坏部は内湾する。

口縁端部には 3 個一対の突起が付く。摩耗が著しいため、調整や赤彩が施されているかは不明である。

7 は接合部から脚部までの部位。脚部の開きが小さく、ほぼ直立に近い。調整は外面及び坏部内面がヘ

ラミガキ、脚部内面はヘラナデである。脚部には孔が対角線上に 2 つ設けられている。65 は口縁部片。

端部に中央部が窪んだ突起が付き、2 個一対の突起状を呈する。内外面ともに横位のヘラミガキと赤彩

が施されている。

　66・67 は磨石。66 は一面、67 は二面使用しており、66 は敲打器を兼ねる。66 は完形、67 は半分欠く。

　本住居跡の時期は、弥生時代中期後半と思われる。

第 14 号住居跡（第 50 図）

　第 2 次調査での検出であり、53･54－153 グリッドに位置する。他の遺構との重複関係はみられず、南

側が調査区外にある。

　本住居跡はやや軸が異なるが、北西方向に拡張が行われていた。正確な規模及び主軸方向は不明であ

るが、長軸は拡張前が 4.7ｍ、拡張後が 5.7ｍ、短軸は 4.6ｍ程を測る。平面プランは拡張前が隅丸方形

ないし長方形、拡張後はややいびつな隅丸長方形を呈すると思われる。確認面からの深さは拡張前と後

で異なり、拡張前は 0.5ｍ、後が 0.35ｍ前後を測り、拡張前の方が深く掘り込まれていた。床面はいず

れもほぼ平坦であった。覆土は 9 層（1 ～ 9 層）確認された。このうち 9 層は拡張に伴う埋土である。

それ以外はレンズ状に堆積していたことから自然堆積と思われる。

　炉跡は床面ほぼ中央に位置すると思われる。南側立ち上がりが調査区外にあるが、径 0.55ｍ前後の楕

円形を呈すると思われる。床面からの深さは 0.06ｍと浅いが、北側は深さ 0.27ｍのピット状を呈していた。

覆土は 4 層（10 ～ 13 層）確認された。

　ピットは 5 基検出された。P1 ～ 3 はその位置から主柱穴と思われ、P4 も拡張に伴う柱穴であろうか。

　壁溝は拡張後の北東隅が切れるが、その他は全周する。幅は拡張前が 0.4ｍ前後、拡張後が 0.25ｍ前後

が主体となる。床面からの深さは拡張前が 0.05ｍ、拡張後が 0.07ｍ程である。

　貯蔵穴は確認されなかった。

　出土遺物（第51図）は、弥生土器壺（1･2･8～16）、甕（3～6･17～35）、高坏（7･36）、掻器（37）、磨石（38）、

砥石（39）がある。残存状態の良好なものはなく、破片が多い。すべて覆土からの検出であり、床面直

上の遺物に図示可能なものはみられない。

　59－141 グリッドでは南西から北東方向へ走るが、58－141 グリッドからは南東方向に走り、調査区

外に延びる。検出された長さは 6.89ｍ、幅は西側が 0.3ｍ前後、東側が 0.5 ～ 0.83ｍで幅広い。確認面か

らの深さは 0.2ｍ程であり、断面形は逆台形状を呈する。覆土は西側では粘土質の灰白色土（2 層）、東

側では 4 層（1 ～ 4 層）確認された。東側がレンズ状に堆積していたことから自然堆積と思われる。

　出土遺物（第 55 図）は、弥生土器壺（3－1･2）、甕（3－3）、鉢（3－4）がある。1 は肩部片。磨耗

が著しいため定かではないが、段上に鋸歯文が描かれ、下に波状沈線が 2 条巡る。2 は胴部中段の破片。

弧線文下が無文で横･斜位のハケメ調整である。1･2 の内面調整はともに横位のヘラナデである。3 は口

縁部から頸部までの破片。口縁端部にＬＲ単節縄文が施文され、以下は内面とともに横位のヘラナデ調

整である。4 は口縁部から体部までの破片。内外面ともに横位のヘラミガキと赤彩が施されている。口

縁部には 1 つのみ孔が設けられている。

　遺物は本溝跡に伴うものか不明である。よって、本溝跡の時期は重複する遺構との新旧関係から 7 号

土坑以前としか言えない。

第 4 号溝跡（第 52 図）

　第 1 次調査での検出であり、58･59－141･142 グリッドに位置する。北側で 3 号溝跡、南側で 5 号溝跡

に接続しており、同時期に存在していた可能性が高い。所々で時期不明のピットと重複するが、新旧関

係は不明である。

　南東から北西方向に蛇行しながら走る。検出された長さは 3.13ｍと短く、幅は北側が 0.15 ～ 0.27ｍ、

南側が 0.55ｍ前後を測り、北から南に幅広となる。確認面からの深さは 0.15ｍ前後であり、断面形は幅

狭の北側が船底状、幅広の南側が逆台形状を呈する。覆土は粘土質の灰白色土（2 層）のみであり、5･

6 号溝跡と同じであった。自然堆積か人為的な埋め戻しかは不明である。

　出土遺物（第 55 図）は、弥生土器壺（4－1･2）、甕（4－3）、高坏（4－4）がある。1･2 は壺の肩部片。

1 は磨耗が著しいため定かではないが、上位に無節ＬかＬＲ単節縄文が施文され、下に 2 条の平行沈線

と間に波状沈線が巡る。2 はＬＲ単節縄文地に平行沈線が複数巡り、一部の平行沈線間のみ波状沈線が

巡る。1･2 の内面調整は 1 が横位、2 が横･斜位のヘラナデである。3 は甕の頸部から胴上部までの破片。

頸部に単位不明の櫛歯状工具による簾状文が巡り、胴上部は同一工具で波状文が描かれている。内面調

整は横位のヘラナデである。4 は高坏の口縁部片。内側が肥厚する。内外面ともに横位のヘラミガキと

赤彩が施されている。

　遺物は本溝跡に伴うものか不明である。よって、本溝跡の時期は重複する遺構との新旧関係から 3･5

号溝跡と同じく 7 号土坑以前としか言えない。

第 5 号溝跡（第 52 図）

　第 1 次調査での検出であり、58･59－141･142 グリッドに位置する。西端では 3 号溝跡、中央付近では

4 号溝跡と接続しており、同時期に存在していた可能性が高い。東側では 7 号土坑に切られている。ま

た西側調査区外では北側を走る 2 号溝跡と重複すると思われるが、新旧関係等は不明である。

　58･59 グリッド境付近ではほぼ東西方向に走るが、以西は北西方向に走り、調査区外に延びる。検出

された長さは 6.05ｍ、幅は 0.75ｍ前後が主体となる。確認面からの深さは 0.1ｍ前後であり、断面形は

逆台形状を呈する。覆土は粘土質の灰白色土（2 層）のみであり、4･6 号溝跡と同じであった。自然堆

無文で横位のヘラナデ調整である。27 ～ 29 は口縁部が無文で横位のヘラナデが施されており、頸部に

27 は波状沈線、28 は単位不明の波状文、29 はＬＲ単節縄文が施文されている。30 は頸部片。全面に無

節Ｌが施文されている。24～30の内面調整はすべて横位のヘラナデである。31･32は口縁部が無文の破片。

調整は 31 が内外面ともに横･斜位、32 は口縁部上位の外面と内面が横位、口縁部下位以下が横･斜位の

ヘラナデである。頸部は 31 が平行沈線、32 が単位不明の櫛歯状工具による簾状文ないし直線文が巡る。

33 ～ 35 は無文の胴上部から下部までの破片であり、同一個体。外面調整はすべて横･斜位のハケメで

あるが、内面は 33･34 が横･斜位のヘラナデ、35 は斜位のハケメである。

　7･36 は高坏。7 は接合部から脚部までの部位。器高が高く、脚部はハの字に開く。外面及び坏部内面

はヘラミガキ、脚部内面はハケメ調整である。外面は赤彩が施されている。36 は口縁部片。内外面と

もに横位のヘラミガキと赤彩が施されている。

　37は掻器と思われる石器、38は磨石、39は砥石である。38は敲打器を兼ねる。39は二面使用している。

37･38 は完形、39 は半分を欠く。

　本住居跡の時期は、弥生時代中期後半と思われる。

２  溝　跡
第 1 号溝跡（第 52 図）

　第 1 次調査での検出であり、58･59－140 グリッドに位置する。東側で 1 号住居跡と重複し、1 号住居

跡の覆土断面に本溝跡の痕跡が認められなかったことから本溝跡が切られているとも思われたが、新旧

関係については不明と言わざるを得ない。

　東西方向にやや蛇行して走る。西端以降は調査区外に延びる。検出された長さは 3.28ｍ、幅は 0.3ｍ

前後を測る。確認面からの深さは 0.15ｍ程であり、断面形は船底状を呈する。覆土は 2 層（3･4 層）確

認された。レンズ状に堆積していたことから自然堆積と思われる。

　遺物は無く、本溝跡の時期は不明と言わざるを得ない。

第 2 号溝跡（第 52 図）

　第 1 次調査での検出であり、59－140･141 グリッドに位置する。調査区外で北側を走る 1 号溝跡、南

側で 5 号溝跡と重複すると思われるが、新旧関係等は不明である。

　南北方向に弧を描きながら走り、両端以降は調査区外に延びる。検出された長さは 5.14ｍ、幅は 0.25

ｍ前後を測る。確認面からの深さは0.12ｍ程であり、断面形は船底状を呈する。覆土は青灰色土（1層）

のみである。自然堆積か人為的な埋め戻しかは不明である。

　出土遺物は、弥生土器甕（第 55 図 2－1）のみである。1 は口縁部から頸部までの破片。内外面とも

に横位のヘラナデ調整であり、口縁部に波状沈線が巡る。

　遺物は本溝跡に伴うものか不明である。よって、本溝跡の時期は不明と言わざるを得ない。

第 3 号溝跡（第 52 図）

　第 1 次調査での検出であり、58･59－141 グリッドに位置する。58･59 グリッド境で立ち上がりの一部

を 1 号火葬跡、東端では 7 号土坑に切られている。また所々で時期不明のピット、西側では 4･5 号溝跡

と重複するが、新旧関係は不明である。ただし、4･5 号溝跡とは同時期に存在していた可能性が高い。

13･15 が横位のヘラナデである。16 も平行沈線が複数巡る胴上部片であるが、沈線の幅が太い。内面調

整は横･斜位のヘラナデである。弥生時代中期中頃池上式に相当し、流れ込みと思われる。

　3 ～6･17 ～ 35 は甕。3 ～ 6 は胴下部から底部までの部位。3 は胴下部上位に櫛歯ないしハケメで羽状

文が描かれている。下位の調整はヘラミガキ、内面はヘラナデである。4 は外面がヘラミガキ、内面は

ヘラナデ調整である。甕としたが、壺の可能性もある。5･6 は内外面ともにヘラナデ調整である。17 ～

19 は櫛歯状工具で文様が施文された破片。櫛歯の単位は 4 ～ 5 本が多い。17 ～ 20 は胴部に羽状文が描

かれた破片。17～19 は縦位、20 のみ横位に描かれている。17･18 は頸部に同一工具による簾状文が巡る。

17 ～ 20 の内面調整は 17 が斜位のハケメ、18･20 が横位、19 が斜位のヘラナデである。21 ～ 23 は胴部

に斜格子文が描かれた破片。22 は粗雑に描かれている。21 ～ 23 の内面調整は 21･23 が横位、22 が横･

斜位のヘラナデである。24 ～ 30 は縄文が施文された破片。24 ～ 29 は口縁部から頸部までの破片。26

のみ受け口状を呈する。縄文は 24･25 が肥厚した口縁部以下、26 は端部も含む口縁部、27 ～ 29 は口縁

端部のみ施文されている。24･25･28･29 はＬＲ、26 はＲＬ単節縄文、27 は無節Ｌである。26 は頸部が
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部は無文で斜位のハケメ調整後、部分的に横位のヘラミガキが施されている。49･50 の内面調整は、横位

のヘラミガキである。51～56 は頸部から肩部までに収まる破片。51～54 はＬＲ単節縄文が施文され、51

～53 は平行沈線が巡る。51 は肩部が無文で斜位のヘラミガキ調整が施されているが、所々にヘラミガキ

前に施された斜位のハケメが残る。52 は平行沈線下に鋸歯文が描かれている。磨耗が著しいため定かで

はないが、鋸歯文区画下にＬＲ単節縄文が充填されている。53 は平行沈線下の肩部まで縄文が施文され

ている。下位は無文で斜位のヘラミガキ調整が施されている。54 は縄文帯以下が無文で斜位のヘラミガ

キ調整が施されている。55 は無文で全面斜位のハケメ調整が施されている。56 は等間隔に巡る 4 条の平

行沈線間に縦長の楕円形状を呈する刺突列が刻まれている。上下は無文で斜位のヘラミガキ調整が施さ

れている。51 ～ 56 の内面調整は、51･54 が横･斜位、55 は横位のヘラミガキ、52･53･56 は上位が横位の

ヘラミガキ、下位が斜位のヘラナデである。57 ～ 60 は刺突列が施された胴上部片。57～59 は 2 本一単位

の刺突列が巡る。57 は刺突列上が無文で横位のヘラミガキ調整が施されており、下はＬＲ単節縄文が施

文されている。58 は刺突列上に細い平行沈線が巡り、間にＬＲ単節縄文が施文されている。平行沈線上

と刺突列下は無文で横位のヘラミガキ調整が施されている。59 は平行沈線が 3 条巡り、最下の沈線間に

刺突列が刻まれている。平行沈線上下は無文で横･斜位のヘラミガキ調整が施されている。60 は段上に円

形の刺突列が 2 列巡り、地文にＬＲ単節縄文が施文されている。段下は無文で横位のヘラミガキ調整が施

されている。57～60の内面調整は、すべて横位のヘラナデであり、59は輪積痕が残る。61～64は沈線で様々

な文様が描かれた胴上部片。61 は上位に懸垂文と思われる文様が描かれ、下に平行沈線 2 条が巡る。

懸垂文内及び平行沈線間はＬＲ単節縄文が充填されている。無文部の調整は、横位のヘラミガキである。

62 は無節Ｒ地に王子状の文様が描かれている。63 は連弧文が描かれており、幅広沈線間にＬＲ単節縄

文が充填されている。64 は重四角文が描かれている。61～64 の内面調整は、61 が横･斜位、62 は斜位、

63･64 は横位のヘラナデである。65 は胴部中段にＬＲ単節縄文が施文された破片。縄文帯上下は無文で

斜位のヘラミガキ調整が施されている。内面調整は、上位が横位のヘラミガキ、中段は横位、下位は斜

位のヘラナデである。66 は胴部中段から下部にかけての破片。胴部中段にＬＲ単節縄文と平行沈線が

施文され、以下は無文で内面とともに斜位のハケメ調整が施されている。

　5･22 は広口壺。5 は口縁部を欠く。頸部以下は詰まった球形を呈する。胴部中段にボタン状貼付文が

付く。内外面ともにヘラミガキ調整が施され、赤彩は外面全面、内面は頸部まで施されている。22は底部。

内外面ともにヘラミガキ調整と赤彩が施されている。広口壺としたが、鉢の可能性もある。

　6～13･23～38･67 ～ 132 は甕。6～10･12 は櫛歯状工具で文様が描かれている。櫛歯の単位は 4～5 本

である。6～10 は頸部に簾状文が巡り、6～10･12 は胴上部に羽状文が描かれている。6～10 は口縁部か

ら胴上部までに収まる部位。6 は短い口縁部が逆ハの字に開き、頸部はすぼまり、ほぼ直立する。頸部

以外の文様は、口縁端部にＬＲ単節縄文が施文され、胴上部に縦位の羽状文と思われる文様が描かれて

いる。口縁部外面の無文部及び内面は、ハケメとヘラナデ調整が施されている。7 は口縁部がやや外反

しながら開き、頸部はすぼまり、胴上部が大きく膨らむ。胴上部の羽状文は縦方向に密に描かれている。

口縁部外面の無文部は、上位が横位のヘラナデ、下位は縦位のハケメ調整が施されている。内面調整は、

ハケメとヘラナデである。8 は口縁部がやや内湾気味に立ち上がる。頸部はすぼまり、胴部の膨らみが

小さい。頸部以外の文様は、口縁端部にＬＲ単節縄文が施文され、胴上部の羽状文は縦方向に乱雑に描

かれている。外面無文部及び内面は、ヘラミガキ調整が施されている。9 は口縁部が受け口状を呈し、

頸部はすぼまり、以下ほぼ直線的に下る。頸部以外の文様は、口縁端部にカナムグラによる擬縄文が施

文され、胴上部の羽状文は縦位に描かれている。外面無文部及び内面は、ヘラミガキ調整が施されてい

る。10 は口縁部が受け口状を呈し、頸部はすぼまり、胴上部が膨らむ。頸部以外の文様は、端部を含

む口縁部にＬＲ単節縄文が施文され、3 本一単位の比較的丁寧な波状文が巡る。胴上部の羽状文は横方

向にやや間隔を空けて描かれている。文様施文前の外面及び内面の調整は、ヘラナデである。11 は口

縁部から胴上部までの部位。口縁部は受け口状を呈し、頸部がすぼまり、胴上部はやや膨らむ。文様

は口縁端部にＲＬ単節縄文が施文され、口縁部に山形文に近い波状沈線が巡る。胴上部は太い沈線でコ

の字重ね文が描かれている。口縁部は波状沈線施文前に施されたハケメが残り、頸部はヘラミガキ調整

が施されている。内面調整は、頸部のみハケメ、その他はヘラミガキである。12 は頸部から胴下部ま

での部位。頸部がすぼまり、胴部は上位が膨らみ、下位に向かってやや内湾しながら下る。文様は乱雑

に描かれている。頸部は 2 本一単位の波状を呈する直線文が巡り、胴部は縦位の羽状文が乱雑に描かれ

ている。胴上部外面は羽状文施文前に施されたハケメが残り、胴下部はヘラミガキ調整が施されている。

内面調整はヘラナデであり、所々に輪積痕が残る。13 は口縁部から頸部までの部位。やや内湾しなが

ら立ち上がる。文様は端部を含む口縁部に無節Ｌが施文されており、輪積痕を挟んで無文となる。頸部

外面の無文部及び内面は、ヘラミガキ調整が施されている。

　23～38は胴下部から底部までの部位。23～26は内外面ともにヘラミガキ、27～33は外面がヘラミガキ、

内面はヘラナデ、34･35 は内外面ともにヘラナデ、36～38 は外面がハケメ、内面はヘラナデ調整が施さ

れている。23 は上位にコの字重ね文と思われる文様が描かれている。31 は内面にハケメ調整が一部み

られた。33 ～ 35 は胎土が粗い。23 以外は壺の可能性もある。

　67～115は櫛歯状工具で文様が描かれた破片。櫛歯の単位は4本前後で、乱雑に描かれたものが多い。

また、櫛歯は細いものと太いものがある。67～69は頸部に簾状文が巡る口縁部から頸部にかけての破片。

68･69は口縁端部に刻みが施されている。口縁部外面はすべて無文で67･69は上位が横位、下位が斜位、

68 は横位のヘラミガキ調整が施されている。70～98 は胴部に縦位の羽状文が描かれた破片。櫛歯の太

いものが多く、羽状文はやや間隔を空けるものと密に描かれるものがあるが、後者が目立つ。70～72

は口縁部から胴部中段にかけて、73～83･90 は頸部から胴上部にかけて、84～89 は胴上部から中段まで

91～97 は胴部中段、98 は胴部中段から下部にかけての破片である。70～83 は頸部に簾状文、90 は振り

の小さい波状文が巡る。70～72 の口縁部外面の無文部は、横位のヘラミガキ調整が施されている。72

は口縁端部にＬＲ単節縄文が施文されている。75･79 ～ 81･88･89･91･92･94 は羽状文施文前に施された

ハケメ調整が残る。分かりづらいものもあるが、75･80･81･89･91･92･94 は斜位、79 は縦･斜位、88 は

横位に施されている。87～89 は櫛歯の単位が 3 本と少ない。98 は羽状文下が無文で斜位のヘラミガキ

調整が施されている。70～98 の内面調整は、70～75･77～80･83･86･91･92･94～98 が横位、81･84･88～

90は横･斜位、82･85は斜位のヘラミガキ、76は横･斜位のハケメ、87･93は磨耗顕著により不明である。

70 は頸部内面、72 は口縁部外面、75 は胴上部内面に輪積痕が残る。99 ～ 102 は胴部に横位の羽状文が

描かれた破片。密に描かれたものが多く、櫛歯は細いものと太いものがある。99 は頸部から胴上部に

かけて、100～102 は胴部中段の破片である。99 は頸部に簾状文が巡る。99～102 の内面調整は、101 の

み横位のハケメ、その他は横位のヘラミガキである。103～105 は胴部に斜格子文が描かれた破片。104

は斜格子文が比較的丁寧に描かれているが、その他は乱雑である。櫛歯は 105 のみ細く、その他はやや

太い。103 は頸部から胴上部にかけて、104･105 は胴部中段の破片である。103 は頸部に簾状文が巡る。

103～105 の内面調整は、103･105 が横位のヘラミガキ、104 は横･斜位のヘラナデである。106～115 は

波状文が描かれた破片。乱雑で振りが小さく、櫛歯の細いものが多い。106～111 は口縁部から胴部中

段まで、112～115 は頸部から胴上部までに収まる。106～108 は口縁部に波状文が巡る。106･107 は櫛

歯がやや太く、2本と少ない。端部にＬＲ単節縄文が施文されており、106は口縁部にも施文されている。

いずれも頸部は無文で 106 は上位が横位、下位が斜位、107 は横位のハケメ調整が施されている。108

は波状文の振りが大きいが、非常に乱雑である。口縁端部にオオバコによる擬縄文が施文されており、

頸部は簾状文が巡る。109･110 は頸部以下に波状文が複数巡る。109 は振りがやや大きい。口縁端部に

刻みが施され、口縁部外面の無文部は、横位のヘラミガキ調整が施されている。110は分かりづらいが、

口縁部上位に 3 本一単位の簾状文が巡り、以下は無文で横位のヘラミガキ調整が施されている。111～

115 は胴上部に波状文が巡る。111～113 は頸部に簾状文が巡る。111 は分かりづらいが、振りの一定し

ない乱雑な波状文が複数巡る。口縁部は無文で上位が横位、下位は斜位のハケメが施されている。112

は波状文の振りが小さく、113 は大きい。112 は地文に細かいＲＬ単節縄文が施文されている。114 は波

状文の振りがやや大きく、乱雑である。波状文下は無文で斜位のハケメ調整が施されている。115 は櫛歯

が比較的太く、振りの小さい波状文が乱雑に複数巡る。波状文脇は直線文が垂下する。106～115 の内面

調整は、106･108～113･115 が横位、114 は横･斜位のヘラミガキ、107 は図示しなかったが、口縁部が横位

のヘラミガキ、頸部が横位のハケメである。

　116～122 は胴部にコの字重ね文が描かれた破片。118 のみ沈線が太い。116 は口縁部から胴上部にか

けて、117～121 は頸部から胴上部まで、122 は胴部中段の破片である。116 は分かりづらいが、口縁端

部にＲＬ単節縄文と思われる縄文が施文されており、口縁部外面の無文部は、横位のヘラミガキ調整が

施されている。117は頸部に簾状文が巡る。120･121は中心に円形刺突の施されたボタン状貼付文が付く。

いずれもコの字中央に付くが、120 は文様間頂点にも付く。116 ～ 122 の内面調整は、119 のみ頸部が

横位のヘラミガキ、以下は斜位のハケメであるが、その他は横位のヘラミガキである。119 は内面に輪

積痕が残る。

　123～129 は縄文が施文された破片。123～125 は口縁部から頸部まで、126～129 は胴部中段から下部

までに収まる破片である。縄文は、123･124･126･127 がＬＲ、128 のみＲＬ単節縄文、125･129 は無節

Ｌである。123 は口縁部に縄文が施文され、頸部は無文で横位のヘラミガキ調整が施されている。124

は口縁端部に刻みが施され、縄文は複合口縁部を含む外面全面に施文されている。126･127 は縄文下が

無文で 126 は斜位のハケメ、127 は斜位のヘラミガキ調整が施されている。123～129 の内面調整は、

127･129 が磨耗顕著により不明であるが、その他は横位のヘラミガキである。

　130～132 は、ほぼ無文の口縁部から頸部にかけての破片。130 は口縁部内面の端部に刻みが施されて

いる。調整は外面上位が横位、下位が斜位のハケメ、内面は横位のヘラミガキである。131･132 は全面

無文である。131 は複合口縁部外面及び内面は横位、頸部外面は斜位のヘラミガキが施されている。

132 は内外面ともに横位のヘラミガキが施されている。頸部に焼成前穿孔が 1 つみられた。

　39 は甑の底部。内外面ともにヘラミガキ調整が施されている。底面に焼成前穿孔がみられた。

　40～44･133･134 は高坏。40～42 は接合部、43 は接合部から脚部までの部位、44 は脚部である。40 の

接合部のみ細長く、柱状を呈する。43・44 は脚部が短いが、43 に比べて 44 は大きく開く。いずれも外

面及び坏部内面はヘラミガキ調整が施され、脚部内面は 42 のみハケメ、その他はヘラナデ調整が施さ

れている。44以外赤彩が施されている。133･134は口縁部片。133は口縁端部に三個一対の突起が付く。

外面調整は、上位が横位のハケメ、下位は斜位のヘラミガキ、内面は横位のヘラミガキである。134 は

内外面ともに横位のヘラミガキ調整と赤彩が施されている。

　45～47は鉢。すべて口縁部から体部までの部位である。47のみ大型である。45はやや受け口状を呈し、

46･47はやや内湾する。いずれも内外面ともにヘラミガキ調整が施され、46のみ内面に赤彩がみられた。

　48 はミニチュア土器の底部。厚底で外面はヘラミガキ、内面はヘラナデ調整が施されている。

　135 は打製石斧の刃部。基部を欠くが、分胴形を呈すると思われる。片面に自然面を残す。ホルンフェ

ルス製。136･137 は掻器。ともに完形で粘板岩製。136 はほぼ両面加工されており、137 は片面に自然面

を残す。138 は用途不明の甲羅状を呈する打製石器。完形。片面に自然面を残す。粘板岩製。139～143

は磨石。いずれも欠損箇所があるが、扁平で円盤状を呈するものが多い。すべて砂岩製で、二面使用さ

れている。140･143 は敲打器を兼ねる。140 は片端、143 は片側側面に敲打痕が認められた。143 は被熱

　9 は甑の底部。内外面ともにヘラミガキ調整が施されている。底面に焼成前穿孔がみられた。

　10･11 は高坏。10 は坏部下位から脚部までの部位、11 は接合部である。10 の脚部はハの字に開く。

いずれも外面及び坏部内面はヘラミガキと赤彩、脚部内面はヘラナデ調整が施されている。

　本住居跡の時期は、弥生時代中期後半から末にかけての段階と思われる。

第 11 号住居跡（第 38・39 図）

　64･65－137･138 グリッドに位置する。東側から南側にかけて 12 号住居跡を切っている。北東隅及び

西壁中央付近は調査区外にあり、南壁中央付近を後世の撹乱により一部欠く。

　正確な規模は不明であるが、長軸がおよそ 6.1ｍ、短軸は 5.3ｍを測り、平面プランは隅丸長方形を呈

する。主軸方向はＮ－27°－Ｗを指す。確認面からの深さは0.55ｍ前後を測り、床面はほぼ平坦であった。

覆土は 11 層（1 ～ 11 層）確認された。焼土や炭化物等混入物が多くみられたが、レンズ状に堆積して

いたことから自然堆積と思われる。

　炉跡は床面中央よりやや北側に位置する。長軸 0.65ｍ、短軸 0.52ｍのいびつな楕円形を呈し、床面か

らの深さは 0.12ｍを測る。覆土は 2 層（12･13 層）確認された。

　ピットは 9 基確認された。P1 ～ 4 は主柱穴に相当するが、P1･4 周囲に位置する P5～9 は、浅いこと

から補佐するための柱穴であろうか。いずれも覆土は図示できなかったが、柱痕跡は確認されなかった。

　壁溝は調査区外や撹乱により一部確認できない箇所があるが、おそらく全周すると思われ、南東隅は

やや壁から離れて走り、貯蔵穴に接続している。幅は 0.3ｍ前後、床面からの深さは 0.1ｍ程である。

　貯蔵穴は南東隅に位置する。径 0.55ｍ前後の円形を呈し、床面からの深さは 0.81ｍと深い。覆土は図

示できなかったが、炭化物を含む灰色系の土が数層レンズ状に堆積していた。

　出土遺物（第 40～44 図）は、弥生土器壺（1～4･14～21･49～66）、広口壺（5･22）、甕（6～13･23～

38･67～132）、甑（39）、高坏（40～44･133･134）、鉢（45～47）、ミニチュア土器（48）、打製石斧（135）、

掻器（136･137）、打製石器（138）、磨石（139～143）、打製石鏃（144）、石製有孔円盤（145）、石製勾

玉（146）がある。遺物量が多いが、残存状態の良好なものは少ない。そのほとんどが覆土から検出された。

　1～4･14～21･49～66 は壺。1 は小型壺の口縁部から頸部にかけての部位。口縁部はやや内湾しながら

立ち上がり、頸部はほぼ直立する。無文で内外面ともにヘラミガキ調整と赤彩が施されている。2 は口縁

部を欠くが、残存状態が良好である。頸部が太く、肩部から胴部が詰まった算盤玉状を呈する。無文で

内外面ともにヘラミガキ調整が施されている。胴下部外面に輪積痕が残る。胎土が粗い。3 は胴上部から

下部にかけての部位。胴部中段が膨らみ、やや算盤玉状を呈する。文様は胴部中段に平行沈線 4 条と連

弧文 4 条が巡る。胴上部及び下部は無文でヘラミガキ、内面はヘラナデ調整が施されている。4 は胴部中

段から下部にかけての部位。胴部中段から下部に向かって直線的に下る。無文で外面はヘラミガキ調整

が施されているが、ヘラミガキ前に施されたハケメが一部残る。内面調整は、ハケメ及びヘラナデである。

　14～21 は胴下部から底部までの部位。壺としたが、甕の可能性もある。外面はヘラミガキ、内面は

ヘラナデ調整が主体となるが、16 のみ内外面ともにヘラミガキ調整が施され、底部付近はヘラミガキ

前に施されたハケメ調整が一部残る。14･19 は胎土が粗い。17 は底面にヘラによる刻みがみられた。

　49･50 は口縁部から頸部までに収まる破片。49 はＬＲ単節縄文下に 2 本一単位の刺突列が巡る。以下

は無文で横位のヘラミガキ調整が施されている。50 は分かりづらいが、頸部に平行沈線が巡る。口縁

れているのみである。外面無文部及び内面の調整は、ヘラミガキである。2 は内面に輪積痕が残る。5～7

は頸部から肩部までに収まる部位。5 は頸部の中段付近がすぼまる。文様は平行沈線が 3 条巡り、下にＲ

Ｌ単節縄文が施文されている。6 は太い頸部に突帯が複数巡り、ＬＲ単節縄文が施文されている。5･6 の

外面無文部及び内面は、ヘラミガキ調整が施されている。7 は頸部がほぼ直立し、肩が張らず、緩やか

している。144 は有茎の打製石鏃。完形。小型で薄い。頁岩製。145 は石製有孔円盤。径 3 ㎝、厚さ 0.4

㎝の円盤状を呈する。小型であり、中央に穿孔がみられたことから垂飾であろうか。両面に整形のた

めの擦痕が残る。頁岩製。146は石製勾玉。完形。厚さ0.6㎝で全面平たい造りである。孔が0.15㎝と小さい。

両面に整形のための擦痕が残る。粘板岩製。

　本住居跡の時期は、弥生時代中期末と思われる。

第 12 号住居跡（第 45･46 図）

　63･64－137･138 グリッドに位置する。北西隅から西壁沿いを 11 号住居跡に切られており、東壁中央

よりやや北側で時期不明のピットと重複するが、新旧関係は不明である。北東隅及び南側約 1/4 は調

査区外にある。

　本住居跡は全面に拡張が行われている。正確な規模は不明であるが、拡張前は長軸6.3ｍ、短軸5.8ｍ程、

拡張後は長軸 7.7ｍ、短軸 7.3ｍを測り、大型の部類に入る。平面プランは拡張前が隅丸長方形、拡張

後は隅丸方形に近い。主軸方向はＮ－13°－Ｗを指す。確認面からの深さは 0.4ｍ前後であり、床面は

ほぼ平坦であった。覆土は 19 層（1～19 層）確認された。中層から下層にかけて数層が薄く堆積して

いたが、レンズ状に堆積していたことから自然堆積と思われる。

　炉跡は拡張に伴い、2 つ重複して確認された。東側に位置する炉跡 1 が西側の炉跡 2 を切っているこ

とから、拡張前が 2、拡張後が 1 に伴うと思われる。炉跡 1 は径 0.6ｍ前後の円形を呈し、床面からの

深さは 0.07ｍを測る。炉跡 2 は東側を切られているため定かではないが、長軸 0.75ｍ、短軸 0.6ｍ程の

楕円形を呈すると思われ、床面からの深さは 0.12ｍを測る。覆土は炉跡 1 が 4 層（21～24 層）、2 が 3

層（25～27 層）確認され、焼土や炭化物等を含んでいた。

　ピットは 10 基確認された。P1～4 は主柱穴であるが、その他は主柱穴や屋根等を支える柱穴であろ

うか。いずれも覆土は図示できなかったが、柱痕跡は確認されなかった。

　壁溝は調査区外にあるため、または 11 号住居跡に切られているため確認できない箇所があるが、拡

張前後に拘わらず全周すると思われる。幅は拡張前が 0.2ｍ、拡張後はｍ0.3 前後が主体となり、床面

からの深さは、いずれも 0.1ｍ程を測る。

　貯蔵穴は確認されなかった。

　出土遺物（第 47～51 図）は、弥生土器壺（1～11･17～23･46～86）、広口壺（24）、甕（12～16･25～

38･87～139）、甑（39）、高坏（40～42･140～142）、ミニチュア土器（43）、鉢（44･45･143･144）、砥石

（145･146）、石製有孔円盤（147）がある。遺物量が非常に多いが、残存状態の良好なものは少ない。

床面直上の遺物は、南東部に集中するが、遺物の大半は覆土からの検出である。

　1～11･17～23･46～86 は壺。1 は底部を欠くが、比較的残存状態が良好である。口縁部は外反しながら

大きく開く。頸部はすぼまるが、やや太く、肩が張らずに胴部に向かって緩やかに膨らむ。胴部は縦長

の楕円形状を呈し、最大径を中段に持つ。文様は頸部にのみ施文されている。3 条の平行沈線間にＬＲ単

節縄文が施文されているが、沈線上下にはみ出ている。外面無文部の調整は、ヘラミガキが主体となるが、

胴部中段はハケメが残る。内面は磨耗や剥離が顕著であるため、ほとんど図示できなかったが、口縁部

から頸部まではヘラミガキ、以下はハケメ調整が施されている。2～4は口縁部から頸部までに収まる部位。

すべて口縁部が外反する。4 の頸部はすぼまり、ほぼ直立する。文様は口縁端部にＬＲ単節縄文が施文さ

第 44 図　第 11 号住居跡出土遺物（5）

第12表　第11号住居跡出土遺物観察表
器　種番号

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器広口壺
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺

内外面赤彩､大半剥落。
胴下部外面輪積痕有。内外面磨耗顕著。
内外面磨耗顕著。
内面剥離､外面磨耗顕著。
内外面赤彩。所々磨耗。

内外面磨耗顕著。

内外面磨耗顕著。

胴部内面輪積痕有。内外面磨耗顕著。
口縁部外面輪積痕有。内外面磨耗顕著。
外面磨耗顕著。
内面磨耗顕著。

内面やや磨耗。P6 出土。
内外面磨耗顕著。
内外面やや磨耗。

口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 残存率 備　　考

6.6
―
―
―
―

(25.0)
(22.8)
(14.2)
(18.7)
(15.2)
(18.2)
―

(22.0)
―
―
―
―
―
―
―

(4.1)
(8.3)

(13.55)
(17.6)
(12.4)
(4.05)
(10.4)
(7.3)
(5.8)
(6.7)
(5.6)

(19.15)
(4.7)
(4.5)
(3.2)
(3.1)
(1.9)
(3.2)
(2.55)
(2.6)

―
6.0
―
―
6.1
―
―
―
―
―
―
―
―
6.4
7.7
6.4
(8.9)
5.9
6.0
(6.4)

ABH
ABHIKN
ABCIKN
ABDHIN
ABGIKN
ABEIKN
ABEHI
ABHI
ABIK
ABIKN
AHK
BDHIN
ABCDHIN
AHIKN
ABCHIK
ABHK
ABDIK
ABDI
ABCIN
ABGHIK

にぶい橙色
にぶい橙色

橙色
暗灰色　淡黄色

黒褐色
黒褐色
灰褐色
黄灰色

暗灰黄色
黒褐色
黒色

黒褐色
浅黄橙色

黒色
黄灰色
灰黄色
黒色

淡黄色
浅黄橙色
黄灰色

B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B

口～頸 100%
頸～底 60%
胴部 20%
胴部 70%

頸～底 50%
口～頸 15%
口～胴 30%
口～胴 25%
口～胴 20%
口～胴 25%
口～胴 20%
頸～胴 40%
口～頸 25%
胴～底 80%
底部 90%
底部 80%
底部 30%
底部 90%
底部 100%
底部 50%

器　種番号

21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83

弥生土器　壺
弥生土器広口壺
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甑
弥生土器高坏
弥生土器高坏
弥生土器高坏
弥生土器高坏
弥生土器高坏
弥生土器　鉢
弥生土器　鉢
弥生土器　鉢
弥生土器ミニチュア
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕

内外面磨耗顕著。
内外面赤彩､ほぼ剥落。磨耗顕著。
内外面やや磨耗。
内面やや磨耗。

内外面やや磨耗。
内外面磨耗顕著。
内外面磨耗顕著。
内外面磨耗顕著。
内外面磨耗顕著。

内面磨耗顕著。
内外面磨耗顕著。
内外面磨耗顕著。
内外面磨耗顕著。
内外面やや磨耗。
内外面磨耗顕著。
外面磨耗顕著。
底面焼成前穿孔。
内外面赤彩､ほぼ剥落。やや磨耗。
内外面赤彩､ほぼ剥落。磨耗顕著。
内外面赤彩大半剝落。P3 出土。
内外面赤彩､ほぼ剥落。やや磨耗。
内外面磨耗顕著。
内面磨耗顕著。
内面赤彩。内外面磨耗顕著。
外面所々磨耗。
内外面磨耗顕著。
内外面磨耗顕著。
内面磨耗顕著。
外面やや磨耗。
内外面磨耗顕著。
内外面やや磨耗。

外面やや磨耗。

内面磨耗顕著
内外面やや磨耗。
内面輪積痕有。内外面やや磨耗。
外面磨耗顕著
内外面磨耗顕著。
内外面磨耗顕著。
内外面磨耗顕著。
内外面やや磨耗。
内外面所々磨耗。

内外面やや磨耗。
内外面磨耗顕著。
内外面やや磨耗。
頸部内面輪積痕有。内外面磨耗顕著。
内外面磨耗顕著。
口縁部外面輪積痕有。内外面やや磨耗。
内外面やや磨耗。

胴上部内面輪積痕有。内面やや磨耗。

内面磨耗顕著。
内面磨耗顕著
内面やや磨耗。

P4 出土。
外面やや磨耗。
内外面磨耗顕著。

口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 残存率 備　　考

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

(13.8)
(10.2)
(19.2)
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

(1.7)
(3.4)
(8.9)
(4.05)
(3.0)
(3.2)
(3.45)
(3.3)
(4.0)
(5.95)
(6.6)
(2.4)
(2.5)
(3.1)
(2.2)
(3.1)
(2.35)
(2.2)
(2.2)
(6.7)
(4.45)
(4.65)
(4.5)
(3.3)
(4.4)
(2.8)
(7.4)
(2.2)
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

5.3
5.8
6.7
6.2
6.7
6.3
(6.6)
6.9
8.1
6.8
8.2
6.7
(5.8)
6.4
5.8
6.1
4.7
4.4
6.1
―
―
―

(7.0)
(10.8)
―
―
―

(3.8)
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

ABDGHN
ABHIK
BEHI
ABHIK
ABDIK
ABIK
ABEI
ABHIKN
ABDIK
BDIN
ABDI
ABCHIK
ABCHIKN
ABDEHIKN
ADIKM
ABIK
BCJK
ABIKN
ABHIK
BIN
ABDIK
ACGHI
ABIK
ABEHK
BDN
ABHK
ABHIK
ABEIKN
ABDEHIN
ABDE
BEKN
ABEN
ABDH
ABH
ABDEIKN
ABDN
ABEHN
ABEHIKN
ABDIN
ABDHIK
ABHIKN
ABHIN
ABHIKN
ABEHIK
ABDIKN
ABHIN
ABCEHIKN
ABDIK
AHIKN
ABHIKN
ABIK
ABHIMN
ABIK
ABHIJN
ABHIK
ABDHIJKN
ABEIK
ABIKN
ABEHIKN
ABEGIK
ADHIK
ABIKN
ABEGIK

淡黄色
黒褐色
黒褐色
褐灰色
褐灰色
淡黄色

にぶい黄橙色
黄灰色

にぶい橙色
にぶい橙色
灰黄褐色
黒褐色
灰褐色
暗褐色
暗褐色
黒褐色
橙色

にぶい橙色
灰黄色

浅黄橙色
にぶい褐色

褐灰色
暗灰色
橙色

浅黄橙色
黄灰色

黒色･灰黄色
にぶい橙色
にぶい橙色
浅黄橙色
浅黄橙色
浅黄橙色
浅黄橙色
灰黄色

浅黄橙色
にぶい橙色
にぶい橙色
浅黄橙色

にぶい黄橙色
灰黄褐色
灰黄褐色
黄灰色

にぶい橙色
にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

浅黄色
にぶい橙色

灰白色
黒褐色

灰黄褐色
にぶい黄橙色

灰黄褐色
にぶい黄褐色

灰黄褐色
にぶい黄橙色
にぶい黄褐色
にぶい黄橙色

黒褐色
黒色

にぶい黄褐色
灰黄褐色
灰黄褐色

にぶい黄橙色

B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
A
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
A
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B

底部 100%
底部 70%

胴～底 80%
胴～底 50%
底部 55%
底部 45%
底部 50%
底部 100%
底部 50%

胴～底 40%
胴～底 50%
底部 100%
底部 50%
底部 100%
底部 100%
底部 90%
底部 100%
底部 100%
底部 90%

接合部 100%
接合部 80%
接合部 70%
接～脚 50%
脚部 45%

口～体 90%
口～体 20%
口～体 15%
底部 40%
口縁部片

口～頸部片
頸～肩部片
頸～肩部片
頸～肩部片

肩部片
頸～肩部片
頸～肩部片
胴上部片
胴上部片
胴上部片
胴上部片
胴上部片
胴上部片
胴上部片
胴上部片

胴上～中片
胴中～下片
口～頸部片
口～頸部片
口～頸部片
口～胴中片
口～胴上片
口～胴上片
頸～胴上片
頸～胴上片
頸～胴上片
頸～胴上片
頸～胴上片
頸～胴上片
頸～胴上片
頸～胴上片
頸～胴上片
頸～胴上片
頸～胴上片

０ 10㎝
１：4

０ 5㎝
１：2

̶ 102 ̶ ̶  99 ̶

にカナムグラによる擬縄文が施文されている。以下は無文で縦位のヘラミガキ調整が施されているが、

所々にヘラミガキ前に施された斜位のハケメ調整が残る。56～58 の内面調整は、56 が横･斜位、その他

は横位のヘラナデである。59～66は平行沈線と波状沈線が巡る破片。肩部から胴部中段までに収まる。

59 はＲＬ単節縄文地に複数の平行沈線と振りの大きい波状沈線が巡る。60 は上位 2 条の狭い平行沈線

間に半円形の刺突列、以下は平行沈線を挟んで2条の波状沈線が巡るが、上位の波状沈線は振りが大きく、

下位は小さい。波状沈線が巡る平行沈線間にＬＲ単節縄文が施文されている。61 はＬＲ単節縄文地に 2

条の平行沈線が巡り、間と下に波状沈線が巡る。上の波状沈線は振りが小さいが、下は大きい。62 は

ＬＲ単節縄文地に平行沈線と波状沈線が交互に巡る。63 は縦位のヘラミガキ調整が施された無文部下

に平行沈線が複数巡り、最上位の沈線間にＬＲ単節縄文と波状沈線が施文されている。64～66 は同一

個体。櫛歯による細い直線文下に平行沈線が 4 条巡り、上下の沈線間は半円形の刺突列、真中の沈線間

は波状沈線が巡る。波状沈線と刺突列が巡る下位の沈線間にＬＲ単節縄文が施文され、以下は複合鋸歯

文が描かれている。59～66 の内面調整は、62･65 が横位のハケメ、その他は横位のヘラナデである。67

～69 は波状文が巡る破片。67･68 は胴上部片、69 は胴部中段から下部にかけての破片である。67 は波

状沈線が複数巡り、カナムグラによる擬縄文施文部と無文部を交互に配置している。無文部は横･斜位

のヘラミガキ調整と赤彩が施されている。68･69 は同一個体。ＬＲ単節縄文下に 3 本一単位の波状文が

巡る。いずれも下位は無文で横位のヘラミガキ調整が施されている。67～69 の内面調整は、67 が横･斜

位のヘラナデ、68･69は横位のヘラナデである。70は縦長の短い突帯が付く胴上部片。突帯は中央が窪み、

上下脇に孔を持つ。突帯脇及び突帯上にＬＲ単節縄文が施文されている。内面調整は、横位のヘラナデ

である。71～76 は重四角文が描かれた破片。肩部から胴上部までに収まる。71･72 は同一個体。器壁が

厚い。73 は胎土が粗い。74･75 も同一個体。地文にＲＬ単節縄文が施文され、重四角文下に半円形の刺

突列が巡る。胎土が粗い。76 は 2 本一単位で描かれており、区画外に横位のハケメ調整が残る。71～

76 の内面調整は、すべて横位のヘラナデである。77 は重三角文が描かれた胴部中段の破片。区画内頂

点に短沈線が刻まれたボタン状貼付文が付く。下は無文であるが、磨耗顕著により調整不明である。

内面調整は、横位のヘラナデである。胎土が粗い。78 は連弧文が描かれた胴部中段の破片。地文にＬ

Ｒ単節縄文が施文されている。内面調整は、横位のヘラミガキである。79･80 は複合鋸歯文が描かれた

胴部中段の破片。79 は沈線間が狭く、80 は広い。79･80 の内面調整は、79 が横位のハケメ、80 は横位

のヘラナデである。81 は流水文が描かれた肩部片。横位に巡る 4 本一単位の直線文に弧状の沈線が付

け加えられている。内面調整は、横･斜位のヘラミガキである。82 は舌状文が描かれた肩部から胴上部

にかけての破片。区画内にＲＬ単節縄文が充填されている。無文部は横･斜位のヘラミガキ調整が施さ

れている。胎土が粗い。内面調整は、横位のヘラナデである。83 は短冊状の突起が付いた胴上部片。

突起に複数の沈線が垂下する。内面調整は、横位のヘラナデである。84･85 は懸垂文が描かれた肩部か

ら胴上部にかけての破片。84 は分かりづらいが、3 本一単位の細い直線文が複数垂下し、脇に半円形の

刺突列が刻まれている。無文部は斜位のヘラミガキ調整が施されている。以下は 2 条の平行沈線間に二

個一対で中央脇に孔を持つ突起が付き、脇に短い斜位の沈線が描かれており、下に 3 本一単位の波状文

が巡る。内面調整は、横位のヘラナデである。85 は№9 と同一個体。86 は無文の頸部から胴部中段に

かけての破片。外面調整は、頸部から胴上部までが斜位のハケメ、胴部中段のみ横位のヘラミガキで

に下る。頸部に平行沈線が複数巡り、間にカナムグラによる擬縄文が施文されているが、一部下にはみ

出ている。肩部外面は無文でヘラミガキ、内面は頸部上位がヘラミガキ、以下はヘラナデ調整が施され

ている。8 は頸部から胴部中段までの部位。肩が張らず、頸部から胴部中段まで緩やかに下る。文様は

頸部にのみ施文されており、平行沈線下にＬＲ単節縄文が施文され、2 条の太い連弧文が巡る。外面無

文部及び頸部から肩部までの内面はヘラミガキ、胴上部内面は磨耗顕著によりほとんど図示できなかっ

たが、ハケメ調整が施されている。9 は肩部から胴上部までの部位。肩が張らず、ハの字に下る。文様

は砲弾状を呈する刺突列下に 5 本一単位の細い直線文が巡り、下は懸垂文が描かれ、無文部と直線文 2

段を交互に配置している。無文部の調整は、ヘラミガキである。内面は図示できなかったが、上位が横

･斜位のヘラミガキ、下位は横位のヘラナデ調整が施されている。№85 と同一個体。10 は口縁部から胴

上部までの部位。口縁部が内湾気味に立ち上がり、頸部はすぼまり、ほぼ直立する。肩がやや張り、胴

上部は膨らむ。文様は頸部にのみ施文されている。2 本一単位の波状文上下に上は同一工具、下は 3 本

一単位の直線文が巡る。外面無文部の調整はヘラミガキ、内面は口縁部がハケメであるが、以下は磨耗

顕著により不明である。肩部内面に輪積痕が残る。11は胴上部から下部までの部位。胴部中段が膨らみ、

下部はほぼ直線的に下る。無文で外面はヘラミガキ調整と赤彩が施されているが、胴部中段から下部に

かけてヘラミガキ前に施されたハケメ調整が残る。内面調整は、ヘラナデである。

　17～23 は胴下部から底部までの部位。外面調整はすべてヘラミガキであるが、17 は所々、20･21 は

底部付近にヘラナデも認められた。内面調整は、すべてヘラナデである。22･23 は外面に赤彩が施され

ている。22･23 以外は甕の可能性もある。

　46･47 は口縁部から頸部にかけての破片。46 は複合口縁部にＬＲ単節縄文が施文され、太い沈線で山

形文が描かれている。以下は斜位のヘラミガキ調整が施された無文部を挟んで爪形状を呈する刺突列と

平行沈線、縄目が縦位のＲＬ単節縄文が施文されている。胎土が粗い。47 は口縁部にＬＲ単節縄文が施

文され、波状沈線が巡る。以下は無文で縦位のヘラミガキ調整が施されている。46･47 の内面調整は、

上位はともに横位、下位は 46 が斜位、47 は縦位のヘラミガキである。48～50 は頸部片。48 は横･斜位

のヘラミガキが施された無文部下に爪形状の刺突列が間に刻まれた平行沈線が 2 条巡る。以下はＬＲ単

節縄文地に太く、振りの大きい波状沈線が巡る。49･50 は同一個体。横位のヘラミガキが施された無文

部下に平行沈線と波状沈線が交互に巡る。下位の波状沈線は振りが大きく、複数巡る。下位の平行沈線

には短沈線が刻まれたボタン状貼付文が付く。48～50 の内面調整は、すべて横位のヘラミガキである。

51～55 は鋸歯文が描かれた肩部から胴上部までに収まる破片。51 は鋸歯文下に平行沈線が巡る。以下は

無文で横位のヘラミガキ調整が施されている。52は段下に巡る2本一単位の刺突列下に鋸歯文が描かれ、

区画下にＲＬ単節縄文が充填されている。段上は無文で横位のヘラミガキ調整が施されている。53 は鋸

歯文区画下にＬＲ単節縄文が充填されており、下に平行沈線が巡る。無文部は斜位のヘラミガキ調整が

施されている。54 は鋸歯文のみ描かれている。55 は段上に鋸歯文が描かれ、区画下にＬＲ単節縄文が充

填されている。段下は 4 本一単位の細かい簾状文が巡る。51～55 の内面調整は、すべて横位のヘラナデ

である。56～58 は平行沈線が巡る頸部から胴上部までに収まる破片。56 は複数の平行沈線下が無文で斜

位のヘラミガキ調整が施されている。57 は間隔を空けて巡る平行沈線間内上下に半円形の刺突列が刻ま

れている。間は無文で横位のヘラミガキ調整が施されている。58 は間隔を空けて巡る複数の平行沈線間

ある。内面は全面ヘラミガキであるが、頸部から胴上部までは横位、以下は斜位に施されている。

　24 は広口壺の底部。内外面ともにヘラミガキ調整と赤彩が施されている。鉢の可能性もある。

　12～16･25～38･87～139 は甕。12～15 は櫛歯状工具で文様が描かれている。櫛歯の単位は 5 本前後で

ある。すべて頸部に簾状文が巡り、胴部は羽状文が描かれている。12は口縁部から胴部中段までの部位。

口縁部は大きく外反し、頸部以下はほぼ垂直に下る。最大径を口径に持つ。胴部の羽状文は縦方向に密

に描かれている。外面無文部及び内面の調整は、ヘラミガキである。口縁部内面に輪積痕が残る。13

は口縁部から胴上部までの部位。短い複合口縁部がくの字に大きく開く。頸部はすぼまり、胴上部はや

や膨らむ。頸部以外の文様は口縁端部に刻みが施され、胴部の羽状文は縦方向にやや間隔を空けて描か

れている。外面無文部及び内面の調整は、ヘラミガキである。14 は頸部から胴上部までの部位。すぼ

まった頸部から胴上部が緩やかに膨らむ。胴部の羽状文は縦方向にやや間隔を空けて描かれているが、

乱雑である。内面調整は、ハケメである。15･16 は小型の甕。いずれも器壁が厚い。15 は口縁部から胴

部中段までの部位。短い口縁部がやや受け口状を呈する。頸部はすぼまり、ほぼ直立し、胴部は中段

付近がやや膨らむ。最大径を口径に持つ。胴部の羽状文は横位に描かれているが、非常に乱雑である。

外面無文部及び内面の調整は、ヘラミガキである。16 は口縁部から胴下部までの部位。短い口縁部が

やや外反し、頸部はすぼまる。胴部は中段が膨らみ、球形を呈する。最大径を胴部中段に持つ。口縁端

部に突起が付き、胴部はコの字重ね文が描かれている。コの字中央と文様間頂点に短沈線とＬＲ単節縄

文が施文されたボタン状貼付文が付き、波状沈線が垂下する。外面はコの字重ね文施文前にヘラミガ

キが施されているが、所々にヘラミガキ前のハケメ調整が残る。

　25～38 は胴下部から底部までの部位。甕としたが、壺の可能性もある。25～33 は内外面ともにヘラ

ミガキ、34 は外面がヘラミガキ、内面はヘラナデ、35 は外面がヘラナデ、内面がヘラミガキ、36･37

は内外面ともにヘラナデ、38 は内外面ともにハケメ調整が施されている。26 は胴下部内面に輪積痕が

残る。35 は内面所々にヘラナデも施されている。36 は胎土が粗い。

　87～121は櫛歯状工具で文様が描かれた破片。櫛歯の単位は4～5本が多い。87～89は分かりづらいが、

頸部に簾状文が巡る口縁部から頸部にかけての破片。口縁端部にＬＲ単節縄文が施文され、89 は口縁

部にも施文されている。口縁部外面の無文部は、87 が横位のハケメ、88 は上位が横位、下位が斜位の

ヘラミガキ、89 は横位のヘラミガキ調整が施されている。88 は簾状文上に円形刺突の施されたボタン

状貼付文が付く。87～89 の内面調整は、すべて横位のヘラミガキである。90～102 は胴部に縦位の羽状

文が描かれた破片。密に描かれたものとやや間隔を空けて描かれたものがある。櫛歯は細いものが多い。

90～97 は口縁部から胴部中段まで、98～102 は頸部から胴上部までに収まる破片である。すべて頸部に

簾状文が巡る。96 と 97、98 と 99 は同一個体である。90･92･94･95 は口縁端部にＬＲ、93 はＲＬ単節縄

文が施文されている。94 は櫛歯の単位が 7 本と多く、羽状文は乱雑に描かれている。90～97 の口縁部

外面無文部は、90～92･94～97 が横位のヘラミガキ、93 は横位のハケメ調整が施されている。95 は胎

土が粗い。100 は櫛歯が太い。102 は簾状文下に円形刺突が 6 つ施されたボタン状貼付文が付く。90 ～

102 の内面調整は、102 のみ横･斜位のハケメ、その他は横位のヘラミガキである。103 は胴部に横位の

羽状文が描かれた胴部中段の破片。太い櫛歯でやや間隔を空けて丁寧に描かれている。内面調整は、横

･斜位のヘラナデである。104～111 は胴部に斜格子文が描かれた破片。乱雑なものが多い。櫛歯は細い

1 つみられた。

　39 は甑。胴下部から底部までの部位。内外面ともにヘラミガキ調整が施されている。底面に焼成前

穿孔がみられた。

　40～42･140～142 は高坏。40～42 は接合部。いずれも外面及び坏部内面の調整はヘラミガキであり、

40 のみ赤彩が施されている。脚部内面は 40 のみハケメ、その他はヘラナデ調整が施されている。140

～142 は口縁部片。外面及び内面無文部は横位のヘラミガキ調整が施され、141･142 は赤彩が施されて

いる。いずれも内面は鋸歯文が描かれ、区画上に円形の刺突がランダムに刻まれている。

　43 は高坏を模倣したミニチュア土器。ほぼ完形。外面及び坏部内面はヘラミガキ、脚部内面はヘラ

ナデ調整が施されている。坏部内面に輪積痕が残る。

　44･45･143･144 は鉢。44 は体部から底部までの部位、45 は全形の分かる鉢。いずれも内外面ともにヘ

ラミガキ調整と赤彩が施されている。45 は口縁部から体部がやや内湾しながら立ち上がる。口縁端部に

突起が等間隔に付くが、1箇所のみ二個一対の穿孔がみられた。143･144は口縁部から体部にかけての破片。

143 は端部を含む口縁部にＬＲ単節縄文、144 は口縁端部に無節Ｒが施文されている。143 は体部が無文

で上位が横位、下位は斜位のヘラミガキ調整が施されている。144 は口縁部が横位、体部は斜位のヘラ

ミガキ調整が施されており、口縁部に二個一対の焼成前穿孔がみられた。143･144 の内面調整は、いず

ものと太いものがあるが、前者が目立つ。104～106 は口縁部から胴部中段まで、107･108 は頸部から胴

上部にかけて、109･110 は胴部中段、111 のみ胴部中段から下部にかけての破片である。104～108 は頸

部に簾状文が巡る。106 は端部を含む口縁部にＬＲ単節縄文が施文され、細い波状沈線が 2 条巡る。

104～106 の外面無文部は、すべて横位のヘラミガキ調整が施されている。111 は斜格子文下が無文で斜

位のヘラミガキ調整が施されている。104～111 の内面調整は、104･106 は口縁部から頸部までが横位、

以下は斜位のヘラミガキ、105 は口縁部から頸部までが横位のヘラミガキ、以下は斜位のハケメ、107

は磨耗顕著により不明、108･109 は横位、110 は斜位、111 は横･斜位のヘラミガキである。112～121 は

波状文が描かれた破片。振りの大きいものと小さいものがあるが、後者が多い。胴部に描かれたものは、

複数で間隔を空けて巡るものと密に巡るものがあるが、後者が目立つ。いずれも櫛歯が細く、乱雑なも

のが多い。112～115 は口縁部から胴上部まで、116～119 は頸部から胴部中段までに収まる破片、120･

121 は胴部中段から下部にかけての破片である。同一個体の 112･113 は分かりづらいが、口縁端部にＬ

Ｒ単節縄文が施文され、頸部以下に垂下する直線文脇に波状文が複数巡る。口縁部外面の無文部は、横

位のヘラミガキ調整が施されている。114 は端部を含む口縁部にＬＲ単節縄文が施文され、2 本一単位

で振りが緩い波状文が巡る。頸部は無文で斜位のハケメ調整が施されている。115～117 は頸部に簾状

文が巡る。115 は口縁部に 4 本一単位の振りの大きい波状文がやや乱雑に巡り、口縁端部と波状文下に

オオバコによる擬縄文が施文されている。116 は振りの小さい波状文が間隔を空けて比較的丁寧に描か

れている。117は垂下する直線文脇に非常に乱雑な波状文が複数描かれている。118～121は密に複数巡り、

120 のみ振りが大きく、その他は小さい。120･121 は波状文下が無文で 120 は斜位、121 は縦位のヘラミ

ガキ調整が施されている。112～121の内面調整は、112･113は口縁部から頸部までが横位のヘラミガキ、

以下は斜位のハケメ、114 は横位のヘラナデ、115～117 は横位、120･121 は横･斜位のヘラミガキ、118

は上位が横位のヘラミガキ、下位が斜位のハケメ、119 は横位のハケメである。121 は胴部中段内面に

輪積痕が残る。

　122～133 は胴部にコの字重ね文が描かれた破片。123･130 は沈線が太い。122～128 は頸部から胴上

部までに収まる破片、129～132 は胴部中段、133 のみ胴部中段から下部にかけての破片である。122･

126～130 はコの字中央ないし文様間頂点にボタン状貼付文が付く。122 は頸部に簾状文が巡る。125 は

地文にＲＬ、126 ～ 128･133 はＬＲ単節縄文が施文されている。129 はボタン状貼付文下に波状沈線が

垂下する。同一個体の131･132は、所々にコの字重ね文施文前に施された横･斜位のハケメ調整が残る。

133 は下位が無文で斜位のヘラミガキが施されている。122～133 の内面調整は、122･125 ～ 127･130 が

横位、124･131･132 は横･斜位のヘラミガキ、123･128･129･133 は磨耗顕著により不明である。

　134～138 は縄文が施文された破片。134～136 は口縁部から頸部にかけて、137 は頸部から胴上部に

かけて、138 は胴部中段の破片である。縄文はすべてＬＲ単節縄文である。134･135 は端部を含む口縁

部に縄文が施文され、以下は無文で 134 は横･斜位、135 は斜位のヘラミガキ調整が施されている。136

は口縁端部に指頭圧痕が施され、外面全面に縄文が施文されている。137･138 は全面に縄文が施文され

ている。134～138 の内面調整は、134･136 は横位のヘラミガキ、135 は磨耗顕著により不明、137･138

は横位のヘラナデである。

　139 は無文の頸部片。上位に段を持つ。磨耗が著しいため、調整は不明である。下位に焼成前穿孔が

第 51 図　第 12 号住居跡出土遺物（5）

０ 5㎝
１：2

０ 10㎝
１：4122～146： 147：

122
123 124 125 126 127

133132
131130

129128

134
135

136
137

138 139

144143

141

142

140

145

146
147

138 139

141

140

142

145

143

144
146 144～146：

̶ 88 ̶ ̶ 89 ̶

部は無文で斜位のハケメ調整後、部分的に横位のヘラミガキが施されている。49･50 の内面調整は、横位

のヘラミガキである。51～56 は頸部から肩部までに収まる破片。51～54 はＬＲ単節縄文が施文され、51

～53 は平行沈線が巡る。51 は肩部が無文で斜位のヘラミガキ調整が施されているが、所々にヘラミガキ

前に施された斜位のハケメが残る。52 は平行沈線下に鋸歯文が描かれている。磨耗が著しいため定かで

はないが、鋸歯文区画下にＬＲ単節縄文が充填されている。53 は平行沈線下の肩部まで縄文が施文され

ている。下位は無文で斜位のヘラミガキ調整が施されている。54 は縄文帯以下が無文で斜位のヘラミガ

キ調整が施されている。55 は無文で全面斜位のハケメ調整が施されている。56 は等間隔に巡る 4 条の平

行沈線間に縦長の楕円形状を呈する刺突列が刻まれている。上下は無文で斜位のヘラミガキ調整が施さ

れている。51 ～ 56 の内面調整は、51･54 が横･斜位、55 は横位のヘラミガキ、52･53･56 は上位が横位の

ヘラミガキ、下位が斜位のヘラナデである。57 ～ 60 は刺突列が施された胴上部片。57～59 は 2 本一単位

の刺突列が巡る。57 は刺突列上が無文で横位のヘラミガキ調整が施されており、下はＬＲ単節縄文が施

文されている。58 は刺突列上に細い平行沈線が巡り、間にＬＲ単節縄文が施文されている。平行沈線上

と刺突列下は無文で横位のヘラミガキ調整が施されている。59 は平行沈線が 3 条巡り、最下の沈線間に

刺突列が刻まれている。平行沈線上下は無文で横･斜位のヘラミガキ調整が施されている。60 は段上に円

形の刺突列が 2 列巡り、地文にＬＲ単節縄文が施文されている。段下は無文で横位のヘラミガキ調整が施

されている。57～60の内面調整は、すべて横位のヘラナデであり、59は輪積痕が残る。61～64は沈線で様々

な文様が描かれた胴上部片。61 は上位に懸垂文と思われる文様が描かれ、下に平行沈線 2 条が巡る。

懸垂文内及び平行沈線間はＬＲ単節縄文が充填されている。無文部の調整は、横位のヘラミガキである。

62 は無節Ｒ地に王子状の文様が描かれている。63 は連弧文が描かれており、幅広沈線間にＬＲ単節縄

文が充填されている。64 は重四角文が描かれている。61～64 の内面調整は、61 が横･斜位、62 は斜位、

63･64 は横位のヘラナデである。65 は胴部中段にＬＲ単節縄文が施文された破片。縄文帯上下は無文で

斜位のヘラミガキ調整が施されている。内面調整は、上位が横位のヘラミガキ、中段は横位、下位は斜

位のヘラナデである。66 は胴部中段から下部にかけての破片。胴部中段にＬＲ単節縄文と平行沈線が

施文され、以下は無文で内面とともに斜位のハケメ調整が施されている。

　5･22 は広口壺。5 は口縁部を欠く。頸部以下は詰まった球形を呈する。胴部中段にボタン状貼付文が

付く。内外面ともにヘラミガキ調整が施され、赤彩は外面全面、内面は頸部まで施されている。22は底部。

内外面ともにヘラミガキ調整と赤彩が施されている。広口壺としたが、鉢の可能性もある。

　6～13･23～38･67 ～ 132 は甕。6～10･12 は櫛歯状工具で文様が描かれている。櫛歯の単位は 4～5 本

である。6～10 は頸部に簾状文が巡り、6～10･12 は胴上部に羽状文が描かれている。6～10 は口縁部か

ら胴上部までに収まる部位。6 は短い口縁部が逆ハの字に開き、頸部はすぼまり、ほぼ直立する。頸部

以外の文様は、口縁端部にＬＲ単節縄文が施文され、胴上部に縦位の羽状文と思われる文様が描かれて

いる。口縁部外面の無文部及び内面は、ハケメとヘラナデ調整が施されている。7 は口縁部がやや外反

しながら開き、頸部はすぼまり、胴上部が大きく膨らむ。胴上部の羽状文は縦方向に密に描かれている。

口縁部外面の無文部は、上位が横位のヘラナデ、下位は縦位のハケメ調整が施されている。内面調整は、

ハケメとヘラナデである。8 は口縁部がやや内湾気味に立ち上がる。頸部はすぼまり、胴部の膨らみが

小さい。頸部以外の文様は、口縁端部にＬＲ単節縄文が施文され、胴上部の羽状文は縦方向に乱雑に描

かれている。外面無文部及び内面は、ヘラミガキ調整が施されている。9 は口縁部が受け口状を呈し、

頸部はすぼまり、以下ほぼ直線的に下る。頸部以外の文様は、口縁端部にカナムグラによる擬縄文が施

文され、胴上部の羽状文は縦位に描かれている。外面無文部及び内面は、ヘラミガキ調整が施されてい

る。10 は口縁部が受け口状を呈し、頸部はすぼまり、胴上部が膨らむ。頸部以外の文様は、端部を含

む口縁部にＬＲ単節縄文が施文され、3 本一単位の比較的丁寧な波状文が巡る。胴上部の羽状文は横方

向にやや間隔を空けて描かれている。文様施文前の外面及び内面の調整は、ヘラナデである。11 は口

縁部から胴上部までの部位。口縁部は受け口状を呈し、頸部がすぼまり、胴上部はやや膨らむ。文様

は口縁端部にＲＬ単節縄文が施文され、口縁部に山形文に近い波状沈線が巡る。胴上部は太い沈線でコ

の字重ね文が描かれている。口縁部は波状沈線施文前に施されたハケメが残り、頸部はヘラミガキ調整

が施されている。内面調整は、頸部のみハケメ、その他はヘラミガキである。12 は頸部から胴下部ま

での部位。頸部がすぼまり、胴部は上位が膨らみ、下位に向かってやや内湾しながら下る。文様は乱雑

に描かれている。頸部は 2 本一単位の波状を呈する直線文が巡り、胴部は縦位の羽状文が乱雑に描かれ

ている。胴上部外面は羽状文施文前に施されたハケメが残り、胴下部はヘラミガキ調整が施されている。

内面調整はヘラナデであり、所々に輪積痕が残る。13 は口縁部から頸部までの部位。やや内湾しなが

ら立ち上がる。文様は端部を含む口縁部に無節Ｌが施文されており、輪積痕を挟んで無文となる。頸部

外面の無文部及び内面は、ヘラミガキ調整が施されている。

　23～38は胴下部から底部までの部位。23～26は内外面ともにヘラミガキ、27～33は外面がヘラミガキ、

内面はヘラナデ、34･35 は内外面ともにヘラナデ、36～38 は外面がハケメ、内面はヘラナデ調整が施さ

れている。23 は上位にコの字重ね文と思われる文様が描かれている。31 は内面にハケメ調整が一部み

られた。33 ～ 35 は胎土が粗い。23 以外は壺の可能性もある。

　67～115は櫛歯状工具で文様が描かれた破片。櫛歯の単位は4本前後で、乱雑に描かれたものが多い。

また、櫛歯は細いものと太いものがある。67～69は頸部に簾状文が巡る口縁部から頸部にかけての破片。

68･69は口縁端部に刻みが施されている。口縁部外面はすべて無文で67･69は上位が横位、下位が斜位、

68 は横位のヘラミガキ調整が施されている。70～98 は胴部に縦位の羽状文が描かれた破片。櫛歯の太

いものが多く、羽状文はやや間隔を空けるものと密に描かれるものがあるが、後者が目立つ。70～72

は口縁部から胴部中段にかけて、73～83･90 は頸部から胴上部にかけて、84～89 は胴上部から中段まで

91～97 は胴部中段、98 は胴部中段から下部にかけての破片である。70～83 は頸部に簾状文、90 は振り

の小さい波状文が巡る。70～72 の口縁部外面の無文部は、横位のヘラミガキ調整が施されている。72

は口縁端部にＬＲ単節縄文が施文されている。75･79 ～ 81･88･89･91･92･94 は羽状文施文前に施された

ハケメ調整が残る。分かりづらいものもあるが、75･80･81･89･91･92･94 は斜位、79 は縦･斜位、88 は

横位に施されている。87～89 は櫛歯の単位が 3 本と少ない。98 は羽状文下が無文で斜位のヘラミガキ

調整が施されている。70～98 の内面調整は、70～75･77～80･83･86･91･92･94～98 が横位、81･84･88～

90は横･斜位、82･85は斜位のヘラミガキ、76は横･斜位のハケメ、87･93は磨耗顕著により不明である。

70 は頸部内面、72 は口縁部外面、75 は胴上部内面に輪積痕が残る。99 ～ 102 は胴部に横位の羽状文が

描かれた破片。密に描かれたものが多く、櫛歯は細いものと太いものがある。99 は頸部から胴上部に

かけて、100～102 は胴部中段の破片である。99 は頸部に簾状文が巡る。99～102 の内面調整は、101 の

み横位のハケメ、その他は横位のヘラミガキである。103～105 は胴部に斜格子文が描かれた破片。104

は斜格子文が比較的丁寧に描かれているが、その他は乱雑である。櫛歯は 105 のみ細く、その他はやや

太い。103 は頸部から胴上部にかけて、104･105 は胴部中段の破片である。103 は頸部に簾状文が巡る。

103～105 の内面調整は、103･105 が横位のヘラミガキ、104 は横･斜位のヘラナデである。106～115 は

波状文が描かれた破片。乱雑で振りが小さく、櫛歯の細いものが多い。106～111 は口縁部から胴部中

段まで、112～115 は頸部から胴上部までに収まる。106～108 は口縁部に波状文が巡る。106･107 は櫛

歯がやや太く、2本と少ない。端部にＬＲ単節縄文が施文されており、106は口縁部にも施文されている。

いずれも頸部は無文で 106 は上位が横位、下位が斜位、107 は横位のハケメ調整が施されている。108

は波状文の振りが大きいが、非常に乱雑である。口縁端部にオオバコによる擬縄文が施文されており、

頸部は簾状文が巡る。109･110 は頸部以下に波状文が複数巡る。109 は振りがやや大きい。口縁端部に

刻みが施され、口縁部外面の無文部は、横位のヘラミガキ調整が施されている。110は分かりづらいが、

口縁部上位に 3 本一単位の簾状文が巡り、以下は無文で横位のヘラミガキ調整が施されている。111～

115 は胴上部に波状文が巡る。111～113 は頸部に簾状文が巡る。111 は分かりづらいが、振りの一定し

ない乱雑な波状文が複数巡る。口縁部は無文で上位が横位、下位は斜位のハケメが施されている。112

は波状文の振りが小さく、113 は大きい。112 は地文に細かいＲＬ単節縄文が施文されている。114 は波

状文の振りがやや大きく、乱雑である。波状文下は無文で斜位のハケメ調整が施されている。115 は櫛歯

が比較的太く、振りの小さい波状文が乱雑に複数巡る。波状文脇は直線文が垂下する。106～115 の内面

調整は、106･108～113･115 が横位、114 は横･斜位のヘラミガキ、107 は図示しなかったが、口縁部が横位

のヘラミガキ、頸部が横位のハケメである。

　116～122 は胴部にコの字重ね文が描かれた破片。118 のみ沈線が太い。116 は口縁部から胴上部にか

けて、117～121 は頸部から胴上部まで、122 は胴部中段の破片である。116 は分かりづらいが、口縁端

部にＲＬ単節縄文と思われる縄文が施文されており、口縁部外面の無文部は、横位のヘラミガキ調整が

施されている。117は頸部に簾状文が巡る。120･121は中心に円形刺突の施されたボタン状貼付文が付く。

いずれもコの字中央に付くが、120 は文様間頂点にも付く。116 ～ 122 の内面調整は、119 のみ頸部が

横位のヘラミガキ、以下は斜位のハケメであるが、その他は横位のヘラミガキである。119 は内面に輪

積痕が残る。

　123～129 は縄文が施文された破片。123～125 は口縁部から頸部まで、126～129 は胴部中段から下部

までに収まる破片である。縄文は、123･124･126･127 がＬＲ、128 のみＲＬ単節縄文、125･129 は無節

Ｌである。123 は口縁部に縄文が施文され、頸部は無文で横位のヘラミガキ調整が施されている。124

は口縁端部に刻みが施され、縄文は複合口縁部を含む外面全面に施文されている。126･127 は縄文下が

無文で 126 は斜位のハケメ、127 は斜位のヘラミガキ調整が施されている。123～129 の内面調整は、

127･129 が磨耗顕著により不明であるが、その他は横位のヘラミガキである。

　130～132 は、ほぼ無文の口縁部から頸部にかけての破片。130 は口縁部内面の端部に刻みが施されて

いる。調整は外面上位が横位、下位が斜位のハケメ、内面は横位のヘラミガキである。131･132 は全面

無文である。131 は複合口縁部外面及び内面は横位、頸部外面は斜位のヘラミガキが施されている。

132 は内外面ともに横位のヘラミガキが施されている。頸部に焼成前穿孔が 1 つみられた。

　39 は甑の底部。内外面ともにヘラミガキ調整が施されている。底面に焼成前穿孔がみられた。

　40～44･133･134 は高坏。40～42 は接合部、43 は接合部から脚部までの部位、44 は脚部である。40 の

接合部のみ細長く、柱状を呈する。43・44 は脚部が短いが、43 に比べて 44 は大きく開く。いずれも外

面及び坏部内面はヘラミガキ調整が施され、脚部内面は 42 のみハケメ、その他はヘラナデ調整が施さ

れている。44以外赤彩が施されている。133･134は口縁部片。133は口縁端部に三個一対の突起が付く。

外面調整は、上位が横位のハケメ、下位は斜位のヘラミガキ、内面は横位のヘラミガキである。134 は

内外面ともに横位のヘラミガキ調整と赤彩が施されている。

　45～47は鉢。すべて口縁部から体部までの部位である。47のみ大型である。45はやや受け口状を呈し、

46･47はやや内湾する。いずれも内外面ともにヘラミガキ調整が施され、46のみ内面に赤彩がみられた。

　48 はミニチュア土器の底部。厚底で外面はヘラミガキ、内面はヘラナデ調整が施されている。

　135 は打製石斧の刃部。基部を欠くが、分胴形を呈すると思われる。片面に自然面を残す。ホルンフェ

ルス製。136･137 は掻器。ともに完形で粘板岩製。136 はほぼ両面加工されており、137 は片面に自然面

を残す。138 は用途不明の甲羅状を呈する打製石器。完形。片面に自然面を残す。粘板岩製。139～143

は磨石。いずれも欠損箇所があるが、扁平で円盤状を呈するものが多い。すべて砂岩製で、二面使用さ

れている。140･143 は敲打器を兼ねる。140 は片端、143 は片側側面に敲打痕が認められた。143 は被熱

　9 は甑の底部。内外面ともにヘラミガキ調整が施されている。底面に焼成前穿孔がみられた。

　10･11 は高坏。10 は坏部下位から脚部までの部位、11 は接合部である。10 の脚部はハの字に開く。

いずれも外面及び坏部内面はヘラミガキと赤彩、脚部内面はヘラナデ調整が施されている。

　本住居跡の時期は、弥生時代中期後半から末にかけての段階と思われる。

第 11 号住居跡（第 38・39 図）

　64･65－137･138 グリッドに位置する。東側から南側にかけて 12 号住居跡を切っている。北東隅及び

西壁中央付近は調査区外にあり、南壁中央付近を後世の撹乱により一部欠く。

　正確な規模は不明であるが、長軸がおよそ 6.1ｍ、短軸は 5.3ｍを測り、平面プランは隅丸長方形を呈

する。主軸方向はＮ－27°－Ｗを指す。確認面からの深さは0.55ｍ前後を測り、床面はほぼ平坦であった。

覆土は 11 層（1 ～ 11 層）確認された。焼土や炭化物等混入物が多くみられたが、レンズ状に堆積して

いたことから自然堆積と思われる。

　炉跡は床面中央よりやや北側に位置する。長軸 0.65ｍ、短軸 0.52ｍのいびつな楕円形を呈し、床面か

らの深さは 0.12ｍを測る。覆土は 2 層（12･13 層）確認された。

　ピットは 9 基確認された。P1 ～ 4 は主柱穴に相当するが、P1･4 周囲に位置する P5～9 は、浅いこと

から補佐するための柱穴であろうか。いずれも覆土は図示できなかったが、柱痕跡は確認されなかった。

　壁溝は調査区外や撹乱により一部確認できない箇所があるが、おそらく全周すると思われ、南東隅は

やや壁から離れて走り、貯蔵穴に接続している。幅は 0.3ｍ前後、床面からの深さは 0.1ｍ程である。

　貯蔵穴は南東隅に位置する。径 0.55ｍ前後の円形を呈し、床面からの深さは 0.81ｍと深い。覆土は図

示できなかったが、炭化物を含む灰色系の土が数層レンズ状に堆積していた。

　出土遺物（第 40～44 図）は、弥生土器壺（1～4･14～21･49～66）、広口壺（5･22）、甕（6～13･23～

38･67～132）、甑（39）、高坏（40～44･133･134）、鉢（45～47）、ミニチュア土器（48）、打製石斧（135）、

掻器（136･137）、打製石器（138）、磨石（139～143）、打製石鏃（144）、石製有孔円盤（145）、石製勾

玉（146）がある。遺物量が多いが、残存状態の良好なものは少ない。そのほとんどが覆土から検出された。

　1～4･14～21･49～66 は壺。1 は小型壺の口縁部から頸部にかけての部位。口縁部はやや内湾しながら

立ち上がり、頸部はほぼ直立する。無文で内外面ともにヘラミガキ調整と赤彩が施されている。2 は口縁

部を欠くが、残存状態が良好である。頸部が太く、肩部から胴部が詰まった算盤玉状を呈する。無文で

内外面ともにヘラミガキ調整が施されている。胴下部外面に輪積痕が残る。胎土が粗い。3 は胴上部から

下部にかけての部位。胴部中段が膨らみ、やや算盤玉状を呈する。文様は胴部中段に平行沈線 4 条と連

弧文 4 条が巡る。胴上部及び下部は無文でヘラミガキ、内面はヘラナデ調整が施されている。4 は胴部中

段から下部にかけての部位。胴部中段から下部に向かって直線的に下る。無文で外面はヘラミガキ調整

が施されているが、ヘラミガキ前に施されたハケメが一部残る。内面調整は、ハケメ及びヘラナデである。

　14～21 は胴下部から底部までの部位。壺としたが、甕の可能性もある。外面はヘラミガキ、内面は

ヘラナデ調整が主体となるが、16 のみ内外面ともにヘラミガキ調整が施され、底部付近はヘラミガキ

前に施されたハケメ調整が一部残る。14･19 は胎土が粗い。17 は底面にヘラによる刻みがみられた。

　49･50 は口縁部から頸部までに収まる破片。49 はＬＲ単節縄文下に 2 本一単位の刺突列が巡る。以下

は無文で横位のヘラミガキ調整が施されている。50 は分かりづらいが、頸部に平行沈線が巡る。口縁

れているのみである。外面無文部及び内面の調整は、ヘラミガキである。2 は内面に輪積痕が残る。5～7

は頸部から肩部までに収まる部位。5 は頸部の中段付近がすぼまる。文様は平行沈線が 3 条巡り、下にＲ

Ｌ単節縄文が施文されている。6 は太い頸部に突帯が複数巡り、ＬＲ単節縄文が施文されている。5･6 の

外面無文部及び内面は、ヘラミガキ調整が施されている。7 は頸部がほぼ直立し、肩が張らず、緩やか

している。144 は有茎の打製石鏃。完形。小型で薄い。頁岩製。145 は石製有孔円盤。径 3 ㎝、厚さ 0.4

㎝の円盤状を呈する。小型であり、中央に穿孔がみられたことから垂飾であろうか。両面に整形のた

めの擦痕が残る。頁岩製。146は石製勾玉。完形。厚さ0.6㎝で全面平たい造りである。孔が0.15㎝と小さい。

両面に整形のための擦痕が残る。粘板岩製。

　本住居跡の時期は、弥生時代中期末と思われる。

第 12 号住居跡（第 45･46 図）

　63･64－137･138 グリッドに位置する。北西隅から西壁沿いを 11 号住居跡に切られており、東壁中央

よりやや北側で時期不明のピットと重複するが、新旧関係は不明である。北東隅及び南側約 1/4 は調

査区外にある。

　本住居跡は全面に拡張が行われている。正確な規模は不明であるが、拡張前は長軸6.3ｍ、短軸5.8ｍ程、

拡張後は長軸 7.7ｍ、短軸 7.3ｍを測り、大型の部類に入る。平面プランは拡張前が隅丸長方形、拡張

後は隅丸方形に近い。主軸方向はＮ－13°－Ｗを指す。確認面からの深さは 0.4ｍ前後であり、床面は

ほぼ平坦であった。覆土は 19 層（1～19 層）確認された。中層から下層にかけて数層が薄く堆積して

いたが、レンズ状に堆積していたことから自然堆積と思われる。

　炉跡は拡張に伴い、2 つ重複して確認された。東側に位置する炉跡 1 が西側の炉跡 2 を切っているこ

とから、拡張前が 2、拡張後が 1 に伴うと思われる。炉跡 1 は径 0.6ｍ前後の円形を呈し、床面からの

深さは 0.07ｍを測る。炉跡 2 は東側を切られているため定かではないが、長軸 0.75ｍ、短軸 0.6ｍ程の

楕円形を呈すると思われ、床面からの深さは 0.12ｍを測る。覆土は炉跡 1 が 4 層（21～24 層）、2 が 3

層（25～27 層）確認され、焼土や炭化物等を含んでいた。

　ピットは 10 基確認された。P1～4 は主柱穴であるが、その他は主柱穴や屋根等を支える柱穴であろ

うか。いずれも覆土は図示できなかったが、柱痕跡は確認されなかった。

　壁溝は調査区外にあるため、または 11 号住居跡に切られているため確認できない箇所があるが、拡

張前後に拘わらず全周すると思われる。幅は拡張前が 0.2ｍ、拡張後はｍ0.3 前後が主体となり、床面

からの深さは、いずれも 0.1ｍ程を測る。

　貯蔵穴は確認されなかった。

　出土遺物（第 47～51 図）は、弥生土器壺（1～11･17～23･46～86）、広口壺（24）、甕（12～16･25～

38･87～139）、甑（39）、高坏（40～42･140～142）、ミニチュア土器（43）、鉢（44･45･143･144）、砥石

（145･146）、石製有孔円盤（147）がある。遺物量が非常に多いが、残存状態の良好なものは少ない。

床面直上の遺物は、南東部に集中するが、遺物の大半は覆土からの検出である。

　1～11･17～23･46～86 は壺。1 は底部を欠くが、比較的残存状態が良好である。口縁部は外反しながら

大きく開く。頸部はすぼまるが、やや太く、肩が張らずに胴部に向かって緩やかに膨らむ。胴部は縦長

の楕円形状を呈し、最大径を中段に持つ。文様は頸部にのみ施文されている。3 条の平行沈線間にＬＲ単

節縄文が施文されているが、沈線上下にはみ出ている。外面無文部の調整は、ヘラミガキが主体となるが、

胴部中段はハケメが残る。内面は磨耗や剥離が顕著であるため、ほとんど図示できなかったが、口縁部

から頸部まではヘラミガキ、以下はハケメ調整が施されている。2～4は口縁部から頸部までに収まる部位。

すべて口縁部が外反する。4 の頸部はすぼまり、ほぼ直立する。文様は口縁端部にＬＲ単節縄文が施文さ

第 44 図　第 11 号住居跡出土遺物（5）

第12表　第11号住居跡出土遺物観察表
器　種番号

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器広口壺
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺

内外面赤彩､大半剥落。
胴下部外面輪積痕有。内外面磨耗顕著。
内外面磨耗顕著。
内面剥離､外面磨耗顕著。
内外面赤彩。所々磨耗。

内外面磨耗顕著。

内外面磨耗顕著。

胴部内面輪積痕有。内外面磨耗顕著。
口縁部外面輪積痕有。内外面磨耗顕著。
外面磨耗顕著。
内面磨耗顕著。

内面やや磨耗。P6 出土。
内外面磨耗顕著。
内外面やや磨耗。

口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 残存率 備　　考

6.6
―
―
―
―

(25.0)
(22.8)
(14.2)
(18.7)
(15.2)
(18.2)
―

(22.0)
―
―
―
―
―
―
―

(4.1)
(8.3)

(13.55)
(17.6)
(12.4)
(4.05)
(10.4)
(7.3)
(5.8)
(6.7)
(5.6)

(19.15)
(4.7)
(4.5)
(3.2)
(3.1)
(1.9)
(3.2)
(2.55)
(2.6)

―
6.0
―
―
6.1
―
―
―
―
―
―
―
―
6.4
7.7
6.4
(8.9)
5.9
6.0
(6.4)

ABH
ABHIKN
ABCIKN
ABDHIN
ABGIKN
ABEIKN
ABEHI
ABHI
ABIK
ABIKN
AHK
BDHIN
ABCDHIN
AHIKN
ABCHIK
ABHK
ABDIK
ABDI
ABCIN
ABGHIK

にぶい橙色
にぶい橙色

橙色
暗灰色　淡黄色

黒褐色
黒褐色
灰褐色
黄灰色

暗灰黄色
黒褐色
黒色

黒褐色
浅黄橙色

黒色
黄灰色
灰黄色
黒色

淡黄色
浅黄橙色
黄灰色

B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B

口～頸 100%
頸～底 60%
胴部 20%
胴部 70%

頸～底 50%
口～頸 15%
口～胴 30%
口～胴 25%
口～胴 20%
口～胴 25%
口～胴 20%
頸～胴 40%
口～頸 25%
胴～底 80%
底部 90%
底部 80%
底部 30%
底部 90%
底部 100%
底部 50%

器　種番号

21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83

弥生土器　壺
弥生土器広口壺
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甑
弥生土器高坏
弥生土器高坏
弥生土器高坏
弥生土器高坏
弥生土器高坏
弥生土器　鉢
弥生土器　鉢
弥生土器　鉢
弥生土器ミニチュア
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　壺
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕

内外面磨耗顕著。
内外面赤彩､ほぼ剥落。磨耗顕著。
内外面やや磨耗。
内面やや磨耗。

内外面やや磨耗。
内外面磨耗顕著。
内外面磨耗顕著。
内外面磨耗顕著。
内外面磨耗顕著。

内面磨耗顕著。
内外面磨耗顕著。
内外面磨耗顕著。
内外面磨耗顕著。
内外面やや磨耗。
内外面磨耗顕著。
外面磨耗顕著。
底面焼成前穿孔。
内外面赤彩､ほぼ剥落。やや磨耗。
内外面赤彩､ほぼ剥落。磨耗顕著。
内外面赤彩大半剝落。P3 出土。
内外面赤彩､ほぼ剥落。やや磨耗。
内外面磨耗顕著。
内面磨耗顕著。
内面赤彩。内外面磨耗顕著。
外面所々磨耗。
内外面磨耗顕著。
内外面磨耗顕著。
内面磨耗顕著。
外面やや磨耗。
内外面磨耗顕著。
内外面やや磨耗。

外面やや磨耗。

内面磨耗顕著
内外面やや磨耗。
内面輪積痕有。内外面やや磨耗。
外面磨耗顕著
内外面磨耗顕著。
内外面磨耗顕著。
内外面磨耗顕著。
内外面やや磨耗。
内外面所々磨耗。

内外面やや磨耗。
内外面磨耗顕著。
内外面やや磨耗。
頸部内面輪積痕有。内外面磨耗顕著。
内外面磨耗顕著。
口縁部外面輪積痕有。内外面やや磨耗。
内外面やや磨耗。

胴上部内面輪積痕有。内面やや磨耗。

内面磨耗顕著。
内面磨耗顕著
内面やや磨耗。

P4 出土。
外面やや磨耗。
内外面磨耗顕著。

口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 残存率 備　　考

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

(13.8)
(10.2)
(19.2)
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

(1.7)
(3.4)
(8.9)
(4.05)
(3.0)
(3.2)
(3.45)
(3.3)
(4.0)
(5.95)
(6.6)
(2.4)
(2.5)
(3.1)
(2.2)
(3.1)
(2.35)
(2.2)
(2.2)
(6.7)
(4.45)
(4.65)
(4.5)
(3.3)
(4.4)
(2.8)
(7.4)
(2.2)
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

5.3
5.8
6.7
6.2
6.7
6.3
(6.6)
6.9
8.1
6.8
8.2
6.7
(5.8)
6.4
5.8
6.1
4.7
4.4
6.1
―
―
―

(7.0)
(10.8)
―
―
―

(3.8)
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

ABDGHN
ABHIK
BEHI
ABHIK
ABDIK
ABIK
ABEI
ABHIKN
ABDIK
BDIN
ABDI
ABCHIK
ABCHIKN
ABDEHIKN
ADIKM
ABIK
BCJK
ABIKN
ABHIK
BIN
ABDIK
ACGHI
ABIK
ABEHK
BDN
ABHK
ABHIK
ABEIKN
ABDEHIN
ABDE
BEKN
ABEN
ABDH
ABH
ABDEIKN
ABDN
ABEHN
ABEHIKN
ABDIN
ABDHIK
ABHIKN
ABHIN
ABHIKN
ABEHIK
ABDIKN
ABHIN
ABCEHIKN
ABDIK
AHIKN
ABHIKN
ABIK
ABHIMN
ABIK
ABHIJN
ABHIK
ABDHIJKN
ABEIK
ABIKN
ABEHIKN
ABEGIK
ADHIK
ABIKN
ABEGIK

淡黄色
黒褐色
黒褐色
褐灰色
褐灰色
淡黄色

にぶい黄橙色
黄灰色

にぶい橙色
にぶい橙色
灰黄褐色
黒褐色
灰褐色
暗褐色
暗褐色
黒褐色
橙色

にぶい橙色
灰黄色

浅黄橙色
にぶい褐色

褐灰色
暗灰色
橙色

浅黄橙色
黄灰色

黒色･灰黄色
にぶい橙色
にぶい橙色
浅黄橙色
浅黄橙色
浅黄橙色
浅黄橙色
灰黄色

浅黄橙色
にぶい橙色
にぶい橙色
浅黄橙色

にぶい黄橙色
灰黄褐色
灰黄褐色
黄灰色

にぶい橙色
にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

浅黄色
にぶい橙色

灰白色
黒褐色

灰黄褐色
にぶい黄橙色

灰黄褐色
にぶい黄褐色

灰黄褐色
にぶい黄橙色
にぶい黄褐色
にぶい黄橙色

黒褐色
黒色

にぶい黄褐色
灰黄褐色
灰黄褐色

にぶい黄橙色

B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
A
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
A
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B

底部 100%
底部 70%

胴～底 80%
胴～底 50%
底部 55%
底部 45%
底部 50%
底部 100%
底部 50%

胴～底 40%
胴～底 50%
底部 100%
底部 50%
底部 100%
底部 100%
底部 90%
底部 100%
底部 100%
底部 90%

接合部 100%
接合部 80%
接合部 70%
接～脚 50%
脚部 45%

口～体 90%
口～体 20%
口～体 15%
底部 40%
口縁部片

口～頸部片
頸～肩部片
頸～肩部片
頸～肩部片

肩部片
頸～肩部片
頸～肩部片
胴上部片
胴上部片
胴上部片
胴上部片
胴上部片
胴上部片
胴上部片
胴上部片

胴上～中片
胴中～下片
口～頸部片
口～頸部片
口～頸部片
口～胴中片
口～胴上片
口～胴上片
頸～胴上片
頸～胴上片
頸～胴上片
頸～胴上片
頸～胴上片
頸～胴上片
頸～胴上片
頸～胴上片
頸～胴上片
頸～胴上片
頸～胴上片

０ 10㎝
１：4

０ 5㎝
１：2

石製首飾り ・ 勾玉

　9

10
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第１２図　埼玉県熊谷市前中西遺跡出土石器 ・ 石製品 ・ 玉類 （前中西遺跡各報告書より抜粋）

第１０図上　埼玉県熊谷市前中西遺跡出土土器の変遷 （松田 2013 より作成）

　　　　 下　埼玉県熊谷市前中西遺跡弥生時代中期後半中段階～中期末在地 ・ 外来系土器比率 （松田 2013 より作成）

壺 甕 甕壺 甕壺

中期後半中段階　 中期後半新段階　 中期末　

-6-
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Ⅳ　遺構と遺物
１　住居跡
第１号住居跡（第７･８図）

　平成19年度調査第１区50～52－152～154グリッドに位置する。中央付近を北西から南東方向へ走る１

号溝跡、東壁中央付近を２号住居跡に切られているが、床面までは達しない。南側の調査区境では１号

土坑に床面まで掘り込まれている。北東及び南西隅は調査区外にあり、北西隅は撹乱により一部欠く。

　本住居跡は北西から南西壁を利用して拡張が行われていた。拡張前の規模は長軸5.9ｍ、短軸4.88ｍを

測り、平面プランは横長のややいびつな隅丸長方形を呈する。拡張後の規模は長軸が6.56ｍ、短軸は6.6

ｍ程を測り、平面プランは北西隅がやや角張るいびつな円形を呈する。主軸方向はＮ－32°－Ｗを指す。

確認面からの深さは西側が0.2ｍ、東側が0.3ｍ前後を測り、東側にやや傾いていた。覆土は一部のピッ

トも含めて30層（１～30層）と非常に多く確認された。いずれの層も混入物が多いが、ほぼレンズ状に

堆積していたことから自然堆積と思われる。

　炉跡は４つ検出された。炉１は床面中央からやや北側に位置する。長軸0.8ｍ、短軸0.56ｍのいびつな

楕円形を呈し、床面からの深さは0.07ｍと浅い。覆土は３層（31～33層）確認された。焼土や炭化物の

他に被熱した灰白色粒等を含み、南東側では最下に炭化物層が薄く広がっていた。炉２・３は炉１の北

西側に並んで位置する。炉２は長軸0.53ｍ、短軸0.35ｍのいびつな楕円形を呈し、床面からの深さは

0.11ｍを測る。覆土は２層（34・35層）確認された。ともに炭化物を微量含んでいた。炉3は南東側で

炉１と接しているが、炉１が新しい。長軸は炉１まで0.38ｍ、短軸は0.28ｍを測り、楕円形に近い。床

面からの深さは0.05ｍと浅い。覆土は２層（36・37層）確認され、下層は炭化物層であった。炉４は炉

１南東約0.5ｍに位置する。径約0.25ｍの小さい円形を呈し、床面からの深さは0.03ｍと浅い。覆土は２

層（38・39層）確認され、上層が炭化物層、下層が焼土層であった。

　ピットは47基と多数検出された。大半が拡張前の範囲にあり、主に炉1を挟んで東西に位置する。径

が小さく、浅いものが多いが、P１～４は掘り込みが深く、その位置から主柱穴と思われる。またP４

の東側にはP47が位置しているが、内からはほぼ完形の弥生土器甕と壺の一部（第10図７・12）が出土した。

甕12はほぼ正位の状態で出土し、甕の西側からは壺の一部７が出土したことからこれらの土器は組み合

わせて使用されたと思われる。その状況から土器棺墓と思われるが、骨等は確認されなかった。これら

の土器の詳細については後述する。その他のピットについては、用途･性格は不明である。

　壁溝は拡張前が全周するが、拡張後は東壁が一部、西壁は所々途切れる。また拡張後の西側壁溝は

0.15 ～ 0.44ｍ程離れて巡る。幅は0.25ｍ前後が主体となり、床面からの深さは0.03 ～ 0.09ｍを測る。

　貯蔵穴は西壁ほぼ中央に位置し、新旧の壁溝を抜いて掘り込まれている。径0.7ｍ前後の不整円形を

呈し、床面からの深さは0.34ｍを測る。覆土は３層（40～42層）確認された。いずれも炭化物を含む。

　出土遺物（第10 ～ 13図）は、弥生土器壺（１～ 11・22 ～ 83）、甕（12 ～ 21・84 ～ 125）、高坏（126）、

磨石（127 ～ 136）がある。出土量が多く、ほぼ全面及び全層から検出されている（第９図）。またピッ

トや貯蔵穴、炉跡から検出されたものもある。磨耗が著しいものが多く、残存状態の良いものは少ない。

　１～ 11・22 ～ 83は壺。１は口縁部から頸部にかけての部位。口縁部が大きく開き、頸部はすぼまる。

文様は複合口縁部にＬＲ単節縄文が施文され、以下は内面とともにヘラナデ調整である。２は口縁部か

部から胴上部は緩やかに下り、胴部中段が膨らむ。文様は無く、外面はハケメ後にヘラミガキ調整が施

されているが、胴部中段付近は一部のみに施されている。内面は全面ハケメ調整であるが、磨耗が著し

いため大半が図示不可能である。P47出土であり、後述する甕12との組み合わせで土器棺墓の棺蓋に使

用されたと思われる。８は頸部から胴上部にかけての部位。頸部に２本一単位の櫛歯状工具による多条

沈線が二条巡り、その間と胴上部にＬＲ単節縄文が施文されている。内面はヘラナデ調整であり、頸部

には輪積痕が一部みられた。９は胴部中段から底部、10・11は底部である。胴下部が膨らむ器形から壺

としたが、11は甕の可能性もある。内外面ともにすべてヘラナデ調整であり、11は底部外面に木葉痕が

みられた。

　22～28は口縁部から頸部にかけての破片。23・24・28は複合口縁である。22～27は口縁部にＬＲ単節

縄文が施文され、22・23には複合口縁下に円形の刺突列が刻まれている。22～26は縄文及び刺突列以下

が無文で26のみ横・斜位、その他は横位のヘラナデ調整である。27のみ縄文下に３本一単位の櫛歯状工

具による波状文が複数巡る。28は複合口縁部も含め全面無文で内外面ともに横位のヘラナデ調整である。

　29～34は頸部片ないし頸部から肩部にかけての破片。29・30は上位が無文で下位は29が太い平行沈線、

30は分かりづらいが連続して刻まれた半円形の刺突が沈線状に複数巡る。無文部は29が縦位、30が横位

のヘラナデ調整である。31～33は太い平行沈線が複数巡る。31は平行沈線下の肩部が無文で横位のヘラ

ナデ調整が施されている。34は上下に突帯が巡り、下の突帯にはＬＲ単節縄文が施文されている。

　35～40・42～45は刺突列が刻まれた一群。36～38は肩部片、35・39・40・42～45は胴上部片である。

35は半円形の刺突列が無文部下に二列、その下のＬＲ単節縄文下の段に一列刻まれ、以下はやや細い平

行沈線が巡る。36はＬＲ単節縄文下に連続して刻まれた半円形の刺突列が沈線状を呈し、以下はやや太

い平行沈線が巡る。37・38は弱い段に円形の刺突列が巡り、刺突列上はＬＲ単節縄文が施文され、下は

無文で37が縦位のヘラミガキ、38は横位のヘラナデ調整である。39・40は半円形の刺突列が39はＬＲ単

節縄文下に一列、40はほぼ等間隔に三列巡る。42～45は平行沈線間に刺突列が刻まれている。42は半円

形の刺突列が刻まれたやや細い平行沈線上が無文で横位のヘラナデ調整、下はＬＲ単節縄文が施文さ

れている。43 ～ 45は複数巡る平行沈線のうち、43は中段、44・45は上位の平行沈線間に刺突列が刻ま

れている。刺突は43・45が円形、44は半円形を呈する。45は平行沈線下に同一工具による波状沈線も加

わる。

　46～48は沈線で鋸歯文が描かれる一群。46は胴上部片、47・48は肩部片である。46は鋸歯文下、47は

上にＲＬ単節縄文が充填されている。46は鋸歯文上、47は下が無文で46は斜位、47は横･斜位のヘラナ

デ調整である。48は鋸歯文下にＬＲ単節縄文と４本一単位の櫛歯状工具による文様が交互に施文されて

いる。櫛歯状工具による文様は上が波状文三段、下は横位に一段と波状文が巡る。

　48～54は波状沈線が描かれる一群。48については上記のとおりである。49～53は胴上部片、54は胴部

中段の破片である。49はやや太い平行沈線間に同一工具による波状沈線とＬＲ単節縄文が施文されてい

る。平行沈線上下は無文で横位のヘラナデ調整である。50はやや太い波状沈線上にＲＬ単節縄文が施文

され、下は無文で横位のヘラナデ調整である。51はやや太い波状沈線下に同一工具による平行沈線が巡る。

52～54は胴部中段付近に平行沈線と波状沈線が巡る。52は細い平行沈線三条下に波状沈線が描かれるが、

弧線文に近い。胴上部は無文で横位のヘラナデ調整である。53はやや太い平行沈線間に同一工具で波状

沈線が描かれており、文様上には円形ないし四角形状の文様が描かれている。54は太い平行沈線が四条

ら肩部にかけての部位。口縁部がやや受け口状を呈し、頸部は中段がやや膨らむ。文様は口縁部にＬＲ

単節縄文が施文され、頸部は縦位のヘラナデ調整による無文部下に３本一単位の櫛歯状工具による多条

沈線が横位に一条、肩部には複数巡り、間にＬＲ単節縄文が充填されている。内面はヘラナデ調整である。

３～５は口縁部から頸部にかけての部位。３・４は口縁部が外反しながら大きく開く。３は文様が口縁

部内面にのみあり、端部に描かれたやや太い波状沈線下にＬＲ単節縄文が施文されている。外面はハケ

メ及びヘラナデ、内面の文様下はヘラナデ調整である。４は口縁端部に刻みを持ち、頸部に横位の沈線

が巡る。外面無文部及び内面はハケメに近いヘラナデ調整である。５は口縁部が受け口状を呈し、頸部

はほぼ直立に近い。口縁部下位に円形の突起が等間隔に付けられており、頸部はやや細い平行沈線が四

条巡る。外面無文部及び内面はヘラナデ調整である。６は口縁部下位から肩部にかけての部位。口縁部

の開きが大きく、頸部はすぼまる。文様は頸部に太い沈線が上位、細い沈線が下位に二条ずつ巡り、

前者の太い平行沈線間には同一工具で波状沈線が描かれ、後者の細い平行沈線間には半円形の刺突列

が刻まれている。頸部文様下には等間隔で櫛歯状工具による波状文が垂下する。磨耗が著しいため単位

は不明である。口縁部外面及び内面はヘラナデ調整である。７は肩部から胴部中段直下までの部位。肩

̶ 39 ̶

巡り、上下二条の平行沈線間に波状沈線が描かれている。

　55～64は平行沈線と縄文が施文される一群。55は肩部片、56～64は胴上部片である。55は分かりづら

いが、一条の細い沈線上と最下に３本一単位の櫛歯状工具による多条沈線が横位に巡り、間にＬＲ単節

縄文が施文されている。56はＲＬ単節縄文下に太い平行沈線が四条巡り、以下は無文で横位のヘラナデ

調整である。ＲＬ単節縄文上にも斜位の太い沈線が描かれているが、詳細は不明である。57・58・62は

細い平行沈線間にＬＲ単節縄文が施文されている。59は太い平行沈線下にＲＬ単節縄文が施文されてい

る。60はＬＲ単節縄文下にやや間隔を空けて太い平行沈線が巡る。61はやや細い平行沈線下に無節Ｌ

が施文されている。63は一条の太い沈線を挟んでＲＬ単節縄文が施文されている。64は２本一単位の

櫛歯状工具による多条沈線が三条巡り、上下にＲＬ単節縄文が施文されている。

　41・65～72は沈線で重四角文が描かれる一群。41・65～71胴上部片、72は胴部中段の破片である。41

はＲＬ単節縄文下の段下にやや細い沈線で描かれている。65はやや細い沈線で上下二段に描かれている。

66はやや太い沈線で描かれている。区画内に文様はみられない。67は半円形の刺突列下にやや太い沈線

で描かれている。68は段下に円形の刺突列が刻まれ、以下に太い沈線で描かれている。段及び重四角文

間にはＲＬ単節縄文が施文されている。69・70はやや細い沈線で描かれており、70は地文にＬＲ単節縄

文が施文されている。71・72はやや太い沈線が複数垂下する。71は脇に波状沈線と間隔を空けて沈線

が垂下する。重四角文としたが、異なる可能性もある。72は重四角文間にＲＬ単節縄文が施文されている。

　73～75は沈線で重三角文が描かれる一群。73は肩部片、74・75は胴上部片である。73は複数の太い沈

線で描かれ、区画外はＬＲ単節縄文が充填されている。鋸歯状を呈する可能性もある。74は半円形の刺

突列下にやや太い沈線で描かれている。75は細い沈線で描かれ、地文にＬＲ単節縄文が施文されている。

　76・77は沈線で弧線文が描かれる一群。76は肩部片、77は胴上部片である。ともに沈線間にＬＲ単節

縄文が充填されている。沈線は77が二条、77は四条である。

　78・79は沈線でフラスコ文が描かれる一群。78は肩部片、79は胴上部片である。78はやや細い沈線七条、

79は太い沈線五条で描かれており、79はフラスコ文脇に同一工具による沈線が垂下する。

　80～82は胴上部片。80は曲線状の文様が描かれた胴上部片。詳細は不明であるが、沈線がやや太い。

81はやや細い沈線で円形文が描かれており、内にＬＲ単節縄文が充填されている。円形文脇には同一工

具による平行沈線が巡り、以下は無文部である斜位のヘラナデ調整を挟んで一条の沈線とＬＲ単節縄文

が施文されている。82は縦方向に長い突起が付けられており、両脇に半円形の刺突列が刻まれている。

　83は５本一単位の櫛歯状工具による多条沈線が横位に二段巡る肩部片。以下は無文で横･斜位のヘラ

ナデ調整である。本住居跡出土遺物の中で最も新しい段階に位置付けられることから流れ込みと思われ

る。

　壺破片22～27・29 ～ 83の内面はすべてヘラナデ調整であり、33が縦位、37・43・45・57・61・62・

64・66・79・81・82が斜位、44・48・59・67・72・78が横･斜位、50が縦･斜位、その他は横位に施されている。

　12～21・84～125は甕。12は大型で残存状態が良好である。口縁部が緩やかに開き、頸部はすぼまる。

最大径を持つ胴部中段が膨らむ。文様は複合口縁部から胴部中段直下まで無節Ｒが施文されている。胴

下部以下及び内面はヘラナデ調整であり、外面は縄文施文後に施されている。胴部には輪積痕もみられた。

P47出土であり、壺７との組み合わせで土器棺墓の棺身に使用されたと思われる。13は口縁部から胴部

中段直下にかけての部位。複合口縁部が大きく開き、口径が最大径となる。頸部はすぼまり、胴部中段

がやや膨らむ。複合口縁部から胴部中段までＬＲ単節縄文が施文され、胴下部外面及び内面は磨耗が著

しいため図示できなかったが、ヘラナデ調整である。14は頸部下位から底部にかけての部位。頸部がほ

ぼ直立し、胴部は中段で大きく膨らむ。胴上部から胴部中段下までＬＲ単節縄文が施文され、頸部と胴

下部外面及び内面は無文でヘラナデ調整である。16～21は底部。胴下部が膨らまない器形から甕とした

が、壺の可能性もある。内外面ともにすべてヘラナデ調整である。

　84～105は縄文ないし擬縄文が施文された一群。84～90は口縁部片ないし口縁部から頸部にかけての

破片。84 ～ 88・90は複合口縁である。84～89はＬＲ単節縄文、90のみＲＬ単節縄文が施文されている。

87・90は端部まで縄文が施文されており、88は端部に刻みを持つ。91～101はＬＲ単節縄文が施文され

ており、91･92は頸部、93 ～ 98は胴部中段付近、99～101は胴下部の破片である。100・101は縄文下が

無文で100は斜位、101は横位のヘラナデ調整である。102・103は胴部中段の破片でＲＬ単節縄文、104

は胴下部片で無節Ｒ、105は胴部中段の破片でオオバコ系の擬縄文が施文されている。

　106～111は櫛歯状工具で波状文が描かれる一群。106～108は口縁部から胴上部までに収まる破片であ

る。107のみ複合口縁である。すべて頸部に波状文が巡る。106は３本一単位で描かれ、口縁端部及び胴

上部は無文でヘラナデ、口縁部下位は斜位のハケメ調整である。ヘラナデは口縁端部が横位、胴上部が

斜位に施されている。107・108は単位不明である。口縁部は内外面ともに横位のヘラナデ調整である。

109～111は胴部中段及び胴下部の破片。109は７本一単位の波状文上下が無文で横位のヘラナデ調整で

ある。110は４本一単位の波状文が複数巡る。111は５本一単位の波状文下が無文で斜位のヘラナデ調整

である。

　112は櫛歯状工具で斜格子文が描かれた胴部中段の破片。密に施文されているが、単位は不明である。

　113～115は櫛歯状工具で羽状文が描かれた胴部中段の破片。113は７本一単位で縦位、114・115は単

位不明であるが、横位に描かれている。114は羽状文下が無文で横・斜位のヘラナデ調整である。

　116～121は内外面ヘラナデ調整の一群。口縁部から胴上部までに収まる破片である。116～118は口縁

端部に指頭圧痕、121はＬＲ単節縄文が施文されている。ヘラナデ調整はすべて横位に施されている。

　122・123は外面がハケメ調整の一群。122は口縁部片、123は胴上部片であり、ともに斜位に施されている。

122は磨耗が著しいため定かではないが、口縁端部に刻みを持つ。

　124・125は細い沈線でコの字重ね文が描かれる一群。124はボタン状貼付文脇、125は密に描かれる。

　甕破片84～115・122～125の内面はすべてヘラナデ調整であり、86・90・92・93・96・100・102・103・123が横・

斜位、125が斜位、その他は横位に施されている。

　126は高坏の口縁部片。内外面ともに横位のヘラミガキ調整であり、赤彩が施されている。

第21図　第３号住居跡出土遺物（２）

Ⅳ　遺構と遺物
１　住居跡
第１号住居跡（第７･８図）

　平成19年度調査第１区50～52－152～154グリッドに位置する。中央付近を北西から南東方向へ走る１

号溝跡、東壁中央付近を２号住居跡に切られているが、床面までは達しない。南側の調査区境では１号

土坑に床面まで掘り込まれている。北東及び南西隅は調査区外にあり、北西隅は撹乱により一部欠く。

　本住居跡は北西から南西壁を利用して拡張が行われていた。拡張前の規模は長軸5.9ｍ、短軸4.88ｍを

測り、平面プランは横長のややいびつな隅丸長方形を呈する。拡張後の規模は長軸が6.56ｍ、短軸は6.6

ｍ程を測り、平面プランは北西隅がやや角張るいびつな円形を呈する。主軸方向はＮ－32°－Ｗを指す。

確認面からの深さは西側が0.2ｍ、東側が0.3ｍ前後を測り、東側にやや傾いていた。覆土は一部のピッ

トも含めて30層（１～30層）と非常に多く確認された。いずれの層も混入物が多いが、ほぼレンズ状に

堆積していたことから自然堆積と思われる。

　炉跡は４つ検出された。炉１は床面中央からやや北側に位置する。長軸0.8ｍ、短軸0.56ｍのいびつな

楕円形を呈し、床面からの深さは0.07ｍと浅い。覆土は３層（31～33層）確認された。焼土や炭化物の

他に被熱した灰白色粒等を含み、南東側では最下に炭化物層が薄く広がっていた。炉２・３は炉１の北

西側に並んで位置する。炉２は長軸0.53ｍ、短軸0.35ｍのいびつな楕円形を呈し、床面からの深さは

0.11ｍを測る。覆土は２層（34・35層）確認された。ともに炭化物を微量含んでいた。炉3は南東側で

炉１と接しているが、炉１が新しい。長軸は炉１まで0.38ｍ、短軸は0.28ｍを測り、楕円形に近い。床

面からの深さは0.05ｍと浅い。覆土は２層（36・37層）確認され、下層は炭化物層であった。炉４は炉

１南東約0.5ｍに位置する。径約0.25ｍの小さい円形を呈し、床面からの深さは0.03ｍと浅い。覆土は２

層（38・39層）確認され、上層が炭化物層、下層が焼土層であった。

　ピットは47基と多数検出された。大半が拡張前の範囲にあり、主に炉1を挟んで東西に位置する。径

が小さく、浅いものが多いが、P１～４は掘り込みが深く、その位置から主柱穴と思われる。またP４

の東側にはP47が位置しているが、内からはほぼ完形の弥生土器甕と壺の一部（第10図７・12）が出土した。

甕12はほぼ正位の状態で出土し、甕の西側からは壺の一部７が出土したことからこれらの土器は組み合

わせて使用されたと思われる。その状況から土器棺墓と思われるが、骨等は確認されなかった。これら

の土器の詳細については後述する。その他のピットについては、用途･性格は不明である。

　壁溝は拡張前が全周するが、拡張後は東壁が一部、西壁は所々途切れる。また拡張後の西側壁溝は

0.15 ～ 0.44ｍ程離れて巡る。幅は0.25ｍ前後が主体となり、床面からの深さは0.03 ～ 0.09ｍを測る。

　貯蔵穴は西壁ほぼ中央に位置し、新旧の壁溝を抜いて掘り込まれている。径0.7ｍ前後の不整円形を

呈し、床面からの深さは0.34ｍを測る。覆土は３層（40～42層）確認された。いずれも炭化物を含む。

　出土遺物（第10 ～ 13図）は、弥生土器壺（１～ 11・22 ～ 83）、甕（12 ～ 21・84 ～ 125）、高坏（126）、

磨石（127 ～ 136）がある。出土量が多く、ほぼ全面及び全層から検出されている（第９図）。またピッ

トや貯蔵穴、炉跡から検出されたものもある。磨耗が著しいものが多く、残存状態の良いものは少ない。

　１～ 11・22 ～ 83は壺。１は口縁部から頸部にかけての部位。口縁部が大きく開き、頸部はすぼまる。

文様は複合口縁部にＬＲ単節縄文が施文され、以下は内面とともにヘラナデ調整である。２は口縁部か

部から胴上部は緩やかに下り、胴部中段が膨らむ。文様は無く、外面はハケメ後にヘラミガキ調整が施

されているが、胴部中段付近は一部のみに施されている。内面は全面ハケメ調整であるが、磨耗が著し

いため大半が図示不可能である。P47出土であり、後述する甕12との組み合わせで土器棺墓の棺蓋に使

用されたと思われる。８は頸部から胴上部にかけての部位。頸部に２本一単位の櫛歯状工具による多条

沈線が二条巡り、その間と胴上部にＬＲ単節縄文が施文されている。内面はヘラナデ調整であり、頸部

には輪積痕が一部みられた。９は胴部中段から底部、10・11は底部である。胴下部が膨らむ器形から壺

としたが、11は甕の可能性もある。内外面ともにすべてヘラナデ調整であり、11は底部外面に木葉痕が

みられた。

　22～28は口縁部から頸部にかけての破片。23・24・28は複合口縁である。22～27は口縁部にＬＲ単節

縄文が施文され、22・23には複合口縁下に円形の刺突列が刻まれている。22～26は縄文及び刺突列以下

が無文で26のみ横・斜位、その他は横位のヘラナデ調整である。27のみ縄文下に３本一単位の櫛歯状工

具による波状文が複数巡る。28は複合口縁部も含め全面無文で内外面ともに横位のヘラナデ調整である。

　29～34は頸部片ないし頸部から肩部にかけての破片。29・30は上位が無文で下位は29が太い平行沈線、

30は分かりづらいが連続して刻まれた半円形の刺突が沈線状に複数巡る。無文部は29が縦位、30が横位

のヘラナデ調整である。31～33は太い平行沈線が複数巡る。31は平行沈線下の肩部が無文で横位のヘラ

ナデ調整が施されている。34は上下に突帯が巡り、下の突帯にはＬＲ単節縄文が施文されている。

　35～40・42～45は刺突列が刻まれた一群。36～38は肩部片、35・39・40・42～45は胴上部片である。

35は半円形の刺突列が無文部下に二列、その下のＬＲ単節縄文下の段に一列刻まれ、以下はやや細い平

行沈線が巡る。36はＬＲ単節縄文下に連続して刻まれた半円形の刺突列が沈線状を呈し、以下はやや太

い平行沈線が巡る。37・38は弱い段に円形の刺突列が巡り、刺突列上はＬＲ単節縄文が施文され、下は

無文で37が縦位のヘラミガキ、38は横位のヘラナデ調整である。39・40は半円形の刺突列が39はＬＲ単

節縄文下に一列、40はほぼ等間隔に三列巡る。42～45は平行沈線間に刺突列が刻まれている。42は半円

形の刺突列が刻まれたやや細い平行沈線上が無文で横位のヘラナデ調整、下はＬＲ単節縄文が施文さ

れている。43 ～ 45は複数巡る平行沈線のうち、43は中段、44・45は上位の平行沈線間に刺突列が刻ま

れている。刺突は43・45が円形、44は半円形を呈する。45は平行沈線下に同一工具による波状沈線も加

わる。

　46～48は沈線で鋸歯文が描かれる一群。46は胴上部片、47・48は肩部片である。46は鋸歯文下、47は

上にＲＬ単節縄文が充填されている。46は鋸歯文上、47は下が無文で46は斜位、47は横･斜位のヘラナ

デ調整である。48は鋸歯文下にＬＲ単節縄文と４本一単位の櫛歯状工具による文様が交互に施文されて

いる。櫛歯状工具による文様は上が波状文三段、下は横位に一段と波状文が巡る。

　48～54は波状沈線が描かれる一群。48については上記のとおりである。49～53は胴上部片、54は胴部

中段の破片である。49はやや太い平行沈線間に同一工具による波状沈線とＬＲ単節縄文が施文されてい

る。平行沈線上下は無文で横位のヘラナデ調整である。50はやや太い波状沈線上にＲＬ単節縄文が施文

され、下は無文で横位のヘラナデ調整である。51はやや太い波状沈線下に同一工具による平行沈線が巡る。

52～54は胴部中段付近に平行沈線と波状沈線が巡る。52は細い平行沈線三条下に波状沈線が描かれるが、

弧線文に近い。胴上部は無文で横位のヘラナデ調整である。53はやや太い平行沈線間に同一工具で波状

沈線が描かれており、文様上には円形ないし四角形状の文様が描かれている。54は太い平行沈線が四条

ら肩部にかけての部位。口縁部がやや受け口状を呈し、頸部は中段がやや膨らむ。文様は口縁部にＬＲ

単節縄文が施文され、頸部は縦位のヘラナデ調整による無文部下に３本一単位の櫛歯状工具による多条

沈線が横位に一条、肩部には複数巡り、間にＬＲ単節縄文が充填されている。内面はヘラナデ調整である。

３～５は口縁部から頸部にかけての部位。３・４は口縁部が外反しながら大きく開く。３は文様が口縁

部内面にのみあり、端部に描かれたやや太い波状沈線下にＬＲ単節縄文が施文されている。外面はハケ

メ及びヘラナデ、内面の文様下はヘラナデ調整である。４は口縁端部に刻みを持ち、頸部に横位の沈線

が巡る。外面無文部及び内面はハケメに近いヘラナデ調整である。５は口縁部が受け口状を呈し、頸部

はほぼ直立に近い。口縁部下位に円形の突起が等間隔に付けられており、頸部はやや細い平行沈線が四

条巡る。外面無文部及び内面はヘラナデ調整である。６は口縁部下位から肩部にかけての部位。口縁部

の開きが大きく、頸部はすぼまる。文様は頸部に太い沈線が上位、細い沈線が下位に二条ずつ巡り、

前者の太い平行沈線間には同一工具で波状沈線が描かれ、後者の細い平行沈線間には半円形の刺突列

が刻まれている。頸部文様下には等間隔で櫛歯状工具による波状文が垂下する。磨耗が著しいため単位

は不明である。口縁部外面及び内面はヘラナデ調整である。７は肩部から胴部中段直下までの部位。肩

̶ 39 ̶

巡り、上下二条の平行沈線間に波状沈線が描かれている。

　55～64は平行沈線と縄文が施文される一群。55は肩部片、56～64は胴上部片である。55は分かりづら

いが、一条の細い沈線上と最下に３本一単位の櫛歯状工具による多条沈線が横位に巡り、間にＬＲ単節

縄文が施文されている。56はＲＬ単節縄文下に太い平行沈線が四条巡り、以下は無文で横位のヘラナデ

調整である。ＲＬ単節縄文上にも斜位の太い沈線が描かれているが、詳細は不明である。57・58・62は

細い平行沈線間にＬＲ単節縄文が施文されている。59は太い平行沈線下にＲＬ単節縄文が施文されてい

る。60はＬＲ単節縄文下にやや間隔を空けて太い平行沈線が巡る。61はやや細い平行沈線下に無節Ｌ

が施文されている。63は一条の太い沈線を挟んでＲＬ単節縄文が施文されている。64は２本一単位の

櫛歯状工具による多条沈線が三条巡り、上下にＲＬ単節縄文が施文されている。

　41・65～72は沈線で重四角文が描かれる一群。41・65～71胴上部片、72は胴部中段の破片である。41

はＲＬ単節縄文下の段下にやや細い沈線で描かれている。65はやや細い沈線で上下二段に描かれている。

66はやや太い沈線で描かれている。区画内に文様はみられない。67は半円形の刺突列下にやや太い沈線

で描かれている。68は段下に円形の刺突列が刻まれ、以下に太い沈線で描かれている。段及び重四角文

間にはＲＬ単節縄文が施文されている。69・70はやや細い沈線で描かれており、70は地文にＬＲ単節縄

文が施文されている。71・72はやや太い沈線が複数垂下する。71は脇に波状沈線と間隔を空けて沈線

が垂下する。重四角文としたが、異なる可能性もある。72は重四角文間にＲＬ単節縄文が施文されている。

　73～75は沈線で重三角文が描かれる一群。73は肩部片、74・75は胴上部片である。73は複数の太い沈

線で描かれ、区画外はＬＲ単節縄文が充填されている。鋸歯状を呈する可能性もある。74は半円形の刺

突列下にやや太い沈線で描かれている。75は細い沈線で描かれ、地文にＬＲ単節縄文が施文されている。

　76・77は沈線で弧線文が描かれる一群。76は肩部片、77は胴上部片である。ともに沈線間にＬＲ単節

縄文が充填されている。沈線は77が二条、77は四条である。

　78・79は沈線でフラスコ文が描かれる一群。78は肩部片、79は胴上部片である。78はやや細い沈線七条、

79は太い沈線五条で描かれており、79はフラスコ文脇に同一工具による沈線が垂下する。

　80～82は胴上部片。80は曲線状の文様が描かれた胴上部片。詳細は不明であるが、沈線がやや太い。

81はやや細い沈線で円形文が描かれており、内にＬＲ単節縄文が充填されている。円形文脇には同一工

具による平行沈線が巡り、以下は無文部である斜位のヘラナデ調整を挟んで一条の沈線とＬＲ単節縄文

が施文されている。82は縦方向に長い突起が付けられており、両脇に半円形の刺突列が刻まれている。

　83は５本一単位の櫛歯状工具による多条沈線が横位に二段巡る肩部片。以下は無文で横･斜位のヘラ

ナデ調整である。本住居跡出土遺物の中で最も新しい段階に位置付けられることから流れ込みと思われ

る。

　壺破片22～27・29 ～ 83の内面はすべてヘラナデ調整であり、33が縦位、37・43・45・57・61・62・

64・66・79・81・82が斜位、44・48・59・67・72・78が横･斜位、50が縦･斜位、その他は横位に施されている。

　12～21・84～125は甕。12は大型で残存状態が良好である。口縁部が緩やかに開き、頸部はすぼまる。

最大径を持つ胴部中段が膨らむ。文様は複合口縁部から胴部中段直下まで無節Ｒが施文されている。胴

下部以下及び内面はヘラナデ調整であり、外面は縄文施文後に施されている。胴部には輪積痕もみられた。

P47出土であり、壺７との組み合わせで土器棺墓の棺身に使用されたと思われる。13は口縁部から胴部

中段直下にかけての部位。複合口縁部が大きく開き、口径が最大径となる。頸部はすぼまり、胴部中段

がやや膨らむ。複合口縁部から胴部中段までＬＲ単節縄文が施文され、胴下部外面及び内面は磨耗が著

しいため図示できなかったが、ヘラナデ調整である。14は頸部下位から底部にかけての部位。頸部がほ

ぼ直立し、胴部は中段で大きく膨らむ。胴上部から胴部中段下までＬＲ単節縄文が施文され、頸部と胴

下部外面及び内面は無文でヘラナデ調整である。16～21は底部。胴下部が膨らまない器形から甕とした

が、壺の可能性もある。内外面ともにすべてヘラナデ調整である。

　84～105は縄文ないし擬縄文が施文された一群。84～90は口縁部片ないし口縁部から頸部にかけての

破片。84 ～ 88・90は複合口縁である。84～89はＬＲ単節縄文、90のみＲＬ単節縄文が施文されている。

87・90は端部まで縄文が施文されており、88は端部に刻みを持つ。91～101はＬＲ単節縄文が施文され

ており、91･92は頸部、93 ～ 98は胴部中段付近、99～101は胴下部の破片である。100・101は縄文下が

無文で100は斜位、101は横位のヘラナデ調整である。102・103は胴部中段の破片でＲＬ単節縄文、104

は胴下部片で無節Ｒ、105は胴部中段の破片でオオバコ系の擬縄文が施文されている。

　106～111は櫛歯状工具で波状文が描かれる一群。106～108は口縁部から胴上部までに収まる破片であ

る。107のみ複合口縁である。すべて頸部に波状文が巡る。106は３本一単位で描かれ、口縁端部及び胴

上部は無文でヘラナデ、口縁部下位は斜位のハケメ調整である。ヘラナデは口縁端部が横位、胴上部が

斜位に施されている。107・108は単位不明である。口縁部は内外面ともに横位のヘラナデ調整である。

109～111は胴部中段及び胴下部の破片。109は７本一単位の波状文上下が無文で横位のヘラナデ調整で

ある。110は４本一単位の波状文が複数巡る。111は５本一単位の波状文下が無文で斜位のヘラナデ調整

である。

　112は櫛歯状工具で斜格子文が描かれた胴部中段の破片。密に施文されているが、単位は不明である。

　113～115は櫛歯状工具で羽状文が描かれた胴部中段の破片。113は７本一単位で縦位、114・115は単

位不明であるが、横位に描かれている。114は羽状文下が無文で横・斜位のヘラナデ調整である。

　116～121は内外面ヘラナデ調整の一群。口縁部から胴上部までに収まる破片である。116～118は口縁

端部に指頭圧痕、121はＬＲ単節縄文が施文されている。ヘラナデ調整はすべて横位に施されている。

　122・123は外面がハケメ調整の一群。122は口縁部片、123は胴上部片であり、ともに斜位に施されている。

122は磨耗が著しいため定かではないが、口縁端部に刻みを持つ。

　124・125は細い沈線でコの字重ね文が描かれる一群。124はボタン状貼付文脇、125は密に描かれる。

　甕破片84～115・122～125の内面はすべてヘラナデ調整であり、86・90・92・93・96・100・102・103・123が横・

斜位、125が斜位、その他は横位に施されている。

　126は高坏の口縁部片。内外面ともに横位のヘラミガキ調整であり、赤彩が施されている。

第21図　第３号住居跡出土遺物（２）

本住居跡の時期は、弥生時代後期初頭と思われる。

第３号住居跡（第10・11図）

平成19年度調査の第４区38～40－164・165グリッドに位置する。他の遺構との重複が激しく、規模及

び平面プランは不明と言わざるを得ない。南側を２号方形周溝墓、東側をほぼ南北に走る32号溝跡、西

側を２号住居跡にそれぞれ切られており、北側は調査区外にある。

正確な規模は不明であるが、検出された南北は4.17ｍ、東西は6.3ｍを測る。平面プランは正方形か縦

長の長方形を呈し、主軸方向はＮ－37°－Ｅを指すと思われる。確認面からの深さは0.06ｍと浅かった

が、調査区境の土層断面観察では0.2ｍ前後の深さであったことが確認された。床面はほぼ平坦であっ

た。覆土は20層（38～57層）からなる。いずれの層も混入物が多く、ランダムな層位を示すが自然堆積

と思われる。

炉跡は床面のほぼ中央に位置すると思われる。長軸0.67ｍ、短軸0.25ｍの細長い楕円形を呈し、床面

からの深さは0.13ｍを測る。ピットは10基確認された。そのほとんどが浅く、本住居跡に伴うものか不

明である。壁溝や貯蔵穴は確認されなかった。

出土遺物（第13図）は、弥生土器壺（１～７）、打製石斧（8）がある。１・４・５・８は床面直上、

２は炉跡、７はＰ10上、その他は覆土から検出された。

１～７は壺。１は頸部から胴上部にかけての部位。肩部に巡る三条の太い沈線の上下に同一工具によ
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第13図　第３号住居跡出土遺物

番号 器　種 口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 残存率 備　　　　考
18 弥生土器　甕 － － － ABDHKN 灰黄褐色 B 胴下部片
19 磨　石 最大長10.3㎝、最大幅4.6㎝、最大厚1.2㎝。重量104.3ｇ。砂岩。完形。両面平滑。上部敲打痕有。
20 砥　石 最大長(17.4)㎝、最大幅17.8㎝、最大厚4.5㎝。重量(2689.8)ｇ。砂岩。一部欠。一面のみ平滑。

2

 6

 7

Ⅳ　遺構と遺物
１　住居跡
第１号住居跡（第７･８図）

　平成19年度調査第１区50～52－152～154グリッドに位置する。中央付近を北西から南東方向へ走る１

号溝跡、東壁中央付近を２号住居跡に切られているが、床面までは達しない。南側の調査区境では１号

土坑に床面まで掘り込まれている。北東及び南西隅は調査区外にあり、北西隅は撹乱により一部欠く。

　本住居跡は北西から南西壁を利用して拡張が行われていた。拡張前の規模は長軸5.9ｍ、短軸4.88ｍを

測り、平面プランは横長のややいびつな隅丸長方形を呈する。拡張後の規模は長軸が6.56ｍ、短軸は6.6

ｍ程を測り、平面プランは北西隅がやや角張るいびつな円形を呈する。主軸方向はＮ－32°－Ｗを指す。

確認面からの深さは西側が0.2ｍ、東側が0.3ｍ前後を測り、東側にやや傾いていた。覆土は一部のピッ

トも含めて30層（１～30層）と非常に多く確認された。いずれの層も混入物が多いが、ほぼレンズ状に

堆積していたことから自然堆積と思われる。

　炉跡は４つ検出された。炉１は床面中央からやや北側に位置する。長軸0.8ｍ、短軸0.56ｍのいびつな

楕円形を呈し、床面からの深さは0.07ｍと浅い。覆土は３層（31～33層）確認された。焼土や炭化物の

他に被熱した灰白色粒等を含み、南東側では最下に炭化物層が薄く広がっていた。炉２・３は炉１の北

西側に並んで位置する。炉２は長軸0.53ｍ、短軸0.35ｍのいびつな楕円形を呈し、床面からの深さは

0.11ｍを測る。覆土は２層（34・35層）確認された。ともに炭化物を微量含んでいた。炉3は南東側で

炉１と接しているが、炉１が新しい。長軸は炉１まで0.38ｍ、短軸は0.28ｍを測り、楕円形に近い。床

面からの深さは0.05ｍと浅い。覆土は２層（36・37層）確認され、下層は炭化物層であった。炉４は炉

１南東約0.5ｍに位置する。径約0.25ｍの小さい円形を呈し、床面からの深さは0.03ｍと浅い。覆土は２

層（38・39層）確認され、上層が炭化物層、下層が焼土層であった。

　ピットは47基と多数検出された。大半が拡張前の範囲にあり、主に炉1を挟んで東西に位置する。径

が小さく、浅いものが多いが、P１～４は掘り込みが深く、その位置から主柱穴と思われる。またP４

の東側にはP47が位置しているが、内からはほぼ完形の弥生土器甕と壺の一部（第10図７・12）が出土した。

甕12はほぼ正位の状態で出土し、甕の西側からは壺の一部７が出土したことからこれらの土器は組み合

わせて使用されたと思われる。その状況から土器棺墓と思われるが、骨等は確認されなかった。これら

の土器の詳細については後述する。その他のピットについては、用途･性格は不明である。

　壁溝は拡張前が全周するが、拡張後は東壁が一部、西壁は所々途切れる。また拡張後の西側壁溝は

0.15 ～ 0.44ｍ程離れて巡る。幅は0.25ｍ前後が主体となり、床面からの深さは0.03 ～ 0.09ｍを測る。

　貯蔵穴は西壁ほぼ中央に位置し、新旧の壁溝を抜いて掘り込まれている。径0.7ｍ前後の不整円形を

呈し、床面からの深さは0.34ｍを測る。覆土は３層（40～42層）確認された。いずれも炭化物を含む。

　出土遺物（第10 ～ 13図）は、弥生土器壺（１～ 11・22 ～ 83）、甕（12 ～ 21・84 ～ 125）、高坏（126）、

磨石（127 ～ 136）がある。出土量が多く、ほぼ全面及び全層から検出されている（第９図）。またピッ

トや貯蔵穴、炉跡から検出されたものもある。磨耗が著しいものが多く、残存状態の良いものは少ない。

　１～ 11・22 ～ 83は壺。１は口縁部から頸部にかけての部位。口縁部が大きく開き、頸部はすぼまる。

文様は複合口縁部にＬＲ単節縄文が施文され、以下は内面とともにヘラナデ調整である。２は口縁部か

部から胴上部は緩やかに下り、胴部中段が膨らむ。文様は無く、外面はハケメ後にヘラミガキ調整が施

されているが、胴部中段付近は一部のみに施されている。内面は全面ハケメ調整であるが、磨耗が著し

いため大半が図示不可能である。P47出土であり、後述する甕12との組み合わせで土器棺墓の棺蓋に使

用されたと思われる。８は頸部から胴上部にかけての部位。頸部に２本一単位の櫛歯状工具による多条

沈線が二条巡り、その間と胴上部にＬＲ単節縄文が施文されている。内面はヘラナデ調整であり、頸部

には輪積痕が一部みられた。９は胴部中段から底部、10・11は底部である。胴下部が膨らむ器形から壺

としたが、11は甕の可能性もある。内外面ともにすべてヘラナデ調整であり、11は底部外面に木葉痕が

みられた。

　22～28は口縁部から頸部にかけての破片。23・24・28は複合口縁である。22～27は口縁部にＬＲ単節

縄文が施文され、22・23には複合口縁下に円形の刺突列が刻まれている。22～26は縄文及び刺突列以下

が無文で26のみ横・斜位、その他は横位のヘラナデ調整である。27のみ縄文下に３本一単位の櫛歯状工

具による波状文が複数巡る。28は複合口縁部も含め全面無文で内外面ともに横位のヘラナデ調整である。

　29～34は頸部片ないし頸部から肩部にかけての破片。29・30は上位が無文で下位は29が太い平行沈線、

30は分かりづらいが連続して刻まれた半円形の刺突が沈線状に複数巡る。無文部は29が縦位、30が横位

のヘラナデ調整である。31～33は太い平行沈線が複数巡る。31は平行沈線下の肩部が無文で横位のヘラ

ナデ調整が施されている。34は上下に突帯が巡り、下の突帯にはＬＲ単節縄文が施文されている。

　35～40・42～45は刺突列が刻まれた一群。36～38は肩部片、35・39・40・42～45は胴上部片である。

35は半円形の刺突列が無文部下に二列、その下のＬＲ単節縄文下の段に一列刻まれ、以下はやや細い平

行沈線が巡る。36はＬＲ単節縄文下に連続して刻まれた半円形の刺突列が沈線状を呈し、以下はやや太

い平行沈線が巡る。37・38は弱い段に円形の刺突列が巡り、刺突列上はＬＲ単節縄文が施文され、下は

無文で37が縦位のヘラミガキ、38は横位のヘラナデ調整である。39・40は半円形の刺突列が39はＬＲ単

節縄文下に一列、40はほぼ等間隔に三列巡る。42～45は平行沈線間に刺突列が刻まれている。42は半円

形の刺突列が刻まれたやや細い平行沈線上が無文で横位のヘラナデ調整、下はＬＲ単節縄文が施文さ

れている。43 ～ 45は複数巡る平行沈線のうち、43は中段、44・45は上位の平行沈線間に刺突列が刻ま

れている。刺突は43・45が円形、44は半円形を呈する。45は平行沈線下に同一工具による波状沈線も加

わる。

　46～48は沈線で鋸歯文が描かれる一群。46は胴上部片、47・48は肩部片である。46は鋸歯文下、47は

上にＲＬ単節縄文が充填されている。46は鋸歯文上、47は下が無文で46は斜位、47は横･斜位のヘラナ

デ調整である。48は鋸歯文下にＬＲ単節縄文と４本一単位の櫛歯状工具による文様が交互に施文されて

いる。櫛歯状工具による文様は上が波状文三段、下は横位に一段と波状文が巡る。

　48～54は波状沈線が描かれる一群。48については上記のとおりである。49～53は胴上部片、54は胴部

中段の破片である。49はやや太い平行沈線間に同一工具による波状沈線とＬＲ単節縄文が施文されてい

る。平行沈線上下は無文で横位のヘラナデ調整である。50はやや太い波状沈線上にＲＬ単節縄文が施文

され、下は無文で横位のヘラナデ調整である。51はやや太い波状沈線下に同一工具による平行沈線が巡る。

52～54は胴部中段付近に平行沈線と波状沈線が巡る。52は細い平行沈線三条下に波状沈線が描かれるが、

弧線文に近い。胴上部は無文で横位のヘラナデ調整である。53はやや太い平行沈線間に同一工具で波状

沈線が描かれており、文様上には円形ないし四角形状の文様が描かれている。54は太い平行沈線が四条

ら肩部にかけての部位。口縁部がやや受け口状を呈し、頸部は中段がやや膨らむ。文様は口縁部にＬＲ

単節縄文が施文され、頸部は縦位のヘラナデ調整による無文部下に３本一単位の櫛歯状工具による多条

沈線が横位に一条、肩部には複数巡り、間にＬＲ単節縄文が充填されている。内面はヘラナデ調整である。

３～５は口縁部から頸部にかけての部位。３・４は口縁部が外反しながら大きく開く。３は文様が口縁

部内面にのみあり、端部に描かれたやや太い波状沈線下にＬＲ単節縄文が施文されている。外面はハケ

メ及びヘラナデ、内面の文様下はヘラナデ調整である。４は口縁端部に刻みを持ち、頸部に横位の沈線

が巡る。外面無文部及び内面はハケメに近いヘラナデ調整である。５は口縁部が受け口状を呈し、頸部

はほぼ直立に近い。口縁部下位に円形の突起が等間隔に付けられており、頸部はやや細い平行沈線が四

条巡る。外面無文部及び内面はヘラナデ調整である。６は口縁部下位から肩部にかけての部位。口縁部

の開きが大きく、頸部はすぼまる。文様は頸部に太い沈線が上位、細い沈線が下位に二条ずつ巡り、

前者の太い平行沈線間には同一工具で波状沈線が描かれ、後者の細い平行沈線間には半円形の刺突列

が刻まれている。頸部文様下には等間隔で櫛歯状工具による波状文が垂下する。磨耗が著しいため単位

は不明である。口縁部外面及び内面はヘラナデ調整である。７は肩部から胴部中段直下までの部位。肩

̶ 38 ̶

巡り、上下二条の平行沈線間に波状沈線が描かれている。

　55～64は平行沈線と縄文が施文される一群。55は肩部片、56～64は胴上部片である。55は分かりづら

いが、一条の細い沈線上と最下に３本一単位の櫛歯状工具による多条沈線が横位に巡り、間にＬＲ単節

縄文が施文されている。56はＲＬ単節縄文下に太い平行沈線が四条巡り、以下は無文で横位のヘラナデ

調整である。ＲＬ単節縄文上にも斜位の太い沈線が描かれているが、詳細は不明である。57・58・62は

細い平行沈線間にＬＲ単節縄文が施文されている。59は太い平行沈線下にＲＬ単節縄文が施文されてい

る。60はＬＲ単節縄文下にやや間隔を空けて太い平行沈線が巡る。61はやや細い平行沈線下に無節Ｌ

が施文されている。63は一条の太い沈線を挟んでＲＬ単節縄文が施文されている。64は２本一単位の

櫛歯状工具による多条沈線が三条巡り、上下にＲＬ単節縄文が施文されている。

　41・65～72は沈線で重四角文が描かれる一群。41・65～71胴上部片、72は胴部中段の破片である。41

はＲＬ単節縄文下の段下にやや細い沈線で描かれている。65はやや細い沈線で上下二段に描かれている。

66はやや太い沈線で描かれている。区画内に文様はみられない。67は半円形の刺突列下にやや太い沈線

で描かれている。68は段下に円形の刺突列が刻まれ、以下に太い沈線で描かれている。段及び重四角文

間にはＲＬ単節縄文が施文されている。69・70はやや細い沈線で描かれており、70は地文にＬＲ単節縄

文が施文されている。71・72はやや太い沈線が複数垂下する。71は脇に波状沈線と間隔を空けて沈線

が垂下する。重四角文としたが、異なる可能性もある。72は重四角文間にＲＬ単節縄文が施文されている。

　73～75は沈線で重三角文が描かれる一群。73は肩部片、74・75は胴上部片である。73は複数の太い沈

線で描かれ、区画外はＬＲ単節縄文が充填されている。鋸歯状を呈する可能性もある。74は半円形の刺

突列下にやや太い沈線で描かれている。75は細い沈線で描かれ、地文にＬＲ単節縄文が施文されている。

　76・77は沈線で弧線文が描かれる一群。76は肩部片、77は胴上部片である。ともに沈線間にＬＲ単節

縄文が充填されている。沈線は77が二条、77は四条である。

　78・79は沈線でフラスコ文が描かれる一群。78は肩部片、79は胴上部片である。78はやや細い沈線七条、

79は太い沈線五条で描かれており、79はフラスコ文脇に同一工具による沈線が垂下する。

　80～82は胴上部片。80は曲線状の文様が描かれた胴上部片。詳細は不明であるが、沈線がやや太い。

81はやや細い沈線で円形文が描かれており、内にＬＲ単節縄文が充填されている。円形文脇には同一工

具による平行沈線が巡り、以下は無文部である斜位のヘラナデ調整を挟んで一条の沈線とＬＲ単節縄文

が施文されている。82は縦方向に長い突起が付けられており、両脇に半円形の刺突列が刻まれている。

　83は５本一単位の櫛歯状工具による多条沈線が横位に二段巡る肩部片。以下は無文で横･斜位のヘラ

ナデ調整である。本住居跡出土遺物の中で最も新しい段階に位置付けられることから流れ込みと思われ

る。

　壺破片22～27・29 ～ 83の内面はすべてヘラナデ調整であり、33が縦位、37・43・45・57・61・62・

64・66・79・81・82が斜位、44・48・59・67・72・78が横･斜位、50が縦･斜位、その他は横位に施されている。

　12～21・84～125は甕。12は大型で残存状態が良好である。口縁部が緩やかに開き、頸部はすぼまる。

最大径を持つ胴部中段が膨らむ。文様は複合口縁部から胴部中段直下まで無節Ｒが施文されている。胴

下部以下及び内面はヘラナデ調整であり、外面は縄文施文後に施されている。胴部には輪積痕もみられた。

P47出土であり、壺７との組み合わせで土器棺墓の棺身に使用されたと思われる。13は口縁部から胴部

中段直下にかけての部位。複合口縁部が大きく開き、口径が最大径となる。頸部はすぼまり、胴部中段

がやや膨らむ。複合口縁部から胴部中段までＬＲ単節縄文が施文され、胴下部外面及び内面は磨耗が著

しいため図示できなかったが、ヘラナデ調整である。14は頸部下位から底部にかけての部位。頸部がほ

ぼ直立し、胴部は中段で大きく膨らむ。胴上部から胴部中段下までＬＲ単節縄文が施文され、頸部と胴

下部外面及び内面は無文でヘラナデ調整である。16～21は底部。胴下部が膨らまない器形から甕とした

が、壺の可能性もある。内外面ともにすべてヘラナデ調整である。

　84～105は縄文ないし擬縄文が施文された一群。84～90は口縁部片ないし口縁部から頸部にかけての

破片。84 ～ 88・90は複合口縁である。84～89はＬＲ単節縄文、90のみＲＬ単節縄文が施文されている。

87・90は端部まで縄文が施文されており、88は端部に刻みを持つ。91～101はＬＲ単節縄文が施文され

ており、91･92は頸部、93 ～ 98は胴部中段付近、99～101は胴下部の破片である。100・101は縄文下が

無文で100は斜位、101は横位のヘラナデ調整である。102・103は胴部中段の破片でＲＬ単節縄文、104

は胴下部片で無節Ｒ、105は胴部中段の破片でオオバコ系の擬縄文が施文されている。

　106～111は櫛歯状工具で波状文が描かれる一群。106～108は口縁部から胴上部までに収まる破片であ

る。107のみ複合口縁である。すべて頸部に波状文が巡る。106は３本一単位で描かれ、口縁端部及び胴

上部は無文でヘラナデ、口縁部下位は斜位のハケメ調整である。ヘラナデは口縁端部が横位、胴上部が

斜位に施されている。107・108は単位不明である。口縁部は内外面ともに横位のヘラナデ調整である。

109～111は胴部中段及び胴下部の破片。109は７本一単位の波状文上下が無文で横位のヘラナデ調整で

ある。110は４本一単位の波状文が複数巡る。111は５本一単位の波状文下が無文で斜位のヘラナデ調整

である。

　112は櫛歯状工具で斜格子文が描かれた胴部中段の破片。密に施文されているが、単位は不明である。

　113～115は櫛歯状工具で羽状文が描かれた胴部中段の破片。113は７本一単位で縦位、114・115は単

位不明であるが、横位に描かれている。114は羽状文下が無文で横・斜位のヘラナデ調整である。

　116～121は内外面ヘラナデ調整の一群。口縁部から胴上部までに収まる破片である。116～118は口縁

端部に指頭圧痕、121はＬＲ単節縄文が施文されている。ヘラナデ調整はすべて横位に施されている。

　122・123は外面がハケメ調整の一群。122は口縁部片、123は胴上部片であり、ともに斜位に施されている。

122は磨耗が著しいため定かではないが、口縁端部に刻みを持つ。

　124・125は細い沈線でコの字重ね文が描かれる一群。124はボタン状貼付文脇、125は密に描かれる。

　甕破片84～115・122～125の内面はすべてヘラナデ調整であり、86・90・92・93・96・100・102・103・123が横・

斜位、125が斜位、その他は横位に施されている。

　126は高坏の口縁部片。内外面ともに横位のヘラミガキ調整であり、赤彩が施されている。

第20図　第３号住居跡出土遺物（１）
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第 15 図　前中西遺跡第１号方形周溝墓出土遺物
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第55図　第１号河川跡出土遺物（１）
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第 9 号住居跡（第 28 図）

　第 2 次調査での検出であり、58･59－149･150 グリッドに位置する。北東隅で 15 号土坑に壁の上部を

切られている。南側では 8 号溝跡と重複し、本住居跡の覆土断面に痕跡が認められなかったことから、

本住居跡が新しいとも思われたが、新旧関係については不明と言わざるを得ない。また東壁中央付近で

は時期不明のピットと重複するが、これについても新旧関係は不明である。西側は調査区外にある。

　本住居跡も 7 号住居跡と同じく拡張が行われているが、北壁を利用して東側と南側に拡張されている。

規模は東西が不明であるが、南北は拡張前が 5.97ｍを測り、拡張後は 6.63ｍとやや大型になる。平面プ

ランは拡張前が隅丸長方形であるが、拡張後は楕円形を呈すると思われる。主軸方向はＮ－2°－Ｗを指し、

ほぼ東西南北に軸が合う。確認面からの深さは 0.5ｍ前後とやや深く、床面はほぼ平坦であった。覆土

は 16 層（1 ～ 16 層）と多く、中央付近では下層から炭化物層が確認された。レンズ状に堆積していた

ことから自然堆積と思われる。

　炉跡は床面中央からやや北寄りに位置する。西側は調査区外にあるため長軸が不明であるが、短軸は

0.46ｍを測り、楕円形を呈すると思われる。床面からの深さは 0.15ｍを測る。覆土は 4 層（17～20 層）

確認された。東側に被熱した川原石が据えられていた。

　ピットは 5 基検出された。P1 のみその位置から主柱穴、P4 は出入口に関連するものと思われる。そ

の他については、性格･用途不明である。

　壁溝は拡張前のみ検出された範囲内を全周する。幅は拡張前の南側と北東隅付近が 0.15ｍ前後、その

他は 0.35ｍ前後を測る。床面からの深さは拡張前が一部 0.2ｍを測るが、0.1ｍ前後が主体となる。

　貯蔵穴は拡張前の東側壁溝に接して位置する。径 0.8ｍ前後の不整円形を呈し、床面からの深さは

0.44ｍを測る。覆土は図示できなかったが、炭化物を少量含んでいた。

　出土遺物（第29～35図）は、弥生土器壺（1～15･29～50･75～134）、無頸壺（16）、広口壺（17･51･135）、

甕（18～28･52～66･136～199）、甑（67）、高坏（68～74･200･201）、打製石斧（202）、磨石（203～205）があり、

大量の遺物が検出された。覆土からの出土が多いが、床面直上の遺物は拡張前段階の範囲内に限られ、

炉跡や貯蔵穴の周囲から比較的残存状態の良いものが多く検出された。

　1 ～15･29 ～ 50･75 ～134 は壺。1 ～15 は完形ではないが、比較的残存状態が良い。1 ～ 3 は口縁部か

ら頸部までの部位。1 は肥厚した口縁部が逆ハの字に開き、頸部はほぼ直立する。文様は口縁部がＲＬ

単節縄文地に太い沈線で山形状の文様が描かれ、頸部は爪形状を呈する刺突列と平行沈線下にＲＬ単節

縄文が施文されている。口縁部以下は無文で内面とともにヘラミガキが施されている。2 も口縁部が逆

ハの字に開くが、端部がやや受け口状を呈する。文様は端部も含めＬＲ単節縄文が施文された口縁部下

に半円形の刺突列が巡る。以下は無文部を挟んで鋸歯文が描かれており、鋸歯文下にＬＲ単節縄文が充

填されている。頸部の無文部と内面はヘラミガキ調整である。3 は口縁部から頸部まで開きが小さい。

文様は口縁端部に突起が等間隔に 6 つ付き、突起下に頂点をそろえた鋸歯文が描かれている。鋸歯文上

はＲＬ単節縄文が充填され、突起も含め赤彩が施されている。鋸歯文下は無文部を挟んで半円形の刺突

列がやや間隔を空けて 2 列巡り、間に縄目を横にしたＲＬ単節縄文が施文されている。外面無文部と内

面はヘラミガキ調整である。4 は細長い頸部。平行沈線が等間隔に巡り、沈線間に一部を除いて山形状

の沈線と無節Ｌが施文されている。内外面の調整はヘラミガキである。5･6 は肩部から胴上部までの部

位であり、境に段を持つ。5 は段上にＬＲ単節縄文、下に半円形の刺突列が 2 列巡る。以下は重四角文

が描かれ、重四角文間はＬＲ単節縄文が充填されている。調整は外面無文部がヘラミガキ、内面はヘラ

ナデである。6 は段上に波状沈線とＬＲ単節縄文が施文され、縦長の突起が等間隔に 4 つ付く。段下は

重四角文が描かれ、重四角文間はＬＲ単節縄文が充填されている。段上の縄文と突起、段下の重四角文
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間の縄文は赤彩が施されている。内面調整はヘラナデである。7 は球形を呈する胴上部から中段下まで

の部位。文様がほぼ全面にみられ、上下に巡る 3 条の平行沈線間に 3 条の波状沈線が巡り、以下は重三

角文が描かれている。外面調整はヘラミガキ、内面はヘラナデである。8･9は口縁部から頸部までの部位。

器形と文様が似ている。口縁部はやや外反し、頸部は上位がすぼまり、下位は肩部に向かって広がる。

文様は頸部のみ描かれている。ともに平行沈線が等間隔に複数巡るが、8 は平行沈線下に山形状の沈線、

9 は最下の沈線が 2 本一単位の櫛歯状工具による直線文で描かれている。外面無文部と内面の調整はヘ

ラミガキである。10は口縁部から胴部中段下までの部位。残存状態が良好である。口縁部が大きく外反し、

頸部はほぼ直立する。肩部以下は無花果状を呈し、最大径を胴部中段下に持つ。文様は頸部にのみ描かれ、

4 条の平行沈線間にＲＬ単節縄文が充填されるが、最下沈線下にはみ出ている。外面無文部の調整はヘ

ラミガキであるが、胴上部はヘラミガキ前のハケメが一部残る。内面調整は口縁部から肩部までがヘラ

ミガキ、以下は磨耗が著しいため図示できなかったが、ハケメ調整である。胴上部内面に輪積痕が残る。

11は頸部から胴上部までの部位。器形･文様･調整が10に似るが、文様は頸部に施文される平行沈線が3条、

沈線間に施文される縄文は上がＬＲ単節縄文、下が無節Ｒであり、やや異なる。12 は口縁部から肩部ま

での部位。口縁部から頸部までが短く、口縁部は開きが小さい。頸部はほぼ直立し、以下緩やかに広がる。

文様は口縁端部にＲＬ単節縄文が施文され、頸部は平行沈線が 2 条巡る。沈線上に一部ＲＬ単節縄文が

施文されている。外面無文部及び内面はヘラミガキ調整である。13 は肩部から胴下部までの部位。特異

な器形をしており、幅広の肩部から胴部中段まであまり膨らず、胴下部は底部に向かって内湾する。無

文で外面調整はヘラミガキ、内面はヘラナデである。14･15 は口縁部から頸部までの部位で内外面とも

にヘラミガキと赤彩が施されている。14 は口縁部がやや外反し、15 は逆ハの字に開く。29 ～ 50 は胴下

部から底部までの部位。壺としたが、甕の可能性もある。外面調整はすべてヘラミガキである。内面は

ヘラナデが主体となるが、29･35･38 はハケメ、31 はヘラミガキ調整である。37･39 は底面に木葉痕がみ

られた。38･40 は外面に赤彩が施されている。

　75 は口縁部から頸部までの破片。肥厚した口縁部にＬＲ単節縄文が施文され、以下は無文部を挟んで

半円形の刺突列が巡る。外面無文部と内面はヘラミガキ調整であり、前者は縦位、後者は横位に施され

ている。76 ～ 78 は鋸歯文が描かれた破片。すべて鋸歯文下にＬＲ単節縄文が充填されている。76 は上

に半円形の刺突列が 2 列巡り、間に赤彩の施されたＬＲ単節縄文が施文されている。無文部外面の調整

は横位のヘラミガキである。77 は下に段が設けられており、円形の刺突列が巡る。刺突列下はＬＲ単節

縄文が施文されている。78 は下に平行沈線が巡る。76 ～ 78 の内面調整は、76 が横･斜位のヘラミガキ、

77･78 が横位のヘラナデである。76 は内面に輪積痕が残る。79 は 2 条の突帯が巡る肩部片。突帯上下は

無文で横位のヘラミガキ、内面は横位のヘラナデ調整である。80 ～ 92 は平行沈線ないし櫛歯状工具に

よる直線文が巡る破片。80 はＬＲ単節縄文地に平行沈線が複数巡る。上位は無文で斜位のヘラミガキ調

整である。81･82はＬＲ単節縄文下に1条の沈線が巡る。以下は無文で81は斜位のヘラミガキが施されるが、

全面にハケメが残る。82 は横位のヘラミガキ調整である。83 は等間隔に平行沈線が複数巡る。84 は沈

線下が無文で縦位のヘラミガキ調整である。85 は横･斜位のヘラミガキが施された無文部下に平行沈線

が複数巡り、間にＬＲ単節縄文が充填されている。86 はＬＲ単節縄文地に間隔を空けて平行沈線が上下

に巡る。87 は分かりづらいが、等間隔に平行沈線が巡り、上 2 条の沈線間に半円形の刺突列、下にＲＬ

単節縄文が充填されている。以下は斜位の沈線が複数描かれ、ボタン状貼付文が付く。88 はＬＲ単節縄

文地に沈線が 1 条巡る。ボタン状貼付文が付き、脇に斜位の沈線が走る。89 は 2 本一単位の櫛歯状工具

による直線文が上下に巡り、間にＬＲ単節縄文が充填されている。上には半円形の刺突列が 2 列巡る。

90 はＲＬ単節縄文下に平行沈線が 4 条巡る。以下は無文で横･斜位のヘラミガキ調整である。91 は垂下

する複数の沈線下に間隔を空けて平行沈線が巡り、間にＲＬ単節縄文が充填されている。92 は沈線下に

ＬＲ単節縄文が施文され、以下は無文で横･斜位のヘラミガキ調整である。80 ～ 92 の内面調整は 81･91

が斜位、82･83･86 が横･斜位、その他は横位のヘラナデである。93 ～108 は平行沈線と波状ないし山形状

の沈線が描かれた破片。波状沈線が描かれた平行沈線間は縄文が施文される傾向にある。93 はＬＲ単節

縄文地に波状沈線と平行沈線2条が巡る。以下は無文で横･斜位のヘラミガキ調整である。94は沈線が太い。

平行沈線間に波状沈線とＬＲ単節縄文が施文されている。上下は無文で横･斜位のヘラミガキ調整である。

95 はやや太い平行沈線が複数巡る。波状沈線が描かれた平行沈線間にＬＲ単節縄文が施文されている。

外面無文部は斜位のヘラミガキ調整である。96 は複数の平行沈線と山形状の沈線間にＲＬ単節縄文が施

文されている。97 は複数の平行沈線下に山形状の沈線が巡る。98･99 は波状沈線が描かれた平行沈線間

にＬＲ単節縄文が施文されている。下位は 97 に似た山形状の沈線が巡る。100 はＲＬ単節縄文地に複数

の平行沈線と波状沈線が巡り、上位に半円形の刺突列が刻まれている。101 は無文部下に平行沈線が 4 条

巡り、中央の沈線間に波状沈線、上下の沈線間に半円形の刺突列が施文されている。無文部は横位のヘ

ラミガキ調整である。102 は山形状の沈線下にＬＲ単節縄文が施文され、段を挟んで下に半円形の刺突列

と平行沈線が巡る。103 は複数の平行沈線を挟んで上下、104 は平行沈線上に山形状の沈線が複数巡る。

103は磨耗して分かりづらいが、平行沈線間にＲＬ単節縄文、104は地文にＬＲ単節縄文が施文されている。

105 はＬＲ単節縄文地に 3 本一単位の櫛歯状工具による波状文が複数巡る。106 ～ 108 は間隔の広い平行

沈線及び波状沈線間に縄文が施文されている。縄文は 106･107 がＬＲ、108 がＲＬ単節縄文である。106

は下にはみ出ている。106 は上、107 は上下、108 は下が無文で 106 は横･斜位、107 は横位、108 は縦位

のヘラミガキ調整である。93 ～ 108 の内面調整は、102･106 が斜位、95･96･99･101･107 が横･斜位、その

他は横位のヘラナデである。109 ～ 111 はフラスコ文が描かれた破片。109 はフラスコ文内外にＬＲ単節

縄文が充填され、下に平行沈線が巡る。以下は無文で横位のヘラナデ後、部分的にヘラミガキが施され

ている。111 はフラスコ文外にＬＲ単節縄文が施文され、以下は無文で斜位のヘラミガキ調整である。

109～111の内面調整は、109･110が横位、111が斜位のヘラナデである。112～117は弧線文が描かれた破片。

112 は無節Ｌ地に描かれ、沈線が太い。下は横位の短沈線が描かれている。113 は平行沈線間に 2 条描か

れており、ＬＲ単節縄文も施文されている。沈線が細い。上位は無文で斜位のヘラミガキ調整である。

114 は複数の弧線文が描かれており、下にハケメ調整が残る。115 は弧線文下に平行沈線が巡る。116 は

沈線が細い。3 条の弧線文上に平行沈線が巡り、間に斜位の短沈線が充填されている。以下は無文で斜

位のヘラミガキ調整である。117は弧線文下が無文で斜位のヘラミガキ調整である。112～117の内面調整は、

112 ～ 115 が横位、116 が横･斜位、117 が斜位のヘラナデである。118 ～ 120 は重四角文が描かれた破片。

118 は区画内が無文である。119 はＬＲ単節縄文地に描かれている。120 は上位に重四角文が描かれ、下

は波状ないし山形状の沈線が巡る。118 ～ 120 の内面調整は、すべて横位のヘラナデである。121 ～ 125

は重三角文が描かれた破片。121･122 は沈線の間隔が広い。123 は頂点にボタン状貼付文が付く。124 は

沈線間にＲＬ単節縄文が充填されている。125 は沈線の間隔が一定せず、粗雑に施文されている。121 ～

125 の内面調整は、すべて横位のヘラナデである。126･127 は複合鋸歯文が描かれた胴上部片で同一個体。

沈線が太い。内面調整はともに横位のヘラナデである。128 は胴部中段から下部までの破片。胴部中段

に巡る平行沈線上に斜位の沈線が複数描かれており、下部は無文で横位のヘラミガキ調整である。内面

調整は横･斜位のヘラナデである。内面に輪積痕が残る。129 は鳥の足跡状の文様が描かれた胴上部片。

無文部の調整は縦位のヘラミガキであるが、一部にハケメが残る。内面調整は斜位のハケメである。

130は沈線が垂下する胴上部片。沈線脇は半円形の刺突列が伴う。無文部は横位のヘラミガキ調整である。

内面調整は斜位のヘラナデである。131 ～ 134 は無文の破片。131 は横位のヘラミガキと赤彩、132 は斜

位のハケメ、133 は横･斜位のハケメ調整後、胴上部が横･斜位、胴下部は所々に斜位のヘラミガキ、134

は横位のハケメが施されている。131 ～ 134 の内面調整は 131 が横･斜位、132･134 が横位、133 が斜位の

ヘラナデである。

　16は残存状態が良くないため定かではないが、無頸壺とした。ややつまった球形を呈する。底部を欠く。

無文でヘラミガキと赤彩が施されている。内面調整はヘラナデである。

　17･51･135 は広口壺。17 は残存状態が良好である。最大径を持つ口縁部がやや受け口状を呈し、頸部

がすぼまる。胴部は球形を呈するが、膨らみが小さい。51は底部、135は口縁部から頸部までの破片である。

すべて内外面ともにヘラミガキと赤彩が施されている。135 のヘラミガキは横位に施されている。17･

135 は頸部に孔が設けられており、17 は 2 個一対で対角線上に 2 つ設けられている。。

　18 ～ 28･52 ～ 66･136 ～ 199 は甕。18 ～ 28 は残存状態が比較的良好である。口縁部から胴部中段まで

のものが多い。文様は櫛歯状工具のよる文様とコの字重ね文が多く、28 のみ縄文である。18 は口縁部が

大きく開く。頸部はほぼ直立し、胴部が球形を呈する。口径と胴部中段の径はほぼ同じであるが、最大

径は後者に持つ。文様は口縁端部にオオバコによる擬縄文、頸部は 5 本一単位の簾状文、胴部は同一工

具による斜格子文が施文されている。内外面の調整はヘラミガキである。19 は特異な器形の甕。頸部が

やや括れるが、口縁部から底部まで逆ハの字状を呈する。文様は頸部にのみ描かれるが、対角線上に 4

本一単位の簾状文が 7 つと垂下する短い波状沈線が 3 条描かれているのみであり、両者間に文様は施文

されていない。調整は内外面ともにヘラミガキが主体となるが、胴上部外面にハケメが残る。20 は口縁

部の開きが小さく、頸部から胴上部までほぼ直立し、胴部中段で膨らむ。最大径を胴部中段に持つ。文

様は頸部に 3 本一単位の簾状文が巡るのみである。内外面の調整はヘラミガキである。21 は小型で最大

径を持つ口縁部がやや外反し、頸部から胴部中段まで直立に近い。文様は頸部に 6 本一単位の簾状文、

胴部に同一工具によるやや崩れた斜格子文が描かれている。内外面の調整はヘラミガキである。胴部内

面に輪積痕が残る。22 は口縁部が緩やかに開く。頸部はほぼ直立し、胴上部は緩やかに膨らむ。文様は

口縁端部にＲＬ単節縄文、頸部に 4 本一単位の波状文、胴上部は同一工具による横位の羽状文が施文さ

れている。内外面の調整はヘラミガキである。23 は口縁部が受け口状を呈する。文様は端部も含め口縁

部にＬＲ単節縄文と山形状の沈線、頸部に単位不明の簾状文が施文されている。内外面の調整はヘラミ

ガキである。24 ～ 27 は胴部にコの字重ね文が描かれている。24 は口縁部がやや外反する。頸部が括れ、

胴部は長胴化しており、中段に最大径を持つ。器壁が厚い。文様は口縁端部に無節Ｌが施文される。外

面の調整は頸部から胴部中段までがハケメ、胴下部がヘラミガキ、内面は口縁部から胴上部までがヘラ

ミガキ、以下はハケメとヘラナデである。25 は口縁部が受け口状、頸部から胴部はややつまった球形を

呈する。口径と胴部中段の径はほとんど変わらないが、最大径は前者に持つ。文様は口縁端部がカナム

グラによる擬縄文、口縁部が 2 本一単位の波状文、頸部が 4 本一単位の簾状文が施文されている。胴部

のコの字重ね文下は、口縁端部と同じカナムグラによる擬縄文が地文として施文され、ボタン状貼付文

が付く。内外面の調整はヘラミガキである。26 は口縁部がやや外反し、頸部がすぼまる。胴部は球形

を呈するが、膨らみが小さい。口径と胴部中段の径はほとんど変わらないが、最大径は後者に持つ。文

様は胴部のコの字重ね文以外では、口縁端部にＬＲ単節縄文が施文されているのみである。コの字重ね

文間及び中央には波状沈線が垂下し、上端にボタン状貼付文が付く。内面は図示できなかったが、外面

無文部とともにヘラミガキ調整である。27 は小型で口縁部がやや受け口状を呈する。頸部の括れが弱く、

胴部もあまり膨らまない。最大径を口径に持つ。文様は口縁部に波状沈線が 3 条巡り、胴部のコの字重

ね文はボタン状貼付文が付き、中央に波状沈線が垂下する。内外面の調整はヘラミガキである。28 は

ＬＲ単節縄文が全面に施文されている。口縁部が緩やかに開き、頸部以下はほぼ直立に近い。内面調整

はヘラミガキである。52 ～ 66 は胴下部から底部までの部位。52 ～ 63 は外面がヘラミガキ、内面はヘ

ラナデ調整である。甕としたが、壺の可能性もある。64 ～66 は内外面ともにヘラナデが主体となるが、

66 は外面にハケメもみられた。

　136 ～163 は櫛歯状工具で文様が施文された破片。櫛歯の単位は 4 ～5 本が多い。136･137 は口縁部か

ら頸部までの破片で、頸部に簾状文が巡る。136 は口縁端部にＲＬ単節縄文が施文されている。口縁部

は無文で横位のヘラナデ調整である。137 は簾状文下が無文で横･斜位のヘラナデ調整である。136･137

内面調整は、136 が横位、137 は頸部が横位、胴上部が斜位のヘラナデである。138 ～ 140 は胴部に縦

位の羽状文が描かれた破片。138 は口縁部が無文で横位のヘラナデ調整である。139 は口縁端部にＬＲ

単節縄文、頸部に同一工具による直線文が施文されている。無文部は口縁部が横位のヘラナデ、胴部が

横･斜位のハケメ調整である。140 は羽状文下に斜位のハケメ調整が残る。138 ～ 140 の内面調整は、

138 が横位のヘラナデ、139 は口縁部が横位のヘラナデ、頸部以下が斜位のハケメとヘラナデ、140 は

横位のハケメである。141･142 は胴部に斜格子文が描かれた破片。141 は口縁端部にＬＲ単節縄文、頸

部に同一工具による簾状文が施文されている。無文部は横位のヘラナデ調整が主体となるが、一部に斜

位のハケメが残る。142 は無文部が斜位のヘラナデ調整である。141･142 の内面調整は、141 が横位、

142 が横･斜位のヘラナデである。143 ～ 151 は胴部に横位の羽状文が描かれた破片。143 ～ 146 は頸部

に同一工具による簾状文が巡り、143 は口縁端部にＬＲ単節縄文が施文されている。143 の口縁部は無

文で横位のヘラナデ、144 は胴部に斜位、146 は横位のハケメが残る。143 ～ 151 の内面調整は、143･

146･149 が横位、145･148･150 は横･斜位、144･147 は斜位のヘラナデ、151 は斜位のハケメである。146

は頸部内面に輪積痕が残る。152 ～ 154 は胴部に不規則な文様が描かれた破片。152 は斜位に描かれて

いるが、粗雑である。横位の羽状文を省略したものか。頸部には同一工具による簾状文が巡る。胴下部

は無文で横位のヘラナデ調整である。153 は斜格子文状を呈するが、極めて粗雑である。口縁部は無文

で横位のハケメ調整である。154 は縦位の羽状文状を呈するが、153 と同じく極めて粗雑である。頸部

は同一工具による直線文が巡る。152 ～ 154 の内面調整は、152 は頸部が横位、胴部が横･斜位、153 は

口縁部が横位、頸部以下が斜位、154 は横･斜位のヘラナデである。155 ～163 は波状文が描かれた破片。
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第 6 号住居跡（第 19 図）

　第 2 次調査での検出であり、58－146･147 グリッドに位置する。西壁付近のみの検出であり、大半は

調査区外にある。他の遺構との重複関係はみられない。

　正確な規模や主軸方向は不明であるが、西壁は 4.2ｍ程を測り、平面プランは隅丸方形ないし長方形

を呈すると思われる。床面はほぼ平坦であり、確認面からの深さは0.3ｍ前後を測る。覆土は4層（7～10層）

確認された。レンズ状に堆積していたことから自然堆積と思われる。

　ピットは調査区との境から 1 基検出された。半分のみの検出であるため正確な数値は不明であるが、

南北は 0.87ｍを測り、円形ないし楕円形を呈すると思われる。床面からの深さは 0.49ｍを測る。その位

21･22 は無文で内外面ともにヘラミガキ調整が主体となるが、21 は頸部以下が横･斜位のヘラナデ調整

である。外面のヘラミガキは、21 の口縁部が横位、頸部が斜位、22 は縦･斜位、内面は 21 が横位、22

の口縁部は横位に施されている。23･24 は 2 条の突帯が巡る肩部片。23 は突帯上に刻み、24 は突帯間に

ＬＲ単節縄文が施文されている。ともに突帯の上下は無文で横位のヘラミガキ調整である。内面調整

はともに横位のヘラナデである。25･26 は複数の平行沈線間にＬＲ単節縄文が施文された破片。25 は 3

本一単位の櫛歯状工具で描かれている。内面調整は 25 が横位、26 が横･斜位のヘラナデである。27 ～

30 は波状沈線とＬＲ単節縄文が施文された破片。27･28 は 1 条の沈線、29･30 は 2 本一単位の櫛歯状工

具で描かれている。27 の無文部は斜位のハケメ、29 は横位のヘラミガキが施されている。内面調整は

27･28･30 が横位、29 が横･斜位のヘラナデである。31･32 は肩部から胴上部までの破片。31 は段を持つ。

縦位のヘラミガキが施された無文部に複数の沈線が垂下し、段の上にＬＲ単節縄文が施文され、下は半

円形の刺突列が巡る。以下は 2 本一単位の櫛歯状工具で鋸歯文が描かれている。32 はほぼ全面にＬＲ

単節縄文が施文されており、下に平行沈線が巡る。31･32 の内面調整は 31 が横･斜位、32 が横位のヘラ

ナデである。33･34 はフラスコ文が描かれた破片。33 は下に弧線文が描かれており、間に無節Ｒが充填

されている。34 は地文にＬＲ単節縄文が施文されている。34･35 の内面調整はともに横位のヘラナデで

ある。35 ～ 37 は重四角文が描かれた胴上部片。35 は上にＬＲ単節縄文が施文されている。36 は 3 本一

単位の櫛歯状工具で描かれている。37 は沈線間に無節Ｌが充填されている。35 ～ 37 の内面調整は 35

が横･斜位、36･37 が横位のヘラナデである。38･39 は弧線文が描かれた破片。38 は弧線文下に平行沈

線が巡る。沈線が細い。外面無文部は横･斜位のヘラミガキ、内面は斜位のヘラナデ調整である。39 は

やや太めの沈線 3 条が弧線状に巡り、上位の沈線間に 5 本一単位の櫛歯状工具でさらに弧線状の文様が

充填されている。38･39 の内面調整は 38 が斜位、39 が横位のヘラナデである。40 は重三角文と複合鋸

歯文が合体した胴上部片。ＬＲ単節縄文地にやや太い沈線でやや粗雑に描かれている。内面調整は横位

のヘラナデである。41 は胴部中段から下部までの破片。中段はＬＲ単節縄文地に平行沈線が巡り、以

下は無文で縦･斜位のヘラミガキが施されている。内面調整は横位のヘラナデである。42･43 は肩部か

ら胴上部にかけての破片。42 は肩部に短冊状の文様が描かれており、区画内は細い沈線が充填され、

区画外に半円形の刺突列が伴う。以下は複数の平行沈線と円形の刺突列が巡る。43 は分かりづらいが、

垂下する単位不明の櫛歯状工具による直線文脇に円形の刺突列が刻まれている。42･43 の内面調整はと

もに横位のヘラナデである。44･45 は無文で内外面ともにハケメ調整の破片である。

置から主柱穴とは考えにくく、貯蔵穴の可能性がある。

　壁溝は検出できた範囲内を全周する。幅は0.25ｍ前後が主体となり、床面からの深さは0.05ｍ前後を測る。

　炉跡は確認されなかった。

　出土遺物（第 20 図）は、弥生土器壺（5 ～ 10）、甕（1 ～ 3･11 ～ 18）、高坏（4）、磨石（19）がある。

床面直上の遺物は少なく、覆土やピット 1 からの出土が多い。

　5 ～ 10 は壺の肩部から胴上部までの破片。5 は横位のヘラミガキが施された無文部下に細い平行沈線

3 条とＬＲ単節縄文が施文されている。内面調整は横位のヘラナデである。6 ～ 10 は同一個体。鋸歯文

と弧線文が合体した文様が描かれており、間にカナムグラによる擬縄文が充填されている。無文部は縦

･斜位のヘラミガキ、内面は横･斜位のヘラナデ調整である。

　1 ～ 3･11 ～ 18 は甕。18 以外は櫛歯状工具により文様が描かれている。櫛歯の単位は 4 ～ 5 本が多い。

1 ～ 3 は口縁部から胴部中段付近までの部位。1･2 は口縁部形態がやや異なるが、ほぼ同様の器形と文

様構成である。ともに最大径を持つ口縁部が逆ハの字に開き、頸部はすぼまり、胴部中段が膨らむ。文

様は口縁端部にＬＲ単節縄文が施文され、頸部は簾状文、胴部は同一工具による縦位の羽状文が描かれ

ている。無文部の調整は口縁部がヘラナデ、胴部はハケメ、内面はヘラナデである。3 は短い口縁部が

大きく開き、頸部はほぼ直立し、胴部は中段に向かって大きく膨らむ。文様は口縁端部に刻みを持ち、

頸部から胴上部にかけてやや粗雑な波状文が 2 条巡り、以下は同一工具による縦位の羽状文が描かれて

いる。無文部の調整は内外面ともにヘラナデである。11 は口縁部から頸部までの破片。頸部に簾状文

が巡る。口縁部は端部を欠くが、斜位のヘラナデ調整である。内面調整は横位のヘラナデである。12

～ 15 は胴部に羽状文が描かれた破片。12 のみ縦位、その他は横位に描かれている。12 は頸部に同一工

具による簾状文が巡る。14 は羽状文下の無文部に斜位のヘラミガキが施されている。内面調整は 12 ～

14 が斜位のヘラナデ、15 はハケメである。16 は胴部に斜格子文が描かれており、頸部は同一工具によ

る簾状文が巡る。内面調整は斜位のヘラナデである。17 は複数の波状文が巡る胴上部片。内面調整は

横位のヘラナデである。18 は胴部にコの字重ね文が描かれた破片。内面調整は横位のヘラナデである。

　4 は高坏の脚部。短くハの字に開く。調整は外面がヘラミガキ、内面はヘラナデである。

　19 は磨石。一面のみ使用しており、光沢が著しい。

　本住居跡の時期は、弥生時代中期後半から末にかけての段階と思われる。

第 7 号住居跡（第 26 図）

　第2次調査での検出であり、58･59－147～149グリッドに位置する。東壁中央で14号土坑を切っており、

西側は調査区外にある。

　本住居跡は拡張が行われている。規模は東西が不明、南北は拡張前が 4.95ｍであるが、拡張後は 7.48

ｍを測り、大型の部類に入る。平面プランはいずれも隅丸長方形を呈すると思われる。主軸方向はＮ－

２°－Ｅを指し、東西南北にほぼ軸が合う。確認面からの深さは 0.65ｍ前後と深く、床面はやや凹凸が

みられた。覆土は 29 層（1 ～ 29 層）と多く、中央付近では下層から焼土や炭化物層が確認された。レ

ンズ状に堆積していたことから自然堆積と思われる。

　炉跡は床面中央からやや北寄りに位置する。西側は調査区外にあるため長軸は不明であるが、短軸は

0.48ｍを測り、楕円形を呈すると思われる。床面からの深さは0.07ｍと浅く、覆土は焼土のみ（35層）であった。

　ピットは 6 基検出された。P1･2 はその位置から主柱穴と思われるが、P2 は 0.07ｍと浅い。P3･4 は出

入口に関連し、P3 が拡張前、P4 が拡張後に伴うものと思われる。

　壁溝は拡張前後にかかわらず、検出した範囲内を全周する。幅は拡張前が0.3ｍ、後が0.4ｍ前後であり、

床面からの深さは拡張前が 0.08ｍ、後が 0.1ｍ前後を測る。

　貯蔵穴は 2 つ検出された。位置はいずれも東壁沿い中央から北寄りに位置し、壁溝と連結する。貯蔵

穴1は拡張前のものであり、径0.5ｍ前後の角張った不整円形状を呈する。床面からの深さは0.44ｍを測る。

覆土は図示できなかったが、炭化物を多く含んでいた。貯蔵穴 2 は拡張後のものであり、径 0.57ｍ前後

の不整楕円形状を呈する。床面からの深さは 0.22ｍを測る。覆土は 4 層（30 ～ 33 層）確認され、焼土

や炭化物を多く含んでいた。

　出土遺物（第 22 ～ 25 図）は、弥生土器壺（1･7 ～ 9･16 ～ 45）、無頸壺（2）、広口壺（46）、甕（3

～6･10～14･47～92）、高坏（93･94）、鉢（15･95）、打製石斧（96～98）、刃器（99）、磨石（100～102）がある。

遺物量が多く、床面直上の遺物は主に中央付近に集中し、比較的残存状態の良いものが検出された。破

片は覆土からの検出が多い。

　1･7～9･16～45は壺。1は胴上部から底部までの部位。胴部はややいびつな球形を呈し、底径が大きい。

文様は胴上部から中段下まで平行沈線と山形状の沈線が複数巡る。調整は外面がヘラミガキ、内面はハ

ケメである。7～9は胴下部から底部までの部位。壺としたが、甕の可能性もある。外面調整はヘラミガキ、

内面はヘラナデである。7 は底面に木葉痕がみられた。16 ～ 22 は口縁部から頸部までの破片。16 ～ 20

は口縁部に縄文が施文されており、17 は端部まで、20 は端部のみ施文されている。16･17･19 はＬＲ、

18･20 はＲＬ単節縄文である。16 は縄文下が無文で縦位のヘラミガキ調整である。17 は縄文下に半円

形の刺突列が巡り、以下は斜位のヘラミガキ調整である無文部を挟んで、18 は 5 条の波状沈線下にそ

れぞれ鋸歯文が描かれている。19 は 3 本一単位の櫛歯状工具による波状文 2 条と半円形の刺突列がやや

間隔を空けて巡る。20 は口縁部から頸部にかけて間隔を空けた細い平行沈線が巡る。無文部は横位の

ヘラミガキ調整である。内面調整は 16 が横･斜位、17･18･20 は横位、19 は斜位のヘラミガキである。

　2 は小型の無頸壺。無花果状を呈し、最大径を胴部中段より下に持つ。無文で外面調整はヘラミガキ、

内面は計測不可能であったが、口縁部付近のみヘラミガキで以下はヘラナデ調整である。

　46 は広口壺の口縁部から頸部までの破片。内外面ともに横位のヘラミガキと赤彩が施されている。

口縁部と頸部の境に 2 個一対の孔が設けられている。

　3～6･10～14･47～92は甕。3～6は櫛歯状工具で主文様が描かれており、比較的残存状態が良好である。

3 は口縁部が受け口状を呈し、短い頸部が直立する。胴部は上位が小さく膨らむ。口径と胴上部の径は

ほぼ同じであるが、最大径を前者に持つ。底部付近を欠く。文様は端部も含め口縁部にＬＲ単節縄文が

施文され、弧線状の沈線が 2 条巡るが、下位の沈線は平行に近い。胴部以下は縦位の羽状文が密に描か

れている。櫛歯の単位は 6 本である。外面無文部及び内面の頸部以下はヘラナデ、口縁部内面はハケメ

調整である。4 は頸部から胴部中段までの部位。文様は頸部に簾状文が巡り、胴部は横位の羽状文が描

かれている。櫛歯の単位は 8 本と多い。外面無文部及び内面の調整はヘラナデである。5 は短い口縁部

が逆ハの字に開き、頸部はほぼ直立する。胴部は上位が小さく膨らむ。最大径を口径に持つ。底部を欠く。

文様は口縁端部にＬＲ単節縄文が施文され、頸部は簾状文、胴部は斜格子文が描かれている。櫛歯の単

位は 5 本である。外面無文部及び内面の調整はヘラナデである。6 は口縁部から胴部中段までの部位。

やや小振りで口縁部が大きく開く。頸部はほぼ直立し、胴部はほとんど膨らまない。文様は口縁端部に

ＬＲ単節縄文が施文され、頸部に波状文、胴部は縦位の羽状文が描かれている。櫛歯の単位は5本である。

外面無文部及び内面の調整はヘラナデが主体となるが、胴部内面はハケメもみられた。10 ～ 14 は胴下

部から底部までの部位。すべて内外面ともにヘラナデ調整である。10 は底面に木葉痕がみられた。

　47 ～66 は櫛歯状工具で文様が施文された破片。櫛歯の単位は 4 ～ 5 本が多い。47 ～58 は胴部に羽状

文が描かれた破片。47～52は横位、53～58は縦位に描かれている。47･48は頸部に同一工具による直線文、

49･53 は簾状文が巡る。47 の口縁部外面は横位のヘラナデ調整である。51･52 は羽状文下が無文で 51 は

縦位のヘラミガキ、52 は斜位のヘラナデ調整である。47 ～ 58 の内面調整は、50 ～ 52 が横･斜位、53･

54 が斜位、その他は横位のヘラナデである。59 ～ 62 は胴部に斜格子文が描かれた破片。59･60 は頸部

に同一工具による簾状文が巡り、胴部は斜格子文下に斜位のハケメ調整が残る。59 ～ 62 の内面調整は、

59･62 が横位、60 が横･斜位、61 が斜位のヘラナデである。63 ～ 66 は胴部に波状文が描かれた破片。

64･65 は粗雑であるが、66 は密に施文されている。63 は口縁端部に刻みを持ち、63 ～ 65 は頸部に同一

工具による直線文ないし簾状文が巡る。63 ～ 66 の内面調整は、65 は上位が横位、下位が斜位、その他

は横位のヘラナデである。67～69は胴部にコの字重ね文が描かれた破片。67･68はボタン状貼付文が付く。

67 は地文にＬＲ単節縄文が施文され、68 は斜位のハケメ調整が一部残る。内面調整は、67 が横位のヘ

ラミガキ、68･69はヘラナデである。68は斜位、69は横位に施されている。70～88は縄文が施文された破片。

70 ～ 82 は口縁部から頸部までの破片。70 ～ 75 は受け口状を呈する。72 以外は端部も含め口縁部にＬ

Ｒ単節縄文が施文され、75 以外は口縁部に波状ないし山形状の沈線が巡る。頸部はすべて無文で 71 が

横位のハケメである以外は、すべて横位のヘラナデ調整である。72 は口縁部と頸部の境に輪積痕が残る。

74 は波状沈線上にボタン状貼付文が付く。75 は無文部下に平行沈線が巡る。70 ～ 75 の内面調整はす

べて横位のヘラナデである。76 ～ 78 は口縁端部に縄文が施文されており、76･77 がＬＲ、78 がＲＬ単

節縄文である。口縁部は無文ですべて内外面ともに横位のヘラナデ調整である。78 は頸部に輪積痕が
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残る。79 は口縁部が無文で胴上部にＬＲ単節縄文が施文されている。内面調整は横位のヘラナデである。

80 ～ 82 は端部も含め肥厚した口縁部から頸部にかけて全面ＬＲ単節縄文が施文されている。80 ～ 82

の内面調整は、80 が横位のハケメ、81 は横位のヘラミガキ、82 は横位のヘラナデである。83 ～ 88 は

ＬＲ単節縄文の施文された破片。85 は縄文以下の無文部が縦位のヘラミガキ、88 は横位のヘラナデ調

整である。83～88の内面調整は、84･88が斜位、その他は横位のヘラナデである。83は内面に輪積痕が残る。

89 は端部に刻みを持つ口縁部から頸部までの破片。端部以外は無文で内外面ともに横位のヘラナデ調

整である。90 ～ 92 は無文でハケメ調整の破片。90 は肥厚した口縁部に指頭圧痕がみられた。91 は頸

部から胴部中段まで、92 は胴下部の破片である。

　93･94 は高坏。口縁部から坏部までの破片。93 は口縁端部にＬＲ単節縄文が施文され、以下は内外面

ともにヘラミガキ調整であり、外面は横位、内面は口縁部が横位、坏部は斜位に施されている。口縁部

が大きく外反する器形から高坏としたが、異なる可能性もある。94 は外面が横位、内面が斜位のヘラ

ミガキ調整であり、赤彩が施されている。口縁部に 2 個一対の孔が設けられている。

　15･95 は鉢。15 は口縁部が大きく外反し、端部に 2 個一対に突起が付く。頸部はほぼ直立し、胴部と

の境に段を持つ。内外面ともにヘラミガキ調整であり、外面及び口縁部内面に赤彩が施されている。器

形的には甕に見えるが、小振りでヘラミガキや赤彩が施されていることから鉢とした。95 は口縁部か

ら体部までの破片。内外面ともにヘラナデ調整であり、口縁部に 2 個一対の孔が設けられている。

　96 ～ 98 は打製石斧。96 は分銅型、97 は短冊型を呈する。97 は刃部が磨り減って窪んでいる。98 は

基部のみの検出である。99 は刃器。完形。100 ～ 102 は磨石。100･101 は一面のみ使用しており、敲打

器を兼ねる。102 は二面使用しており、両端を欠く。

　本住居跡の時期は、弥生時代中期後半と思われる。

第 22 図　第 7 号住居跡出土遺物（1）
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第 29 図　第 9 号住居跡出土遺物（1）
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第 9 号住居跡（第 28 図）

　第 2 次調査での検出であり、58･59－149･150 グリッドに位置する。北東隅で 15 号土坑に壁の上部を

切られている。南側では 8 号溝跡と重複し、本住居跡の覆土断面に痕跡が認められなかったことから、

本住居跡が新しいとも思われたが、新旧関係については不明と言わざるを得ない。また東壁中央付近で

は時期不明のピットと重複するが、これについても新旧関係は不明である。西側は調査区外にある。

　本住居跡も 7 号住居跡と同じく拡張が行われているが、北壁を利用して東側と南側に拡張されている。

規模は東西が不明であるが、南北は拡張前が 5.97ｍを測り、拡張後は 6.63ｍとやや大型になる。平面プ

ランは拡張前が隅丸長方形であるが、拡張後は楕円形を呈すると思われる。主軸方向はＮ－2°－Ｗを指し、

ほぼ東西南北に軸が合う。確認面からの深さは 0.5ｍ前後とやや深く、床面はほぼ平坦であった。覆土

は 16 層（1 ～ 16 層）と多く、中央付近では下層から炭化物層が確認された。レンズ状に堆積していた

ことから自然堆積と思われる。

　炉跡は床面中央からやや北寄りに位置する。西側は調査区外にあるため長軸が不明であるが、短軸は

0.46ｍを測り、楕円形を呈すると思われる。床面からの深さは 0.15ｍを測る。覆土は 4 層（17～20 層）

確認された。東側に被熱した川原石が据えられていた。

　ピットは 5 基検出された。P1 のみその位置から主柱穴、P4 は出入口に関連するものと思われる。そ

の他については、性格･用途不明である。

　壁溝は拡張前のみ検出された範囲内を全周する。幅は拡張前の南側と北東隅付近が 0.15ｍ前後、その

他は 0.35ｍ前後を測る。床面からの深さは拡張前が一部 0.2ｍを測るが、0.1ｍ前後が主体となる。

　貯蔵穴は拡張前の東側壁溝に接して位置する。径 0.8ｍ前後の不整円形を呈し、床面からの深さは

0.44ｍを測る。覆土は図示できなかったが、炭化物を少量含んでいた。

　出土遺物（第29～35図）は、弥生土器壺（1～15･29～50･75～134）、無頸壺（16）、広口壺（17･51･135）、

甕（18～28･52～66･136～199）、甑（67）、高坏（68～74･200･201）、打製石斧（202）、磨石（203～205）があり、

大量の遺物が検出された。覆土からの出土が多いが、床面直上の遺物は拡張前段階の範囲内に限られ、

炉跡や貯蔵穴の周囲から比較的残存状態の良いものが多く検出された。

　1 ～15･29 ～ 50･75 ～134 は壺。1 ～15 は完形ではないが、比較的残存状態が良い。1 ～ 3 は口縁部か

ら頸部までの部位。1 は肥厚した口縁部が逆ハの字に開き、頸部はほぼ直立する。文様は口縁部がＲＬ

単節縄文地に太い沈線で山形状の文様が描かれ、頸部は爪形状を呈する刺突列と平行沈線下にＲＬ単節

縄文が施文されている。口縁部以下は無文で内面とともにヘラミガキが施されている。2 も口縁部が逆

ハの字に開くが、端部がやや受け口状を呈する。文様は端部も含めＬＲ単節縄文が施文された口縁部下

に半円形の刺突列が巡る。以下は無文部を挟んで鋸歯文が描かれており、鋸歯文下にＬＲ単節縄文が充

填されている。頸部の無文部と内面はヘラミガキ調整である。3 は口縁部から頸部まで開きが小さい。

文様は口縁端部に突起が等間隔に 6 つ付き、突起下に頂点をそろえた鋸歯文が描かれている。鋸歯文上

はＲＬ単節縄文が充填され、突起も含め赤彩が施されている。鋸歯文下は無文部を挟んで半円形の刺突

列がやや間隔を空けて 2 列巡り、間に縄目を横にしたＲＬ単節縄文が施文されている。外面無文部と内

面はヘラミガキ調整である。4 は細長い頸部。平行沈線が等間隔に巡り、沈線間に一部を除いて山形状

の沈線と無節Ｌが施文されている。内外面の調整はヘラミガキである。5･6 は肩部から胴上部までの部

位であり、境に段を持つ。5 は段上にＬＲ単節縄文、下に半円形の刺突列が 2 列巡る。以下は重四角文

が描かれ、重四角文間はＬＲ単節縄文が充填されている。調整は外面無文部がヘラミガキ、内面はヘラ

ナデである。6 は段上に波状沈線とＬＲ単節縄文が施文され、縦長の突起が等間隔に 4 つ付く。段下は

重四角文が描かれ、重四角文間はＬＲ単節縄文が充填されている。段上の縄文と突起、段下の重四角文

̶ 51 ̶

間の縄文は赤彩が施されている。内面調整はヘラナデである。7 は球形を呈する胴上部から中段下まで

の部位。文様がほぼ全面にみられ、上下に巡る 3 条の平行沈線間に 3 条の波状沈線が巡り、以下は重三

角文が描かれている。外面調整はヘラミガキ、内面はヘラナデである。8･9は口縁部から頸部までの部位。

器形と文様が似ている。口縁部はやや外反し、頸部は上位がすぼまり、下位は肩部に向かって広がる。

文様は頸部のみ描かれている。ともに平行沈線が等間隔に複数巡るが、8 は平行沈線下に山形状の沈線、

9 は最下の沈線が 2 本一単位の櫛歯状工具による直線文で描かれている。外面無文部と内面の調整はヘ

ラミガキである。10は口縁部から胴部中段下までの部位。残存状態が良好である。口縁部が大きく外反し、

頸部はほぼ直立する。肩部以下は無花果状を呈し、最大径を胴部中段下に持つ。文様は頸部にのみ描かれ、

4 条の平行沈線間にＲＬ単節縄文が充填されるが、最下沈線下にはみ出ている。外面無文部の調整はヘ

ラミガキであるが、胴上部はヘラミガキ前のハケメが一部残る。内面調整は口縁部から肩部までがヘラ

ミガキ、以下は磨耗が著しいため図示できなかったが、ハケメ調整である。胴上部内面に輪積痕が残る。

11は頸部から胴上部までの部位。器形･文様･調整が10に似るが、文様は頸部に施文される平行沈線が3条、

沈線間に施文される縄文は上がＬＲ単節縄文、下が無節Ｒであり、やや異なる。12 は口縁部から肩部ま

での部位。口縁部から頸部までが短く、口縁部は開きが小さい。頸部はほぼ直立し、以下緩やかに広がる。

文様は口縁端部にＲＬ単節縄文が施文され、頸部は平行沈線が 2 条巡る。沈線上に一部ＲＬ単節縄文が

施文されている。外面無文部及び内面はヘラミガキ調整である。13 は肩部から胴下部までの部位。特異

な器形をしており、幅広の肩部から胴部中段まであまり膨らず、胴下部は底部に向かって内湾する。無

文で外面調整はヘラミガキ、内面はヘラナデである。14･15 は口縁部から頸部までの部位で内外面とも

にヘラミガキと赤彩が施されている。14 は口縁部がやや外反し、15 は逆ハの字に開く。29 ～ 50 は胴下

部から底部までの部位。壺としたが、甕の可能性もある。外面調整はすべてヘラミガキである。内面は

ヘラナデが主体となるが、29･35･38 はハケメ、31 はヘラミガキ調整である。37･39 は底面に木葉痕がみ

られた。38･40 は外面に赤彩が施されている。

　75 は口縁部から頸部までの破片。肥厚した口縁部にＬＲ単節縄文が施文され、以下は無文部を挟んで

半円形の刺突列が巡る。外面無文部と内面はヘラミガキ調整であり、前者は縦位、後者は横位に施され

ている。76 ～ 78 は鋸歯文が描かれた破片。すべて鋸歯文下にＬＲ単節縄文が充填されている。76 は上

に半円形の刺突列が 2 列巡り、間に赤彩の施されたＬＲ単節縄文が施文されている。無文部外面の調整

は横位のヘラミガキである。77 は下に段が設けられており、円形の刺突列が巡る。刺突列下はＬＲ単節

縄文が施文されている。78 は下に平行沈線が巡る。76 ～ 78 の内面調整は、76 が横･斜位のヘラミガキ、

77･78 が横位のヘラナデである。76 は内面に輪積痕が残る。79 は 2 条の突帯が巡る肩部片。突帯上下は

無文で横位のヘラミガキ、内面は横位のヘラナデ調整である。80 ～ 92 は平行沈線ないし櫛歯状工具に

よる直線文が巡る破片。80 はＬＲ単節縄文地に平行沈線が複数巡る。上位は無文で斜位のヘラミガキ調

整である。81･82はＬＲ単節縄文下に1条の沈線が巡る。以下は無文で81は斜位のヘラミガキが施されるが、

全面にハケメが残る。82 は横位のヘラミガキ調整である。83 は等間隔に平行沈線が複数巡る。84 は沈

線下が無文で縦位のヘラミガキ調整である。85 は横･斜位のヘラミガキが施された無文部下に平行沈線

が複数巡り、間にＬＲ単節縄文が充填されている。86 はＬＲ単節縄文地に間隔を空けて平行沈線が上下

に巡る。87 は分かりづらいが、等間隔に平行沈線が巡り、上 2 条の沈線間に半円形の刺突列、下にＲＬ

単節縄文が充填されている。以下は斜位の沈線が複数描かれ、ボタン状貼付文が付く。88 はＬＲ単節縄

文地に沈線が 1 条巡る。ボタン状貼付文が付き、脇に斜位の沈線が走る。89 は 2 本一単位の櫛歯状工具

による直線文が上下に巡り、間にＬＲ単節縄文が充填されている。上には半円形の刺突列が 2 列巡る。

90 はＲＬ単節縄文下に平行沈線が 4 条巡る。以下は無文で横･斜位のヘラミガキ調整である。91 は垂下

する複数の沈線下に間隔を空けて平行沈線が巡り、間にＲＬ単節縄文が充填されている。92 は沈線下に

ＬＲ単節縄文が施文され、以下は無文で横･斜位のヘラミガキ調整である。80 ～ 92 の内面調整は 81･91

が斜位、82･83･86 が横･斜位、その他は横位のヘラナデである。93 ～108 は平行沈線と波状ないし山形状

の沈線が描かれた破片。波状沈線が描かれた平行沈線間は縄文が施文される傾向にある。93 はＬＲ単節

縄文地に波状沈線と平行沈線2条が巡る。以下は無文で横･斜位のヘラミガキ調整である。94は沈線が太い。

平行沈線間に波状沈線とＬＲ単節縄文が施文されている。上下は無文で横･斜位のヘラミガキ調整である。

95 はやや太い平行沈線が複数巡る。波状沈線が描かれた平行沈線間にＬＲ単節縄文が施文されている。

外面無文部は斜位のヘラミガキ調整である。96 は複数の平行沈線と山形状の沈線間にＲＬ単節縄文が施

文されている。97 は複数の平行沈線下に山形状の沈線が巡る。98･99 は波状沈線が描かれた平行沈線間

にＬＲ単節縄文が施文されている。下位は 97 に似た山形状の沈線が巡る。100 はＲＬ単節縄文地に複数

の平行沈線と波状沈線が巡り、上位に半円形の刺突列が刻まれている。101 は無文部下に平行沈線が 4 条

巡り、中央の沈線間に波状沈線、上下の沈線間に半円形の刺突列が施文されている。無文部は横位のヘ

ラミガキ調整である。102 は山形状の沈線下にＬＲ単節縄文が施文され、段を挟んで下に半円形の刺突列

と平行沈線が巡る。103 は複数の平行沈線を挟んで上下、104 は平行沈線上に山形状の沈線が複数巡る。

103は磨耗して分かりづらいが、平行沈線間にＲＬ単節縄文、104は地文にＬＲ単節縄文が施文されている。

105 はＬＲ単節縄文地に 3 本一単位の櫛歯状工具による波状文が複数巡る。106 ～ 108 は間隔の広い平行

沈線及び波状沈線間に縄文が施文されている。縄文は 106･107 がＬＲ、108 がＲＬ単節縄文である。106

は下にはみ出ている。106 は上、107 は上下、108 は下が無文で 106 は横･斜位、107 は横位、108 は縦位

のヘラミガキ調整である。93 ～ 108 の内面調整は、102･106 が斜位、95･96･99･101･107 が横･斜位、その

他は横位のヘラナデである。109 ～ 111 はフラスコ文が描かれた破片。109 はフラスコ文内外にＬＲ単節

縄文が充填され、下に平行沈線が巡る。以下は無文で横位のヘラナデ後、部分的にヘラミガキが施され

ている。111 はフラスコ文外にＬＲ単節縄文が施文され、以下は無文で斜位のヘラミガキ調整である。

109～111の内面調整は、109･110が横位、111が斜位のヘラナデである。112～117は弧線文が描かれた破片。

112 は無節Ｌ地に描かれ、沈線が太い。下は横位の短沈線が描かれている。113 は平行沈線間に 2 条描か

れており、ＬＲ単節縄文も施文されている。沈線が細い。上位は無文で斜位のヘラミガキ調整である。

114 は複数の弧線文が描かれており、下にハケメ調整が残る。115 は弧線文下に平行沈線が巡る。116 は

沈線が細い。3 条の弧線文上に平行沈線が巡り、間に斜位の短沈線が充填されている。以下は無文で斜

位のヘラミガキ調整である。117は弧線文下が無文で斜位のヘラミガキ調整である。112～117の内面調整は、

112 ～ 115 が横位、116 が横･斜位、117 が斜位のヘラナデである。118 ～ 120 は重四角文が描かれた破片。

118 は区画内が無文である。119 はＬＲ単節縄文地に描かれている。120 は上位に重四角文が描かれ、下

は波状ないし山形状の沈線が巡る。118 ～ 120 の内面調整は、すべて横位のヘラナデである。121 ～ 125

は重三角文が描かれた破片。121･122 は沈線の間隔が広い。123 は頂点にボタン状貼付文が付く。124 は

沈線間にＲＬ単節縄文が充填されている。125 は沈線の間隔が一定せず、粗雑に施文されている。121 ～

125 の内面調整は、すべて横位のヘラナデである。126･127 は複合鋸歯文が描かれた胴上部片で同一個体。

沈線が太い。内面調整はともに横位のヘラナデである。128 は胴部中段から下部までの破片。胴部中段

に巡る平行沈線上に斜位の沈線が複数描かれており、下部は無文で横位のヘラミガキ調整である。内面

調整は横･斜位のヘラナデである。内面に輪積痕が残る。129 は鳥の足跡状の文様が描かれた胴上部片。

無文部の調整は縦位のヘラミガキであるが、一部にハケメが残る。内面調整は斜位のハケメである。

130は沈線が垂下する胴上部片。沈線脇は半円形の刺突列が伴う。無文部は横位のヘラミガキ調整である。

内面調整は斜位のヘラナデである。131 ～ 134 は無文の破片。131 は横位のヘラミガキと赤彩、132 は斜

位のハケメ、133 は横･斜位のハケメ調整後、胴上部が横･斜位、胴下部は所々に斜位のヘラミガキ、134

は横位のハケメが施されている。131 ～ 134 の内面調整は 131 が横･斜位、132･134 が横位、133 が斜位の

ヘラナデである。

　16は残存状態が良くないため定かではないが、無頸壺とした。ややつまった球形を呈する。底部を欠く。

無文でヘラミガキと赤彩が施されている。内面調整はヘラナデである。

　17･51･135 は広口壺。17 は残存状態が良好である。最大径を持つ口縁部がやや受け口状を呈し、頸部

がすぼまる。胴部は球形を呈するが、膨らみが小さい。51は底部、135は口縁部から頸部までの破片である。

すべて内外面ともにヘラミガキと赤彩が施されている。135 のヘラミガキは横位に施されている。17･

135 は頸部に孔が設けられており、17 は 2 個一対で対角線上に 2 つ設けられている。。

　18 ～ 28･52 ～ 66･136 ～ 199 は甕。18 ～ 28 は残存状態が比較的良好である。口縁部から胴部中段まで

のものが多い。文様は櫛歯状工具のよる文様とコの字重ね文が多く、28 のみ縄文である。18 は口縁部が

大きく開く。頸部はほぼ直立し、胴部が球形を呈する。口径と胴部中段の径はほぼ同じであるが、最大

径は後者に持つ。文様は口縁端部にオオバコによる擬縄文、頸部は 5 本一単位の簾状文、胴部は同一工

具による斜格子文が施文されている。内外面の調整はヘラミガキである。19 は特異な器形の甕。頸部が

やや括れるが、口縁部から底部まで逆ハの字状を呈する。文様は頸部にのみ描かれるが、対角線上に 4

本一単位の簾状文が 7 つと垂下する短い波状沈線が 3 条描かれているのみであり、両者間に文様は施文

されていない。調整は内外面ともにヘラミガキが主体となるが、胴上部外面にハケメが残る。20 は口縁

部の開きが小さく、頸部から胴上部までほぼ直立し、胴部中段で膨らむ。最大径を胴部中段に持つ。文

様は頸部に 3 本一単位の簾状文が巡るのみである。内外面の調整はヘラミガキである。21 は小型で最大

径を持つ口縁部がやや外反し、頸部から胴部中段まで直立に近い。文様は頸部に 6 本一単位の簾状文、

胴部に同一工具によるやや崩れた斜格子文が描かれている。内外面の調整はヘラミガキである。胴部内

面に輪積痕が残る。22 は口縁部が緩やかに開く。頸部はほぼ直立し、胴上部は緩やかに膨らむ。文様は

口縁端部にＲＬ単節縄文、頸部に 4 本一単位の波状文、胴上部は同一工具による横位の羽状文が施文さ

れている。内外面の調整はヘラミガキである。23 は口縁部が受け口状を呈する。文様は端部も含め口縁

部にＬＲ単節縄文と山形状の沈線、頸部に単位不明の簾状文が施文されている。内外面の調整はヘラミ

ガキである。24 ～ 27 は胴部にコの字重ね文が描かれている。24 は口縁部がやや外反する。頸部が括れ、

胴部は長胴化しており、中段に最大径を持つ。器壁が厚い。文様は口縁端部に無節Ｌが施文される。外

面の調整は頸部から胴部中段までがハケメ、胴下部がヘラミガキ、内面は口縁部から胴上部までがヘラ

ミガキ、以下はハケメとヘラナデである。25 は口縁部が受け口状、頸部から胴部はややつまった球形を

呈する。口径と胴部中段の径はほとんど変わらないが、最大径は前者に持つ。文様は口縁端部がカナム

グラによる擬縄文、口縁部が 2 本一単位の波状文、頸部が 4 本一単位の簾状文が施文されている。胴部

のコの字重ね文下は、口縁端部と同じカナムグラによる擬縄文が地文として施文され、ボタン状貼付文

が付く。内外面の調整はヘラミガキである。26 は口縁部がやや外反し、頸部がすぼまる。胴部は球形

を呈するが、膨らみが小さい。口径と胴部中段の径はほとんど変わらないが、最大径は後者に持つ。文

様は胴部のコの字重ね文以外では、口縁端部にＬＲ単節縄文が施文されているのみである。コの字重ね

文間及び中央には波状沈線が垂下し、上端にボタン状貼付文が付く。内面は図示できなかったが、外面

無文部とともにヘラミガキ調整である。27 は小型で口縁部がやや受け口状を呈する。頸部の括れが弱く、

胴部もあまり膨らまない。最大径を口径に持つ。文様は口縁部に波状沈線が 3 条巡り、胴部のコの字重

ね文はボタン状貼付文が付き、中央に波状沈線が垂下する。内外面の調整はヘラミガキである。28 は

ＬＲ単節縄文が全面に施文されている。口縁部が緩やかに開き、頸部以下はほぼ直立に近い。内面調整

はヘラミガキである。52 ～ 66 は胴下部から底部までの部位。52 ～ 63 は外面がヘラミガキ、内面はヘ

ラナデ調整である。甕としたが、壺の可能性もある。64 ～66 は内外面ともにヘラナデが主体となるが、

66 は外面にハケメもみられた。

　136 ～163 は櫛歯状工具で文様が施文された破片。櫛歯の単位は 4 ～5 本が多い。136･137 は口縁部か

ら頸部までの破片で、頸部に簾状文が巡る。136 は口縁端部にＲＬ単節縄文が施文されている。口縁部

は無文で横位のヘラナデ調整である。137 は簾状文下が無文で横･斜位のヘラナデ調整である。136･137

内面調整は、136 が横位、137 は頸部が横位、胴上部が斜位のヘラナデである。138 ～ 140 は胴部に縦

位の羽状文が描かれた破片。138 は口縁部が無文で横位のヘラナデ調整である。139 は口縁端部にＬＲ

単節縄文、頸部に同一工具による直線文が施文されている。無文部は口縁部が横位のヘラナデ、胴部が

横･斜位のハケメ調整である。140 は羽状文下に斜位のハケメ調整が残る。138 ～ 140 の内面調整は、

138 が横位のヘラナデ、139 は口縁部が横位のヘラナデ、頸部以下が斜位のハケメとヘラナデ、140 は

横位のハケメである。141･142 は胴部に斜格子文が描かれた破片。141 は口縁端部にＬＲ単節縄文、頸

部に同一工具による簾状文が施文されている。無文部は横位のヘラナデ調整が主体となるが、一部に斜

位のハケメが残る。142 は無文部が斜位のヘラナデ調整である。141･142 の内面調整は、141 が横位、

142 が横･斜位のヘラナデである。143 ～ 151 は胴部に横位の羽状文が描かれた破片。143 ～ 146 は頸部

に同一工具による簾状文が巡り、143 は口縁端部にＬＲ単節縄文が施文されている。143 の口縁部は無

文で横位のヘラナデ、144 は胴部に斜位、146 は横位のハケメが残る。143 ～ 151 の内面調整は、143･

146･149 が横位、145･148･150 は横･斜位、144･147 は斜位のヘラナデ、151 は斜位のハケメである。146

は頸部内面に輪積痕が残る。152 ～ 154 は胴部に不規則な文様が描かれた破片。152 は斜位に描かれて

いるが、粗雑である。横位の羽状文を省略したものか。頸部には同一工具による簾状文が巡る。胴下部

は無文で横位のヘラナデ調整である。153 は斜格子文状を呈するが、極めて粗雑である。口縁部は無文

で横位のハケメ調整である。154 は縦位の羽状文状を呈するが、153 と同じく極めて粗雑である。頸部

は同一工具による直線文が巡る。152 ～ 154 の内面調整は、152 は頸部が横位、胴部が横･斜位、153 は

口縁部が横位、頸部以下が斜位、154 は横･斜位のヘラナデである。155 ～163 は波状文が描かれた破片。
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なお、古墳時代の土師器高坏（62）も検出されており、覆土中に古墳時代の遺構が存在した可能性があ

るが、詳細については不明と言わざるを得ない。

　1～3･8･22～39は壺。1は残存状態の良好な壺。口縁部は逆ハの字に大きく開き、頸部はすぼまり、ほ

ぼ直立する。肩がやや張り、胴部は球形を呈するが、中段よりやや下位に最大径を持ち、無花果状を呈

する。文様は頸部に3条の平行沈線が等間隔に巡るのみである。外面の調整は口縁部と肩部、胴下部に

ヘラミガキが施されているが、頸部や胴部中段付近はヘラミガキ前に施されたハケメ調整が残る。内面

は口縁部から肩部にかけて磨耗が著しいため不明であるが、胴上部はヘラナデ、胴下部はハケメ調整が

施されている。胴部中段及び下部に輪積痕が残る。2は中段がすぼまる頸部。5条の平行沈線がほぼ等間

隔に巡り、最上位の沈線のみ他に比べて細い。最上位の細沈線を除く沈線間にＬＲ単節縄文が施文され

ている。外面無文部及び内面は、ヘラミガキ調整が施されている。3は肩部から胴部中段までの部位。

肩の張りが弱く、胴部中段まで緩やかに下る。文様はＬＲ単節縄文を充填した2条の波状沈線が等間隔

に複数巡る。外面無文部はヘラミガキ、内面はヘラナデ調整が施されている。8は底部。外面はヘラミ

ガキ、内面はヘラナデ調整が施されている。壺としたが、甕の可能性もある。

　22･23は刺突列が巡る破片。22は頸部から肩部にかけての破片。横位のヘラミガキ調整が施された無

文部下に4本一単位の簾状文風の刺突列が巡り、下にＬＲ単節縄文が施文されている。23は肩部片。弱

い段下に半円形の刺突列が巡り、下に平行沈線とＬＲ単節縄文が施文されている。段上は舌状文と思わ

れる文様が描かれている。22･23の内面調整は、22が横位のヘラミガキ、23は横位のヘラナデである。

24～30は平行沈線と縄文が施文された破片。24～29は肩部から胴上部までに収まる破片、30のみ胴部中

段の破片である。24は平行沈線下にＬＲ単節縄文が施文されている。縄文下は無文で横位のヘラミガキ

調整が施されている。25は複数巡る平行沈線間にＬＲ単節縄文が充填されている。以下は無文で縦位の

ヘラミガキ調整が施されている。26は半円形の刺突列が刻まれた弱い段の上下に平行沈線が巡り、上は

平行沈線と刺突列間にＬＲ単節縄文が施文されている。27は平行沈線下に半円形の刺突列が巡り、下は

ＬＲ単節縄文地に2本一単位の直線文が垂下し、両脇に刺突列が刻まれている。28は横位のヘラミガキ

調整が施された無文部下にＲＬ単節縄文と赤彩が施された平行沈線2条が巡る。29は無節Ｌ地に太い平

行沈線が巡り、下に2条の沈線が垂下するが、垂下沈線間のみ無文となっている。30は等間隔に巡る複

数の平行沈線間にＬＲ単節縄文が充填されている。最下は無文で横位のヘラミガキ調整が施されてい

る。24～30の内面調整は、24が横位、25は横･斜位のヘラミガキ、26～30は横位のヘラナデである。31

は鋸歯文が描かれた胴上部片。鋸歯文区画下にＬＲ単節縄文が充填されている。内面調整は、横位のヘ

ラナデである。32･33は波状文が描かれた破片。32は胴上部片、33は胴部中段の破片である。32は太い

平行沈線下に振りの大きい波状文が乱雑に巡る。上位は無文で斜位のヘラミガキ調整が施されている。

33はＬＲ単節縄文地に4本一単位の波状文が上位に巡る。32･33の内面調整は、ともに横位のヘラナデで

ある。34～36は重四角文が描かれた破片。34･36は肩部片、35は胴上部片である。34は2本一単位の櫛歯

で描かれている。35は地文にＲＬ単節縄文が施文されている。36は分かりづらいが、上位に半円形の刺

突列が巡る。34～37の内面調整は、すべて横位のヘラナデである。37･38は重三角文が描かれた破片。

37は胴部中段の破片、38は胴上部片である。37は沈線間にＲＬ単節縄文施文部と無文部を交互に配置し

ている。38は地文にＬＲ単節縄文が施文されている。37･38の内面調整は、ともに横位のヘラナデである。

39はフラスコ文が描かれた胴上部片。沈線間が広い。内面調整は、横位のヘラナデである。

　9は広口壺の底部。内外面ともにヘラミガキ調整と赤彩が施されている。広口壺としたが、鉢の可能

性もある。

　4～7･10～17･40～60は甕。4～6は櫛歯状工具で文様が描かれており、頸部に簾状文が巡る。4･5は口

縁部から胴部中段付近までの部位。4は口縁部が受け口状を呈し、頸部はすぼまる。胴部は中段よりや

や上が膨らみ、最大径を上位に持つが、口径とあまり変わらない。頸部以外の文様は、胴部に縦位の羽

　貯蔵穴は南西隅から確認された。径0.75ｍ前後の円形を呈し、床面からの深さは0.47ｍを測る。覆土

中層で炭化物層（10層）が確認された。

　炉跡は確認されなかった。

　出土遺物（第21・22図）は、弥生土器壺（1～3･8･22～39）、広口壺（9）、甕（4～7･10～17･40～60）、甑（18）、

高坏（19～21･61）がある。床面直上から検出されたものは少なく、大半が覆土からの検出である。残

存状態の良好な1は、ピット1から検出されたが、この他にもピットや貯蔵穴から検出されたものがある。

状文が密に描かれている。櫛歯の単位は5本である。口縁部外面の無文部及び内面は、ヘラナデ調整が

施されている。5は口縁部が外反し、頸部はすぼまり、ほぼ直立する。胴部は中段が膨らみ、球形を呈する。

最大径を胴部中段に持つが、口径とあまり変わらない。頸部以外の文様は、口縁端部に刻みが施され、

胴部は乱雑な波状文が複数巡る。櫛歯の単位は6本である。口縁部外面の無文部及び内面は、ヘラナデ

調整が施されている。6･7は口縁部から頸部までの部位。6は口縁部が外反し、頸部はすぼまる。頸部以

外の文様は、口縁端部に刻みが施されている。口縁部外面の無文部及び内面は、ヘラナデ調整が施され

ている。器壁が厚い。7は短い口縁部が外反し、頸部はすぼまる。文様は口縁端部にＬＲ単節縄文が施

文されているのみである。外面無文部及び内面は、ヘラナデ調整が施されている。

　10～17は胴下部から底部までの部位。10～12･16･17は外面がヘラミガキ、内面はヘラナデ調整が施さ

れている。17は胴下部の一部にＲＬ単節縄文が施文されており、内面に輪積痕が残る。13～15は内外面

ともにヘラナデ調整が施されている。甕としたが、17以外は壺の可能性もある。

　40～55は櫛歯状工具で文様が描かれた破片。櫛歯の単位は5本前後が多い。40･41は口縁部から頸部に

かけての破片。頸部に簾状文が巡る。40は口縁端部にＬＲ単節縄文、41は指頭圧痕が施されている。40

は内面を図示しなかったが、口縁部外面の無文部も含め、横位のハケメ調整が施されている。41は口縁

部外面の無文部が横･斜位、内面は横位のヘラミガキ調整が施されている。42～49は胴部に縦位の羽状

文が描かれた破片。やや間隔を空けるものと密に描かれるものがあり、乱雑なものが多い。42・43は頸

部から胴上部にかけての破片、44～49は胴上部から中段までに収まる破片である。42･43は頸部に簾状

文が巡り、42は簾状文下に振りの小さい波状文も巡る。45･46は羽状文施文前に施された斜位のハケメ

調整が残る。47～49は櫛歯が細い。42 ～ 49の内面調整は、42･44･47が横位、43･48は横･斜位、49は斜

位のヘラミガキ、45･46は斜位のハケメである。45は内面に輪積痕が残る。50～52は胴部に斜格子文が

描かれた破片。50は頸部から胴上部にかけての破片。頸部に簾状文、上に振りの小さい乱雑な波状文が

巡る。51･52は胴上部片で同一個体。斜格子文はやや乱雑であり、文様施文前に施された斜位のハケメ

調整が全面に残る。50～52の内面調整は、50が横位、51･52は斜位のヘラミガキである。53～55は胴部

に波状文が描かれた胴部中段の破片。53は6本一単位の直線文が2条垂下し、脇に振りの緩い波状文が複

数巡る。54は振りの大きい波状文、55は振りの小さい波状文がやや乱雑に複数巡る。53～55の内面調整

は、53が横位、55は横･斜位のヘラミガキ、54は横位のヘラナデである。

　56～60は縄文の施文された破片。56･57は口縁部から頸部にかけて、58～60は胴部中段の破片である。

縄文は56がＲＬ、57～59はＬＲ単節縄文、60は無節Ｌである。56は端部も含む口縁部に縄文が施文され、

振りの小さい波状沈線が巡る。頸部は無文で横位のハケメ調整が施されている。57は口縁端部に刻みが

施され、横位のハケメ調整が施された口縁部下の頸部に縄文が施文されている。57～59は胎土が粗い。

56～60の内面調整は、56～58が横位のヘラミガキ、59は横･斜位、60は斜位のヘラナデである。

　18は甑の底部。内外面ともにヘラナデ調整が施されている。底面に焼成前穿孔がみられた。

　19～21･61は高坏。19は坏部から接合部までの部位。坏部は逆ハの字に開く。内外面ともにヘラミガ

キ調整と赤彩が施されている。20･21は接合部から脚部までの部位。ともに脚部が短く、外面及び坏部

内面はヘラミガキ、脚部内面はヘラナデ調整が施されており、輪積痕が残る。61は口縁部片。口縁端部

に二個一対の突起が付く。内外面ともに横位のヘラミガキ調整と赤彩が施されている。
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部は無文で斜位のハケメ調整後、部分的に横位のヘラミガキが施されている。49･50 の内面調整は、横位

のヘラミガキである。51～56 は頸部から肩部までに収まる破片。51～54 はＬＲ単節縄文が施文され、51

～53 は平行沈線が巡る。51 は肩部が無文で斜位のヘラミガキ調整が施されているが、所々にヘラミガキ

前に施された斜位のハケメが残る。52 は平行沈線下に鋸歯文が描かれている。磨耗が著しいため定かで

はないが、鋸歯文区画下にＬＲ単節縄文が充填されている。53 は平行沈線下の肩部まで縄文が施文され

ている。下位は無文で斜位のヘラミガキ調整が施されている。54 は縄文帯以下が無文で斜位のヘラミガ

キ調整が施されている。55 は無文で全面斜位のハケメ調整が施されている。56 は等間隔に巡る 4 条の平

行沈線間に縦長の楕円形状を呈する刺突列が刻まれている。上下は無文で斜位のヘラミガキ調整が施さ

れている。51 ～ 56 の内面調整は、51･54 が横･斜位、55 は横位のヘラミガキ、52･53･56 は上位が横位の

ヘラミガキ、下位が斜位のヘラナデである。57 ～ 60 は刺突列が施された胴上部片。57～59 は 2 本一単位

の刺突列が巡る。57 は刺突列上が無文で横位のヘラミガキ調整が施されており、下はＬＲ単節縄文が施

文されている。58 は刺突列上に細い平行沈線が巡り、間にＬＲ単節縄文が施文されている。平行沈線上

と刺突列下は無文で横位のヘラミガキ調整が施されている。59 は平行沈線が 3 条巡り、最下の沈線間に

刺突列が刻まれている。平行沈線上下は無文で横･斜位のヘラミガキ調整が施されている。60 は段上に円

形の刺突列が 2 列巡り、地文にＬＲ単節縄文が施文されている。段下は無文で横位のヘラミガキ調整が施

　16～22は胴下部から底部までの部位。16のみ内外面ともにヘラミガキ、その他は外面がヘラミガキ、

内面はヘラナデ調整が施されている。20 は底部付近に指頭圧痕が施されている。壺としたが、甕の可

能性もある。

　29 は口縁部から頸部にかけての破片。端部を含む肥厚した口縁部にＬＲ単節縄文が施文され、以下

は無文で斜位のヘラミガキ調整が施されている。内面調整は、上位が横位、下位は斜位のヘラミガキで

ある。30･31 は頸部片。30 は太い平行沈線 4 条下にやや乱雑な波状沈線が巡り、各沈線間にＬＲ単節縄

文が施文されている。上下は無文で斜位のヘラミガキ調整が施されている。31 は平行沈線下に振りの

大きい波状沈線が巡る。30･31 の内面調整は、いずれも横位のヘラミガキである。32～37 は平行沈線や

櫛歯による直線文、波状文が巡る破片。32～35 は胴上部片、36･37 は肩部片である。32 は平行沈線が

複数巡る。中段の沈線間に半円形の刺突列が刻まれており、下 3 条の平行沈線間はＬＲ単節縄文が施文

されている。33 は平行沈線下に乱雑な波状沈線が複数巡る。沈線がやや太い。34 は分かりづらいが、

鋸歯文下に 3 本一単位の細い直線文が 4 段巡り、下に波状文が複数巡る。鋸歯文区画下は、ＲＬ単節縄

文が充填されている。No.5 と同一個体。35 は 2 本一単位の直線文が 3 段巡り、下に縄目が縦位のＬＲ

単節縄文と波状文が施文されている。36 は爪形状の刺突列下に平行沈線が巡り、下に斜位の短沈線が

描かれている。37 は分かりづらいが、地文にＬＲ単節縄文が施文されており、平行沈線下に複数の沈

線が等間隔に垂下する。32～37 の内面調整は、37 のみ横･斜位のヘラミガキ、その他はすべて横位のヘ

ラナデである。38～40 は重四角文が描かれた破片。38 のみ肩部片、その他は胴上部片である。38 は重

四角文下に無節Ｌが施文されている。40は地文にＬＲ単節縄文が施文されている。38～40の内面調整は、

38 が横･斜位のヘラミガキ、39･40 は横位のヘラナデである。41 は渦巻文が描かれた胴上部片。沈線が

太い。内面調整は、横･斜位のヘラナデである。42･43 は胴部中段から下部に収まる破片。いずれも胴

部中段に懸垂文が接続した 2 条の平行沈線が巡り、沈線間にＬＲ単節縄文が充填されている。43 は胴

下部が無文で、横位のヘラミガキ調整が施されている。42･43 の内面調整は、ともに横位のヘラナデで

ある。44 は胴上部片。上位に爪形状の刺突列が複数巡り、下にＬＲ単節縄文が施文されている。内面

調整は、横位のヘラナデである。45 は弥生時代中期中頃池上式に相当する胴上部片。流れ込み。重四

角文内に半円形の刺突列が充填されている。内面調整は、横位のヘラナデである。

　9～15･23～26･46～67は甕。9～13は櫛歯状工具で文様が描かれている。櫛歯の単位は5本前後が多い。

9 は底部付近を欠く。口縁部は緩やかに外反し、頸部はすぼまる。胴上部が膨らみ、下部に向かって直

線的に下る。最大径を胴上部に持つが、口径とあまり変わらない。磨耗顕著によりほとんど図示できな

かったが、文様は頸部に乱雑な簾状文が巡り、胴部に縦位の羽状文が描かれている。調整は、口縁部外

面の無文部が不明、胴下部はヘラミガキ、内面はヘラナデである。10･11 は口縁部から胴部中段までの

部位。大きさが異なるが、器形や文様構成が似ている。いずれも口縁部がやや内湾気味に立ち上がり、

頸部はすぼまる。胴部はほとんど膨らまない。最大径を口径に持つ。文様は口縁端部にＬＲ単節縄文が

施文され、頸部に簾状文が巡る。胴部は 10 が横位の羽状文、11 は縦位の羽状文が描かれているが、い

ずれも乱雑に描かれている。外面無文部及び内面の調整は、10 は外面及び口縁部から頸部までの内面

がヘラミガキ、頸部以下の内面はヘラナデ、11 は内外面ともにヘラナデ調整が施されている。12 は胴

上部から下部までの部位。ほぼ球形を呈する。外面は 8 本一単位で縦位の羽状文が密に描かれている。内

面調整は、ヘラナデである。13 は小型の甕。底部を欠く。口縁部が受け口状を呈し、頸部はすぼまる。

胴部は中段が膨らみ、ほぼ球形を呈する。最大径を胴部中段に持つが、口径とほとんど変わらない。文

様は口縁端部にＬＲ単節縄文が施文され、頸部に簾状文、胴部は垂下する直線文脇に振りの小さい波状

文が 7 段密に巡る。直線文の頂点及び終点にボタン状貼付文が交互に付く。口縁部外面の無文部及び口

縁部から頸部までの内面は粗いヘラミガキ、胴下部外面及び頸部以下の内面は、ハケメとヘラナデ調整

が施されている。14･15 は口縁端部以外無文の甕。口縁端部に指頭圧痕が施されているが、14 は一部施

されていない箇所がみられた。14 は比較的残存状態が良好であり、15 は口縁部から胴上部までの部位

である。いずれも短い口縁部がくの字に開き、頸部はすぼまる。胴部はほとんど膨らまず、14 は底部

　9 は甑の底部。内外面ともにヘラミガキ調整が施されている。底面に焼成前穿孔がみられた。

　10･11 は高坏。10 は坏部下位から脚部までの部位、11 は接合部である。10 の脚部はハの字に開く。

いずれも外面及び坏部内面はヘラミガキと赤彩、脚部内面はヘラナデ調整が施されている。

　本住居跡の時期は、弥生時代中期後半から末にかけての段階と思われる。

第 11 号住居跡（第 38・39 図）

　64･65－137･138 グリッドに位置する。東側から南側にかけて 12 号住居跡を切っている。北東隅及び

西壁中央付近は調査区外にあり、南壁中央付近を後世の撹乱により一部欠く。

　正確な規模は不明であるが、長軸がおよそ 6.1ｍ、短軸は 5.3ｍを測り、平面プランは隅丸長方形を呈

する。主軸方向はＮ－27°－Ｗを指す。確認面からの深さは0.55ｍ前後を測り、床面はほぼ平坦であった。

覆土は 11 層（1 ～ 11 層）確認された。焼土や炭化物等混入物が多くみられたが、レンズ状に堆積して

いたことから自然堆積と思われる。

　炉跡は床面中央よりやや北側に位置する。長軸 0.65ｍ、短軸 0.52ｍのいびつな楕円形を呈し、床面か

らの深さは 0.12ｍを測る。覆土は 2 層（12･13 層）確認された。

　ピットは 9 基確認された。P1 ～ 4 は主柱穴に相当するが、P1･4 周囲に位置する P5～9 は、浅いこと

から補佐するための柱穴であろうか。いずれも覆土は図示できなかったが、柱痕跡は確認されなかった。

　壁溝は調査区外や撹乱により一部確認できない箇所があるが、おそらく全周すると思われ、南東隅は

やや壁から離れて走り、貯蔵穴に接続している。幅は 0.3ｍ前後、床面からの深さは 0.1ｍ程である。

　貯蔵穴は南東隅に位置する。径 0.55ｍ前後の円形を呈し、床面からの深さは 0.81ｍと深い。覆土は図

示できなかったが、炭化物を含む灰色系の土が数層レンズ状に堆積していた。

　出土遺物（第 40～44 図）は、弥生土器壺（1～4･14～21･49～66）、広口壺（5･22）、甕（6～13･23～

38･67～132）、甑（39）、高坏（40～44･133･134）、鉢（45～47）、ミニチュア土器（48）、打製石斧（135）、

掻器（136･137）、打製石器（138）、磨石（139～143）、打製石鏃（144）、石製有孔円盤（145）、石製勾

玉（146）がある。遺物量が多いが、残存状態の良好なものは少ない。そのほとんどが覆土から検出された。

　1～4･14～21･49～66 は壺。1 は小型壺の口縁部から頸部にかけての部位。口縁部はやや内湾しながら

立ち上がり、頸部はほぼ直立する。無文で内外面ともにヘラミガキ調整と赤彩が施されている。2 は口縁

部を欠くが、残存状態が良好である。頸部が太く、肩部から胴部が詰まった算盤玉状を呈する。無文で

内外面ともにヘラミガキ調整が施されている。胴下部外面に輪積痕が残る。胎土が粗い。3 は胴上部から

下部にかけての部位。胴部中段が膨らみ、やや算盤玉状を呈する。文様は胴部中段に平行沈線 4 条と連

弧文 4 条が巡る。胴上部及び下部は無文でヘラミガキ、内面はヘラナデ調整が施されている。4 は胴部中

段から下部にかけての部位。胴部中段から下部に向かって直線的に下る。無文で外面はヘラミガキ調整

が施されているが、ヘラミガキ前に施されたハケメが一部残る。内面調整は、ハケメ及びヘラナデである。

　14～21 は胴下部から底部までの部位。壺としたが、甕の可能性もある。外面はヘラミガキ、内面は

ヘラナデ調整が主体となるが、16 のみ内外面ともにヘラミガキ調整が施され、底部付近はヘラミガキ

前に施されたハケメ調整が一部残る。14･19 は胎土が粗い。17 は底面にヘラによる刻みがみられた。

　49･50 は口縁部から頸部までに収まる破片。49 はＬＲ単節縄文下に 2 本一単位の刺突列が巡る。以下

は無文で横位のヘラミガキ調整が施されている。50 は分かりづらいが、頸部に平行沈線が巡る。口縁
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なお、古墳時代の土師器高坏（62）も検出されており、覆土中に古墳時代の遺構が存在した可能性があ

るが、詳細については不明と言わざるを得ない。

　1～3･8･22～39は壺。1は残存状態の良好な壺。口縁部は逆ハの字に大きく開き、頸部はすぼまり、ほ

ぼ直立する。肩がやや張り、胴部は球形を呈するが、中段よりやや下位に最大径を持ち、無花果状を呈

する。文様は頸部に3条の平行沈線が等間隔に巡るのみである。外面の調整は口縁部と肩部、胴下部に

ヘラミガキが施されているが、頸部や胴部中段付近はヘラミガキ前に施されたハケメ調整が残る。内面

は口縁部から肩部にかけて磨耗が著しいため不明であるが、胴上部はヘラナデ、胴下部はハケメ調整が

施されている。胴部中段及び下部に輪積痕が残る。2は中段がすぼまる頸部。5条の平行沈線がほぼ等間

隔に巡り、最上位の沈線のみ他に比べて細い。最上位の細沈線を除く沈線間にＬＲ単節縄文が施文され

ている。外面無文部及び内面は、ヘラミガキ調整が施されている。3は肩部から胴部中段までの部位。

肩の張りが弱く、胴部中段まで緩やかに下る。文様はＬＲ単節縄文を充填した2条の波状沈線が等間隔

に複数巡る。外面無文部はヘラミガキ、内面はヘラナデ調整が施されている。8は底部。外面はヘラミ

ガキ、内面はヘラナデ調整が施されている。壺としたが、甕の可能性もある。

　22･23は刺突列が巡る破片。22は頸部から肩部にかけての破片。横位のヘラミガキ調整が施された無

文部下に4本一単位の簾状文風の刺突列が巡り、下にＬＲ単節縄文が施文されている。23は肩部片。弱

い段下に半円形の刺突列が巡り、下に平行沈線とＬＲ単節縄文が施文されている。段上は舌状文と思わ

れる文様が描かれている。22･23の内面調整は、22が横位のヘラミガキ、23は横位のヘラナデである。

24～30は平行沈線と縄文が施文された破片。24～29は肩部から胴上部までに収まる破片、30のみ胴部中

段の破片である。24は平行沈線下にＬＲ単節縄文が施文されている。縄文下は無文で横位のヘラミガキ

調整が施されている。25は複数巡る平行沈線間にＬＲ単節縄文が充填されている。以下は無文で縦位の

ヘラミガキ調整が施されている。26は半円形の刺突列が刻まれた弱い段の上下に平行沈線が巡り、上は

平行沈線と刺突列間にＬＲ単節縄文が施文されている。27は平行沈線下に半円形の刺突列が巡り、下は

ＬＲ単節縄文地に2本一単位の直線文が垂下し、両脇に刺突列が刻まれている。28は横位のヘラミガキ

調整が施された無文部下にＲＬ単節縄文と赤彩が施された平行沈線2条が巡る。29は無節Ｌ地に太い平

行沈線が巡り、下に2条の沈線が垂下するが、垂下沈線間のみ無文となっている。30は等間隔に巡る複

数の平行沈線間にＬＲ単節縄文が充填されている。最下は無文で横位のヘラミガキ調整が施されてい

る。24～30の内面調整は、24が横位、25は横･斜位のヘラミガキ、26～30は横位のヘラナデである。31

は鋸歯文が描かれた胴上部片。鋸歯文区画下にＬＲ単節縄文が充填されている。内面調整は、横位のヘ

ラナデである。32･33は波状文が描かれた破片。32は胴上部片、33は胴部中段の破片である。32は太い

平行沈線下に振りの大きい波状文が乱雑に巡る。上位は無文で斜位のヘラミガキ調整が施されている。

33はＬＲ単節縄文地に4本一単位の波状文が上位に巡る。32･33の内面調整は、ともに横位のヘラナデで

ある。34～36は重四角文が描かれた破片。34･36は肩部片、35は胴上部片である。34は2本一単位の櫛歯

で描かれている。35は地文にＲＬ単節縄文が施文されている。36は分かりづらいが、上位に半円形の刺

突列が巡る。34～37の内面調整は、すべて横位のヘラナデである。37･38は重三角文が描かれた破片。

37は胴部中段の破片、38は胴上部片である。37は沈線間にＲＬ単節縄文施文部と無文部を交互に配置し

ている。38は地文にＬＲ単節縄文が施文されている。37･38の内面調整は、ともに横位のヘラナデである。

39はフラスコ文が描かれた胴上部片。沈線間が広い。内面調整は、横位のヘラナデである。

　9は広口壺の底部。内外面ともにヘラミガキ調整と赤彩が施されている。広口壺としたが、鉢の可能

性もある。

　4～7･10～17･40～60は甕。4～6は櫛歯状工具で文様が描かれており、頸部に簾状文が巡る。4･5は口

縁部から胴部中段付近までの部位。4は口縁部が受け口状を呈し、頸部はすぼまる。胴部は中段よりや

や上が膨らみ、最大径を上位に持つが、口径とあまり変わらない。頸部以外の文様は、胴部に縦位の羽

　貯蔵穴は南西隅から確認された。径0.75ｍ前後の円形を呈し、床面からの深さは0.47ｍを測る。覆土

中層で炭化物層（10層）が確認された。

　炉跡は確認されなかった。

　出土遺物（第21・22図）は、弥生土器壺（1～3･8･22～39）、広口壺（9）、甕（4～7･10～17･40～60）、甑（18）、

高坏（19～21･61）がある。床面直上から検出されたものは少なく、大半が覆土からの検出である。残

存状態の良好な1は、ピット1から検出されたが、この他にもピットや貯蔵穴から検出されたものがある。

状文が密に描かれている。櫛歯の単位は5本である。口縁部外面の無文部及び内面は、ヘラナデ調整が

施されている。5は口縁部が外反し、頸部はすぼまり、ほぼ直立する。胴部は中段が膨らみ、球形を呈する。

最大径を胴部中段に持つが、口径とあまり変わらない。頸部以外の文様は、口縁端部に刻みが施され、

胴部は乱雑な波状文が複数巡る。櫛歯の単位は6本である。口縁部外面の無文部及び内面は、ヘラナデ

調整が施されている。6･7は口縁部から頸部までの部位。6は口縁部が外反し、頸部はすぼまる。頸部以

外の文様は、口縁端部に刻みが施されている。口縁部外面の無文部及び内面は、ヘラナデ調整が施され

ている。器壁が厚い。7は短い口縁部が外反し、頸部はすぼまる。文様は口縁端部にＬＲ単節縄文が施

文されているのみである。外面無文部及び内面は、ヘラナデ調整が施されている。

　10～17は胴下部から底部までの部位。10～12･16･17は外面がヘラミガキ、内面はヘラナデ調整が施さ

れている。17は胴下部の一部にＲＬ単節縄文が施文されており、内面に輪積痕が残る。13～15は内外面

ともにヘラナデ調整が施されている。甕としたが、17以外は壺の可能性もある。

　40～55は櫛歯状工具で文様が描かれた破片。櫛歯の単位は5本前後が多い。40･41は口縁部から頸部に

かけての破片。頸部に簾状文が巡る。40は口縁端部にＬＲ単節縄文、41は指頭圧痕が施されている。40

は内面を図示しなかったが、口縁部外面の無文部も含め、横位のハケメ調整が施されている。41は口縁

部外面の無文部が横･斜位、内面は横位のヘラミガキ調整が施されている。42～49は胴部に縦位の羽状

文が描かれた破片。やや間隔を空けるものと密に描かれるものがあり、乱雑なものが多い。42・43は頸

部から胴上部にかけての破片、44～49は胴上部から中段までに収まる破片である。42･43は頸部に簾状

文が巡り、42は簾状文下に振りの小さい波状文も巡る。45･46は羽状文施文前に施された斜位のハケメ

調整が残る。47～49は櫛歯が細い。42 ～ 49の内面調整は、42･44･47が横位、43･48は横･斜位、49は斜

位のヘラミガキ、45･46は斜位のハケメである。45は内面に輪積痕が残る。50～52は胴部に斜格子文が

描かれた破片。50は頸部から胴上部にかけての破片。頸部に簾状文、上に振りの小さい乱雑な波状文が

巡る。51･52は胴上部片で同一個体。斜格子文はやや乱雑であり、文様施文前に施された斜位のハケメ

調整が全面に残る。50～52の内面調整は、50が横位、51･52は斜位のヘラミガキである。53～55は胴部

に波状文が描かれた胴部中段の破片。53は6本一単位の直線文が2条垂下し、脇に振りの緩い波状文が複

数巡る。54は振りの大きい波状文、55は振りの小さい波状文がやや乱雑に複数巡る。53～55の内面調整

は、53が横位、55は横･斜位のヘラミガキ、54は横位のヘラナデである。

　56～60は縄文の施文された破片。56･57は口縁部から頸部にかけて、58～60は胴部中段の破片である。

縄文は56がＲＬ、57～59はＬＲ単節縄文、60は無節Ｌである。56は端部も含む口縁部に縄文が施文され、

振りの小さい波状沈線が巡る。頸部は無文で横位のハケメ調整が施されている。57は口縁端部に刻みが

施され、横位のハケメ調整が施された口縁部下の頸部に縄文が施文されている。57～59は胎土が粗い。

56～60の内面調整は、56～58が横位のヘラミガキ、59は横･斜位、60は斜位のヘラナデである。

　18は甑の底部。内外面ともにヘラナデ調整が施されている。底面に焼成前穿孔がみられた。

　19～21･61は高坏。19は坏部から接合部までの部位。坏部は逆ハの字に開く。内外面ともにヘラミガ

キ調整と赤彩が施されている。20･21は接合部から脚部までの部位。ともに脚部が短く、外面及び坏部

内面はヘラミガキ、脚部内面はヘラナデ調整が施されており、輪積痕が残る。61は口縁部片。口縁端部

に二個一対の突起が付く。内外面ともに横位のヘラミガキ調整と赤彩が施されている。

第 21 図　第 5 号住居跡出土遺物（1）

第 22 図　第 5 号住居跡出土遺物（2）
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がヘラミガキ、以下はハケメ調整が施されている。肩部から胴上部にかけて赤彩が施されている。内面

も磨耗顕著により胴上部は図示できなかったが、下部はヘラナデ調整が施されている。肩部から胴部中

段にかけて輪積痕が残る。

　本土器棺墓の時期は、弥生時代後期初頭と思われる。

第 2 号土器棺墓（第 73 図）

　57－138 グリッドに位置する。西側で 4 号住居跡の東壁上位を切っている。

　墓壙の規模は長軸 0.61ｍ、短軸 0.51ｍを測り、平面プランは楕円形を呈する。確認面からの深さは

0.23ｍを測る。立ち上がりは鋭角であり、底面はほぼ平坦であった。

　土器棺は墓壙中央に埋設されていた。棺身は甕の胴部以下が使用され、正位の状態で埋設されていた。

甕の周囲には灰色土が埋められており、上位から蓋に使用されたと思われる壺の胴部が検出された。壺

は胴上部以上及び下部以下を欠くが、胴上部以上は意図的に打ち欠き、胴下部以下は本来残存し、逆位

の状態で蓋として使用されたと思われる。棺身の甕内部には土が入り込んでいたため、精査を行ったが、

骨片等は検出されなかった。

　出土遺物（第 75 図）は、棺蓋に使用された弥生土器壺（1）、棺身に使用された甕（2）がある。

　1 は胴部中段の部位。中段付近が膨らむ。文様は平行沈線下に 3 条の連弧文が巡り、磨耗が著しいた

め定かではないが、地文にＬＲ単節縄文が施文されていた可能性がある。下位は無文でヘラミガキ調整

が施されていたと思われる。内面調整はヘラナデである。2 は胴上部から底部までの部位。胴部は倒卵

形を呈する。文様は胴部にやや細い沈線でコの字重ね文が描かれており、コの字中央に縦位の短沈線が

施文されたボタン状貼付文が付く。ボタン状貼付文下は波状沈線が垂下する。胴下部は無文でヘラミガ

キ、内面はヘラナデ調整が施されている。

　土器棺に使用された土器は、重複する 4 号住居跡出土土器と比較すると古い様相を呈するが、切り合

い関係を重視すると、本土器棺墓が 4 号住居跡よりも新しい。よって、本土器棺墓の時期は、4 号住居

跡よりも新しい弥生時代中期末としておきたい。

立ち上がりはほぼ垂直であり、底面はやや凹凸がみられた。

　土器棺は墓壙のほぼ中央に埋設されたと思われる。上位が非常に崩れた状態で検出されたことから発

掘調査段階では棺身の大型壺 1 個体のみと思われたが、整理調査の結果、棺蓋となる壺も存在すること

が確認された。棺身の大型壺は頸部以上を意図的に欠くが、棺蓋の壺は口縁部と底部を欠いており、ど

のような状態で蓋として利用されたのか不明と言わざるを得ない。大型壺は底面から 0.07ｍの高さに横

位で埋設され、周囲にはブロック等を含む灰色土が埋められていた。大型壺の内部に土が入り込んでい

たことから精査を行った結果、骨片が若干検出された。

　出土遺物（第 74 図）は、弥生土器壺（1･2）がある。1 が棺蓋、2 が棺身に使用されていた。

　1 は頸部から胴下部までの部位であり、口縁部と底部を意図的に欠く。頸部はほぼ直立する。肩が張

らず、やや縦長の胴部中段が膨らみ、やや内湾しながら下る。文様は頸部から肩部にかけて 6 本一単位

の乱雑な波状文 2 段と簾状文が巡る。以下は磨耗顕著によりほとんど図示できなかったが、無文でヘラ

ミガキ調整が施されている。また所々にヘラミガキ前に施されたハケメ調整が残る。内面調整は、磨耗

顕著により不明である。2 は大型の壺。頸部以上を意図的に欠き、胴部中段と底部も一部欠くが、本来

は残存していたと思われる。肩部以下緩やかに下り、最大径を持つ胴上部が膨らむ。胴上部以下は底部

に向かってほぼ直線的に下る。磨耗が著しいためほとんど図示できなかったが、全面無文で胴上部まで

　1 は胴上部から底部までの部位。長胴で中段付近が膨らむ。無文で内外面ともにヘラミガキ調整が施

されている。2 はほぼ完形。口縁部はやや外反しながら開く。頸部はすぼまり、胴部は中段よりやや上

が膨らみ、最大径を持つ。文様は口縁端部に細かい刻みが施され、頸部は 8 本一単位の簾状文が巡る。

胴上部は簾状文直下に振りの小さい波状文が 2 条巡る。外面無文部の調整は、口縁部及び胴上部から中

段までがハケメ、以下はヘラナデである。内面調整は、口縁部がヘラナデ、以下はハケメである。内面

に輪積痕が残る。3 は口縁部から胴上部にかけての破片。口縁端部に刻みが施され、頸部は 9 本一単位

の細かい簾状文、胴上部は分かりづらいが、振りの小さい波状文が巡る。口縁部外面の無文部及び内面

は、斜位のヘラナデ調整が施されている。4 は頸部から胴上部にかけての破片。頸部の波状文下に横位

の羽状文がやや間隔を空けて比較的丁寧に描かれている。内面調整は、横位のヘラミガキである。

　5 は磨石。二面使用しており、光沢が著しい。閃緑岩製。

　本遺構の時期は、弥生時代後期初頭と思われる。

７　土器棺墓
第 1 号土器棺墓（第 73 図）

　55－138 グリッドに位置する。他の遺構との重複関係はみられない。北側以外、立ち上がりが調査区

外にある。

　墓壙の正確な規模は不明であるが、径 0.7ｍ前後の円形を呈すると思われる。確認面からの深さは

0.15ｍ前後であったが、調査区壁での土層断面観察から 0.4ｍ程の掘り込みであったことが確認された。

第 72 図　第 1 号方形周溝墓出土遺物

第 73 図　第 1・2 号土器棺墓

第21表　第1号方形周溝墓出土遺物観察表
器　種番号

1
2
3
4
5

弥生土器　壺
弥生土器　甕
弥生土器　甕
弥生土器　甕

磨　石

内外面磨耗顕著。
内面輪積痕有。内外面所々磨耗。

内面磨耗顕著。

口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 残存率 備　　考

―
17.5
―
―

（10.4）
28.75
―
―

5.3
9.0
―
―

ABCIN
ABIKN
ABDHKN
ABHIKMN

にぶい橙色
暗褐色

にぶい黄橙色
黒褐色

B
B
B
B

胴～底 80%
ほぼ完形

口～胴上片
頸～胴上片

最大長 (7.1) ㎝､最大幅 (10.85) ㎝､最大厚 (5.1) ㎝。重量 (445)g。半分欠？。閃緑岩製。二面使用。光沢帯びる。

第１号土器棺墓

土層説明（ＡＡ′）

１ 耕 作 土

２ 灰 色 土：粘土質。酸化鉄、マンガン粒多量含む。

３ 黄灰色土：粘土質。酸化鉄、マンガン粒多量、白色粒少量含む。

４ 暗灰色土：粘土質。酸化鉄、マンガン粒多量、炭化物、灰白色

　　　　　　　粒･ブロック少量含む。

５ 灰 色 土：粘土質。酸化鉄、マンガン粒多量、炭化物、灰白色

Ａ Ａ′

第１号土器棺墓
調　査　区　外

24. 00

Ａ Ａ′

1

2

3

4 4

5

第２号土器棺墓

Ａ Ａ′

４号住

24. 00

Ａ Ａ′

1

４号住

第２号土器棺墓

土層説明（ＡＡ′）

１ 灰 色 土：シルト質。酸化鉄、灰白色粒、マンガン粒多量含む。

　　　　　　　埋め戻し土。

 ＝ 棺　蓋
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第４図　埼玉県熊谷市前中西遺跡周辺出土栗林式系土器（各遺跡報告書より作成）
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（㈶長野県埋蔵文化財センター 2008）
第４図　銅戈の部位名称

参考

まとめ

石戈は、武器形青銅器が出土する西日本に多数の出

土例があり、東日本では数少ないものの、特に長野県

で多数出土している。近年、長野県中野市柳沢遺跡で

は、複数の青銅器（銅戈 点、銅鐸 点）が埋納され

た遺構が確認され、青銅器文化が長野県まで到達して

いたことが明らかとなっている。出土した銅戈の つ

には樋に複合鋸歯文が描かれており、これは近畿地方

で出土する銅戈の特徴であり、土製の模倣品は新潟県

上越市吹上遺跡に出土例があるが、石戈としては今回

が全国初の事例となる。

今回出土した石戈は、こうした銅戈を実際に見た人

によって忠実に模倣して製作され、本遺跡にもたらさ

れたと考えられる。

前中西遺跡では、既に県内初の例として石戈の破片

が出土していることから今回で 例目となるが、これ

らは熊谷市周辺地域が栗林式土器文化圏の影響を受け

ていたことを物語る貴重な史料である。

引用･参考文献
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第６図　群馬県出土銅戈・石戈 (( 埋蔵文化財研究会 2016)( 吉田 2013) より作成 )

1：甘楽町三ツ俣遺跡　2・4：富岡市八木連西久保遺跡　3：富岡市古立東山遺跡　5：富岡市鏑川河床　6：嬬恋村中郷遺跡　
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第８図　埼玉県熊谷市出土土偶・土偶形容器（各遺跡報告書より作成）

石戈

Ｂ面

1 2

銅戈



―38―

第 10 図　埼玉県熊谷市北島遺跡（吉田 2003 より作成）

第９図　埼玉県熊谷市池上 ･行田市小敷田遺跡（石川 2001より転載）
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第11図　埼玉県熊谷市前中西遺跡弥生時代中期遺構分布図（石川・松田2014より作成）
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第14図　埼玉県熊谷市前中西遺跡礫床木棺墓（森田2014より作成）
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第 12 図　埼玉県熊谷市前中西遺跡大型方形周溝墓
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第 13 図　群馬県高崎市高崎城三ノ丸遺跡

　　 　(( 中村 1994)( 埼玉考古学会 2003)

　　　　　　より転載）
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第２４図　栗林式土器の分布 （馬場 2008 より作成）第２３図　群馬県高崎市高崎城三ノ丸遺跡

（中村 1994） ( 埼玉考古学会 2003）

第２５図　長野県長野市松原遺跡 （青木ほか 2000）
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第２４図　栗林式土器の分布 （馬場 2008 より作成）第２３図　群馬県高崎市高崎城三ノ丸遺跡

（中村 1994） ( 埼玉考古学会 2003）

第２５図　長野県長野市松原遺跡 （青木ほか 2000）
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第 16 図　埼玉県熊谷市前中西遺跡在地・栗林式系要素時期別変遷図

第 15 図　栗林式段階の交流ルート（馬場 2008 より転載）
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